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安全と環境に関する注記

製品を取り付けて使用する前に、IBM® システム用の複数の言語で書かれた安全上
の注意を確認してください。

遠隔通信環境の適性: 本製品は、いかなる方法でも直接的または間接的に公共通信
ネットワークのインターフェースに接続されることを意図していません。

翻訳された注意または危険の注記を探すには以下の方法があります。

1. それぞれの注意または危険の注記の最後にある識別番号を探してください。 以
下の例では、(C001) および (D002) を識別番号とします。

注意:
注意は、中程度または軽度のけがを引き起こす可能性がある危険があることを示
します。 (C001)

危険

危険の注記は、生命の危険または重傷を引き起こす可能性がある危険があるこ
とを示します。 (D002)

2. IBM Systems Safety Notices を見つけてください。ここには Storwize® V7000

Unified・ハードウェアとともに提供されたユーザー資料が入っています。

3. IBM Systems Safety Notices で一致する識別番号を探してください。そして、安
全上の注意に関するトピックを再確認し、必ずその資料の記述に従ってくださ
い。

4. オプションとして、Storwize V7000 Unified Web サイトの複数の言語で書かれた
安全の説明をお読みください。 www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/

unified に進み、資料のリンクをクリックします。

安全について

Before installing this product, read the Safety Information.

Antes de instalar este produto, leia as Informações de Segurança.
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Pred instalací tohoto produktu si prectete prírucku bezpecnostních instrukcí.

Læs sikkerhedsforskrifterne, før du installerer dette produkt.

Lees voordat u dit product installeert eerst de veiligheidsvoorschriften.

Ennen kuin asennat tämän tuotteen, lue turvaohjeet kohdasta Safety Information.

Avant d'installer ce produit, lisez les consignes de sécurité.

Vor der Installation dieses Produkts die Sicherheitshinweise lesen.

Prima di installare questo prodotto, leggere le Informazioni sulla Sicurezza.

Les sikkerhetsinformasjonen (Safety Information) før du installerer dette produktet.

Antes de instalar este produto, leia as Informações sobre Segurança.

Antes de instalar este producto, lea la información de seguridad.

Läs säkerhetsinformationen innan du installerar den här produkten.
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安全上の注記
本書の「注意」と「危険」の注意書きにはそれぞれ番号が付いています。この番号
は、「Safety Information」資料で、英語の Caution と Danger に対応する翻訳版の
「注意」と「危険」を相互参照するために使用します。例えば、「Caution」の注意
書きに「Statement 1」と記載されている場合、「Safety Information」資料を見れば、
その注意書きに対応した「安全 1」の翻訳文が見つかります。

重要:

手順を実行する前に、この資料の「注意」と「危険」の注意書きをすべてお読みく
ださい。もし、システムあるいはオプションに追加の安全情報がある場合はその装
置の取り付けを開始する前にお読みください。

安全 1
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危険

電源ケーブルや電話線、通信ケーブルからの電流は危険です。

感電を防ぐために次の事項を守ってください。

v 雷雨の間はケーブルの接続や切り離し、または本製品の設置、保守、再構成を
行わないでください。

v すべての電源コードは正しく配線され接地されたコンセントに接続してくださ
い。

v ご使用の製品に接続するすべての装置も正しく配線されたコンセントに接続し
てください。

v 信号ケーブルの接続または切り離しは可能なかぎり片手で行ってください。

v 火災、水害、または建物に構造的損傷の形跡が見られる場合は、どの装置の電
源もオンにしないでください。

v 取り付けおよび構成手順で特別に指示されている場合を除いて、装置のカバー
を開く場合はその前に、必ず、接続されている電源コード、通信システム、ネ
ットワーク、およびモデムを切り離してください。

v ご使用の製品または接続された装置の取り付け、移動、またはカバーの取り外
しを行う場合には、次の表の説明に従ってケーブルの接続および切り離しを行
ってください。

ケーブルの接続手順: ケーブルの切り離し手順:

1. すべての電源をオフにします。

2. 最初に、すべてのケーブルを装置に接続
します。

3. 信号ケーブルをコネクターに接続しま
す。

4. 電源コードを電源コンセントに接続しま
す。

5. 装置の電源をオンにします。

1. すべての電源をオフにします。

2. 最初に、電源コードをコンセントから取
り外します。

3. 信号ケーブルをコネクターから取り外し
ます。

4. すべてのケーブルを装置から取り外しま
す。

安全 2
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注意:
リチウム・バッテリーを交換する場合は、 IBM 部品番号 33F8354 またはメーカー
が推奨する同等タイプのバッテリーのみを使用してください。システムにリチウ
ム・バッテリーが入ったモジュールがある場合、そのモジュールの交換には同じメ
ーカーの同じモジュール・タイプのみを使用してください。バッテリーにはリチウ
ムが含まれており、適切な使用、扱い、廃棄をしないと、爆発するおそれがありま
す。

以下のことは行わないでください。

v 水に投げ込む、あるいは浸す

v 100°C (212°F) を超えて熱する。

v 修理または分解

バッテリーを廃棄する場合は地方自治体の条例に従ってください。

安全 3

注意:
レーザー製品 (CD-ROM、DVD ドライブ、光ファイバー装置、または送信機など)
を取り付ける場合には、以下のことに注意してください。

v カバーを外さないこと。カバーを取り外すと有害なレーザー光を浴びることがあ
ります。この装置の内部には保守が可能な部品はありません。

v 本書に記述されていないコントロールや調整を使用したり、本書に記述されてい
ない手順を実行すると、有害な光線を浴びることがあります。

危険

一部のレーザー製品には、クラス 3A またはクラス 3B のレーザー・ダイオード
が組み込まれています。次のことに注意してください。

カバーを開くとレーザー光線の照射があります。光線を見つめたり、光学装置を
用いて直接見たり、光線を直接浴びることは避けてください。

クラス レーザー�	1
Laser Klasse 1
Laser Klass 1
Luokan 1 Laserlaite
Appareil A Laser de Classe 1`
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安全 4

≥ 18 kg (39.7 lb) ≥ 32 kg (70.5 lb) ≥ 55 kg (121.2 lb)

注意:
装置を持ち上げる場合には、安全に持ち上げる方法に従ってください。

安全 5

注意:
装置の電源制御ボタンおよび電源機構の電源スイッチは、装置に供給されている電
流をオフにするものではありません。装置には 2 本以上の電源コードが使われてい
る場合があります。 装置から完全に電気を取り除くには給電部からすべての電源コ
ードを切り離してください。

1

2

安全 8
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注意:
電源機構 (パワー・サプライ) のカバーまたは次のラベルが貼られている部分のカバ
ーは決して取り外さないでください。

このラベルが貼られているコンポーネントの内部には、危険な電圧、強い電流が流
れています。これらのコンポーネントの内部には、保守が可能な部品はありませ
ん。これらの部品に問題があると思われる場合はサービス技術員に連絡してくださ
い。

安全 26

注意:
ラック・マウント・デバイスの上に物を置かないでください。

本ノードは、いかなる配電障害条件の下でも位相間の最大電圧が 240 V である IT

配電システムで使用するのに適しています。

重要: 本製品は、「German Ordinance for Work with Visual Display Units」の第 2

節に準じたディスプレイ・ワークプレース用装置との使用には適しません。

音圧

重要: 場所の状況によっては、サービス・オペレーション中に音圧が 85 dB(A) を
超えることがあります。 そのような場合、適切な聴覚保護具を着用してください。

安全と環境に関する注記 xvii
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本書について

本書では、IBM Storwize V7000 Unified の保守およびトラブルシューティングを行
う方法を説明しています。

以降の各章では、ハードウェア・コンポーネントと、管理 GUI およびサービス・ア
シスタントといった Storwize V7000 Unified のトラブルシューティングおよび保守
に役立つツールを紹介します。

トラブルシューティング手順は、Storwize V7000 Unified システムで発生する障害
を分析する場合に役立ちます。これらの手順を使用すると、障害が起きたコンポー
ネントを特定することができます。

また、部品の取り外しおよび取り替えの段階的な手順も記載されています。

本書の対象読者
本書は、Storwize V7000 Unified を使用して問題を診断するシステム管理者を対象
としています。

アクセシビリティー
IBM は、身体障害を持つ方々に対するコミットメントを長年にわたって維持してい
ます。 IBM は、アクセシビリティーに対するこのコミットメントに沿って、米国
連邦政府が電子情報技術 (EIT) を調達する際にアクセシビリティーを基準として使
用していることを強く支持しています。

IBM は、年齢や能力を問わず、すべての人が便利に利用できる製品の提供に努めて
います。

本製品では、標準の Windows ナビゲーション・キーを使用しています。

詳しくは、 361ページの『IBM Storwize V7000 Unified のアクセシビリティー機
能』を参照してください。

強調
本書では、強調を表すために、各種書体が使用されています。

強調して示したい個所を表すために、以下の書体を使用しています。

太字 太字体のテキストはメニュー項目を表しま
す。

太字モノスペース 太字モノスペースのテキストはコマンド名を
表します。
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イタリック イタリック体 は、語を強調する場合に使用
されます。 この書体は、コマンド構文で、
デフォルトのディレクトリーまたはシステム
名など、実際の値を指定する変数を表しま
す。

モノスペース モノスペースのテキストは、ユーザーが入力
するデータまたはコマンド、コマンド出力の
サンプル、プログラム・コードまたはシステ
ムからの出力メッセージの例、あるいはコマ
ンド・フラグ、パラメーター、引数、および
名前/値ペアの名前を示します。

Storwize V7000 Unifiedのライブラリーおよび関連資料
製品資料、その他の資料、および Web サイトには、Storwize V7000 Unifiedに関連
した説明があります。

Storwize V7000 Unifiedのインフォメーション・センター

IBM Storwize V7000 Unifiedのインフォメーション・センターには、 Storwize

V7000 Unifiedのインストール、構成、および管理を行うために必要なすべての情報
が入っています。インフォメーション・センターは、 Storwize V7000 Unified製品
のリリースから次のリリースの間に更新され、最新の資料を提供しています。 イン
フォメーション・センターは、次の Web サイトから入手できます。

publib.boulder.ibm.com/infocenter/storwize/unified_ic/index.jsp

Storwize V7000 Unifiedのライブラリー

特に注記がない限り、Storwize V7000 Unified ライブラリーの資料は次の Web サイ
トで Adobe PDF ファイルとしてご利用いただけます。

www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified

xxiページの表 1 の各 PDF 資料は、以下の「資料番号」欄の番号をクリックする
と、このインフォメーション・センターで入手することができます。
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表 1. Storwize V7000 Unifiedのライブラリー

タイトル 説明 資料番号

Storwize V7000 Unified クイ
ック・インストール・ガイド

この資料には、出荷品の解梱
およびシステムのインストー
ルに関する説明が記載されて
います。 3 つの章のうち、
第 1 章には、発注品の確
認、ハードウェア・コンポー
ネントの説明、ならびに環境
要件への適合に関する情報が
記載されています。 第 2 章
では、ハードウェアの取り付
け、およびデータ・ケーブル
と電源コードの接続について
説明しています。 最後の章
では、システムの初期構成の
ための管理 GUI へのアクセ
スについて説明しています。

GA88-4568

Storwize V7000 Unified 問題
判別ガイド

この資料では、Storwize

V7000 Unified・システムのサ
ービス、保守、およびトラブ
ルシューティングを行う方法
を説明しています。

GA88-4569

IBM Systems Safety Notices この資料には、ノード・キャ
ニスター資料の翻訳された
「警告」および「危険」の記
述が記載されています。
Storwize V7000 Unifiedの資料
では、それぞれの「警告」お
よび「危険」の記述ごとに番
号が付けられており、この番
号を使用して、資料「IBM

Systems Safety Notices」でお
客様の母国語で書かれた対応
する記述を見つけられるよう
になっています。

G229-9054

Safety Information この資料には、ファイル・モ
ジュール資料の翻訳された
「警告」および「危険」の記
述が記載されています。
Storwize V7000 Unifiedの資料
では、それぞれの「警告」お
よび「危険」の記述ごとに番
号が付けられており、この番
号を使用して、資料「Safety

Information」でお客様の母国
語で書かれた対応する記述を
見つけられるようになってい
ます。

P/N 59Y7218
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表 1. Storwize V7000 Unifiedのライブラリー (続き)

タイトル 説明 資料番号

Storwize V7000 Unified Read

First Flyer

この資料では、Storwize

V7000 Unified・システムの主
要コンポーネントを紹介し、
「Storwize V7000 Unified ク
イック・インストール・ガイ
ド」の手順を開始する方法を
説明しています。

GA32-1055

IBM 保証の内容と制限 (2145

および 2076)

このマルチリンガル資料に
は、マシン・タイプ 2145 お
よび 2076 に対する IBM の
保証に関する情報が記載され
ています。

部品番号: 85Y5978

IBM 保証の内容と制限
(2073)

このマルチリンガル資料に
は、マシン・タイプ 2073 に
対する IBM の保証に関する
情報が記載されています。

部品番号: 00L4547

IBM 機械コードのご使用条件 このマルチリンガル資料に
は、Storwize V7000 Unified製
品の IBM 機械コードのご使
用条件が記載されています。

SC28-6872 (Z125-5468 を含
む)

その他の IBM 資料

表 2には、Storwize V7000 Unifiedに関連した情報が記載されている IBM の資料が
リストされています。

表 2. その他の IBM 資料

タイトル 説明 資料番号

IBM Storage Management

Pack for Microsoft System

Center Operations Manager

User Guide

この資料は、 IBM Storage

Management Pack for Microsoft

System Center Operations Manager

(SCOM) のインストール、構成、
および使用方法について説明して
います。

GC27-3909

publibfp.dhe.ibm.com/

epubs/pdf/c2739092.pdf

IBM Storage Management

Console for VMware vCenter,

version 3.0.0, User Guide

この資料は、Storwize V7000

Unifiedおよびその他の IBM スト
レージ・システムを VMware

vCenter 環境に統合することを可
能にする IBM Storage

Management Console for VMware

vCenter のインストール、構成お
よび使用方法について説明してい
ます。

GA32-0929

publibfp.dhe.ibm.com/

epubs/pdf/a3209295.pdf
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IBM 資料および関連 Web サイト

表 3 には、 Storwize V7000 Unified、または関連製品やテクノロジーに関する資料
およびその他の情報を提供している Web サイトのリストがあります。

表 3. IBM 資料および関連 Web サイト

Web サイト Address

Storwize V7000 Unified (2073) のサ
ポート

www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified

IBM System Storage® および IBM

TotalStorage 製品のサポート
www.ibm.com/storage/support/

IBM Publications Center www.ibm.com/e-business/linkweb/publications/servlet/

pbi.wss

IBM Redbooks® 資料 www.redbooks.ibm.com/

アクセス可能性についての関連情報

PDF ファイルを表示するには、 Adobe Acrobat Reader が必要です。これは、次の
Adobe Web サイトからダウンロードできます。

www.adobe.com/support/downloads/main.html

IBM 資料の注文方法
IBM Publications Center は、IBM 製品の資料とマーケティング資料のワールドワイ
ドの中央リポジトリーです。

IBM Publications Center は、お客様が必要な資料を検索するのに役立つカスタマイ
ズされた検索機能を提供します。 一部の資料は、無料で表示またはダウンロードで
きます。 資料を注文することもできます。 日本の通貨でも価格が表示されます。
IBM Publications Center は、次の Web サイトからアクセスできます。

www.ibm.com/e-business/linkweb/publications/servlet/pbi.wss
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第 1 章 Storwize V7000 Unified ハードウェア・コンポーネント

Storwize V7000 Unified システムは、1 つ以上のマシン・タイプ 2076 のラック・
マウント型エンクロージャーと、2 つのマシン・タイプ 2073 のラック・マウント
型ファイル・モジュールで構成されています。

2076 マシン・タイプには複数のモデル・タイプがあります。 モデル・タイプごと
の主な違いは、以下の項目のとおりです。

v エンクロージャーが保持できるドライブの数。 ドライブは、エンクロージャーの
前面に配置されます。 エンクロージャーは、最大 12 個の 3.5 型ドライブまた
は最大 24 個の 2.5 型ドライブを保持できます。

v モデルがコントロール・エンクロージャーであるか、拡張エンクロージャーであ
るか。

コントロール・エンクロージャーには、システム全体を制御するメインの処理装
置が収容されています。 これらは、ホスト・アプリケーション・サーバー、その
他のストレージ・システム、および管理ワークステーションなどの外部システム
がイーサネット・ポートまたはファイバー・チャネル・ポートを介して接続され
る場所です。 コントロール・エンクロージャーは、Serial Attached SCSI (SAS)

ポートを介して拡張エンクロージャーに接続することもできます。

拡張エンクロージャーには、追加のストレージ容量が収容されています。 拡張エ
ンクロージャーは、SAS ポートを介してコントロール・エンクロージャーまたは
他の拡張エンクロージャーに接続されます。

v コントロール・エンクロージャーに備わっているイーサネット機能が、1 Gbps で
あるか、10 Gbps であるか。

ファイル・モジュールのマシン・タイプおよびモデルは 2073-700 です。
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第 2 章 トラブルシューティングのベスト・プラクティス

特定の構成オプションを利用し、システム・アクセスの重要情報を確実に記録する
ことで、トラブルシューティングのプロセスが容易になります。

アクセス情報を記録する
すべてのシステム管理担当者がシステムに接続してログオンする方法を知っている
ことは重要です。通常のシステム管理者が休暇または病気のために不在になった場
合を考慮してください。

以下の情報を記録して、許可された担当者がこの情報へのアクセス方法を確実に理
解できるようにします。

v 管理 IP アドレス。 このアドレスは、管理 GUI を使用してシステムに接続する
か、コマンド行インターフェース (CLI) コマンドを実行するセッションを開始し
ます。 このアドレスと、このアドレスにイーサネット・ネットワーク内部からア
クセスできるかどうかに関する制約事項を記録します。

v ファイル・モジュールのサービス IP アドレスは、一部の調査およびリカバリー
手順を実行するために必要な場合に、各ファイル・モジュールの root コンソール
にアクセスするために使用されます。

v ファイル・モジュールの root パスワード。一部のリカバリー手順の実行では
root パスワードが必要になることがあります。セキュリティー上の理由により、
chrootpwd CLI コマンドを使用して、root パスワードをデフォルト値 Passw0rd

から変更する必要があります。 root パスワードを喪失した場合は、 319ページの
『root パスワードを失った場合のリカバリー』をご覧ください。

v コントロール・エンクロージャーの管理 IP アドレス。 通常、このアドレスは不
要です。 一部のリカバリー手順では、コントロール・エンクロージャーの管理
GUI または CLI の使用が必要になることがあります。 ファイル・モジュールが
コントロール・エンクロージャー CLI への接続を失った場合は、このアドレスを
使用します。

v コントロール・エンクロージャー・キャニスターのサービス IP アドレス。 通
常、このアドレスは不要です。 一部のリカバリー手順を実行するときに、サービ
ス・アシスタントにアクセスするためにサービス IP アドレスが必要になること
があります。 コントロール・エンクロージャー CLI が機能しない場合に、この
アドレスを使用してください。 これらのアドレスは、Storwize V7000 Unified シ
ステムのインストール時には設定されませんが、後で chserviceip CLI コマンド
を使用してこれらの IP アドレスを設定することができます。

表 4. システムのアクセス情報

項目 値 注

GUI および CLI の管理 IP アドレス

管理ユーザー ID (デフォルトは
admin)

© Copyright IBM Corp. 3



表 4. システムのアクセス情報 (続き)

項目 値 注

管理ユーザー ID パスワード (デフォ
ルトは admin)

ネットワーク・ゲートウェイの IP ア
ドレス

ファイル・モジュール 1 のサービス
IP アドレス

ファイル・モジュール 2 のサービス
IP アドレス

ファイル・モジュールの root パスワ
ード (デフォルトは Passw0rd)

コントロール・エンクロージャーの管
理 IP アドレス

コントロール・エンクロージャーの
superuser パスワード(デフォルトは
passw0rd)

コントロール・エンクロージャー・キ
ャニスター 1 のサービス IP アドレ
ス

コントロール・エンクロージャー・キ
ャニスター 2 のサービス IP アドレ
ス

電源管理手順に従う
誤った方法でシステム全体または一部の電源をオフにした場合、ボリューム・デー
タへのアクセスが失われる可能性があります。

システムの電源をオフにするには、管理 GUI または CLI コマンドを使用します。
これらの方式のいずれかを使用すると、個々のファイル・モジュールの電源遮断に
よってシステムが適切に障害状態になり、ノード・キャニスター・メモリーのキャ
ッシュに入っているデータが正しくディスク・システムの RAID アレイにフラッシ
ュされます。

Storwize V7000 Unified システムは、冗長性のためにペアのファイル・モジュール
を使用します。 適切な電源遮断手順に従って、システム操作への影響を最小化しま
す。 Storwize V7000 Unified・インフォメーション・センターで、「システムの電
源をオフにする」を参照してください。

指示されない限り、エンクロージャーの電源をオフにしないでください。 拡張エン
クロージャーの電源をオフにすると、SAS ポートから、そのエンクロージャーおよ
び接続されている他の拡張エンクロージャーのドライブを読み取ったり、ドライブ
に書き込むことができなくなります。 拡張エンクロージャーの電源をオフにする
と、コントロール・エンクロージャーはキャッシュに入れたすべてのデータを
RAID アレイにフラッシュできなくなります。
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イベント通知のセットアップ
新しいイベントが報告された場合に通知を送信するようにシステムを構成します。

可能な限り早急に、システムによって報告された問題をすべて修正してください。
新しいイベントをモニターするために 管理 GUI を常時モニターする必要がないよ
うに、新しいイベントが報告されたときに通知を送信するようにシステムを構成し
ます。通知されるイベントのタイプを選択します。 例えば、即時アクションを必要
とするイベントのみに通知を制限します。次のように、いくつかのイベント通知方
式があります。

v E メール。 イベント通知を 1 つ以上の E メール・アドレスに送信できます。
この方式は、個人に問題を通知します。 個人は、モバイル・デバイスなど、E メ
ール・アクセスを使用できる任意の場所で通知を受信できます。

v Simple Network Management Protocol (SNMP)。 SNMP トラップ・レポートを、
複数のシステムからの SNMP レポートを統合する IBM Systems Director などの
管理システムに送信できます。 この方式を使用すると、単一のワークステーショ
ンからデータ・センターをモニターできます。

v syslog。 syslog レポートを、複数のシステムからの syslog レポートを統合するデ
ータ・センター管理システムに送信できます。 この方式を使用すると、単一のワ
ークステーションからデータ・センターをモニターできます。

ご使用のシステムが保証期間内である場合、またはハードウェア保守契約を交わし
ている場合、ハードウェアの交換を必要とする問題が検出されたときに E メール・
イベントを IBM に送信するようにシステムを構成します。 この方式は、コール・
ホームと呼ばれます。 IBM は、このイベントを受信すると、自動的に問題報告書
を開き、必要な場合はお客様に連絡して交換用部品が必要であるかどうかを確認し
ます。

IBM へのコール・ホームをセットアップする場合、構成する連絡先の詳細が正確で
あり、担当者の変更に伴い最新状態に維持されていることを確認してください。

データをバックアップする
システム構成データ、ボリューム・データ、およびファイル・システムをバックア
ップします。

各構成が変更された後で、ファイル・モジュールはその構成をバックアップしま
す。 このバックアップ・ファイルを定期的に管理ワークステーションにダウンロー
ドして、データを保護してください。

ストレージ・システムは、コントロール・エンクロージャーの構成データを毎日フ
ァイルにバックアップします。 このデータは、システム内の各コントロール・ノー
ド・キャニスターに複製されます。 このファイルを定期的に管理ワークステーショ
ンにダウンロードして、データを保護してください。 システム構成の復元を必要と
する重大な障害が発生した場合、このファイルを使用する必要があります。 システ
ム構成を変更した後にこのファイルをバックアップすることが重要です。

ボリューム・データまたはファイル・システムのファイルは、ホスト・アプリケー
ションまたは Storwize V7000 Unified・システムの障害の影響を受けます。ボリュ

第 2 章 トラブルシューティングのベスト・プラクティス 5



ーム・データまたはファイルを別のシステムに保管するためのデータに適したバッ
クアップおよびアーカイブ・ポリシーに従ってください。

スペア・ドライブと障害ドライブを管理する
ドライブから作成された RAID アレイは、アクティブ・メンバーのドライブとスペ
アのドライブで構成されています。

スペア・ドライブは、メンバー・ドライブが障害を起こした場合に自動的に使用さ
れます。 十分な数のスペア・ドライブがあれば、ドライブが障害を起こしても即時
に取り替える必要はありません。 ただし、スペア・ドライブの数、サイズ、および
テクノロジーをモニターすることで、要件を満たす十分な数のドライブを確保でき
ます。 RAID アレイが常にオンラインであるために十分なスペア・ドライブを使用
できることを確認してください。

アラートをタイムリーに解決する
ご使用のシステムは、ユーザーの注意を必要とする問題または潜在的な問題が発生
した場合にアラートを報告します。

管理 GUI には、「イベント」パネルからこれらの問題を確認する機能が備わってい
ます。

ファイル・モジュールの問題の場合、Storwize V7000 Unified インフォメーショ
ン・センターを使用して、イベントを検索し、そのイベントに対してリストされて
いる処置を実行します。

Storwize V7000の問題の場合、「イベント」パネルの「推奨処置のみ」オプションを
使用して、これらの問題を解決します。

問題が報告された後、可能な限り迅速に推奨処置を実行してください。 ご使用のシ
ステムは、大半の単一のハードウェア障害からの回復力を備えた設計となっていま
す。 ただし、ハードウェア障害が発生した状態で多少の期間でも操作すると、2 回
目のハードウェア障害が発生してボリューム・データを使用できなくなる可能性が
高まります。

多数の未修正アラートがある場合、いずれか 1 つのアラートを修正することは、他
のアラートの影響があるためより困難になる場合があります。

ソフトウェアを最新状態に保つ
定期的に新規コードのリリースを確認して、コードを更新してください。

IBM サポート Web サイトで新規コードのリリースが入手可能かどうか確認してく
ださい。

www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified

リリース・ノートに、リリースの新機能および解決された問題に関する情報が記載
されています。 影響を受ける可能性がある問題がリリース・ノートで示されている
場合、コードを定期的に更新してください。
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記録を最新状態に保つ
エンクロージャーおよびファイル・モジュールのロケーション情報を記録します。

システムが 1 台のみの場合、システムを構成するエンクロージャーを識別するのは
比較的簡単です。 データ・センターに複数のシステムがあり、同じラック内に複数
のシステムが配置されていると、識別がより困難になります 。

システムごとに、ファイル・モジュール、コントロール・エンクロージャー、およ
びすべての拡張エンクロージャーのロケーションを記録してください。 エンクロー
ジャー自体にシステム名および管理 IP アドレスのラベルを貼ると有用です。

サポート通知にサブスクライブする
システムに影響を与える可能性があるベスト・プラクティスおよび問題を認識でき
るように、サポート通知にサブスクライブします。

サポート通知にサブスクライブするには、IBM Web サイト上の IBM サポート・ペ
ージにアクセスします。

www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified

サブスクライブにより、サポート・サイトの新規情報および更新済み情報 (資料、
ヒント、技術情報、製品フラッシュ (アラート)、およびダウンロードなど) が通知
されます。

IBM 保証および保守契約の詳細を理解する
IBM と保証契約または保守契約を交わしている場合、サポートに連絡する際に提供
する必要がある詳細情報を理解しておいてください。

サポート・センターの電話番号を用意してください。 サポートに連絡する場合、問
題があるエンクロージャーあるいはファイル・モジュールのマシン・タイプおよび
シリアル番号を準備してください。 マシン・タイプは、コントロール・エンクロー
ジャーの場合は常に 2076、ファイル・モジュールの場合は常に 2073 です。問題が
特定のエンクロージャーに関連しない場合は、コントロール・エンクロージャーの
シリアル番号を準備してください。 シリアル番号は、エンクロージャーのラベルに
記載されています。

サポート担当員は、お客様のカスタマー番号、マシン・ロケーション、連絡先の詳
細、および問題の詳細についてもお尋ねします。
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第 3 章 トラブルシューティングの開始

このトピックは、ご使用のシステムのトラブルシューティングにおける開始点とな
ります。この内容は、Storwize V7000 Unified システムを問題からリカバリーする
ために実行する必要があるリカバリー手順を正しく識別する上で役立ちます。

このタスクについて

重要: 後続の手順を使用して問題を正常に修正した後、ヘルス状況およびリカバリ
ーの手順を使用して、ヘルス状況を緑色に戻します。

新しいシステムを導入するときに USB フラッシュ・ドライブを使用して初期化で
きないためにこの手順を読んでいる場合は、 11ページの『インストールのトラブル
シューティング』に進みます。

いずれかのファイル・モジュールがブートせず、GPFS™ クラスターに結合されない
場合、Light Path 診断 LED を使用してハードウェア障害を調べてください。 48

ページの『ファイル・ノード・ハードウェアのインディケーター』を参照してくだ
さい。ブート・ソフトウェアの破損が疑われる場合は、IBM サポートに連絡してく
ださい。

コントロール・エンクロージャーの前面または背面にあるいずれかのオレンジ色の
障害 LED が点灯している場合、 237ページの『問題の解決』を参照してくださ
い。

管理 GUI または CLI へのアクセスで問題が発生している場合は、 29ページの
『GUI アクセスの問題』を参照してください。管理 GUI へのアクセスの詳細につ
いては、 66ページの『Storwize V7000 Unified 管理 GUIへのアクセス』を参照して
ください。

管理 GUI の右下隅にあるヘルス状況インディケーターが緑色でない場合、インディ
ケーターの左側にあるアイコンの上にカーソルを移動し、良好でないヘルス状況の
原因となっているエラーのタイプを表示します。エラー・タイプを選択すると、イ
ベント・ログ内のクリティカル・エラーが表示されます。最初に、「モニター」 >

「イベント」ページの「ブロック」タブに示されるクリティカル・エラーの修正を
試行してから、「モニター」 > 「イベント」ページの「ファイル」タブに示される
クリティカル・エラーの修正を試行してください。

CLI インターフェースにログインして、CLI コマンド lslog を実行します。解決す
る必要がある問題の結果を確認します。

Storwize V7000 Unified システムで保持されているデータにユーザーまたはアプリ
ケーションがアクセスしようとして問題が発生する場合、あるいは管理 GUI がアク
セス不能であるか低速で動作する場合は、Storwize V7000 コントロール・エンクロ
ージャーの問題が考えられます。

Storwize V7000 コントロール・エンクロージャーの管理 IP アドレスに ping を実
行できない場合は、コントロール・エンクロージャーのサービス・アシスタントへ
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のアクセスを試行してください。報告されたノード・エラーを解決するには、コン
トロール・エンクロージャー内のノード・キャニスターのサービス IP アドレスを
使用します。 260ページの『手順: ノード・エラーを修正する』を参照してくださ
い。

注: コントロール・エンクロージャー内のノード・キャニスターのサービス IP アド
レスについて以前に記録したアクセス情報を使用します。 3ページの『アクセス情
報を記録する』を参照してください。コントロール・エンクロージャー内のノー
ド・キャニスターのサービス IP アドレスが分からない場合は、 244ページの『問
題: ノード・キャニスターのサービス IP アドレスが不明である』を参照してくださ
い。

すべてのノードでノード・エラー 550 またはノード・エラー 578 が示される場合
は、システム・リカバリーの実行が必要となることがあります。詳しくは、 300ペ
ージの『システムのリカバリー手順』を参照してください。

コントロール・エンクロージャーに関連するブロック・ストレージの問題の判別お
よび解決について詳しくは、 237ページの『問題の解決』を参照してください。

管理 GUI を使用して、システム内の接続を検査します。「モニター」 > 「システ
ム」にナビゲートします。対話式のグラフィックを使用して、グラフィック内の各
接続の上にカーソルを移動し、接続状態を判別します。

ファイル・モジュールからのいずれかのファイバー・チャネル・リンクでエラーま
たは劣化の状態が示される場合は、 43ページの『ファイル・モジュールとコントロ
ール・エンクロージャーの間のファイバー・チャネル接続』を参照してください。

mgmt0 (ファイル・モジュール間の直接イーサネット・リンク) でエラーまたは劣化
の状態が示される場合は、 35ページの『ファイル・モジュール間のイーサネット接
続』を参照してください。

ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへの 1 つまたは両方の
ファイバー・チャネル・リンクでエラーまたは劣化の状態が示される場合は、 38ペ
ージの『ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへのイーサネ
ット接続』を参照してください。

コア・コンポーネントのヘルス状況を確認します。「モニター」 > 「システムの詳
細」 > 「インターフェース・ノード (Interface Nodes)」 > nodename > 「NAS サ
ービス (NAS Services)」にナビゲートします。「状況」パネルで、CTDB 状態およ
び GPFS 状態を確認します。

GPFS 状態が「アクティブ」で、CTDB 状態が「アクティブ」でない場合は、 200

ページの『CTDB の正常性の確認』を参照してください。それ以外の場合は、 202

ページの『各ファイル・モジュールでの GPFS ファイル・システム・マウントの確
認』を参照してください。

ファイルへのアクセスを失っていても、Storwize V7000 Unified システムの問題を
示す症状がない場合は、 33ページの『ホストからファイル・モジュールへの接続』
を参照してください。
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インストールのトラブルシューティング
このトピックには、インストール中に発生する問題のトラブルシューティングに関
する情報が記載されています。

ソフトウェアの問題は、多くの場合はシステム構成時に CLI コマンドによって報告
されたり、エラー・コードによって報告されたりします。電源の問題は、目に見え
る症状を特定することによって解決できることがよくあります。

初期セットアップの問題
このトピックは、初期セットアップの問題を解決するのに役立ちます。

このタスクについて

USB キーが欠落しているか、または USB キーに障害がある:

v IBM サポートにお問い合わせください。

v 最新の InitTool.exe をインストールします (このツールが起動していない場合
は、再インストールします)。http://www-933.ibm.com/support/fixcentral/options にア
クセスし、以下のオプションを選択してツールを見つけます。オプションは、ペ
ージ下部にある「製品の選択」タブの下にリストされます。

– 製品グループ: Storage Systems

– 製品ファミリー: Disk Systems

– 製品: IBM Storwize V7000 Unified

– リリース: すべて

– プラットフォーム: すべて

USB フラッシュ・ドライブを取り付ける前に、このキーに FAT32 フォーマットの
ファイル・システムがあることを確認してください。USB フラッシュ・ドライブを
ラップトップに差し込みます。「スタート」(マイ コンピュータ) に進み、USB ド
ライブを右クリックします。「全般」タブの「ファイル システム」の隣に、FAT32

と表示されているはずです。

v USB フラッシュ・ドライブが FAT32 フォーマットではない場合、フォーマット
し直してください。フォーマットするには、右クリックして、フォーマットを選
択し、「ファイルシステム」で、フォーマットを選択します。 FAT32 を選択し
て「開始」をクリックします。プロンプトが出されたら続行します。

InitTool.exe が USB キーにロードされていないか、または起動しない:

v 最新の InitTool.exe をインストールします (このツールが起動していない場合
は、再インストールします)。http://www-933.ibm.com/support/fixcentral/options にア
クセスし、以下のオプションを選択してツールを見つけます。オプションは、ペ
ージ下部にある「製品の選択」タブの下にリストされます。

– 製品グループ: Storage Systems

– 製品ファミリー: Disk Systems

– 製品: IBM Storwize V7000 Unified

– リリース: すべて

– プラットフォーム: すべて
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ノード・キャニスター上のオレンジ色の LED がインストール中にずっと明滅して
いる:

LED の明滅が停止するのに、少なくとも 15 分は待機してください。 15 分を超え
て明滅が継続している場合、USB フラッシュ・ドライブを取り外してからラップト
ップに挿入します。 satask_results.html ファイルにナビゲートし、エラーの有無をス
キャンして、サービス・アクションの推奨に従います。そのアクションを実行し、
インストールを再試行します。

satask_results html にエラーが明記されている:

satask_results html ファイルの sainfo lsservicerecommendation によって提示される
推奨サービス・アクションを実行し、ノードをリブートした後、初期セットアップ
手順を再開します。

satask_results.html にノード・エラー・コード 835 またはノード・エラー・コード
550 が含まれている場合、ブロック・クラスターの作成中のいずれかのタイミング
で、ノード・キャニスター間の通信ができなかったことを示している可能性があり
ます。このエラーは、クラスターの作成プロセスの一環としてノードを再始動した
ときに、ノード・キャニスター間の PCIe リンクが一時的に失われることが原因で
発生する可能性があります。これによって、ノード・エラー・コード 835 および
550 が生成される場合があります。これらのエラーは暫定的なエラーであるため、
現在ノードがアクティブ状態でエラーがない場合は、無視することができます。
USB フラッシュ・ドライブを使用して、エラーがなくなっているかを確認するに
は、以下の手順を実行します。

v satask.txt および satask_results.html のコピーを保存します。

v USB フラッシュ・ドライブをコントロール・エンクロージャーに差し込む前に、
USB フラッシュ・ドライブ上に satask.txt ファイルがないことを確認します。
USB フラッシュ・ドライブをコントロール・エンクロージャーに差し込みます。
オレンジ色の障害ライトが短時間のみオンになります (例えば、低速で数秒間の
明滅)。オレンジ色の障害ライトが消えるのを待ち、USB フラッシュ・ドライブ
を引き抜いて別のコンピューターに差し込みます。これにより、USB フラッシ
ュ・ドライブ上の satask_results.html ファイルの内容を確認することができます。
satask_results.html には、多数の sainfo コマンドからの出力が含まれます。

v 以下のことを確認します。

– sainfo lsservicenodes の下の cluster_status が Active であること。

– node_status が、sainfo lsservicenodes の下のクラスターの各ノード・キャニス
ターについてアクティブである必要があります。そうなっていない場合、sainfo

lsservicerecommendation の下のサービス・アクションに従ってください。

– 各ノードに対してsainfo lsservicenodes の下の error_data 列に何も示されていな
いこと。そうなっていない場合、sainfo lsservicerecommendation の下のサービ
ス・アクションに従ってください。

以下の例は、正常なストレージ・システムでの satask_results.html の内容を示してお
り、お客様の結果との比較に使用することができます。
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Service Command Results
Thu Apr 19 08:23:42 UTC 2012
satask.txt file not found.

System Status

sainfo lsservicenodes
panel_name cluster_id cluster_name node_id node_name relation node_status

error_data
01-1 00000200A4E008BA Cluster_9.71.18.184 1 node1 local Active
01-2 00000200A4E008BA Cluster_9.71.18.184 2 node2 partner Active

sainfo lsservicestatus
panel_name 01-1
cluster_id 00000200a4e008ba
cluster_name Cluster_9.71.18.184
cluster_status Active
cluster_ip_count 2
cluster_port 1
cluster_ip 9.71.18.184
cluster_gw 9.71.18.1
cluster_mask 255.255.255.0
...
...

sainfo lsservicerecommendation
service_action
No service action required, use console to manage node.

USB キーが挿入されているファイル・モジュールで、青色の LED が明滅し続けて
いる (説明に記載されているように点灯に変わらない):

v 少なくとも 5 分間待機して、USB フラッシュ・ドライブを取り外し、ラップト
ップに挿入します。 InitTool のセットアップ情報が正しいことを確認し、
SONAS_results.txt ファイルにナビゲートしてこのファイルを開きます。エラーお
よび修正アクションがないか確認します。 CD に収録されている PDF「Storwize

V7000 Unified 問題判別ガイド」を参照してください。

v リストされるエラーがない場合は、サーバーをリブートし (サーバーが起動する
まで待機します)、USB フラッシュ・ドライブを挿入し直して、再試行します。

もう一方の (USB フレッシュ・ドライブが挿入されていない) ファイル・モジュー
ルで、青色の LED が明滅し続けている (説明にリストされているように点灯に変
わったり、またはオフになったりしない):

プライマリーのファイル・モジュールで明滅が始まるのを待って USB フラッシ
ュ・ドライブを取り外し、それをラップトップに挿入して、InitTool のセットアップ
情報が正しいことを確認し、SONAS_results.txt ファイルにナビゲートしてこのファ
イルを開きます。エラーおよび修正アクションがないか確認します (CD に収録され
ている PDF「Storwize V7000 Unified 問題判別ガイド」を参照)。リストされるエラ
ーがない場合は、両方のファイル・モジュールをリブートし、ファイル・モジュー
ルが完全にブートするのを待ってから、USB フラッシュ・ドライブを最初に指示さ
れたように再び挿入し、再試行します。

誤ったコントロール・エンクロージャーまたはファイル・モジュールの IP アドレ
スを使用してインストールされた場合:

入力されたアドレスが誤っていたと判別された場合、ユーザー admin として次のコ
マンドをコマンド行で使用して、そのアドレスを変更することができます。
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v コントロール・エンクロージャーの IP を変更する場合は、svctask chsystemip
を使用します。

v ファイル・モジュールの管理ノードを変更する場合は、chnwmgt を使用します。

使用法については、man ページを参照してください。

ファイル・モジュールの初期化は、IP アドレスが重複していることが原因で、失敗
した可能性があります。:

ご使用のネットワーク上の別のマシンで既に使用中 のIP アドレスを使用しても、
コントロール・エンクロージャーはセットアップされた可能性がありますが、ファ
イル・モジュールの初期セットアップは失敗しています。 239ページの『問題: 別の
システムが既に同じ IP アドレスを使用している可能性がある』 を参照して、コン
トロール・エンクロージャーの IP アドレス が重複していないかどうか確認してく
ださい。『インストール』トピックの『IP アドレスが既に使用中でないかのインフ
ォメーション・センターでの確認』を参照してください。

インストール・エラー・コード
インストールが失敗した場合、システムは、推奨処置を示すエラー・コードを生成
します。

エラー・コード表を使用するためのガイド
1. 必ず、最初にシステム全体を調べて、エラー・ライトが点灯しているかどうかを
確認し、問題のあるシステムに該当する保守資料を参照してください。点灯して
いるライトがない場合は、ステップ 2 に進みます。

2. results.txt ファイルに示されているエラー・コードを、 16ページの表 6 のインス
トール・エラー・コード・リストと突き合わせます。エラーが複数ある場合、最
初にリストされているエラーが、最も重大で、最初に対処すべきものです。

3. コード (A から H) を推奨処置と突き合わせるには、表 5 を参照してくださ
い。推奨処置を順番に実行して、1 つの処置を完了してから次の処置を試行して
ください。

4. 1 つ以上の推奨処置が失敗する場合は、IBM サポートに連絡してください。

.

定義されている処置の表

この表は、実行すべき的確な処置を定義するための凡例としての役割を果たしま
す。処置の凡例は、各アクション・キーに関連付けられている処置を定義します。

表 5. インストール・エラー・コードに関する処置

アクショ
ン・キー 必要な処置

A 電源ボタンを使用して、両方のファイル・モジュールのパワー・サイクルを実
行します。ファイル・モジュールが始動して、それぞれのファイル・モジュー
ルの明滅している青色のライトがオンになるまで待ってから、USB フラッシ
ュ・ドライブを元のファイル・モジュールに再び挿入します。インストール
は、最後の良好なチェックポイントから続行されます。

14 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



表 5. インストール・エラー・コードに関する処置 (続き)

アクショ
ン・キー 必要な処置

B 両方のファイル・モジュールの電源を切って、給電部から電源を取り外し (プ
ラグを抜く)、再び電源を入れて、電源をオンにし、ファイル・モジュールが始
動して、それぞれのファイル・モジュールの明滅している青色のライトがオン
になるまで待ってから、USB フラッシュ・ドライブを元のファイル・モジュー
ルに再び挿入します。インストールは、最後の良好なチェックポイントから続
行されます。

C ファイル・モジュール間のケーブル接続が正しいこと、およびしっかり接続さ
れていることを確認します。次に、USB フラッシュ・ドライブを元のファイ
ル・モジュールに再び挿入します。インストールは、最後の良好なチェックポ
イントから続行されます。

D すべての IP/ゲートウェイ/サブネット・アドレスの情報が正しいことを確認し
(InitTool)、ネットワーク上に重複する IP がないことを確認します。変更を行
った場合は、USB フラッシュ・ドライブを挿入し直します。インストールは、
最後の良好なチェックポイントから続行されます。

E もう一方のファイル・モジュールに USB フラッシュ・ドライブを挿入して、
再試行します。

F 以下の手順を実行して、Storwize V7000 から NAS 秘密鍵を取得します。

v 以下の行を含むテキスト・ファイルを作成します。
satask chnaskey -privkeyfile NAS.ppk

v ファイルを satask.txt として USB フラッシュ・ドライブに保存します。
USB フラッシュ・ドライブを上部コントロール・エンクロージャーの USB

ポートのいずれかに挿入して、少なくとも 20 秒間待ちます。元の管理ノー
ドに USB フラッシュ・ドライブを挿入し直します。インストールは、最後
の良好なチェックポイントから続行されます。

G Storwize V7000 Unified コントロール・エンクロージャーとお客様のネットワ
ークの間のイーサネット・ケーブル接続、およびお客様のネットワークへのフ
ァイル・モジュールのケーブル接続が適切に行われていることを確認します。
次に、USB フラッシュ・ドライブを元のファイル・モジュールに再び挿入しま
す。インストールは、最後の良好なチェックポイントから続行されます。

H これは多くの状況が原因で発生した可能性があるため、sonas_results.txt を参照
して、この原因となった可能性があるエラー・コードを確認し、推奨処置に従
ってください。この原因となった可能性がある他のエラー・コードが
sonas_results.txt 内にない場合は、 38ページの『ファイル・モジュールからコン
トロール・エンクロージャーへのイーサネット接続』を参照して、ファイル・
モジュールとコントロール・エンクロージャー管理の間の接続をトラブルシュ
ーティングしてください。

インストール・エラー・コード

16ページの表 6 に、エラー・メッセージとアクション・キーをリストします。処置
を突き合わせるには、 14ページの表 5 を参照してください。
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表 6. エラー・メッセージおよび処置

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0A01 /tmp/setup_hosts_$$ を開くことができません。(Unable

to open /tmp/setup_hosts_$$.)

A

0A02 デフォルト・ユーザーを作成できません。(Unable to

create default users.)

A

0A05 管理 IP アドレスを判別できません。(Unable to

determine management IP address.)

A

0A06 管理マスク・アドレスを判別できません。(Unable to

determine Management Mask Address.)

A

0A07 /etc/hosts の更新中にエラーが発生しました。(Error

updating /etc/hosts.)

A

0A08 VPD フィールドを更新できません。(Unable to update

VPD field.)

A

0A0A /etc/sysconfig/network を開いているときにエラーが発
生しました。(Error opening /etc/sysconfig/network.)

A

0A0B /etc/sysconfig/network の書き込み中にエラーが発生し
ました。(Error writing /etc/sysconfig/network.)

A

0A0C ホスト名の更新中にエラーが発生しました。(Error

updating host name.)

A

0A0D ASU での設定の照会中にエラーが発生しました。
(Error querying settings through ASU.)

B

0A0E ASU コマンドの設定中にエラーが発生しました。
(Error setting ASU command.)

B

0A0F VPD からアダプター名を判別できません。(Unable to

determine adapter name from VPD.)

A

0A10 ifcfg ファイルを開くことができません。(Unable to

open the ifcfg file.)

A

0A11 ifcfg ファイルに書き込むことができません。(Unable

to write to the ifcfg file.)

A

0A12 アダプターを停止できません。(Unable to bring

adapter down.)

A

0A13 アダプターを始動できません。(Unable to bring

adapter up.)

D、C、B の順

0A14 VPD からアダプター名を判別できません。(Unable to

determine adapter name from VPD.)

A

0A15 ifcfg-alias ファイルを開くことができません。(Unable

to open the ifcfg-alias file.)

A

0A16 ifcfg-alias ファイルに書き込むことができません。
(Unable to write to the ifcfg-alias file.)

A

0A17 adapter-alias を停止できません。(Unable to bring

adapter-alias down.)

A

0A18 adapter-alias を始動できません。(Unable to bring

adapter-alias up.)

D、C、B の順
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0A19 アダプター名を取得できません。(Unable to retrieve

adapter name.)

A

0A1A パラメーターが誤っています。(Incorrect parameters.) D

0A1B アダプター値が無効です。(Adapter value not valid.) A

0A1C 別名の値が無効です。(Alias value not valid.) A

0A1D DHCP は、このアダプターでは無効です。(DHCP is

not valid on this adapter.)

A

0A1E DHCP は、別名では無効です。(DHCP is not valid on

aliases.)

A

0A1F 無効な IP アドレスです。(Invalid IP address.) D

0A20 無効なネットマスクです。(Invalid netmask.) D

0A21 無効なゲートウェイ IP アドレスです。(Invalid

Gateway IP Address.)

D

0A22 ゲートウェイ、ネットマスク、および IP に互換性が
ありません。(Gateway, netmask, and IP are

incompatible.)

D

0A23 ゲートウェイは、このアダプターでは無効です。
(Gateway is not valid on this adapter.)

D

0A24 別名がヌルです。(Alias is null.) A

0A25 別名を除去できませんでした。(Could not drop

aliases.)

A

0A26 Storwize V7000 には無効なアダプターです。(Invalid

adapter for Storwize V7000.)

A

0A27 無効な別名状態引数です。(Invalid alias state

argument.)

A

0AA5 無効な入力です。(Invalid inputs.) A

0AA6 無効なホスト名を指定して呼び出されました。(Called

with invalid host name.)

A

0AA7 パスワードの送信中にエラーが発生しました。(Error

sending password.)

A

0AA8 ノード名が指定されませんでした。(A node name was

not provided.)

A

0AA9 無効な管理 IP アドレスです。(Invalid management IP

address.)

A

0AAB 無効な RSA IP アドレスです。(Invalid RSA IP

address.)

A

0AAC 管理ノードには無効な IP です。(Invalid IP for

management node.)

A

0AAD ノードは既にクラスターの一部になっています。(The

node is already a part of a cluster.)

A

0AAE ストレージ・ノード・ピアの設定中にエラーが発生し
ました。(Error while setting storage node peer.)

A
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0AAF VPD からノードの役割を取得できません。(Unable to

get node roles from VPD.)

A

0AB0 /etc/sysconfig/rsyslog を開いているときにエラーが発生
しました。(Error opening /etc/sysconfig/rsyslog.)

A

0AB1 /etc/sysconfig/rsyslog への書き込み中にエラーが発生し
ました。(Error writing to /etc/sysconfig/rsyslog.)

A

0AB2 /etc/rsyslog.conf の読み取り中にエラーが発生しまし
た。(Error reading /etc/rsyslog.conf.)

A

0AB3 /opt/IBM/sonas/etc/rsyslog_template_mgmt.conf を開くこ
とができません。(Unable to open

/opt/IBM/sonas/etc/rsyslog_template_mgmt.conf.)

A

0AB4 /opt/IBM/sonas/etc/rsyslog_template_int.conf を開くこと
ができません。(Unable to open /opt/IBM/sonas/etc/

rsyslog_template_int.conf.)

A

0AB5 /opt/IBM/sonas/etc/rsyslog_template_strg.conf を開くこと
ができません。(Unable to open /opt/IBM/sonas/etc/

rsyslog_template_strg.conf.)

A

0AB6 ノードの役割が不明です。(Unknown node roles.) A

0AB7 /etc/rsyslog.conf の書き込み中にエラーが発生しまし
た。(Error writing /etc/rsyslog.conf.)

A

0ABB 共有 SSH 鍵を収集できません。(Unable to gather

shared SSH keys.)

A

0ABC 新しい秘密鍵をコピーできません。(Unable to copy

new private keys.)

A

0ABD 新しい公開鍵をコピーできません。(Unable to copy

new public keys.)

A

0ABE 共有鍵をリモート・システムにコピーできません。
(Unable to copy shared keys to the remote system.)

A

0ABF ユーザー鍵をリモート・システムにコピーできませ
ん。(Unable to copy user keys on remote system.)

A

0AC0 ホスト鍵をリモート・システムにコピーできません。
(Unable to copy host keys on remote system.)

A

0AC1 ローカルの RSA 公開鍵ファイルを開くことができま
せん。(Unable to open local public RSA key file.)

A

0AC2 ローカル・ホストの RSA 公開鍵ファイルを構文解析
できません。(Unable to parse local host's RSA public

key file.)

A

0AC3 ローカル・ホストの RSA 公開鍵ファイルを開くこと
ができません。(Unable to open the local host public

RSA key file.)

A

0AC4 ローカルの鍵をリモート・システムに送信できませ
ん。(Unable to send local key to the remote system.)

A
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0AC5 ローカルの鍵を送信した後、リモート・システムにア
クセスできません。(Unable to access remote system

after sending local key.)

A

0AC6 リモート・システムの公開鍵を収集できません。
(Unable to gather remote system's public key.)

A

0AC7 リモート・システムのホスト公開鍵を収集できませ
ん。(Unable to gather remote system's host public key.)

A

0AC8 公開鍵/秘密鍵を生成できません。(Unable to generate

public/private keys.)

A

0AC9 ユーザーの SSH 鍵をコピーできません。(Unable to

copy user SSH keys.)

A

0ACA ホストの SSH 鍵をコピーできません。(Unable to

copy host SSH keys.)

A

0ACB 共有鍵をリモート・ホストにコピーできません。
(Unable to copy shared keys to remote host.)

A

0ACC リモート・ホスト上の鍵を更新できません。(Unable

to update keys on remote host.)

A

0ACD 共有ユーザー鍵を読み込めません。(Unable to read in

shared user key.)

A

0ACE 共有ホスト鍵を読み込めません。(Unable to read in

shared host key.)

A

0ACF 許可された鍵ファイルを読み取りのために開くことが
できません。(Unable to open authorized keys file for

reading.)

A

0AD0 一時ファイルを書き込むために開くことができませ
ん。(Unable to open temp file for writing.)

A

0AD1 一時ファイルの移動中にエラーが発生しました。
(Error moving temporary file.)

A

0AD2 既知のホスト・ファイルを開いているときにエラーが
発生しました。(Error opening known hosts file.)

A

0AD3 一時ファイルを開いているときにエラーが発生しまし
た。(Error opening temporary file.)

A

0AD4 鍵交換の対象としてホスト名が指定されませんでし
た。(No host name provided to exchange keys with.)

A

0AD5 ホスト名が無効です。(Host name is invalid.) A

0AD6 無効なパラメーターです。(Invalid parameters.) D

0AD7 vpdnew.txt ファイルを開くことができません。(Unable

to open vpdnew.txt file.)

A

0AD8 VPD で値を更新できませんでした。(VPD failed to

update a value.)

A

0AD9 無効なオプションです。(Invalid option.) D

0ADA アダプター ID の構文解析中にエラーが発生しまし
た。(Error while parsing adapter ID.)

B
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0ADB /proc/scsi/scsi を開くことができません。(Unable to

open /proc/scsi/scsi.)

B

0AF8 管理スタックを非管理ノードにインストールしようと
しています。(Trying to install management stack on

non-management node.)

A

0AF9 無効なサイト ID です。(Invalid site ID.) 現在、物理
システムでは「st001」のみがサポートされています。
(Curently only 'st001' is supported on physical

systems.)

A

0AFA このノードは既にクラスターの一部になっています。
(This node is already a part of a cluster.) 構成できま
せん。(Unable to configure.)

E

0AFB 公開鍵/秘密鍵を生成できません。(Unable to generate

public/private keys.)

A

0AFC ユーザーの SSH 鍵をコピーできません。(Unable to

copy user SSH keys.)

A

0AFD ホストの SSH 鍵をコピーできません。(Unable to

copy host SSH keys.)

A

0AFE システムの時間帯を設定できません。(Unable to set

the system's timezone.)

A

0AFF クロック・ファイルを書き込むことができません。
(Unable to write clock file.)

A

0B00 /etc/ntp.conf に書き込むことができません。(Unable to

write to /etc/ntp.conf.)

A

0B01 内部 IP 範囲を構文解析できません。(Unable to parse

internal IP range.)

D

0B08 dhcpd.conf テンプレート・ファイルを開くことができ
ません。(Unable to open dhcpd.conf template file.)

A

0B09 dhcpd.conf を書き込みのために開くことができませ
ん。(Unable to open dhcpd.conf for writing.)

A

0B0A dhcpd.conf を /etc/ にコピーできません。(Unable to

copy dhcpd.conf to/etc/.)

A

0B0B tftp を /etc/xinetd.d にコピーできません。(Unable to

copy tftp to /etc/xinetd.d.)

A

0B0E TFTP サーバーを使用可能にできません。(Unable to

enable the TFTP server.)

A

0B12 sonas_setup_security が存在しません。
(sonas_setup_security is not present.)

A

0B13 サービス IP が指定されていません。(No service IP

provided.)

D

0B14 RSA1 SSH 鍵を作成できません。(Unable to create

RSA1 SSH keys.)

A
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0B15 RSA SSH 鍵を作成できません。(Unable to create

RSA SSH keys.)

A

0B16 DSA SSH 鍵を作成できません。(Unable to create

DSA SSH keys.)

A

0B17 トラップで終了します。(Exiting on trap.) A

0B18 このクラスターでコントローラーは見つかりませんで
した。(No controllers found in this cluster.)

A

0B2F GPFS を設定できません。(Unable to set GPFS

setting.) 詳細についてはログを確認してください。
(Check logs for more details.)

A

0B30 mmlscluster から現行の GPFS 設定を照会できませ
ん。(Unable to query current GPFS settings from

mmlscluster.)

A

0B31 CTDB を使用可能にしようとしてエラーが発生しまし
た。(There was an error while attempting to enable

CTDB.)

A

0B32 現行の GPFS 設定 mmlsconfig を照会できません。
(Unable to query current GPFS settings mmlsconfig.)

A

0B33 設定ファイルを開くことができません。(Unable to

open settings file.) 詳細についてはログを確認してく
ださい。(Check logs for more details.)

A

0B34 無効な引数がスクリプトに渡されました。(Invalid

arguments passed to the script.)

A

0B4F 不適切なパラメーターを指定して add_new が呼び出
されました。(add_new called with improper

parameters.)

A

0B50 無効なシリアル番号です。(Invalid serial number.) B

0B51 無効な強制 ID です。(Invalid forced ID.) A

0B52 無効なサイトです。(Invalid site.) A

0B53 有効なリストで、シリアルが指定されたノードは見つ
かりませんでした。(Node with serial was not found

in available list.)

B

0B54 ストレージ・ノードはペアで追加しなければなりませ
ん。(Storage nodes must be added in pairs.) 無効なピ
ア・シリアルです。(Invalid peer serial.)

A

0B55 ストレージ・ノード・ピアは、異なるシリアルでなけ
ればなりません。(Storage node peer must be a

different serial.)

A

0B56 ピア・ノードはストレージ・ノードではありません。
(Peer node is not a storage node.)

A

0B57 ID が指定されたノードが既にあります。(There is

already a node with ID.)

A
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0B58 ピアの ID にノードがあります。(There is a node at

the peer's ID.)

A

0B59 既存のクラスターが見つかりません。(No existing

cluster found.) ノード ID を指定する必要がありま
す。(Node ID must be specified.)

A

0B5A このノードの管理 IP アドレスを判別できません。
(Unable to determine management IP address of this

node.)

A

0B5B 不明なノード・タイプです。(Unknown node type.) B

0B5C 管理 IP との IP アドレスの競合が検出されました。
(IP address conflict detected with the management IP.)

この IP アドレスが指定されたノードが既にありま
す。(There is a node that already has this IP address.)

D

0B5E ピア管理 IP との IP アドレスの競合が検出されまし
た。(IP address conflict detected with its peer

management IP.) この IP アドレスが指定されたノー
ドが既にあります。(There is a node that already has

this IP address.)

D

0B5F newnodes.dat のノード・データの更新中にエラーが発
生しました。(Error updating node's data in

newnodes.dat.)

B

0B60 一時ファイルの書き込み中にエラーが発生しました。
(Error writing temporary file.)

A

0B62 ノードがタイムアウトまでに構成を終了しませんでし
た。(Node did not finish configuration before timeout.)

B

0B7F 新規ノードを追加する前に、すべてのノードが始動し
ている必要があります。(All nodes must be up before

adding a new node.)

A

0B80 ピア・ストレージ・ノードを見つけることができませ
ん。(Unable to find the peer storage node.)

ファイル・モジュール
とコントロール・エン
クロージャーの間のフ
ァイバー・チャネル・
ケーブル接続を調べま
す。コントロール・エ
ンクロージャーが始動
していることを確認し
ます。IBM Storwize

V7000 Unified インフ
ォメーション・センタ
ーの『システムの電源
オン/オフ』を参照し
てください。

0B81 ホスト名が適切に設定されていませんでした。(The

host name was not set properly.)

A
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0B82 一時ファイル nodes.lst を作成できません。(Unable to

create temp file nodes.lst.)

A

0B85 ノードへのクラスター構成のコピー中にエラーが発生
しました。(Error copying cluster configuration to

node.)

A

0B86 ノードへのクラスター構成のリストア中にエラーが発
生しました。(Error restoring cluster configuration on

node.)

A

0B87 GPFS クラスターへのノードの追加中にエラーが発生
しました。(There was an error while adding nodes to

the GPFS cluster.)

A

0B88 GPFS ライセンス交付の構成中にエラーが発生しまし
た。(There was an error while configuring GPFS

licensing.)

A

0B89 GPFS クォーラムの構成中にエラーが発生しました。
(There was an error while configuring GPFS quorum.)

A

0B8C 新規ノード上の構成の更新中にエラーが発生しまし
た。(There was an error in updating the configuration

on the new node.)

A

0B8D チェックポイント・ファイルの読み取り中にエラーが
発生しました。(Error reading checkpoint file.)

A

0B8E チェックポイント・ファイルへの書き込み中にエラー
が発生しました。(Error writing to checkpoint file.)

A

0B8F GPFS コールバックのインストール中にエラーが発生
しました。(There was an error while installing GPFS

callbacks.)

A

0B92 管理ノード間の再同期が失敗しました。(Rsync failed

between management nodes.)

C

0B94 潜在的なピア・ストレージ・ノードの数が多すぎま
す。(There were too many potential peer storage

nodes.) ストレージ・コントローラーのケーブル接続
が誤っているか、UUID が適切に設定されていない可
能性があります。(Storage controllers may be cabled

incorrectly or UUIDs might not be set properly.)

A

0B95 無効なパラメーターです。(Invalid parameters.) D

0B96 mgmt001st001 上での管理プロセスの構成に失敗しま
した。(Failed to configure the management processes

on mgmt001st001)

D、A、B の順

0B97 IP が無効です。(IP is invalid.) D

0B98 ネットマスクが無効です。(Netmask is invalid.) D

0B99 IP、ゲートウェイ、およびネットマスクの組み合わせ
が無効です。(IP, gateway, and netmask are not a valid

combination.)

D

第 3 章 トラブルシューティングの開始 23



表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0B9A 内部エラーが発生しました。(There was an internal

error.)

A

0B9B 無効な NAS 秘密鍵ファイルです。(Invalid NAS

private key file.)

F

0B9C NAS 秘密鍵ファイルをコピーできません。(Unable to

copy the NAS private key file.)

F

0B9D NAS 秘密鍵ファイルでの許可の設定中に内部エラー
が発生しました。(Internal error setting permissions on

NAS private key file.)

A

0B9E NAS 秘密鍵ファイルが見つかりません。(No NAS

private key file found.) Storwize V7000 の構成が適切
に実行されたことを確認してください。(Verify that

the Storwize V7000 configuration ran properly.)

F

0B9F 新規ノードでローカル・シリアル番号が見つかりませ
ん。(Unable to find local serial number in new nodes.)

B

0BA0 新規 IP アドレスでノードが見つかりません。(Unable

to find node at new IP address.) ノードのケーブル接
続を確認してください。(Check the node cabling.)

C

0BA1 リモート・ノードのコード・レベルの方が高くなって
います。(Remote node is at a higher code level.)

E

0BA2 ノードの管理 IP が見つかりません。(Management IP

for node not found.)

D

0BA3 VPD でディスク IP が見つかりませんでした。(The

disk IP was not found in VPD.)

D

0BA4 Storwize V7000 システムに接続できません。(Unable

to attach to Storwize V7000 system.) 秘密鍵ファイル
が一致していない可能性があります。(Private key

files might not match.)

F、G の順

0BA5 Storwize V7000 システムを CLI に追加できません。
(Unable to add Storwize V7000 system to CLI.)

A

0BA6 addstoragesystem CLI コマンドが失敗しました。
(The addstoragesystem CLI command has failed.)

G、D の順

0BAC 新規ノードでリモート・シリアル番号が見つかりませ
ん。(Unable to find remote serial number in

newnodes.)

C、D、B の順

0BAD リモート・ノードのコード・レベルの方が高くなって
います。(Remote node is at a higher code level.)

E

0BAE パラメーターが誤っています。(Incorrect parameters.) A

0BAF ノードのシリアル番号を取得できません。(Unable

retrieve the node serial number.)

A

0BCC ポリシー・ルーティングを構成できません。(Unable

to configure policy routing.)

D、C、B の順

0BB0 pxeboot データ・ファイルを開くことができません。
(Unable to open pxeboot data file.)

A
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

0BB1 ノードの pxeboot データ・ファイルを更新できませ
ん。(Unable to update pxeboot data file for node.)

A

0BB2 ファイル許可を設定できません。(Unable to set file

permissions.)

A

0BB3 pxeboot データ・ファイルでノードのシリアルが見つ
かりません。(Unable to find node serial in pxeboot

data file.)

A

0BB4 構成中にノードで内部エラーが発生しました。(Node

had an internal error during configuration.)

A

0BC6 システムを構成できません。(Unable to configure

system.)

A

0BC9 無効な引数がスクリプトに渡されました。(Invalid

arguments passed to the script.)

A

01B2 パフォーマンス収集デーモンを開始できません。
(Unable to start performance collection daemon.)

次のレベルのサポート
に連絡してください。

01B3 Storwize V7000 システムへのアップグレード・パッケ
ージのコピーが失敗しました。(Failed to copy upgrade

package to Storwize V7000 system.)

H、G の順

01B4 svctask applysoftware コマンドを使用して、
Storwize V7000 でアップグレードを開始できませんで
した。(Failed to start upgrade on Storwize V7000 with

the svctask applysoftware command.)

H、G の順

01B5 Storwize V7000 のマルチパスが正常ではありません。
(Storwize V7000 multipaths are unhealthy.)

H、G の順

01B6 lsvdisk コマンドによって示されるように、Storwize

V7000 ボリュームは正常ではありません。(Storwize

V7000 volumes are unhealthy as indicated using the

lsvdisk command.)

ストレージへのファイ
バー・チャネル・ケー
ブル接続を調べて、ス
トレージが始動してい
ることを確認してくだ
さい。

01B7 lssoftwareupgradestatus コマンドを使用してアップ
グレードの状況を照会できませんでした。(Failed to

query status of upgrade by using the

lssoftwareupgradestatus command.)

H、G の順

01B9 Storwize V7000 のバージョンを検査できませんでし
た。

H

01B8 lsnodes コマンドを使用して Storwize V7000 ノード
の状況を照会できませんでした。(Failed to query

status of Storwize V7000 nodes using the lsnodes

command.)

H
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

O1BE アップグレード・コールバックを配布できません。
(Unable to distribute upgrade callback)

次のコマンドを使用し
て、クラスターのヘル
スをチェックしてくだ
さい。

lshealth

次のレベルのサポート
に連絡してください。

01BF アップグレード・コールバックに障害があります
(Upgrade callback failed)

お客様窓口に連絡して
ください。アップグレ
ード・コールバック
は、アップグレードの
開始前にシステムに配
置されるカスタム・ス
テップです。
次のレベルのサポート
に連絡してください。

01CF ノードを構成できません。(Unable to configure node) サブジェクト・ノード
から電源機構の両方の
ケーブルを引き抜き、
10 秒待ってから再び
プラグを挿入し、シス
テムが立ち上がってか
ら再試行してくださ
い。

01C4 コールバックを削除できません。(Unable to remove

callbacks)

次のレベルのサポート
に連絡してください。

01D5 Storwize V7000 が停止しました。(Storwize V7000

stalled.)

次のレベルのサポート
に連絡してください。

01D6 Storwize V7000 stalled_non_redundant H

01DA GPFS クラスターの状態が正常ではありません。
(GPFS cluster is unhealthy.)

202ページの『各ファ
イル・モジュールでの
GPFS ファイル・シス
テム・マウントの確
認』を参照してくださ
い。
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表 6. エラー・メッセージおよび処置 (続き)

エラー・コ
ード エラー・メッセージ アクション・キー

01DB パフォーマンス・センターの停止に失敗しました。 /opt/IBM/sofs/cli/

cfgperfcenter --stop を
使用して、パフォーマ
ンス・センターの停止
を試行してください。
正常に停止したら、ア
ップグレードを再開し
てください。パフォー
マンス・センターを停
止できない場合は、次
のレベルのサポートに
連絡してください。

ソフトウェア構成時に CLI コマンドによって報告される問題
ソフトウェア構成時に CLI コマンドによって報告される問題をトラブルシューティ
ングする場合に、以下の情報を使用します。

次の表には、ソフトウェア構成時に CLI コマンドの実行中に表示される可能性があ
るエラー・メッセージが記載されています。
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表 7. CLI コマンドの問題

CLI CLI コマンド 症状/メッセージ アクション

mkfs SG0002C Command

exception found : Disk

<arrayname> might still

belong to file system

<filesystemname>.

このメッセージは、エラー・メッセ
ージにリストされているアレイが、
すでにファイル・システムに含まれ
ているように見えることを示しま
す。

1. mkfs コマンドで指定したアレイ
名のリストを確認します。 mkfs

コマンドを使用して複数のファ
イル・システムが作成された場
合、複数のファイル・システム
で同じアレイ名を使用した可能
性があります。その場合は、ア
レイ名のリストを修正してくだ
さい。

2. システム上にデータがないこと
が分かっている場合、この問題
の原因は、マシンが出荷される
前の製造クリーンアップ・プロ
セス時のエラーであった可能性
があります。この場合、mkfs コ
マンドに --noverify パラメータ
ーを追加して問題を回避するこ
とができます。サポート担当者
によって指示される場合を除い
て、お客様データのあるシステ
ムで --noverify パラメーターを
決して使用しないでください。
不適切に使用すると、リカバリ
ー不能なデータ損失が生じる可
能性があります。

管理 GUI ウィザードの障害
DNS エラーが原因で、明確なエラー・メッセージがない管理 GUI ウィザードの障
害が発生する場合があります。

このタスクについて

システムに入力された DNS 情報に問題があると、管理 GUI ウィザードの処理が失
敗する可能性があります。誤った情報の入力はよくある問題であり、特にステップ
5 で起こりやすくなっています。このステップでは、以下のフィールドを入力する
必要があります。

v ドメイン・ネーム

v ドメイン管理者のユーザー ID

v ドメイン管理者のユーザー・パスワード

v DNS サーバー
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誤った情報を入力すると、「ドメイン・ネームが見つかりません (domain name not
found)」あるいは「ユーザーまたはパスワードが誤っています (wrong user or
password) 」などのメッセージが表示される場合があります。ただし、DNS サーバ
ーに接続したり、DNS サーバーを検査するとき (このステップの最後の項目) にも
障害が発生する可能性があります。この場合、エラー・メッセージは表示されませ
んが、ステップが失敗したりハングしたりします。

このタイプの障害の既知の原因 の 1 つは、DNS サーバーのアドレス解決プロトコ
ル (ARP) テーブルが、入力された IP アドレスが以前に ARP テーブルで構成され
ていたことを示している場合に発生します。この場合、DNS サーバーは接続を許可
しません。未使用の IP アドレスを入力するか、管理 GUI ウィザードを再始動する
前に ARP テーブルからそのアドレスを削除する必要があります。管理 GUI ウィザ
ードを終了し、再びウィザードを再始動します。各ステップのすべてのフィールド
に再度キー入力する必要があります。すべてのステップが完了したら、システムは
構成を実行して再始動します。

GUI アクセスの問題
このトピックは、GUI の問題の切り分けと解決に役立ちます。

このタスクについて

このセクションでは、GUI アクセスの問題について説明し、GUI の問題を切り分け
て解決できるようにします。このセクションでは、ファイル・モジュールが応答せ
ず、もう一方のファイル・モジュールへの管理の切り替えが必要となる場合の GUI

については説明しません。 GUI へのアクセスは、システムの問題を切り分けて解決
する上で重要です。

1. GUI は起動していて、システムへのログインで問題が発生していますか?

v はい: 使用されているユーザー ID が GUI へのアクセス用にセットアップさ
れていることを確認します。IBM Storwize V7000 Unified インフォメーショ
ン・センターの『認証の基本概念』を参照してください。

v いいえ: 次の質問に進みます。

2. GUI は起動していて、システムへのログインで問題が発生していますか?

v はい: サポートされるブラウザーを使用していて、ブラウザー設定が正しいこ
とを確認します。IBM Storwize V7000 Unified インフォメーション・センター
の『管理 GUI の Web ブラウザー設定の確認』を参照してください。

v いいえ: 次の質問に進みます。

注: GUI がロードしない場合、以下の手順を実行します。

3. いずれかのファイル・ノードへの SSH 接続を開始して、いずれかのファイル・
ノードにログインすることはできますか?

v はい:

a. CLI コマンド lsnode を実行して、ファイル・ノードの状況を判別しま
す。

b. 管理サービスが実行されていないことが lsnode によって報告される場
合、 196ページの『管理ノードの役割のフェイルオーバー手順』を参照し
てください。
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c. lsnode によってシステム構成情報が示される場合、該当する見出しの下
の接続状況を確認します。状況は OK に設定されていますか?

注: 下記の出力例では、この資料に合わせてスペースとレイアウトが調整
されています。ご使用のシステムで表示されるものと正確に一致しない可
能性があります。

Sample Output:
[root@kq186wx.mgmt001st001 ~]# lsnode

Product Connection GPFS CTDB
Hostname IP Description Role version status status status Last updated
mgmt001st001 172.31.8.2 active management, 1.3.0.0-51c OK active active 9/19/11 8:02 AM

management interface,
node storage

mgmt002st001 172.31.8.3 passive management, 1.3.0.0-51c OK active active 9/19/11 8:02 AM
management interface,
node storage

EFSSG1000I The command completed successfully.

– はい: CLI コマンド lshealth を実行します。 lsnode コマンドによっ
て取得したアクティブ管理ノードのホスト名 (mgmt001st001 または
mgmt002st002) を参照します。lshealth によって返される
HOST_STATE、SERVICE、および NETWORK が OK に設定されてい
ることを確認します。

Sample Output:
mgmt001st001 HOST_STATE OK OK

SERVICE OK All services are running OK
CTDB OK CTDBSTATE_STATE_ACTIVE
GPFS OK ACTIVE
SCM OK SCM system running as expected
NETWORK ERROR Network interfaces have a degraded state
CHECKOUT OK Disk Subsystem have a online state

mgmt002st001 HOST_STATE OK OK
SERVICE OK All services are running OK
CTDB OK CTDBSTATE_STATE_ACTIVE
GPFS OK ACTIVE
SCM OK SCM system running as expected
MGMTNODE_REPL_STATE OK OK
NETWORK ERROR Network interfaces have a degraded state

V7000 CLUSTER ERROR Alert found in component cluster
ENCLOSURE ERROR Alert found in component enclosure
IO_GRP OK The component io_grp is running OK
MDISK OK The component mdisk is running OK
NODE OK The component node is running OK
PORT ERROR Alert found in component port

EFSSG1000I The command completed successfully.

– いいえ: ネットワーク接続の分離手順を実行します。 196ページの『管
理ノードの役割のフェイルオーバー手順』を参照してください。

いいえ: ネットワーク接続の分離手順を実行します。 196ページの『管理
ノードの役割のフェイルオーバー手順』を参照してください。

上記のいずれの手順を実行しても GUI 接続の問題が解決されない場合、以下の手順
を実行します。

GUI のネットワーク・ポート分離:

上記のいずれの手順を実行しても問題が解決されず、ネットワーク接続とシステム
が問題を報告しない場合は、上記の手順で検出されなかったネットワークのポート
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構成の問題が考えられます。内部管理サービスは、ポート 443 とポート 1081 の両
方を使用します。ポート 443 は、管理サービスが listen するポート 1081 にリダイ
レクトされます。

1. デフォルトの HTTPS ポート (URL にポートは含まれていません) で GUI にア
クセスできるかどうかを確認します。ファイアウォールおよび管理 IP のすべて
が正常である場合、GUI は、https://<Management IP>/ で listen して、ログイ
ン・プロンプトを表示します。

2. ネットワーク・ポート設定およびファイアウォール設定を確認します。上記の手
順が失敗する場合、以下の問題について調査します。

v ファイアウォールは、管理ブラウザーと 1 次ノード・サービス IP の間でオ
ープンされていますが、管理ブラウザーと管理 IP の間ではオープンされてい
ません。 ファイアウォール設定には、管理ブラウザーと管理 IP の間でポー
ト 1081 を許可して、ポート 443 を許可しない規則が適用されている必要が
あります。

v 管理 IP は機能していますが、スイッチ/ルーターでのポートのリダイレクトが
予期されるように機能していません。ネットワーク設定を確認します。

ヘルス状況およびリカバリー
この情報を使用して、すべての管理 GUI パネルの下部にある「ヘルス状況」インデ
ィケーターが赤色 (クリティカル・エラー) または黄色 (警告または劣化) に示され
る原因となる未解決の問題を検討します。

始める前に

「モニター」 > 「イベント」ページでイベントを解決して、システム全体のヘルス
状況インディケーターを解決した後、この手順を使用してください。

このタスクについて

Storwize V7000 Unified システム内部では、システムの「ヘルス状況」 は、事前に
定義された一連のソフトウェアとハードウェアのヘルス状況センサーに基づいてい
ます。これらのセンサーは、対応する論理ホスト名の 「状況」セクションの「シス
テムの詳細」ページに反映されます。

ストレージの問題の場合は、「モニター」 > 「イベント」の「ブロック」タブで推
奨される修復処置を実行して、イベントとヘルス状況を解決します。

ファイル・モジュールの問題の場合、ソフトウェアとハードウェアのセンサーは異
なります。一部のセンサーは自動的で、システムの現在の状況をすぐに反映しま
す。一方、ハードウェア・センサーなどのその他のセンサーは、サービス・アクシ
ョンの完了後にリセットする必要があります。

注: ファイル・モジュールの場合、「システムの詳細」ページとセンサーはイベン
トから分離されています。ログに表示されるイベントは、障害を起こしたホスト名
の「システムの詳細」 > 「状況」インディケーターに対応するセンサーに反映され
る場合があります。ただし、イベントを解決して、対応するセンサーをリセットす
ると、システムのヘルス状況は変更されますが、対応するイベントはイベント・ロ
グから消去されないことに注意してください。
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このトピックでは、表示される情報を確認する場所、さまざまなセンサーの状況を
確認する方法、およびセンサー・イベントを手動でクローズする方法を説明しま
す。これらの作業を実行することにより、全体的な「ヘルス状況」に確実に現在の
システムの正常性が反映されます。

全体のヘルス状況インディケーターを解決するには、次のステップを実行します。

手順
1. 管理 GUI にログオンします。

2. 「モニター」 > 「システムの詳細」にナビゲートします。

3. 「システムの詳細」ページで、左側のナビゲーション・ツリーを使用して、シス
テムのハードウェア・コンポーネントを表示します。

ナビゲーションは、システム全体のハードウェア・レイアウトを反映していま
す。構造の先頭には全体のクラスター・ホスト名が示されます。クラスター・ホ
スト名の下には、システムのサブコンポーネント領域があります。ここでは、イ
ンターフェース・ノードはファイル・モジュール・コンポーネントを反映してお
り、エンクロージャー番号はストレージ・システムを表しています。

a. インターフェース・ノードを展開して、2 つの個別のファイル・モジュール
を表示します。これらは、ホスト名 mgmt001st001 および mgmt002st001 で
表されます。これらのファイル・モジュールを、それぞれ展開して、さらな
る詳細を表示します。

クリティカル・レベルまたは警告レベルのイベントがある場合、対応するハ
ードウェアでは、対応する装置の横に小さな赤色の円または黄色の三角形が
示されて、その状況が反映されています。

b. 問題を示している mgmt00xst001 システムを展開して、状況にナビゲートし
ます。

c. 「状況」を選択して、状況のリストを生成します。

4. クリティカル・イベントまたは警告イベントの標識を示している mgmt00xst001

のサブコンポーネントを展開して、「状況」を選択します。

a. 「センサー (Sensor)」列および「レベル」列で「クリティカル・エラー
(Critical Error)」、「メジャー警告 (Major Warning)」、または「マイナー
警告 (Minor Warning)」項目があるかどうか確認します。

「レベル (Level)」項目の原因となった問題が解決された場合、イベントを右
クリックして、「イベントに解決済みのマークを付ける (Mark Event as
Resolved)」アクションを選択します。

b. オンラインの指示に従い、変更を完了します。

c. 状況リストで、「ヘルス状況」が赤色または黄色に示される原因となったそ
の他のイベントがあるかどうかを確認します。

d. 同じステップを実行します。

「クリティカル・エラー (Critical Error)」、「メジャー警告 (Major
Warning)」、または「マイナー警告 (Minor Warning)」 のマークが付けら
れたセンサーが 1 つでもあれば、「ヘルス状況」は赤色または黄色になりま
す。センサーに対して「イベントに解決済みのマークを付ける (Mark Event
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as Resolved)」アクションを使用すると、センサーは状況ビューに表示されな
くなります。問題がまだ解決されない場合は、その問題を反映する新規のセ
ンサー更新が行われます。例えば、ソフトウェア・エラー・イベントに解決
済みのマークが付けられていても、システムがまだ問題を検出する場合、そ
の状況は「状況」表示に正しく反映されます。

接続の問題
このトピックには、接続の問題のトラブルシューティングに関する情報が記載され
ています。主に、ファイル・モジュールとコントロール・エンクロージャーの間の
接続を中心に説明しています。コントロール・エンクロージャーの問題のトラブル
シューティングを行うためには、良好な接続が必要です。

ホストからファイル・モジュールへの接続
この手順は、ホストとファイル・モジュールの間のイーサネット・ネットワーク接
続のトラブルシューティングを行うために使用されます。これらのネットワーク・
パスは、すべてのシステム要求および管理操作で使用されます。また、ファイル・
モジュールと Storwize V7000 の間のイーサネット・ネットワーク接続にもこれらの
パスが必要です。

このタスクについて

ファイル・モジュール内部で、2 個の 1 GB 内部ネットワーク・ポートおよび 2

個の 10 GbE ネットワーク・ポートをシステム操作用に構成できます。

34ページの図 1 は、ファイル・モジュール背面のさまざまなポートおよびハードウ
ェアを示しています。

v �1� ファイバー・チャネル・ポート、右はポート 1、左はポート 2

v �2� 10 Gbps イーサネット・ポート、右はポート 0、左はポート 1

v �3� 電源機構

v �4� USB ポート

v �5� シリアル・ポート

v �6� ビデオ・ポート

v �7� 1 Gbps イーサネット・ポート、左はポート 1、右はポート 2

v �8� 1 Gbps イーサネット・ポート、左はポート 3、右はポート 4

v �9� 未使用
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表 8. ファイル・モジュールで使用可能なイーサネット接続

ポート 目的

�7� 1 Gbps イーサネット・ポート、左はポ
ート 1、右はポート 2

ファイル・モジュールからファイル・モジュ
ールへの 1 GB 相互接続

�8� 1 Gbps イーサネット・ポート、左はポ
ート 3、右はポート 4

1 GB 外部ネットワーク接続

�2� 10 Gbps イーサネット・ポート、右はポ
ート 0、左はポート 1

10 GbE 外部ネットワーク接続

内蔵イーサネット・ポート 1 または内蔵イーサネット・ポート 2 に関連する問題
については、 35ページの『ファイル・モジュール間のイーサネット接続』を参照し
てください。

分離手順:

この手順を始める前に、ファイル・モジュールの電源が入っていることを確認して
ください。診断対象のネットワーク接続は、イーサネット・ネットワーク上のアク
ティブ・ポートに接続されている必要があります。

v イーサネット・ポートの LED を調べて、イーサネット LED の状態を判別しま
す。

v アクティビティー LED は、接続のアクティビティーがあるときに明滅します。
リンク状態 LED は永続的にオンでなければなりません。オフになっている場
合、リンクは接続されていません。

リンクが接続されていない場合は、次のアクションを実行して、リンクが修正また
は接続されるまでその都度ポート状況を検査します。

1. ケーブルの両端がしっかりと接続されていることを確認します。

2. イーサネット・スイッチまたはハブのポートが正しく構成されていることを確認
します。スイッチおよびネットワークの構成情報を確認するには、ネットワーク
管理者に連絡してください。

3. ケーブルをイーサネット・ネットワーク上の別のポートに接続します。

4. イーサネット・ケーブルを交換します。

5. 10 GbE イーサネット・ポートの場合、Small Form-factor Pluggable (SFP) トラ
ンシーバーを交換します。 129ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリー
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図 1. ファイル・モジュールの背面図
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からの PCI アダプターの取り外し』および 130ページの『PCI ライザー・カー
ド・アセンブリーへの PCI アダプターの取り付け』を参照してください。

ファイル・モジュール間のイーサネット接続
このトピックでは、ファイル・モジュール間のイーサネット接続のトラブルシュー
ティングについて説明します。これらの接続は、ファイル・モジュール間の内部管
理操作で使用されます。Storwize V7000 Unified システムの初期化中に、与えられ
た内部 IP アドレス範囲を使用します。

このタスクについて

この手順は、ファイル・モジュール間のイーサネット接続のトラブルシューティン
グを行うために使用されます。これらのネットワーク・パスは、すべてのファイ
ル・システム内部通信に使用されます。ファイル・モジュールの間には、内部通信
用の 2 つの個別のネットワーク・パスがあります。

表 9. イーサネット・ポートおよび接続のタイプ

項目 ポート 目的

IP アドレスが
InitTool によっ
て割り当てられ
るかどうか 用途

�1� 内蔵イーサネッ
ト・ポート 1

ファイル・モジ
ュール間の 1

Gbps 相互接続

内部 IP アドレ
スの範囲から

ファイル・モジ
ュール からファ
イル・モジュー
ルへの構成ミラ
ーリング

3

4

PCI

3

4

PCI
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6 7
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図 2. ファイル・モジュールのイーサネット直接接続。
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表 9. イーサネット・ポートおよび接続のタイプ (続き)

項目 ポート 目的

IP アドレスが
InitTool によっ
て割り当てられ
るかどうか 用途

�2� 内蔵イーサネッ
ト・ポート 2

ファイル・モジ
ュール間の 1

Gbps 相互接続

内部 IP アドレ
スの範囲から

ファイル・モジ
ュール からファ
イル・モジュー
ルへの構成ミラ
ーリング

�3� 内蔵イーサネッ
ト・ポート 3

1 Gbps 外部ネッ
トワーク接続

はい 管理、サービ
ス、およびオプ
ションのファイ
ル・アクセス

�4� 内蔵イーサネッ
ト・ポート 4

1 Gbps 外部ネッ
トワーク接続

いいえ オプションの管
理、オプション
のサービス、オ
プションのファ
イル・アクセス

�5� IMM イーサネッ
ト・ポート

System x の統合
管理モジュール
へのイーサネッ
ト・リンク

いいえ サポートされて
いない

�6� PCI スロット
4、ポート 1

10 GbE 外部ネ
ットワーク接続

いいえ オプションのフ
ァイル・アクセ
ス

�7� PCI スロット
4、ポート 0

10 GbE 外部ネ
ットワーク接続

いいえ オプションのフ
ァイル・アクセ
ス

内蔵イーサネット・ポート 3、内蔵イーサネット・ポート 4、または PCI スロット
4 へのネットワーク接続に関連する問題については、 33ページの『ホストからファ
イル・モジュールへの接続』を参照してください。

分離手順:

この手順を始める前に、両方のファイル・モジュールの電源が入っていることを確
認してください。

v イーサネット・ポート LED を調べて、イーサネット LED の状態を判別しま
す。

v アクティビティー LED は、接続のアクティビティーがあるときに明滅します。
リンク状態 LED は永続的にオンでなければなりません。オフになっている場
合、リンクは接続されていません。

リンクが接続されていない場合は、次のアクションを実行して、リンクが修正また
は接続されるまでポート状況を検査します。

1. ケーブルの両端がしっかりと接続されていることを確認します。

2. イーサネット・ケーブルを交換します。
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3. システム・プレーナーを交換することによって、サーバー上の障害のあるイーサ
ネット・ポートを交換します。 187ページの『システム・ボードの取り外し』お
よび 189ページの『システム・ボードの取り付け』を参照してください。

重複 IP アドレスのプロシージャー:

ファイル・モジュール間の通信に関する奇妙で偶発的な問題に遭遇した場合、ご使
用のネットワーク上にある他の一部のマシンに、ファイル・モジュールが互いに通
信するために使用されている 4 つの IP アドレスの内の 1 つと同じ IP アドレスが
使用されている可能性があります。初期化ツールで選んだ内部 IP アドレス範囲か
らの初期セットアップ中に、これらの IP アドレス は設定されました。IP アドレス
が既に使用中でないかの確認を参照して、考えられるアドレスの値を確認してくだ
さい。

ご使用のサイト内の別のユーザーが別のマシンをセットアップして、ご使用の
Storwize V7000 Unified システムで既に使用されている 1 つ以上の IP アドレスを
使用する可能性が常にあります。管理 GUI を使用して、現在ファイル・モジュール
で互いに通信するために使用されている、どの 4 つの IP アドレスかを確認しま
す。各ファイル・モジュールのインターフェース・ノード名の下で、「ネットワー
ク (network)」パネル内の、「モニター (Monitoring)」 > 「システムの詳細
(System Details)」で、デバイスが mgmt0 のボックスを確認します。

以下の手順に従ってください。

1. 「設定」>「ネットワーク」>「IP レポート (IP Report)」で、コントロール・
エンクロージャーのシステム IP アドレスを見つけます。ストレージ・システム
CLI にログオンします。以下に例を示します (デフォルトのパスワードは
passw0rd です)。

ssh superuser@<system IP address>

2. ストレージ・システムから ping を使用して、ファイル・モジュールが互いに通
信するのに使用される内部 IP アドレスのそれぞれからすべてのパケットが返さ
れたかどうかを確認します。例:

IBM_2076:mysystem:superuser>ping 10.254.8.1
PING 10.254.8.1 (10.254.8.1) 56(84) bytes of data.
--- 10.254.8.1 ping statistics ---
5 packets transmitted, 0 received, 100% packet loss, time 4005ms

3. 100% packet loss が表示される必要があります。100% packet loss が表示されな
い場合は、ご使用のネットワーク上にある他の一部のマシンが、この IP アドレ
スを使用していることになります。

ご使用のネットワーク上のこれらの IP アドレスを使用している他のマシンを停止
できないで、使用されている内部 IP アドレス範囲を変更する必要がある場合は、
IBM リモート技術サポートに連絡を取り、ご使用のファイル・モジュールを、すぐ
に使用可能な状態に戻す支援を受ける必要があります。その後、別の内部 IP アド
レス範囲を選択することができるようになります。システムで使用されている他の
すべての IP アドレスは、ファイル・モジュールをすぐに使用可能な状態に戻す必
要なく、変更することができます。
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ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへのイ
ーサネット接続

このトピックでは、ファイル・モジュールと、接続されたコントロール・エンクロ
ージャーとの間のイーサネット・ネットワーク接続のトラブルシューティングにつ
いて説明します。これらのネットワーク・パスは、ファイル・モジュールとコント
ロール・エンクロージャーの間のすべての管理操作で使用されます。

このタスクについて

この手順は、ファイル・モジュールとコントロール・エンクロージャーの間のイー
サネット・ネットワーク接続のトラブルシューティングを行うために使用されま
す。これらの接続は、いずれかのファイル・モジュール上のアクティブ管理ノード
で、コントロール・エンクロージャー上のメイン構成ノード・キャニスターにスト
レージのコマンド行インターフェース (CLI) コマンドを ssh で送信するために使用
されます。

ファイル・モジュール・ハードウェアとコントロール・エンクロージャーの間には
直接的な物理イーサネット接続はありません。すべてのネットワーク接続は、お客
様のネットワーク・インフラストラクチャーを介して行われます。ネットワーク・
スイッチを構成する場合、ファイル・モジュール・ネットワーク接続とコントロー
ル・エンクロージャー・ネットワーク接続の間に使用可能な通信パスがあることを
確認してください。ファイル・モジュールとコントロール・エンクロージャーは、
同一の 1 Gbps イーサネット・スイッチに接続されるのが理想的です。

ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへの冗長接続が必要な
場合、コントロール・エンクロージャー内の各ノード・キャニスターからの両方の
1 Gbps ポートがネットワークに接続されます。冗長性が必要ではない場合、コント
ロール・エンクロージャーのノード・キャニスターのポート 2 をネットワークに接
続することはオプションです。

アクティブ管理ノードであるファイル・モジュールとコントロール・エンクロージ
ャー CLI の間で断続的に管理通信の問題が発生しているように見える場合、ネット
ワーク上の別のマシンが、コントロール・エンクロージャーによって使用されてい
る IP アドレスを使用している可能性があります。ネットワーク上で重複している
IP アドレスがあるかどうかを検査する方法と、必要に応じてコントロール・エンク
ロージャーの IP アドレスを変更する方法については、 239ページの『問題: 別のシ
ステムが既に同じ IP アドレスを使用している可能性がある』を参照してくださ
い。

ファイル・モジュールがストレージ・システム CLI に対して CLI コマンドを ssh

で送信できなくなった場合、最初に行うことは、管理 IP アドレスが正しく設定さ
れているかを確認することです。このケースでは、GUI の動作が非常に遅くなって
いることがわかります。そのため、ssh を使用して CLI にアクセスし、管理 IP ア
ドレスに admin として (デフォルト・パスワードは admin) ログオンします。

例えば、次のようにします。

ssh admin@<mangementIP>
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ファイル・モジュールが管理用に使用している IP アドレスを表示するには、
lsnwmgt CLI コマンドを使用します。例:

[kd52y0g.ibm]$ lsnwmgt
Interface Service IP Node1 Service IP Node2 Management IP Network Gateway VLAN ID
ethX0 9.71.18.160 9.71.18.161 9.71.18.210 255.255.255.0 9.71.18.1
EFSSG1000I The command completed successfully.

ファイル・モジュールの 1 つで稼働しているアクティブ管理ノードが、ストレー
ジ・システム CLI に対してコマンドを ssh で送信するために使用する IP アドレス
を表示するには、lsstoragesystem CLI コマンドを使用します。例:

[kd52y0g.ibm]$ lsstoragesystem
name primaryIP secondaryIP id
StorwizeV7000 9.71.18.180 9.71.18.180 00000200A6002C08
EFSSG1000I The command completed successfully.

これらの 5 個あるいは 6 個の IP アドレスおよびサブネット・マスクが予期した
ものであるかを確認します。 lssystemip CLI コマンドを試行します。このコマンド
は、ファイル・モジュール上で稼働しているアクティブ管理ノードが、コントロー
ル・エンクロージャー上で稼働しているストレージ・システム CLI に対して ssh

で送信しようとすると、ほとんどの場合に失敗します。例:

[kd52y6h.ibm]$ lssystemip
EFSSG0655C Error in communication with the storage system. Failed to open SSH connection

ただし、この CLI コマンドが正常に動作した場合、ストレージ・システム CLI に
対する元の ssh の問題は解決された可能性があります。そうでない場合は、ping を
使用して、ストレージ・システムとファイル・モジュールの間のネットワーク接続
を検査します。これは、管理 CLI からは機能しませんが、ストレージ・システム
CLI からは機能するはずです。

外部コンピューターから、lsstoragesytem CLI で示された 1 次 IP にスーパーユー
ザーとして ssh 接続します。この IP は、アクティブ管理ノードがストレージ・シ
ステム CLI に対してコマンドを ssh で送信しようとしている IP です。例 (デフォ
ルト・パスワードは passw0rd):

ssh superuser@9.71.18.180

ストレージ・システムの 1 次 IP と 2 次 IP (lsstoragesystem CLI コマンドによっ
て示されます) のいずれにも ssh 接続できない場合は、USB フラッシュ・ドライブ
を使用する手順に従って、Storwize V7000 の状態および設定を検出します。 USB

フラッシュ・ドライブをコントロール・エンクロージャーに挿入する前に、USB フ
ラッシュ・ドライブ上に satask.txt ファイルがないことを確認します。

USB フラッシュ・ドライブをコントロール・エンクロージャーに差し込みます。オ
レンジ色の障害ライトが短時間のみオンになります (例えば、低速で数秒間の明
滅)。オレンジ色の障害ライトが消えるのを待ち、USB フラッシュ・ドライブを引き
抜いて別のコンピューターに差し込みます。これにより、USB フラッシュ・ドライ
ブ上の satask_results.html ファイルの内容を確認することができます。
satask_results.html には、多数の sainfo コマンドからの出力が含まれます。
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以下のことを確認します。

v sainfo lsservicestatus の下の cluster_id は、lsstoragesystem CLI コマンドによって
示される ID と一致している必要があります。一致していない場合、USB フラッ
シュ・ドライブを誤ったコントロール・エンクロージャー (この Storwize V7000

Unified システムの一部ではないコントロール・エンクロージャーなど) に挿入し
ている可能性があります。 sainfo lsservicestatus の下の node_status が、クラスタ
ー内の各ノード・キャニスターについてアクティブである必要があります。そう
なっていない場合、sainfo lsservicerecommendation の下のサービス・アクションに
従ってください。

v sainfo lsservicestatus の下の cluster_ip は、lsstoragesystem CLI コマンドによっ
て示される 1 次 IP と一致している必要があります。一致していない場合、どち
らの IP アドレスが正しいかを調査し、誤っている IP アドレスを正しいものと
一致するようにします。ストレージ・システムの IP アドレスを変更する必要が
あるが、ストレージ・システムの IP アドレスにログオンして CLI を使用できな
い場合は、このページで後述する手順を参照してください。

以下の例は、正常なストレージ・システムでの satask_results.html の内容の一部を示
しており、お客様の結果との比較に使用することができます。

Thu Apr 19 08:23:42 UTC 2012
satask.txt file not found.
System Status
sainfo lsservicenodes
panel_name cluster_id cluster_name node_id node_name relation node_status
error_data
01-1 00000200A4E008BA Cluster_9.71.18.184 1 node1 local Active
01-2 00000200A4E008BA Cluster_9.71.18.184 2 node2 partner Active
sainfo lsservicestatus
panel_name 01-1
cluster_id 00000200a4e008ba
cluster_name Cluster_9.71.18.184
cluster_status Active
cluster_ip_count 2
cluster_port 1
cluster_ip 9.71.18.184
cluster_gw 9.71.18.1
cluster_mask 255.255.255.0

ストレージ・システム IP に ssh 接続できる場合は、ストレージ・システム CLI で
lssystem CLI コマンドを使用すると、システム IP アドレスと考えられる IP アド
レスが表示されます。

IBM_2076:tbcluster-ifs4:superuser>lssystemip
cluster_id cluster_name location port_id IP_address subnet_mask gateway

IP_address_6 prefix_6 gateway_6
00000200A6402C08 tbcluster-ifs4 local 1 9.71.18.180 255.255.255.0 9.71.18.1
00000200A6402C08 tbcluster-ifs4 local 2

これらの IP アドレスおよびサブネット・マスクが予期したものであるかを確認し
ます。変更する必要がある場合は、chsystemip CLI コマンドを使用します。 ping

を使用して、管理 IP アドレスに戻るパスを検査します。
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IBM_2076:tbcluster-ifs4:superuser>ping 9.71.18.160
PING 9.71.18.160 (9.71.18.160) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 9.71.18.160: icmp_seq=1 ttl=64 time=0.103 ms
64 bytes from 9.71.18.160: icmp_seq=2 ttl=64 time=0.096 ms
64 bytes from 9.71.18.160: icmp_seq=3 ttl=64 time=0.082 ms
64 bytes from 9.71.18.160: icmp_seq=4 ttl=64 time=0.081 ms
64 bytes from 9.71.18.160: icmp_seq=5 ttl=64 time=0.082 ms

--- 9.71.18.160 ping statistics ---
5 packets transmitted, 5 received, 0% packet loss, time 4001ms
rtt min/avg/max/mdev = 0.081/0.088/0.103/0.014 ms

ストレージ・システム CLI から管理 IP に戻る ping が 100% パケット・ロスにな
る場合は、物理的な 1 Gbps イーサネット・ケーブル接続とイーサネット・スイッ
チの構成を調査してください。また、以下のイーサネット・ポート LED も検査し
てください。

v 各ファイル・モジュールの内蔵イーサネット・ポート 3

v コントロール・エンクロージャーの各ノード・キャニスターのイーサネット・ポ
ート 1

Storwize V7000 から各ファイル・モジュールへの ping が 0% パケット・ロスにな
る場合は、SSH 鍵をリセットする必要があります。インフォメーション・センター
の 321ページの『構成通信用の NAS SSH 鍵のリセット』の手順に従って、NAS

鍵をリセットしてください。

ストレージ・システムの IP 設定を変更する必要があるものの、現行のシステム IP

に ssh 接続して chsystemip CLI コマンドを実行できない場合は、 240ページの
『問題: CLI にアクセスできないためシステム IP アドレスを変更できない』を参照
してください。

システム IP アドレスの変更を予定していて、現行のシステム IP アドレスに ssh

接続できる場合は、chsystemip CLI コマンドを実行できます。以下に例を示しま
す。

>ssh superuser@<system IP address>
$ chsystemip -clusterip 9.20.136.5 -gw 9.20.136.1 -mask 255.255.255.0 -port 1

スーパーユーザーのデフォルトのパスワードは passw0rd です。

ファイル・モジュールにおけるコントロール・エンクロージャーのシステム IP の
記録の更新:

ファイル・モジュールにおけるコントロール・エンクロージャーのシステム IP ア
ドレスの現行の記録を見つけるには、Storwize V7000 Unified の管理 CLI を使用し
て lsstoragesystem コマンドを発行します。以下に例を示します。

>ssh admin@<management_IP>
[kd01ghf.ibm]$ lsstoragesystem
name primaryIP secondaryIP id
StorwizeV7000 9.11.137.130 9.11.137.130 00000200A2601508
EFSSG1000I The command completed successfully.
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lsstoragesystem CLI によって示される 1 次および 2 次 IP アドレスが、
lssystemip CLI コマンドの出力に示されるシステム IP アドレスと一致しない場
合、記録を更新する必要があります。chstoragesystem コマンドは、ファイル・モ
ジュールにおけるコントロール・エンクロージャーのシステム IP の記録を変更し
ます。以下に例を示します。

>[kd01ghf.ibm]$ chstoragesystem --ip1 9.71.18.136 --ip2 9.71.18.136
EFSSG1000I The command completed successfully.

Storwize V7000 Unified 管理 CLI で以下のように lssystemip コマンドを実行し
て、ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへの通信が可能に
なっていることを確認します。

>ssh admin@<managment IP address>
[kd01ghf.ibm]$ lssystemip

ファイル・モジュールのクラスター IP の変更:

ファイル・モジュールのクラスター IP アドレスが不明であるか、設定が誤ってい
る場合は、コンソールを使用してシステムにログインして、値を変更することがで
きます。

キーボードとモニターを、アクティブ管理ノードであるファイル・モジュールの前
面に直接接続します。管理アクセス権限を持つユーザーとしてログインします。

v ログイン: admin

v パスワード: <デフォルトは admin です>

lsnwmgt コマンドを使用して、クラスター IP の現行設定を表示します。

>$ lsnwmgt
[kd27lf5.ibm]$ lsnwmgt
Interface Service IP Node1 Service IP Node2 Management IP Network Gateway VLAN ID
ethX0 9.115.160.221 9.115.160.222 9.115.160.220 255.255.248.0 9.115.167.254
EFSSG1000I The command completed successfully

以下のエラーを受け取る場合があります。

$ lsnwmgt
EFSSG0026I Cannot execute commands because Management Service is stopped. Use startmgtsrv
to restart the service.

これは、現在の接続先のノードが、アクティブ管理ノードではないことを示してい
ます。キーボードとモニターをもう一方のノードに差し込み、再度ログインして
lsnwmgt コマンドを再試行します。

ファイル・モジュールのクラスター IP を新しい値に変更するには、chnwmgt コマ
ンドを使用します。

以下に例を示します。

>$ chnwmgt –mgtip 9.115.160.210 -- netmask 255.255.255.0 –gateway 9.115.160.254
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イーサネット・ポートの物理状況の検査:

以下の手順では、システムに物理的にアクセスする必要があります。リンクが接続
されていない場合は、次のアクションを実行して、リンクが修正または接続される
までその都度ポート状況を検査します。

v イーサネット・ポート LED を調べます。アクティビティー LED は、接続のア
クティビティーがあるときに明滅します。リンク状態 LED は永続的にオンでな
ければなりません。オフになっている場合、リンクは接続されていません。

v ケーブルの両端がしっかりと接続されていることを確認します。

v イーサネット・スイッチまたはハブのポートが正しく構成されていることを確認
します。

v ケーブルをイーサネット・ネットワーク上の別のポートに接続します。

v USB フラッシュ・ドライブを使用して状況を取得できた場合、報告されたすべて
のノード・エラーを確認します。

v イーサネット・ケーブルを交換します。

v ノード・キャニスターのハードウェアの取り替え手順に従います。

v ファイル・モジュールのハードウェアの取り替え手順に従います。

サービス IP アドレスを変更できない場合 (例えば、環境で USB フラッシュ・ドラ
イブを使用できない場合など)、 262ページの『手順: 直接接続されたイーサネッ
ト・ケーブルを使用してキャニスターにアクセスする』を参照してください。

ファイル・モジュールとコントロール・エンクロージャーの間のフ
ァイバー・チャネル接続

この手順は、ファイル・モジュールと Storwize V7000 コントロール・エンクロージ
ャーの間のファイバー・チャネル接続の問題のトラブルシューティングを行うのに
使用します。ファイバー・チャネル・パスは、ファイル・モジュールと Storwize

V7000 コントロール・エンクロージャーの間でデータを転送するのに使用されるパ
スです。

このタスクについて

各ファイル・モジュールには、PCI スロット 2 にデュアル・ポート・ファイバー・
チャネル・アダプター・カードが取り付けられています。両方のポートが Storwize

V7000 コントロール・エンクロージャーへの接続に使用され、それぞれのコントロ
ール・キャニスターに接続されます。
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表 10. ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへのファイバー・チャネ
ル・ケーブルの接続方法 上記の図を参照してください。

ファイル・モジュール コントロール・エンクロージャー

�A� ファイル・モジュール 1 (通常はラック
の下段)

�C� コントロール・エンクロージャー

�2� ファイバー・チャネル・スロット 2、ポ
ート 1

�5� 上部キャニスターのファイバー・チャネ
ル・ポート 1

�1� ファイバー・チャネル・スロット 2、ポ
ート 2

�8� 下部キャニスターのファイバー・チャネ
ル・ポート 1

�B� ファイル・モジュール 2 (通常はラック
の上段)

�C� コントロール・エンクロージャー

�4� ファイバー・チャネル・スロット 2、ポ
ート 1

�6� 上部キャニスターのファイバー・チャネ
ル・ポート 2

図 3. ダイアグラムは、ファイバー・チャネル・ケーブルを使用してファイル・モジュールを
コントロール・エンクロージャーに接続する方法を示しています。 (A) はファイル・モジュ
ール 1 で、(B) はファイル・モジュール 2 です。(C) はコントロール・エンクロージャーで
す。
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表 10. ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへのファイバー・チャネ
ル・ケーブルの接続方法 上記の図を参照してください。 (続き)

ファイル・モジュール コントロール・エンクロージャー

�3� ファイバー・チャネル・スロット 2、ポ
ート 2

�7� 下部キャニスターのファイバー・チャネ
ル・ポート 2

Storwize V7000 コントロール・エンクロージャーには、上段と下段 (反転している)

のキャニスターが含まれています。

問題を切り分ける際、ポートのプラグを正しく差し込むために、システム背面にあ
るラベルを必ず確認してください。

ソフトウェアがイベント・コードによって問題を検出した場合:

ソフトウェア・イベント・コードでこの手順に進むよう指示された場合、GUI の
「モニター」>「システム」ページを使用して影響を受けるファイル・モジュールを
識別するか、または以下の手順を参照してイベントの論理から物理へのマッピング
を判別し、物理ハードウェアの分離手順に進んでください。

単一エラー・イベントに基づいてファイバー・チャネル接続を切り分ける作業は単
純ではありません。 44ページの図 3 に示すように、コントロール・エンクロージャ
ーに接続されるファイル・モジュールは 2 つありますが、これらのシステムの論理
ホスト名は直接的に接続にマップされていません。ファイル・モジュールの論理ホ
スト名は、初回の USB フラッシュ・ドライブの取り付けに使用されたファイル・
モジュールによって決まります。例えば、 44ページの図 3 のファイル・モジュール
�B� には、このノードで取り付けが開始された場合にはホスト名 mgmt001st001 が
付けられますが、2 番目のファイル・モジュールで取り付けが開始された場合には
ホスト名 mgmt002st001 が付けられている場合があります。各エラー・イベント
は、問題が発生した場所の論理ホスト名に対して報告されます。

ファイバー・チャネル接続を切り分けるために、単一のファイル・モジュールで、
両方のファイバー・チャネル接続が上段と下段の両方の Storwize V7000 ノード・キ
ャニスター上の同じポート番号に接続されることが重要です。ポート 1 は常に上段
のキャニスターに接続され、ポート 2 は常に下段のキャニスターに接続されます。

下の表を使用して、エラー・コードと物理接続を関連付け、表の後の手順に従って
ファイル・モジュール前面の LED インディケーターを使用可能に設定します。

表 11. エラー・コードとポート位置のマッピング

エラー・コード 説明

ファイル・モジュー
ルのファイバー・チ
ャネルの位置

ストレージ・ノー
ド・キャニスターの
ファイバー・チャネ
ル・ポート

4B0800C リンク障害。ファイ
バー・チャネル・ア
ダプター 1、ポート
1 が機能していませ
ん。

PCI スロット #2 -

ポート 1 (システム背
面から見て右側のポ
ート)

上段のノード・キャ
ニスター、ポート
1。あるいは、上段の
ノード・キャニスタ
ー、ポート 2。
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表 11. エラー・コードとポート位置のマッピング (続き)

エラー・コード 説明

ファイル・モジュー
ルのファイバー・チ
ャネルの位置

ストレージ・ノー
ド・キャニスターの
ファイバー・チャネ
ル・ポート

4B0801C リンク障害。ファイ
バー・チャネル・ア
ダプター 1、ポート
2 が機能していませ
ん。

PCI スロット #2 -

ポート 2 (システム背
面から見て左側のポ
ート)

下段のノード・キャ
ニスター、ポート
1。あるいは、下段の
ノード・キャニスタ
ー、ポート 2。

4B0803C ファイバー・チャネ
ル・アダプター 1、
ポート 1 の低速接続

PCI スロット #2 -

ポート 1 (システム背
面から見て右側のポ
ート)

上段のノード・キャ
ニスター、ポート
1。あるいは、上段の
ノード・キャニスタ
ー、ポート 2。

4B0804C ファイバー・チャネ
ル・アダプター 1、
ポート 2 の低速接続

PCI スロット #2 -

ポート 2 (システム背
面から見て左側のポ
ート)

下段のノード・キャ
ニスター、ポート
1。あるいは、下段の
ノード・キャニスタ
ー、ポート 2。

問題を報告しているノードの LED インディケーターを使用可能にするには、管理
GUI の「モニター」>「システム」ページを使用するか、以下の手順に従います。

1. CLI インターフェースからアクティブ・ファイル・モジュールにログオンしま
す。

2. コマンド locatenode #HOSTNAME on #SECONDS を実行します。HOSTNAME は、エ
ラーに関連するホスト名です。 mgmt001st001 または mgmt002st001 のいずれか
です。#SECONDS は、LED インディケーターが点灯する秒数です。

物理接続および修復:

各ファイル・モジュールには、PCI スロット 2 にデュアル・ポート・ファイバー・
チャネル・アダプター・カードが取り付けられています。両方のポートが Storwize

V7000 システムへの接続に使用され、それぞれの Storwize V7000 ノード・キャニ
スターに接続されます。

表 12. ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへのファイバー・チャネ
ル・ケーブル接続。

ファイル・モジュール・ノード # 1

ファイル・モジュール・ストレージ・ノード
# 2

PCI スロット #2、ポ
ート 1

PCI スロット #2、ポ
ート 2

PCI スロット #2、ポ
ート 1

PCI スロット #2、ポ
ート 2

Storwize V7000 に接
続

Storwize V7000 に接
続

Storwize V7000 に接
続

Storwize V7000 に接
続

下段のキャニスター -

ファイバー・チャネ
ル・ポート 1

上段のキャニスター -

ファイバー・チャネ
ル・ポート 1

下段のキャニスター -

ファイバー・チャネ
ル・ポート 2

上段のキャニスター -

ファイバー・チャネ
ル・ポート 2
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ストレージ・ノードとコントロール・エンクロージャーの間のファイバー・チャネ
ル・パスで問題が検出された場合、ファイル・モジュールおよび Storwize V7000 ノ
ード・キャニスターの両方のファイバー・チャネル接続ポートの横にある LED イ
ンディケーターを確認してください。

表 13. LED の状態および関連処置。ファイル・モジュールのファイバー・チャネル・アダプ
ターについては、ポートの横にあるオレンジ色の LED ライトを調べてください。

LED 状態 定義と処置

オレンジ色の LED が点灯 この状態は、接続状況が良好であることを示
しています。

オレンジ色の LED が低速で明滅 この状態は、ファイバー・チャネル・ポート
側の接続は良好であるが、Storwize V7000 ノ
ード・キャニスター側の接続が切断されてい
ることを示しています。この接続が切断され
ている原因として、Storwize V7000 ノード・
キャニスターのファイバー・チャネル・ケー
ブルまたはファイバー・チャネル・ポートが
不良であることが考えられます。

オレンジ色の LED が高速で明滅 この状態は、ファイバー・チャネル・アダプ
ターがファイバー・チャネル接続の再同期を
試行していることを示しています。この状況
は、通常、ファイバー・チャネル接続のプラ
グが抜かれてから再び差し込まれた後に見ら
れます。

LED なし ファイル・モジュールのファイバー・チャネ
ル・ポートで接続が検出されませんでした。
この接続が切断されている原因として、ファ
イバー・チャネル・ケーブルまたはファイバ
ー・チャネル・アダプターの障害が考えられ
ます。

表 14. ノード・キャニスターのファイバー・チャネル接続の LED の状態と関連処置

LED 状態 定義と処置

緑色の LED が点灯 この状態は、接続状況が良好であることを示
しています。

LED なし ノード・キャニスターのファイバー・チャネ
ル・ポートで接続が検出されませんでした。

ファイバー・チャネル接続の推奨修復アクションは次のとおりです。

1. ファイバー・チャネル接続とノード・キャニスターの両方でファイバー・チャネ
ル・ケーブルを差し込み直します。

2. ファイバー・チャネル・ケーブルを交換します。

3. ファイル・モジュールのファイバー・チャネル・アダプターを交換します。
129ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーからの PCI アダプターの
取り外し』および 130ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーへの PCI

アダプターの取り付け』を参照してください。
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4. Storwize V7000 ノード・キャニスターを交換します。 265ページの『ノード・キ
ャニスターの取り替え』を参照してください。

LED ハードウェア・インディケーターについて
このトピックには、すべてのシステム・コンポーネントの LED 状況を理解するた
めの情報が記載されています。LED の問題が発生していない場合、またはシステム
に直接アクセスしない場合は、次のトラブルシューティング・トピックに進んでく
ださい。

ファイル・ノード・ハードウェアのインディケーター
エラーの原因を示す可能性があるシステム LED について判断するには、この情報
を使用します。

Light Path 診断は、サーバーのさまざまな外部コンポーネントおよび内部コンポー
ネントに付いている LED のシステムです。エラーが発生すると、サーバー全体で
LED が点灯します。特定の順序で LED を確認することにより、多くの場合はエラ
ーの原因を特定できます。

エラーを示す LED が点灯すると、サーバーが電源に接続されていて電源機構が正
しく作動している場合には、サーバーの電源がオフにされても LED は点灯したま
まになります。

Light Path 診断 LED を確認するためにサーバー内部での作業を開始する前に、 xi

ページの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

エラーが発生した場合、次の順序でLight Path 診断 LED を確認します。

1. サーバー前面のオペレーター情報パネルを見ます。

情報 LED が点灯している場合は、サーバーが最適とは言えない状態にある
ことを示す情報が、IMM イベント・ログまたはシステム・イベント・ログに
入っていることを示しています。

システム・エラー LED が点灯している場合は、エラーが発生したことを示
しています。ステップ 2 に進みます。

次の図は、ファイル・ノード前面のオペレーター情報パネルを示しています。

ハード・ディスク・
ドライブ・
アクティビティー ��LED ( )

ハード・ディスク
�� オレンジ�LED ( )

ハード・
ディスク・
ベイ

ラック
��
ラッチ

ビデオ・
コネクター

USB 1
コネクター

USB 2
コネクター

オペレーター
$%パネル

CD/DVD
()ボタン

CD/DVD

LED

ドライブ・
アクティビティー

ラック
��
ラッチ

CD/DVD
( )

ドライブ
+,-ドライブ

ベイ 11ベイ 0
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2. Light Path 診断パネルを見るには、オペレーター情報パネルの前面にあるラッチ
を左側にスライドさせて、パネルを手前に引き出します。これにより、Light

Path 診断パネルがよく見えるようになります。このパネルで点灯している LED

は、発生したエラーのタイプを示しています。

次の図は、Light Path 診断パネルを示しています。

OVERSPEC LOG LINK PS PCI SP

FAN TEMP MEM NMI

REMIND

NMI

CPU VRM DASD RAID BRDCNFG

RESET

チェックポイント・
コード・ディスプレイ

点灯している LED を書き留めてから、Light Path 診断パネルをサーバーの中に
押し込んで戻します。

注:

v Light Path 診断パネルがサーバーの外に引き出されている状態で、長時間にわ
たってサーバーを稼働させないでください。

v Light Path 診断 LED は、サーバーが電源に接続されている間のみ点灯してい
ます。

サーバー上部にあるシステム・サービス・ラベルを見ます。このラベルには、
Light Path 診断パネル上の LED に対応する内部コンポーネントの概要が記載さ
れています。この情報と、 51ページの『Light Path 診断 LED』の情報は、多く
の場合はエラーの診断に十分な情報を提供します。

3. サーバーのカバーを取り外し、サーバーの内部で点灯している LED を探しま
す。コンポーネントの上または横の LED が点灯している場合、そのコンポーネ
ントがエラーの原因であることを示しています。

次の図は、システム・ボードの LED を示しています。
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12v チャネル・エラー LED は過電流状態を示します。各電源チャネルに関連付
けられているコンポーネント、およびコンポーネントのトラブルシューティング
を行う順序を特定するには、IBM Storwize V7000 Unified インフォメーション・
センターの「System x3650 のトラブルシューティング」の『電源の問題の解
決』の手順を参照してください。

次の図は、ライザー・カードの LED を示しています。

HIの スロット・
エラー

PCI
LED

KIの スロット・
エラー

PCI
LED

50 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



4. 通常稼働時に表示されるべき電源 LED の正確な組み合わせについては、 56ペ
ージの『電源機構 LED』を参照してください。

Light Path 診断 LED
Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールのライト・パス診断パネルにある
LED は、問題の原因を示しています。

このタスクについて

表 15は、検出された問題を修正するための推奨アクションを示しています。

注: FRU を交換する前に、追加情報についてシステム・イベント・ログを確認して
ください。

表 15. LED 標識、対応する問題の原因、および修正アクション

LED 問題 アクション

なし。た
だし、シ
ステム・
エラー
LED が点
灯。

エラーが発生し、診断できないか、IMM

に障害が起きました。このエラーは、
Light Path 診断 LED によって表されま
せん。

セットアップ・ユーティリティーを使用して、このエラーに関
する情報がないかシステム・イベント・ログを調べてくださ
い。

BRD システム・ボードでエラーが発生しまし
た。

1. システム・ボード上の LED を調べて、エラーの原因である
コンポーネントを識別します。BRD LED は、以下の状態で
点灯する可能性があります。
v バッテリー
v PCI ライザー・カード・アセンブリーが欠落している
v 電圧調節装置に障害が起きた

2. このエラーに関する情報がないかシステム・イベント・ログ
を調べます。

3. 障害が起きたか、欠落している交換可能コンポーネントを交
換します (例えば、バッテリーまたは PCI ライザー・カー
ド・アセンブリー (詳しくは、IBM Storwize V7000 Unified

インフォメーション・センターの「System x3650 のトラブ
ルシューティング」を参照))。

4. 電圧調節装置に障害が起きた場合、システム・ボードを交換
します。

CNFG ハードウェア構成エラーが発生しまし
た。

この LED は MEM LED および CPU

LED で使用されます。
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表 15. LED 標識、対応する問題の原因、および修正アクション (続き)

LED 問題 アクション

CPU CPU LED のみが点灯している場合、マ
イクロプロセッサーに障害が起きまし
た。

CPU LED および CNFG LED が点灯し
ている場合、無効なマイクロプロセッサ
ー構成が発生しました。

1. CNFG LED も点灯しているかどうかを判別します。CNFG

LED が点灯していない場合、マイクロプロセッサーに障害
が起きました。

a. システム・ボード上の LED の点灯で示される、障害が
起きたマイクロプロセッサーが、正しく取り付けられて
いることを確認します。マイクロプロセッサーの取り付
けについては、IBM Storwize V7000 Unified インフォメ
ーション・センターの「System x3650 のトラブルシュー
ティング」を参照してください。

b. 障害が続く場合は、次のレベルのサポートに連絡してく
ださい。

2. CNFG LED が点灯している場合、無効なマイクロプロセッ
サー構成が発生しました。

a. マイクロプロセッサーが相互に互換性があることを確認
します。速度とキャッシュ・サイズが一致しなければな
りません。マイクロプロセッサー情報を比較するには、
セットアップ・ユーティリティーを実行し、「System

Information」を選択してから、「System Summary」を
選択し、「Processor Details」を選択します。

b. 互換性のないマイクロプロセッサーを交換します。

c. 障害が続く場合は、次のレベルのサポートに連絡してく
ださい。

DASD ハード・ディスク・エラーが発生しまし
た。ハード・ディスクに障害が起きた
か、ハード・ディスクが欠落していま
す。

1. 状況 LED が点灯しているドライブがないか、ハード・ディ
スク上の LED を調べ、そのハード・ディスクを取り付け直
します。

2. ハード・ディスク・バックプレーンを取り付け直します。

3. 詳しくは、 76ページの『ハード・ディスクの問題の解決』
を参照してください。

4. エラーが続く場合は、リストされている順に以下のコンポー
ネントを交換し、各交換後にサーバーを再始動します。

a. 150ページの『ホット・スワップ・ハード・ディスクの
取り外し』で説明されているとおりに、ハード・ディス
クを交換します。

5. 問題が続く場合は、次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。
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表 15. LED 標識、対応する問題の原因、および修正アクション (続き)

LED 問題 アクション

FAN ファンに障害が起きたか、作動速度が遅
すぎるか、取り外されました。TEMP

LED も点灯する場合があります。

1. システム・ボード上のファン・コネクターの近くにある
LED の点灯で示される、障害が起きたファンを取り付け直
します。

2. システム・ボード上のファン・コネクターの近くにある
LED の点灯で示される、障害が起きたファンを交換しま
す。詳しくは、 168ページの『ホット・スワップ・ファンの
取り外し』を参照してください。

注: システム・ボード上の未使用 のファン・コネクターの隣に
ある LED が点灯している場合、PCI ライザー・カード・アセ
ンブリーが欠落している可能性があります。PCI ライザー・カ
ード・アセンブリーを元の位置に取り付けます。両方の PCI

ライザー・カード・アセンブリーが常に取り付けられていなけ
ればなりません。

LINK 予約済み。

LOG エラー・メッセージがシステム・イベン
ト・ログに書き込まれました。

このエラーに関する情報がないかシステム・ログを調べます。
エラー・ログで示されるコンポーネントをすべて交換してくだ
さい。
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表 15. LED 標識、対応する問題の原因、および修正アクション (続き)

LED 問題 アクション

MEM MEM LED のみが点灯している場合、
メモリー・エラーが発生しました。

MEM LED と CNFG LED の両方が点
灯している場合は、メモリー構成が無効
であるか、PCI オプション ROM のリ
ソースが不足しています。

注: DIMM の取り付けあるいは取り外しを行う場合は、必ずサ
ーバーを給電部から切り離す必要があります。サーバーを再始
動する場合は、10 秒間待ってから行ってください。

1. MEM LED および CNFG LED が点灯している場合は、以
下のステップを実行します。

a. セットアップ・ユーティリティーでシステム・イベン
ト・ログを確認します。PCI オプション ROM のリソー
ス不足エラー・ログが存在する場合は、基本システムの
ROM を減らすか、または ROM の順序を変更してくだ
さい。

b. DSA メモリー・テストを実行して問題を切り分けます。

テストがメモリー・エラーの発生を報告した場合は、
障害のある DIMM を交換します。障害のある
DIMM は、システム・ボード上で点灯している
DIMM ラッチによって識別します (DIMM LED は
DIMM ラッチの下にあります)。

このテストで、メモリー構成が無効であることが報告
される場合、DIMM を再取り付けして、サポートさ
れている構成にします。(メモリー構成については、
165ページの『メモリー・モジュールの取り付け』を
参照してください。)

2. CNFG LED が点灯していない場合、システムはメモリー・
エラーを検出した可能性があります。この問題を修正するに
は、以下のステップを実行してください。

v サーバーがブートせず、障害が起きた DIMM LED が点
灯している。

a. DIMM を取り付け直します。

b. メモリー・テストを実行して問題を特定します。

c. テストの結果、メモリー・エラーが発生したことが示
された場合 (システム・ログを確認) は、障害を起こ
した DIMM を交換します。障害を起こした DIMM

は、システム・ボード上で DIMM ラッチが点灯して
示されます (DIMM LED は DIMM ラッチの下にあり
ます)。

NMI マスク不可能割り込みが発生したか、
NMI ボタンが押されました。

このエラーに関する情報がないかシステム・イベント・ログを
調べます。
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表 15. LED 標識、対応する問題の原因、および修正アクション (続き)

LED 問題 アクション

OVER

SPEC

電源チャネルの 1 つで電源機構の過負
荷状態が生じたため、サーバーがシャッ
トダウンされました。電源機構は、最大
定格より多い電力を使用しています。

1. システム・ボード上のいずれかの電源チャネル・エラー
LED (A、B、C、D、E、または AUX) も点灯している場合
は、IBM Storwize V7000 Unified インフォメーション・セン
ターの「System x3650 のトラブルシューティング」の該当
するサーバー・ガイドにある『電源の問題』セクションを参
照してください。(電源チャネル・エラー LED の位置につ
いては、『Internal connectors, LEDs, and jumpers』のセクシ
ョンを参照してください。)

2. エラー表示 (AC LED と DC LED の両方が共に点灯してい
る状況ではないか、通知 LED が点灯している) がないか電
源機構 LED を調べます。障害が起きている電源機構を交換
します。

3. オプション装置をサーバーから取り外します。

PCI PCI バスまたはシステム・ボードでエラ
ーが発生しました。障害が起きた PCI

スロットの隣で追加の LED が点灯して
います。

1. PCI スロット上の LED を調べて、エラーの原因であるコン
ポーネントを識別します。

2. このエラーに関する情報がないかシステム・イベント・ログ
を調べます。

3. LED およびシステム・イベント・ログの情報を使用して、
障害が起きたアダプターを切り分けることができない場合、
障害が起きた PCI バスから一度に 1 つずつアダプターを
取り外し、各アダプターの取り外し後にサーバーを再始動し
ます。

4. 障害が続く場合は、次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

PS 電源機構に障害が起きました。

電源機構 1 または 2 に障害が発生しま
した。

PS LED と CNFG LED の両方が点灯し
ている場合は、電源機構構成が無効で
す。

1. オレンジ色の LED が点灯している電源機構を調べます。
(詳しくは、 57ページの表 16を参照してください。)

2. 電源機構が正しく取り付けられていることを確認します。

3. 一方の電源機構を取り外して、障害のある電源機構を切り分
けます。

4. サーバーに取り付けられている電源機構が、どちらも同一の
タイプであることを確認します。

5. 障害が起きた電源機構を交換します。

RAID 予約済み。

SP サービス・プロセッサー (IMM) に障害
が起きました。

1. サーバーから電源を取り外します。次にサーバーを電源に再
接続し、サーバーを再始動します。

2. IMM 上のファームウェアを更新します。

3. 障害が続く場合は、次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。
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表 15. LED 標識、対応する問題の原因、および修正アクション (続き)

LED 問題 アクション

TEMP システムの温度がしきい値レベルを超え
ました。ファンの障害が原因で、TEMP

LED が点灯している可能性がありま
す。 この状態は、室温が高すぎること
が原因である場合もあります。

1. エラー・ログを確認します。ファンに障害が起きた場合は、
それを交換します。

2. 室温が高すぎないことを確認します。
3. 上記の手順を完了し、温度の問題の原因となった根本問題が
解決したと考えられたら、IMM インターフェースをリブー
トして TEMP インディケーターをクリアする必要がありま
す。 195ページの『サーバー IMM インターフェースのリ
セット/リブート方法』の手順を実行して、ここに戻りま
す。

4. 障害が続く場合は、次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

VRM 予約済み。

電源機構 LED
このタスクについて

電源機構の DC LED が点灯するには、以下の最小構成が必要です。
v 電源機構
v 電源コード

サーバーが始動するには、以下の最小構成が必要です。
v 1 つのマイクロプロセッサー (スロット 1)

v システム・ボード上のマイクロプロセッサーごとに 1 個の 2 GB DIMM (マイク
ロプロセッサーが 1 個だけ搭載される場合、スロット 3)

v 1 つの電源機構
v 電源コード
v 3 つの冷却ファン
v PCI ライザー・コネクター 2 に、PCI ライザー・カード・アセンブリー 1 つ

次の図では、電源機構 LED の位置を示しています。

AC
LED ( )
23
��

DC
LED ( )
23
��

23LM
エラー オレンジ�LED ( )
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以下の表では、さまざまな組み合わせの電源機構 LED およびオペレーター・パネ
ル表示装置上のパワーオン LED によって示される問題、ならびに検出された問題
を修正するための推奨アクションについて説明しています。

表 16. 電源機構 LED

v 問題が解決されるまで、「アクション」列にリストされている順に推奨アクションを実行してください。

v アクションの前に「(トレーニングを受けたサービス技術員のみ)」と記載されている場合、そのアクションを実行で
きるのは、トレーニングを受けたサービス技術員のみです。

v 103ページの『部品の取り外しと交換』を参照して、お客様による交換が可能な部品 (CRU) と技術員により交換
される部品 (FRU) がどのコンポーネントであるかを判別してください。

v IBM Support Web サイト (www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified)で、テクニカル情報、ヒント、お
よび新規デバイス・ドライバーを調べるか、情報を要求します。

電源機構 LED

説明 アクション 注AC DC エラー

オフ オフ オフ サーバーへの
AC 電源がない
か、AC 電源の
問題

1. サーバーへの AC 電源を確認します。

2. 機能している給電部に電源コードが接
続されていることを確認します。

3. サーバーの電源をオフにした後、サー
バーの電源をオンに戻します。

4. 問題が解決しない場合は、電源機構を
交換します。

これは、AC 電源が
ない場合の通常の状
態です。

オフ オフ オン サーバーへの
AC 電源がない
か、AC 電源の
問題があり、電
源機構が内部の
問題を検出しま
した

1. 電源機構を交換してください。

2. 機能している給電部に電源コードが接
続されていることを確認します。

この状態が起きるの
は、2 番目の電源機
構がサーバーに電力
を提供している場合
のみです。

オフ オン オフ 障害のある電源
機構

電源機構を交換してください。

オフ オン オン 障害のある電源
機構

電源機構を交換してください。

オン オフ オフ 電源機構が完全
に取り付けられ
ていないか、シ
ステム・ボード
に障害がある
か、電源機構に
障害があります

1. (トレーニングを受けたサービス技術員
のみ) 電源機構を取り付け直します。

2. システム・ボード上の電源チャネル・
エラー LED が点灯していない場合
は、電源機構を交換します。(方法につ
いては、電源機構に付属の資料を参照
してください。)

3. システム・ボードの電源チャネル・エ
ラー LED が点灯している場合は、(ト
レーニングを受けたサービス技術員の
み) システム・ボードを交換します。

通常、電源機構が完
全に取り付けられて
いないことを示しま
す。

オン オフまた
は明滅

オン 障害のある電源
機構

電源機構を交換してください。

オン オン オフ 正常な動作
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表 16. 電源機構 LED (続き)

v 問題が解決されるまで、「アクション」列にリストされている順に推奨アクションを実行してください。

v アクションの前に「(トレーニングを受けたサービス技術員のみ)」と記載されている場合、そのアクションを実行で
きるのは、トレーニングを受けたサービス技術員のみです。

v 103ページの『部品の取り外しと交換』を参照して、お客様による交換が可能な部品 (CRU) と技術員により交換
される部品 (FRU) がどのコンポーネントであるかを判別してください。

v IBM Support Web サイト (www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified)で、テクニカル情報、ヒント、お
よび新規デバイス・ドライバーを調べるか、情報を要求します。

電源機構 LED

説明 アクション 注AC DC エラー

オン オン オン 電源機構に障害
があるものの、
引き続き作動可
能

電源機構を交換してください。

エンクロージャー・ハードウェアのインディケーター
LED は、大まかなシステム状況を示します。

このトピックでは、コントロール・エンクロージャー・シャーシ、電源機構装置、
バッテリー、およびキャニスターの状況を示します。ドライブの状況は示されませ
ん。

59ページの表 17 は、電源機構の LED を示しています。 59ページの図 4 は、
2076-112 または 2076-124 の電源機構装置の LED を示しています。2076-312 およ
び 2076-324 の電源機構装置の LED は類似していますが、ここには掲載していませ
ん。
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表 17. 電源機構装置の LED

電源機構

OK

AC 障害
ファンの障

害
DC 障害

状況 アクション

オン オン オン オン 電源機構装置と
エンクロージャ
ー・シャーシの
間に通信障害が
あります。

電源機構装置を取り替え
ます。 引き続き障害が残
る場合は、エンクロージ
ャー・シャーシを取り替
えます。

オフ オフ オフ オフ エンクロージャ
ーに AC 電源が
供給されていま
せん。

電源をオンにします。

オフ オフ オフ オン AC 電源はオンで
すが、電源機構
装置が正しくエ
ンクロージャー
に装着されてい
ません。

電源機構装置をエンクロ
ージャーに正しく装着し
ます。

s
v
c
0
0
6
7
0

1

1

図 4. コントロール・エンクロージャーの電源機構装置の LED
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表 17. 電源機構装置の LED (続き)

電源機構

OK

AC 障害
ファンの障

害
DC 障害

状況 アクション

オフ オン オフ オン この電源機構に
AC 電源が供給さ
れていません。

1. 電源機構装置のスイッ
チがオンになっている
ことを確認します。

2. AC 電源がオンになっ
ていることを確認しま
す。

3. 電源ケーブルの取り付
け直しおよび取り替え
を行います。

オン オフ オフ オフ 電源機構はオン
になっており、
作動可能です。

アクションは不要です。

オフ オフ オン オフ ファンの障害 電源機構装置を取り替え
ます。

オフ オン オン オン 通信障害および
電源機構の問題
があります。

電源機構装置を取り替え
ます。 電源機構装置を取
り替えても問題が修正さ
れない場合、エンクロー
ジャー・シャーシを取り
替えます。

明滅 X X X 作動可能なキャ
ニスターがあり
ません。

両方のキャニスターがオ
フになっているか正しく
装着されていません。 両
方の電源機構装置のスイ
ッチをオフにした後、両
方のスイッチをオンに戻
します。 このアクション
によって問題が解決され
ない場合は、両方のキャ
ニスターを少し引き出し
てから押し戻します。

オフ 明滅 明滅 明滅 ファームウェア
のダウンロード
中です。

アクションは不要です。
AC 電源を切らないでく
ださい。
注: この場合、電源機構
装置内にバッテリーが存
在すると、その LED も
明滅します。

61ページの表 18 は、各ノード・キャニスターの 3 つのキャニスター状況 LED を
示しています。 61ページの図 5 は、ノード・キャニスターの LED を示していま
す。
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表 18. 電源 LED

電源 LED

状況 説明

オフ キャニスターに電源が供給されていません。 キャニスターを取り付け直して
みます。 263ページの『手順: ノード・キャニスターを取り付け直す』に進み
ます。 この状態が続く場合、部品のハードウェア取り替え手順を、ノード・
キャニスター、エンクロージャー・シャーシの順序で実行します。

低速で明滅
(1 Hz)

電源は使用可能ですが、キャニスターは待機モードです。ノード・キャニスタ
ーを取り付け直して起動を試行します。 263ページの『手順: ノード・キャニ
スターを取り付け直す』に進みます。

高速で明滅
(2 Hz)

キャニスターは電源オン自己診断テスト (POST) の実行中です。 テストが完
了するまで待ちます。 10 分間を超えてキャニスターがこの状態のままである
場合、キャニスターを取り付け直してみます。 263ページの『手順: ノード・
キャニスターを取り付け直す』に進みます。 この状態が続く場合、ノード・
キャニスターのハードウェアの取り替え手順に従います。

表 19 は、システム状況および障害 LED の状態を示しています。

表 19. システム状況および障害 LED

システム状況

LED 障害 LED 状況 アクション

オフ オフ コードがアクティ
ブではありませ
ん。

v 電源 LED を確認する手順に従いま
す。

v 電源 LED が緑色で点灯する場合、ノ
ード・キャニスターを取り付け直しま
す。 263ページの『手順: ノード・
キャニスターを取り付け直す』を参照
してください。 LED の状況が変わら
ない場合は、 265ページの『ノード・
キャニスターの取り替え』を参照して
ください。

1

s
v
c
0
0
6
7
21

図 5. ノード・キャニスター の LED
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表 19. システム状況および障害 LED (続き)

システム状況

LED 障害 LED 状況 アクション

オフ オン コードがアクティ
ブではありませ
ん。 BIOS また
はサービス・プロ
セッサーがハード
ウェア障害を検出
しました。

ノード・キャニスターのハードウェア取
り替え手順に従います。

オン オフ コードはアクティ
ブです。 ノード
の状態はアクティ
ブです。

アクションは不要です。 ノード・キャ
ニスターはクラスター化システムの一部
であり、管理 GUI によって管理可能で
す。

オン オン コードはアクティ
ブであり、開始中
の状態です。 た
だし、クラスター
化システムを形成
するために十分な
リソースがありま
せん。

ノード・キャニスターをクラスター化シ
ステムでアクティブにすることはできま
せん。 ノード・キャニスター自体で検
出された問題はありません。 ただし、
クラスター化システムをとどこおりなく
形成するために十分なリソースに接続で
きません。 ノード・エラーを修正する
手順に従います。 260ページの『手順:

ノード・エラーを修正する』に進みま
す。

明滅 オフ コードはアクティ
ブです。 ノード
の状態は候補で
す。

ノード・キャニスターでクラスター化シ
ステムを作成するか、ノード・キャニス
ターをクラスター化システムに追加しま
す。 エンクロージャー内のもう一方の
ノード・キャニスターがアクティブ状態
である場合、このノード・キャニスター
を自動的にクラスター化システムに追加
します。 この状態のノード・キャニス
ターを、サービス・アシスタントを使用
して管理できます。

明滅 オン コードはアクティ
ブです。 ノード
の状態はサービス
です。

ノード・キャニスターをクラスター化シ
ステムでアクティブにすることはできま
せん。 いくつかの問題 (ハードウェア
障害、環境または場所の問題、キャニス
ター上のコードまたはデータの問題) が
発生した可能性があります。 ノード・
エラーを修正する手順に従います。
260ページの『手順: ノード・エラーを
修正する』に進みます。
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表 19. システム状況および障害 LED (続き)

システム状況

LED 障害 LED 状況 アクション

すべて 明滅 ノード・キャニス
ターが識別されて
いるため、場所を
見つけることがで
きます。

管理 GUI の修正手順で、保守を必要と
するためにコンポーネントが識別された
可能性があります。修正手順を続行しま
す。サービス・アシスタントには、ノー
ド・キャニスターを識別する機能があり
ます。識別 LED が誤ってオンになって
いる場合、サービス・アシスタントのノ
ード・アクションを使用して LED をオ
フにします。

表 20 は、コントロール・エンクロージャー・バッテリーの状況を示しています。

表 20. コントロール・エンクロージャーのバッテリー LED

バッテリー良

好
+ -

バッテリー障

害
+ -

説明 アクション

オン オフ バッテリーは良好で、完全に充
電されています。

なし

明滅 オフ バッテリーは良好ですが、完全
には充電されていません。 バッ
テリーが充電中であるか、メン
テナンス放電が行われていま
す。

なし

オフ オン リカバリー不能なバッテリー障
害です。

バッテリーを取り替えて
ください。 バッテリーを
取り替えても問題が修正
されない場合、電源機構
装置を取り替えます。

オフ 明滅 リカバリー可能なバッテリー障
害です。

なし

明滅 明滅 電源機構装置のファームウェア
をダウンロード中であるため、
バッテリーを使用することはで
きません。

なし

管理 GUI インターフェース
管理 GUI は、システムのすべての局面を構成および管理するためのブラウザー・ベ
ースの GUI です。 問題のトラブルシューティングおよび修正に役立つ幅広い機能
を備えています。
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このタスクについて

管理 GUI を使用して、システムを管理およびサービスします。 「モニター」 >

「イベント」パネルでは、修正する必要がある問題、および問題を修正するプロセ
スをガイドする保守手順にアクセスできます。

次の 2 つのタブがイベントのモニターに使用できます。

v 「ブロック」タブは、コントロール・エンクロージャーから SAN ボリューム・
イベントおよびファイル・システム・ボリューム・イベントのモニターする場合
に使用します。

v 「ファイル」タブは、Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールから NAS

イベントをモニターする場合に使用します。

「ブロック」タブをクリックすると、「次の推奨処置」が表示されます。次の推奨
処置を実行した後で、他の推奨処置を実行してください。

イベント・パネル上の情報は、次の 3 つの方法でフィルターに掛けることができま
す。

推奨処置 (デフォルト)
注意が必要なアラートのみを表示します。 アラートは優先順位が高い順に
リストされ、使用可能な修正手順を使用して順番に修正する必要がありま
す。 選択された問題ごとに、以下を実行できます。

v 修正手順を実行する。

v プロパティーを表示する。

未修正のメッセージおよびアラート
未修正のアラートおよびメッセージのみを表示します。 選択された項目ご
とに、以下を実行できます。

v 修正手順を実行する。

v イベントに修正済みのマークを付ける。

v 特定の分、時間、または日付別に表示するように、項目をフィルターに掛
ける。

v 日付フィルターをリセットする。

v プロパティーを表示する。

すべて表示
修正済みまたは未修正に関わらず、すべてのイベント・タイプを表示しま
す。 選択された項目ごとに、以下を実行できます。

v 修正手順を実行する。

v イベントに修正済みのマークを付ける。

v 特定の分、時間、または日付別に表示するように、項目をフィルターに掛
ける。

v 日付フィルターをリセットする。

v プロパティーを表示する。
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一部のイベントは、未修正として表示されるには、それまでの 25 時間以内に特定
の出現回数を必要とします。 25 時間以内にこのしきい値に達しない場合、期限切
れのフラグが立てられます。 モニター・イベントは、合体しきい値を下回ってお
り、通常は一時的なものです。

イベントは、時刻またはエラー・コードによってソートすることもできます。 エラ
ー・コードによってソートする場合、最も低い番号が付けられた最も重要なイベン
トが最初に表示されます。 リストされている任意のイベントを選択して、「アクシ
ョン」 > 「プロパティー」を選択し、イベントに関する詳細を表示することができ
ます。

v 推奨処置。 選択された問題ごとに、以下を実行できます。

– 修正手順を実行する。

– プロパティーを表示する。

v イベント・ログ。 選択された項目ごとに、以下を実行できます。

– 修正手順を実行する。

– イベントに修正済みのマークを付ける。

– 特定の分、時間、または日付別に表示するように、項目をフィルターに掛け
る。

– 日付フィルターをリセットする。

– プロパティーを表示する。

管理 GUI を使用する状況
管理 GUI は、システムの保守に使用される主要なツールです。

管理 GUI を使用して、システムの状況を定期的にモニターします。問題が疑われる
場合、最初に管理 GUI を使用して問題を診断し、解決してください。

管理 GUI で使用できるビューを使用して、システム、ハードウェア装置、物理スト
レージ、および使用可能なボリュームの状況を検査します。 「モニター」 > 「イ
ベント」パネルでは、システム上に存在するすべての問題にアクセスできます。
「推奨処置」フィルターを使用すると、解決する必要がある最重要イベントが表示
されます。

アラートのサービス・エラー・コードがある場合、問題の解決に役立つ修正手順を
実行できます。 これらの修正手順では、システムが分析され、問題に関するさらに
多くの情報が提供されます。 これらの手順は、実行すべき推奨アクションを示し、
必要な場合にシステムを自動的に管理するアクションをガイドします。 最後に、問
題が解決されたことを検査します。

報告されたエラーがある場合、常に管理 GUI 内部で修正手順を使用して問題を解決
してください。 システム構成およびハードウェア障害の両方に対して必ず修正手順
を使用してください。 修正手順はシステムを分析して、必要な変更によってボリュ
ームがホストからアクセス不能にならないようにします。 修正手順は、システムを
最適な状態に戻すために必要な構成変更を自動的に実行します。
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Storwize V7000 Unified 管理 GUIへのアクセス
この手順では、Storwize V7000 Unified 管理 GUIにアクセスする方法を説明しま
す。

このタスクについて

サポートされる Web ブラウザーを使用する必要があります。 次の Web サイト
で、サポートされる Web ブラウザーを使用していることを確認します。

www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified

USB フラッシュ・ドライブの初期化を完了するとすぐに、管理 GUI を使用してシ
ステムを管理することができます。

手順
1. サポートされる Web ブラウザーを開始して、ブラウザーでファイル・モジュー
ルの管理 IP アドレスを指定します。

管理 IP アドレスは、USB フラッシュ・ドライブの初期化時に設定されます。

2. 接続が正常に確立されると、ログイン・パネルが表示されます。

3. ユーザー名とパスワードを使用してログオンします。デフォルトのユーザー名は
admin です。

4. ログオンしたら、「モニター」 > 「イベント」を選択します。

5. 「推奨処置」を使用して、イベント・ログがフィルタリングされていることを確
認します。

6. 推奨処置を選択し、修正手順を実行します。

7. 可能な場合、推奨される順序でアラートの処理を続行します。

タスクの結果

すべてのアラートが修正された後、システムの状況を調べて、意図されたとおりに
作動していることを確認します。

管理 GUI へのログオンまたは 管理 GUI への接続で問題が発生した場合は、 243

ページの『問題: 管理 GUI にログオンできない』または 242ページの『問題: 管
理 GUI に接続できない』を参照してください。

修正手順の使用
Storwize V7000 Unified の問題の診断および解決には、修正手順を使用できます。

このタスクについて

例えば、Storwize V7000 Unified システムを修復するために行うタスクは、以下の
ようになります。

v イベント・ログを分析する。

v 障害を起こしたコンポーネントを交換する。

v 修復した装置の状況を確認する。

v 装置をシステム内の操作可能状態に復元する。
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v イベント・ログ内のエラーに修正済みのマークを付ける。

修正手順は、可能な限り多くのタスクを自動化することによってこれらのタスクを
単純化するのに役立ちます。

ファイル・モジュールの修正手順の多くは、自動化されていません。 そのような場
合、Storwize V7000 Unified・インフォメーション・センターで文書化された手順を
参照してください。

以下の例では、管理 GUIを使用して Storwize V7000 Unified システムを修復しま
す。修正手順を開始するには、以下の手順を実行します。

手順
1. 「モニター」 > 「イベント」をクリックし、「推奨処置」を表示するイベン
ト・ログをフィルタリングしていることを確認します。

リストには、修復を必要とするエラーをいくつでも含めることができます。 リ
スト上に複数のエラーがある場合は、リストの上部にあるエラーの優先順位が最
も高く、常に最初に修正する必要があります。 優先順位の高いエラーを最初に
修正しないと、優先順位が下位のエラーを修正できない場合があります。

2. リストの一番上にあるエラーを選択するか、「次の推奨処置」を選択します。

3. 「修正手順の実行」をクリックします。

パネルにはエラー・コードが表示され、状態の説明が記載されています。

4. 「次へ」をクリックして先に進むか、「取り消し」をクリックして前のパネルに
戻ります。

5. この場合 1 つ以上のパネルが表示されて、部品の交換、または他の修復を行う
よう指示する場合があります。 この時点で処置が完了できない場合は、前のパ
ネルに戻るまで「取り消し」をクリックします。 「次の推奨処置」パネルに戻
るまで「取り消し」をクリックします。修正手順に戻ったら、修復をステップ 1

から再開できます。実行するように指示された処置が完了したら、「OK」をク
リックします。 最後の修復処置が完成すると、手順により、障害のあった装置
をシステムに復元しようとする場合があります。

6. 修正が完了したら、「エラーに修正済みのマークを付ける場合は「OK」をクリッ
クしてください」というステートメントが表示されます。 「OK」をクリックす
る。この処理により、イベント・ログでエラーに修正済みのマークが付き、エラ
ーのこのインスタンスが再びリストされないようにします。

7. 「修復が完了しました」というステートメントが表示されたら、「終了」をクリ
ックします。修正を必要とするエラーが他にある場合は、それらのエラーが表示
され、修正手順が続行します。

8. エラーがない場合、「イベント・ログには未修正エラーはありません」というス
テートメントが表示されます。
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第 4 章 ファイル・モジュール

このトピックでは、ファイル・モジュールのトラブルシューティングについて説明
します。エラー・コード、問題のシナリオ、ソフトウェア・トラブルシューティン
グ、および取り外しと交換の手順が記載されています。

一般的なファイル・モジュールの手順
このセクションでは、ファイル・モジュールの一般的な保守および修復の問題につ
いて説明します。

ファイル・モジュールのリブート
この手順を使用して、ファイル・モジュールのリブートを開始します。

始める前に

ハードウェアのリブートを必要とするファイル・モジュールではイベントが発生す
る可能性があります。

手順
1. 管理 GUI を使用して、ノードをシャットダウンし、再始動するには、以下のス
テップを実行します。

a. 「モニター」 > 「システムの詳細」をクリックします。

b. 「インターフェース・ノード」タブをクリックします。

c. 左側のペインで、リブートするノードを選択します。 右側のペインで、「ア
クション」 > 「再起動」をクリックします。

注: リブートされるファイル・モジュールがアクティブ管理ノードである場合
は、管理 GUI もシャットダウンし、その結果、管理 GUI は応答しなくなり
ます。管理サービスが他のファイル・モジュールにフェイルオーバーした
後、ブラウザー内の 管理 GUI のリフレッシュにより、接続が再び確立され
ます。

2. コマンド行インターフェース (CLI) コマンドを使用して、ノードをシャットダウ
ンし、リブートするには、以下を入力します。

stopcluster -node mgmt00Xst001 -restart

ここで、X は、リブートするノードの論理 ID です。

3. ノードのリブートにより、前に実行されていたすべてのサービスが再開されま
す。

保守アクションを実行するためのファイル・モジュールの取り外し
保守を実行するために IBM Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを取り外
すことができます。電源ケーブルのプラグを抜く必要があるかどうかに応じて、実
行する手順は若干異なります。
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始める前に

ファイル・モジュールの保守を必要とするアラート・イベントを受け取った場合、
以下の手順を使用して、システムからファイル・モジュールを取り外し、必要な保
守を実行してください。

このタスクについて

電源機構などのいくつかの現場交換可能ユニット (FRU) は、冗長性があり、ホッ
ト・スワップ可能です。ホット・スワップ FRU を交換する場合、ファイル・モジ
ュールの電源をオンにしたまま、かつ電源ケーブルを接続したままにすることがで
きます。必ず、FRU の取り外しと交換の手順に従ってください。FRU に関する手
順には、その FRU がホット・スワップ可能であるかどうかが示されています。

取り外しと交換の手順に FRU がホット・スワップ可能であるかどうかが示されて
いない場合は、ホット・スワップ可能ではないと考えてください。その場合は、電
源コードを切り離す必要があるファイル・モジュールの取り外し手順を使用してく
ださい。

注: ファイル・モジュールを取り外す前に、ファイル・モジュールを中断する必要
があります。

手順
v 71ページの『電源を切断しないファイル・モジュールの取り外し』で説明されて
いるとおりに、システムからファイル・モジュールを取り外して、ホット・スワ
ップ可能 FRU を交換します。

v 『ファイル・モジュールの取り外しと電源の切断』で説明されているとおりに、
システムからファイル・モジュールを取り外し、ノードの電源をオフにして、電
源コードを切り離します。

ファイル・モジュールの取り外しと電源の切断
ファイル・モジュールの電源が供給されていない状態にする必要がある保守アクシ
ョンを実行する前に、IBM Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを取り外
して電源コードから切り離すことができます。

このタスクについて

実行前に電源をオフにする必要があるファイル・モジュール上でのサービス・アク
ションを識別および実行するには、次の手順を実行します。

手順
1. コマンド行インターフェースから Storwize V7000 Unified システムにアクセス
してログインします。

2. stopcluster コマンドを使用してクラスターを停止します。あるいは、initnode コ
マンドを使用して、ファイル・モジュールをシステムから除去し、ファイル・モ
ジュールをシャットダウンすることもできます。

例えば、mgmt001st001ファイル・モジュールをシャットダウンする場合は、次の
コマンドを発行します。

stopcluster -n mgmt001st001

70 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン

manpages/stopcluster.html
manpages/initnode.html
manpages/initnode.html


3. ファイル・モジュールがシャットダウンしてファイル・モジュール前面の電源表
示ライトが低速で明滅したら、ファイル・モジュールをそのレール上で引き出し
ます。

注: 両方の電源コードおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて、ファイ
ル・モジュールから切り離します。

4. ラックから完全に引き出された状態のファイル・モジュールで保守アクションを
実行する場合、必要に応じてラックからファイル・モジュールを取り外すか、あ
るいは、保守用の踏み台を配置して使用します。

5. 103ページの『部品の取り外しと交換』に示されている正確な取り外しおよび交
換の手順を見つけて実行します。

重要: ファイル・モジュールで交換できるディスク・ドライブは 1 つだけで
す。両方のディスク・ドライブを交換する必要がある場合は、次のレベルのサポ
ートに連絡してください。

6. 障害のある部品の交換およびファイル・モジュール・カバーの再取り付けが完了
したら、必要に応じてファイル・モジュールをラックに再取り付けし、電源コー
ドを再接続します。

電源コードを再接続すると、ファイル・モジュール前面の電源表示ライト LED

が高速で明滅し始めます。

7. ファイル・モジュールをラックの中に押して戻します。

8. ファイル・モジュール前面の電源表示ライト LED が低速で明滅し始めたら、表
示ライトを取り囲む電源スイッチを押してファイル・モジュールの電源をオンに
します。

ファイル・モジュールがリブートすると、Storwize V7000 Unified システムはそ
のファイル・モジュールをクラスターに再統合します。

次のタスク

これで、必要に応じて別のファイル・モジュールの保守を実行できます。すべての
保守が完了した後、システム・チェックアウト手順を実行して、システムをクラス
ターに戻します。

電源を切断しないファイル・モジュールの取り外し
電源コードの取り外しが不要な保守アクションを実行するために、IBM Storwize

V7000 Unified ファイル・モジュールで作業することができます。

このタスクについて

ファイル・モジュールをラックから取り外して作業する必要がない場合は、次の手
順を実行して、ファイル・モジュールのホット・スワップ可能な現場交換可能ユニ
ット (FRU) の取り外しおよび交換を行います。

手順
1. コマンド行インターフェースから Storwize V7000 Unified システムにアクセス
してログインします。

2. suspendnode コマンドを発行してシステムからファイル・モジュールを除去する
と、そのファイル・モジュールで作業することができます。
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mgmt001st001 ファイル・モジュールをシステムから除去するには、次のコマン
ドを発行します。

# suspendnode mgmt001st001

3. Storwize V7000 Unified システムが Clustered Trivial Database (CTDB) レベルで
ファイル・モジュールを停止するまで待ちます。このコマンドによって、マウン
ト済みファイル・システムがアンマウントされることはありません。

停止されたファイル・モジュールは、クラスターに参加したり、Clustered Trivial

Database のレコードをホスティングしたりすることはありません。ファイル・モ
ジュールの IP アドレスは、他方のファイル・モジュールに引き継がれますが、
サービスはホスティングされません。

root としてログオンし、onnode all service ctdb status コマンドを発行する
と、ファイル・モジュールの状態を表示し、システム内の他方のファイル・モジ
ュールと比較することができます。あるいは、非 root ユーザーとして lsnode
-r コマンドを発行して、ファイル・モジュールの状態を表示することができま
す。

lsnode -r コマンドを実行すると、次の例のような結果が示されます。
# lsnode -r

Hostname IP Description Role
mgmt001st001 10.254.8.2 active management node management,interface,storage
mgmt002st001 10.254.8.3 passive management node management,interface,storage

Product Version Connection status GPFS status CTDB status Last updated
1.3.0.2-02 OK active active 1/17/12 4:39 PM
1.3.0.2-02 SUSPEND active SUSPEND_MAINTENANCE 1/17/12 4:39 PM

4. ファイル・モジュールがシャットダウンしてファイル・モジュール前面の電源表
示ライトが低速で明滅したら、ファイル・モジュールをそのレール上でラックか
ら引き出します。

5. ラックから完全に引き出された状態のファイル・モジュールで保守アクションを
実行する場合、必要に応じて保守用の踏み台を配置して使用します。

6. 103ページの『部品の取り外しと交換』に示されている正確な取り外しおよび交
換の手順を見つけて実行します。

重要: ファイル・モジュールで交換できるディスク・ドライブは 1 つだけで
す。両方のディスク・ドライブを交換する必要がある場合は、次のレベルのサポ
ートに連絡してください。

7. 障害のある部品の交換およびファイル・モジュール・カバーの再取り付けが完了
したら、ファイル・モジュールをラックの中に押して戻します。

8. resumenode コマンドを使用してファイル・モジュールを元のシステムに追加す
ると、サービスのホスティングを開始できます。

例えば、mgmt001st001 ファイル・モジュールをシステムに追加するには、次の
コマンドを発行します。

# resumenode mgmt001st001

9. Storwize V7000 Unified システムがファイル・モジュールをクラスターに再統合
して戻した後、ctdb status コマンドを実行すると、ファイル・モジュールでサ
ービスがアクティブになっていることが示されます。
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次のタスク

これで、必要に応じて別のファイル・モジュールの保守を実行できます。すべての
保守が完了した後、システム・チェックアウト手順を実行して、システムをクラス
ターに戻します。

ファイル・モジュール・コンポーネントの取り外しと交換
IBM Storwize V7000 Unified システムには、お客様交換可能ユニット (CRU) およ
び現場交換可能ユニット (FRU) の両方の部品が含まれています。CRU の取り付け
作業は、お客様が行うことができます。ただし、すべての FRU の取り付け作業
は、トレーニングを受けたサービス技術員が行う必要があります。

このタスクについて

取り付けのガイドライン
IBM Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および以下のガイドライ
ンに記載されている安全上の注意をお読みください。

コンポーネントの取り外しまたは交換を行う前に、以下の情報をお読みください。

v ファイル・モジュールを取り付ける機会に、最新のファームウェア更新をダウン
ロードして適用してください。このステップを行うことで、確実に既知の問題に
対処することができ、ご使用のファイル・モジュールが最大レベルのパフォーマ
ンスで機能する準備が整います。

v 何らかのハードウェアを取り付ける前に、ファイル・モジュールが正常に作動し
ていることを確認してください。ファイル・モジュールを始動し、Linux オペレ
ーティング・システムが始動することを確認します。ファイル・モジュールが正
常に作動しない場合は、 9ページの『第 3 章 トラブルシューティングの開始』
の診断情報を参照してください。

v 作業を行う区域の整理整とんをしてください。取り外したカバーおよびその他の
部品を安全な場所に置きます。

v カバーを取り外したままでファイル・モジュールを始動する必要がある場合は、
ファイル・モジュールの近くに人がおらず、ファイル・モジュールの内部に工具
や余分な物が残されていないことを確認してください。

v ユーザーが重過ぎると考える物体を持ち上げないでください。重い物体を持ち上
げなければならない場合は、以下の注意を守ってください。

– 滑らず安全に立つことができることを確認します。

– 足の間でオブジェクトの重量が同量になるよう分散します。

– ゆっくりとした持ち上げる力を使用します。重い物体を持ち上げるときに、決
して急に移動したり、ねじったりしないでください。

– 背中の筋肉の負担を回避するために、立ち上がることによって、または足の筋
肉で押し上げることによって持ち上げます。

v PDU 用に、正しく接地されたコンセントが十分な数だけあることを確認してくだ
さい。

v ディスク・ドライブに変更を加える前に、重要なデータをすべてバックアップし
ます。
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v 小型のマイナス・ドライバーを用意してください。

v システム・ボードおよび内部コンポーネント上のエラー LED を表示するために
は、ファイル・モジュールを電源に接続したままにしてください。

v ホット・スワップ・ファン、冗長ホット・スワップ AC 電源機構、またはホッ
ト・プラグ USB 装置の取り付けまたは交換を行う場合は、ファイル・モジュー
ルの電源をオフにする必要はありません。ただし、アダプター・ケーブルや非ホ
ット・スワップのオプション・デバイスあるいはコンポーネントの取り外しまた
は取り付けを含むステップを実行する場合は、その前にファイル・モジュールの
電源を切る必要があります。

v コンポーネント上の青い表示はタッチ・ポイントを示しています。コンポーネン
トをファイル・モジュールから取り外したり、取り付けたりするとき、またはラ
ッチを開閉するときなどは、このタッチ・ポイントをつかみます。

v コンポーネント上のオレンジ色の表示、またはコンポーネント上やその付近にあ
るオレンジ色のラベルは、そのコンポーネントがホット・スワップ可能であるこ
とを示しています。ホット・スワップが可能な場合、ファイル・モジュールとオ
ペレーティング・システムがホット・スワップ機能をサポートしていれば、ファ
イル・モジュールの稼働中でもそのコンポーネントの取り外しや取り付けを行え
ます。(オレンジ色の表示は、ホット・スワップ・コンポーネントのタッチ・ポイ
ントを示していることもあります。) コンポーネントの取り外しまたは取り付け
を行う前に実行する必要がある追加の手順については、特定のホット・スワッ
プ・コンポーネントの取り外しまたは取り付けの手順を参照してください。

v ファイル・モジュールでの作業が終了したら、安全用のシールド、ガード、ラベ
ル、および接地ワイヤーをすべて再取り付けします。

ノードの信頼性に関するガイドライン

適切な冷却とシステムの信頼性を確保できるように、以下の点を確認してくださ
い。

v 各ドライブ・ベイに、ドライブまたは電磁適合性 (EMC) シールドが付いたフィ
ラー・パネルが取り付けられていること。

v サーバーに冗長電源がある場合は、各電源機構ベイに電源機構が取り付けられて
いること。

v サーバー冷却システムが正しく機能するように、サーバーの回りに十分なスペー
スを確保してあること。サーバーの前後の周囲には、約 50 mm のオープン・ス
ペースを確保してください。ファンの前には物を置かないでください。適切な冷
却と空気の流れを確保するために、サーバーの電源をオンにする前にサーバーの
カバーを再取り付けしてください。サーバーをサーバー・カバーを取り外した状
態で、長時間 (30 分を超える) 操作するとサーバー・コンポーネントに損傷を与
える可能性があります。

v オプションのアダプターに付属の配線指示書に従っていること。

v 障害が発生したファンを 48 時間以内に交換していること。

v ホット・スワップ・ドライブは、取り外してから 2 分以内に交換していること。

v エア・バッフルを取り付けた状態でサーバーを作動させていること。エア・バッ
フルを取り付けずにサーバーを作動させると、マイクロプロセッサーがオーバー
ヒートする可能性があります。
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電源オンのファイル・モジュール内での作業

重要: ファイル・モジュールの電源が入っているときにファイル・モジュール内部
のコンポーネントに静電気が発生すると、ファイル・モジュールが停止してデータ
損失の原因となる場合があります。この潜在的な問題を避けるために、電源が入っ
た状態でファイル・モジュール内で作業する場合は常に、静電気の放電リスト・ス
トラップまたは他のアース・システムを使用してください。

ファイル・モジュールはホット・プラグ、ホット・アド、およびホット・スワップ
対応デバイスをサポートしており、電源が入っていてカバーが取り外された状態で
安全に動作するよう設計されています。電源が入ったファイル・モジュール内で作
業する場合は、以下のガイドラインに従ってください。

v 腕の部分がゆったりした衣服を着用しないでください。 ファイル・モジュール内
で作業をする前に、長袖シャツのボタンを留めてください。ファイル・モジュー
ル内での作業中はカフス・ボタンを着けないでください。

v ネクタイやスカーフがファイル・モジュール内に垂れ下がらないようにしてくだ
さい。

v ブレスレット、ネックレス、指輪、たるみのある腕時計などの貴金属装身具は外
してください。

v 前かがみになったときに、ペンや鉛筆など、シャツのポケットからファイル・モ
ジュールの中に落ちる可能性のあるものを出しておいてください。

v クリップ、ヘアピン、ねじなど、金属製のものをファイル・モジュールの中に落
とさないように十分に注意してください。

静電気に弱い装置の取り扱い

重要: 静電気は、サーバーやその他の電子デバイスを損傷するおそれがあります。
損傷を避けるために、静電気に弱い装置は、取り付けの準備ができるまで帯電防止
パッケージに入れたままにしておいてください。

静電気の放電による損傷の可能性を減らすために、次の注意事項を守ってくださ
い。

v 動きを制限する。 動くと、周囲に静電気が蓄積されることがあります。

v アース・システムの使用をお勧めします。例えば、静電気の放電用のリスト・ス
トラップがある場合は、そのリスト・ストラップを着用してください。電源をオ
ンにしたサーバーの内部で作業を行うときは、常に静電気放電用のリスト・スト
ラップを着用するか、またはその他のアース・システムを使用してください。

v デバイスは、端またはフレームをつかんで慎重に扱う。

v はんだ接合部分、ピンまたは露出した回路に触らない。

v デバイスを、他の人が手で触れたり、損傷を与える可能性のある場所に放置しな
い。

v デバイスを帯電防止パッケージに入れたまま、サーバー外側の塗装されていない
金属面に少なくとも 2 秒間接触させる。これによって、パッケージおよびユーザ
ーの身体から静電気が排出されます。

v パッケージから取り出したデバイスは、下に置かずに直接サーバーに取り付けて
ください。デバイスを下におく必要がある場合は、その帯電防止パッケージに戻
します。デバイスをサーバー・カバーや金属面の上には置かないでください。
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v 寒冷時には、デバイスの取り扱いに特に注意してください。暖房によって室内の
湿度が下がり、静電気が増えるからです。

装置またはコンポーネントの返却

装置またはコンポーネントを返却する場合、梱包に関するすべての指示に従い、提
供されている配送用の梱包材を使用してください。

ハード・ディスクの問題の解決
以下の情報を使用して、ハード・ディスク上のさまざまな問題に対応します。

このタスクについて

v 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイル・モジュールの取り外し』を参照し
てください。

v 問題が解決するまで、「症状」に対する推奨アクションを、「アクション」の欄にリストされている順に実行して
ください。

v 103ページの『部品の取り外しと交換』を参照して、お客様による交換が可能な部品 (CRU) と技術員により交換
される部品 (FRU) がどのコンポーネントであるかを判別してください。

v アクションのステップの前に「(トレーニングを受けたサービス技術員のみ)」と記載されている場合、そのステップ
を実行できるのは、トレーニングを受けたサービス技術員のみです。

症状 アクション

ハード・ディスクに障害が起
き、関連したオレンジ色のハー
ド・ディスク状況 LED が点灯
している。

障害のあるハード・ディスクを交換します。 150ページの『ホット・スワップ・ハ
ード・ディスクの取り外し』および 151ページの『ホット・スワップ・ハード・デ
ィスクの取り付け』を参照してください。
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v 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイル・モジュールの取り外し』を参照し
てください。

v 問題が解決するまで、「症状」に対する推奨アクションを、「アクション」の欄にリストされている順に実行して
ください。

v 103ページの『部品の取り外しと交換』を参照して、お客様による交換が可能な部品 (CRU) と技術員により交換
される部品 (FRU) がどのコンポーネントであるかを判別してください。

v アクションのステップの前に「(トレーニングを受けたサービス技術員のみ)」と記載されている場合、そのステップ
を実行できるのは、トレーニングを受けたサービス技術員のみです。

症状 アクション

取り付けられたハード・ディス
クが認識されない。

1. 関連したオレンジ色のハード・ディスク状況 LED を監視します。この LED が
点灯している場合、ドライブ障害を示します。

2. LED が点灯している場合、ベイからドライブを取り外して、45 秒間待ちます。
その後、ドライブ・アセンブリーがハード・ディスク・バックプレーンに接続さ
れることを確認しながら、ドライブを再挿入します。

3. 関連した緑色のハード・ディスク活動 LED およびオレンジ色の状況 LED を監
視します。

v 緑色の活動 LED が明滅し、オレンジ色の状況 LED が点灯していない場合、
ドライブはコントローラーによって認識され、正しく作動しています。DSA

ハード・ディスク・テストを実行して、ドライブが検出されるかどうかを判
別してください。

v 緑色の活動 LED が明滅し、オレンジ色の状況 LED がゆっくり明滅している
場合、ドライブはコントローラーによって認識され、再構築中です。

v どちらの LED も点灯も明滅もしていない場合、ハード・ディスク・バック
プレーンを検査します (ステップ 4 に進みます)。

v 緑色の活動 LED が明滅し、オレンジ色の状況 LED が点灯している場合、ド
ライブを交換します。LED のアクティビティーが同じままである場合、ステ
ップ 4 に進みます。LED のアクティビティーが変わる場合は、ステップ 1

に戻ります。

4. ハード・ディスク・バックプレーンが正しく取り付けられていることを確認しま
す。 正しく取り付けられている場合、バックプレーンを曲げたり、動かすこと
なく、ドライブ・アセンブリーはバックプレーンに正常に接続されます。

5. ハード・ディスクを別のベイに移動して、ドライブまたはバックプレーンが機能
していないかどうかを判別します。

6. バックプレーン電源ケーブルを取り付け直し、ステップ 1 から 3 を繰り返しま
す。

7. バックプレーン信号ケーブルを取り付け直し、ステップ 1 から 3 を繰り返しま
す。

8. バックプレーン信号ケーブルまたはバックプレーンに問題がある可能性がありま
す。

v サーバーに 8 つのホット・スワップ・ベイがある場合:

a. 影響を受けたバックプレーン信号ケーブルを交換します。

b. 影響を受けたバックプレーンを交換します。

v サーバーに 12 個のホット・スワップ・ベイがある場合:

a. バックプレーン信号ケーブルを交換します。

b. バックプレーンを交換します。

c. SAS 拡張カードを交換します。
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v 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイル・モジュールの取り外し』を参照し
てください。

v 問題が解決するまで、「症状」に対する推奨アクションを、「アクション」の欄にリストされている順に実行して
ください。

v 103ページの『部品の取り外しと交換』を参照して、お客様による交換が可能な部品 (CRU) と技術員により交換
される部品 (FRU) がどのコンポーネントであるかを判別してください。

v アクションのステップの前に「(トレーニングを受けたサービス技術員のみ)」と記載されている場合、そのステップ
を実行できるのは、トレーニングを受けたサービス技術員のみです。

症状 アクション

複数のハード・ディスクに障害
が起きた。

ハード・ディスク、SAS RAID コントローラー、およびサーバーのデバイス・ドラ
イバーとファームウェアが最新バージョンであることを確認します。
重要: 一部のクラスター・ソリューションには、特定のコード・レベルまたは調整
されたコード更新が必要です。装置がクラスター・ソリューションの一部である場
合は、コードを更新する前に、コードの最新バージョンがクラスター・ソリューシ
ョンに対してサポートされていることを確認してください。

複数のハード・ディスクがオフ
ラインである。

1. ストレージ・サブシステムのログを検討して、バックプレーンやケーブルなどの
問題が、ストレージ・サブシステム内で起きていないか確認します。

交換したハード・ディスクが再
構築されない。

1. ハード・ディスクがコントローラーに認識されていること (緑色のハード・ディ
スク活動 LED が明滅していること) を確認します。

2. SAS RAID コントローラーの資料を調べて、正しい構成パラメーターおよび設
定を判別します。

緑色のハード・ディスク活動
LED が、関連するドライブの実
際の状態を正確に表さない。

1. ドライブの使用中に緑色のハード・ディスク活動 LED が点滅しない場合は、
DSA Preboot 診断プログラムを実行してエラー・ログを収集します。IBM

Storwize V7000 Unified インフォメーション・センターの「System x3650 のトラ
ブルシューティング」の『診断』セクションまたは『診断プログラムの実行』セ
クションを参照してください。

2. 以下のいずれかの手順を使用します。

v ドライブがテストにパスする場合、バックプレーンを交換します。

v ドライブがテストに失敗する場合、ドライブを交換します。

オレンジ色のハード・ディスク
状況 LED が、関連するドライ
ブの実際の状態を正確に表さな
い。

1. オレンジ色のハード・ディスク LED および RAID コントローラー・ソフトウ
ェアがドライブに対して同じ状況を示さない場合は、次のステップを実行しま
す。

a. サーバーの電源をオフにします。

b. SAS コントローラーを取り付け直します。

c. バックプレーン信号ケーブル、バックプレーン電源ケーブル、および SAS

拡張カード (サーバーに 12 個のドライブ・ベイがある場合) を取り付け直
します 。

d. ハード・ディスクを取り付け直します。

e. サーバーの電源をオンにし、ハード・ディスク LED のアクティビティーを
監視します。

ノードのミラー状況とハード・ディスク状況の表示
Storwize V7000 Unified システムでは、各ファイル・モジュールのノードのミラー
状況とハード・ディスクの状況を確認することができます。
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このタスクについて

root ユーザーとして、ミラーリングが構成されているかどうかを確認するための
Perl スクリプトを実行できます。ミラー状況を表示すると、各ハード・ディスクの
位置、各ハード・ディスクの状況値、およびエラーがある場合はそのエラーを示す
情報を表示できます。ミラー状況が再同期中である場合、再同期の完了率を示す情
報が表示されます。

手順
1. ファイル・モジュールに root としてログインしていることを確認します。

2. ミラー状況とハード・ディスク状況を表示するには、次の Perl スクリプトを実
行します。
# /opt/IBM/sonas/bin/cnrspromptnode.pl -a -c "/opt/IBM/sonas/bin/cnrsQueryNodeDrives.pl"

3. 状況を表示する対象のファイル・モジュールの番号を選択します。例えば、1 と
入力して mgmt001st001 を選択します。Enter を押して、 80ページの図 7 の情
報を表示します。これは、ミラーリングとドライブの状況の正常性状況の例を示
します。出力には、2 個のハード・ディスクが取り付けられたファイル・モジュ
ールが示されます。

File modules in this Storwize V7000 Unified Cluster

Node Node Name Node Details
--------------------------------------------------------------------------------

1. mgmt001st001 x3650m3 KQ186WX
2. mgmt002st001 x3650m3 KQ186WV

B. Back to Menus
Choice:

図 6. ファイル・モジュールを選択したノード状況の表示
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4. 「Mirror Information」のセクションと「Status of volume」の値を確認して、
表 21 で「Status of volume」に示される可能性がある値を調べます。

表 21. ボリュームの状況

ボリュームの状況 説明

Okay (OKY) ボリュームはアクティブであり、ドライブは正しく機能しています。
ボリュームが統合ミラーリングまたは統合ミラーリング拡張である場
合、ユーザー・データは保護されます。

Degraded (DGD) ボリュームはアクティブです。構成変更またはドライブ障害のために
ユーザー・データは完全には保護されていません。

Mirror Information:
Volume ID : 3
Status of volume : Okay (OKY)
RAID level : 1
Size (in MB) : 285148
Physical hard disks (Target ID) : 6 5
Current operation : None
Physical disk I/Os : Not quiesced

Drive Information:
Total number of drives found: 2

Target on ID #5
Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 1
Connector ID : 1
Target ID : 5
State : Online (ONL)
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : XXXXXXXXXXXX
Firmware Revision : XXXX
Serial No : XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : none
SMART ASC : none
SMART ASCQ : none

Target on ID #6
Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 0
Connector ID : 0
Target ID : 6
State : Online (ONL)
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : XXXXXXXXXXXX
Firmware Revision : XXXX
Serial No : XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : none
SMART ASC : none
SMART ASCQ : none

図 7. ノード状況の表示

80 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



表 21. ボリュームの状況 (続き)

ボリュームの状況 説明

Rebuilding (RBLD)

または Resyncing

(RSY)

データの再同期または再構築が進行中である可能性があります。

Inactive、Okay

(OKY)

ボリュームは非アクティブであり、ドライブは正しく機能していま
す。現行の RAID レベルが RAID 1 (IM) または RAID 1E (IME) で
ある場合、ユーザー・データは保護されます。

Inactive、Degraded

(DGD)

ボリュームは非アクティブであり、構成変更またはドライブ障害のた
めにユーザー・データは完全には保護されていません。データの再同
期または再構築が進行中である可能性があります。

5. 80ページの図 7 の「Drive information」のセクションと「State」の値を確認し
て、表 22 でドライブの「State」に示される可能性がある値を調べます。

表 22. ドライブの状態

ドライブの状態 説明

Online (ONL) ドライブは作動可能であり、論理ドライブの一部です。

Hot Spare (HSP) ドライブは、アレイ内の障害ドライブの交換に使用可能なホット・ス
ペアです。

Ready (RDY) ドライブは標準ディスク・ドライブとして使用する準備ができている
か、ディスク・アレイまたはホット・スペア・プールへの割り当てに
使用可能です。

Available (AVL) ドライブは作動可能である場合とない場合があり、アレイまたはホッ
ト・スペア・プールへの組み込みに適していません (例えば、回転速
度が上がっていないか、ブロック・サイズが正しくないか、メディア
が取り外し可能です)。

Failed (FLD) ドライブは論理ドライブの一部であったか、ホット・スペア・ドライ
ブであり、障害が起きました。オフラインになりました。

Standby (SBY) この状況は、ハード・ディスク以外のすべての装置にタグを付けるの
に使用されます。

Missing (MIS) ハード・ディスクが取り外されている可能性があります。

Out of Sync (OSY) データの再同期または再構築が進行中である可能性があります。

6. ミラーリングが再同期中であることを示す例については、 83ページの図 8を参照
してください。ハード・ディスクがいったん取り外された後、再挿入される場
合、アレイは自動的に再同期を開始します。

注: 以下の条件が当てはまる場合、ミラーリングは再同期中であることが分かり
ます。

v 「State of volume」が Resyncing (RSY) である

v 「Current operation」が Synchronize である

v 「Percentage complete」が表示される
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ミラー/ボリュームは 2 台のハード・ディスクで構成されます。 83ページの図 8

で、「Mirror Information」のセクションには「Physical hard disk (Target
ID)」という状況表示行があります。この行は、ミラー/ボリュームに含まれるド
ライブを示します。

「Status of volume」には「Resynching (RSY)」と示されています。

ミラーは、「Physical hard disk (Target ID)」の 6 および 9 で構成されます。
ドライブ 9 は、「State」が Out of Sync (OSY) です。「Mirror Information」
は、再同期の完了率も表示します。例えば、 83ページの図 8の完了率は 5.23%
です。
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ドライブが同期されていない場合は、状況は、次の 84ページの図 9 のような状
況として示されます。

Mirror Information: <---
Volume ID : 3
Status of volume : Resyncing (RSY) <---
RAID level : 1
Size (in MB) : 285148
Physical hard disks (Target ID) : 6 5 <---
Current operation : Synchronize <---
Physical disk I/Os : Not quiesced
Volume size (in sectors) : 583983104
Number of remaining sectors : 553462899
Percentage complete : 5.23% <---

Drive Information:
Total number of drives found: 2
Target on ID #5

Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 1
Connector ID : 1
Target ID : 5
State : Ready (RDY)
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : XXXXXXXXXXXX
Firmware Revision : XXXX
Serial No : XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : none
SMART ASC : none
SMART ASCQ : none

Target on ID #6 <---
Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 0
Connector ID : 0
Target ID : 6
State : Online (ONL)
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : XXXXXXXXXXXX
Firmware Revision : XXXX
Serial No : XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : none
SMART ASC : none
SMART ASCQ : none

図 8. ミラーリングが再同期中であることを示す例
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7. ミラーがない場合の状況の例については、 85ページの図 10を参照してくださ
い。

ミラーリングが使用可能に設定されていない場合は、「Mirror Information」の
下の出力には、「The mirror is not created/configured.」というメッセージが表
示されます

ミラーが作成されない場合は、LSI 構成ツールの起動について、IBM Storwize

V7000 Unified インフォメーション・センターの「System x3650 のトラブルシュ
ーティング」を参照してください。

Target on ID #5
Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 1
Connector ID : 1
Target ID : 5
State : Out of Sync (OSY) <---
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : XXXXXXXXXXXX
Firmware Revision : XXXX
Serial No : XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : none
SMART ASC : none
SMART ASCQ : none

図 9. ドライブが同期されていないことを示す例
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8. ハード・ディスクについて検出される Self-Monitoring, Analysis and Reporting

Technology (SMART) エラーの例については、 86ページの図 11を参照してくだ
さい。SMART は、ディスク・ドライブの正常性を自動的に検査し、潜在的な問
題を報告することによって、モニターとトラブルシューティングの機能を追加し
ます。ハード・ディスクの SMART エラーが検出される場合、 86ページの図
11に示されているように、「Error Information」のセクションで状況を確認でき
ます。

注: 86ページの図 11 では、Target ID #6 を持つハード・ディスクには、05/00
の ASC/ ASCQ エラーがあります。

ハード・ディスクの問題の切り分けと修復については、IBM Storwize V7000

Unified インフォメーション・センターの「System x3650 のトラブルシューティ
ング」を参照してください。

SMART (ASC/ASCQ) エラー・コードとそれらの説明のリストについては、 86

ページの『SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ』に進んでく

Mirror Information:
NOTICE: The mirror is not created/configured. <---

Drive Information:
Total number of drives found: 2
Target on ID #4

Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 1
Connector ID : 1
Target ID : 4
State : Ready (RDY)
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : XXXXXXXXXXXX
Firmware Revision : XXXX
Serial No : XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : none
SMART ASC : none
SMART ASCQ : none

Target on ID #6
Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 0
Connector ID : 0
Target ID : 6
State : Ready (RDY)
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : XXXXXXXXXXXX
Firmware Revision : XXXX
Serial No : XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : none
SMART ASC : none
SMART ASCQ : none

図 10. ミラーが作成されないことを示す例
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ださい。

SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ

87ページの表 23 は、直接アクセス装置用に分類される一般的な Self-Monitoring,

Analysis and Reporting Technology (SMART) ASC/ASCQ エラー・コードの説明を示
しています。ASC (追加のセンス・コード) および ASCQ (追加のセンス・コード修
飾子) は、SCSI 標準で定義されているとおり、SCSI 追加センス・データ・コード

Mirror Information:
Volume ID : 4
Status of volume : Resyncing (RSY)
RAID level : 1
Size (in MB) : 285148
Physical hard disks (Target ID) : 6 9
Current operation : Synchronize
Physical disk I/Os : Not quiesced

Drive Information:
Total number of drives found: 2

Target on ID #6
Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 0
Connector ID : 0
Target ID : 6
State : Online (ONL)
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : MBD2300RC
Firmware Revision : SB19
Serial No : D009P9A01SJC
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : 1
SMART ASC : 05* <---
SMART ASCQ : 00* <---

*See Infocenter for SMART ASC/ASCQ error codes and messages

Target on ID #9
Device is a Hard disk
Enclosure # : 1
Slot # : 1
Connector ID : 1
Target ID : 9
State : Out of Sync (OSY)
Size (in MB)/(in sectors) : 286102/585937500
Manufacturer : IBM-ESXS
Model Number : MBD2300RC
Firmware Revision : SB19
Serial No : D009P990184N
Drive Type : SAS
Protocol : SAS
Error Information

SMART Error Count : none
SMART ASC : none
SMART ASCQ : none

図 11. SMART エラーの例

86 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



と呼ばれます。SMART は、ディスク・ドライブの正常性を自動的に検査し、潜在
的な問題を報告することによって、モニターとトラブルシューティングの機能を追
加します。

注: 以下の表の値 (「5D」など) は、ツールに表示される「5DH」と同じです。
「0」のような値には、「0」が「00」と同じになるように追加の埋め込みがある場
合があります。

表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ

ASC ASCQ 説明

00 00 追加のセンス情報がありません

00 06 入出力処理が終了しました

00 16 操作が進行中です

00 17 クリーニングが要求されました

00 1D ATA パススルー情報が使用可能です

00 1E SA 作成要求が競合しています

00 1F 論理装置が別の電源状態に移行します

01 00 索引/セクター・シグナルがありません

02 00 シークが完了していません

03 00 周辺装置の書き込み障害

04 00 論理装置が作動不能です

04 01 論理装置が作動可能になる途中です

04 02 論理装置が作動不能です。初期化コマンドが必要です。

04 03 論理装置が作動不能です。手操作による介入が必要です。

04 04 論理装置が作動不能です。フォーマットが進行中です。

04 05 論理装置が作動不能です。再構築が進行中です。

04 06 論理装置が作動不能です。再計算が進行中です。

04 07 論理装置が作動不能です。操作が進行中です。

04 09 論理装置が作動不能です。自己診断テストが進行中です。

04 0A 論理装置がアクセス不能です。非対称のアクセス状態遷移。

04 0B 論理装置がアクセス不能です。ターゲット・ポートがスタンバイ状態で
す。

04 0C 論理装置がアクセス不能です。ターゲット・ポートが使用不可状態で
す。

04 10 論理装置が作動不能です。補助メモリーがアクセス不能です。

04 11 論理装置が作動不能です。通知 (スピンアップを使用可能にする) が必要
です。

04 13 論理装置が作動不能です。SA 作成が進行中です。

04 14 論理装置が作動不能です。スペース割り振りが進行中です。

04 1A 論理装置が作動不能です。装置のスタート・ストップ・コマンドが進行
中です。

05 00 論理装置が選択に応答しません

06 00 基準位置が検出されません

07 00 複数の周辺装置が選択されました
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表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

08 00 論理装置の通信障害

08 01 論理装置の通信がタイムアウトになりました

08 02 論理装置の通信パリティー・エラー

08 03 論理装置の通信 CRC エラー (ULTRA-DMA/32)

08 04 コピー・ターゲットに到達不能です

09 00 トラック追従エラー

09 04 ヘッド選択障害

0A 00 エラー・ログのオーバーフロー

0B 00 WARNING

0B 01 警告 - 指定の温度を超えました

0B 02 警告 - エンクロージャーの機能が低下しました

0B 03 警告 - バックグラウンドの自己診断テストが失敗しました

0B 04 警告 - バックグラウンドの事前スキャンでメディア・エラーを検出しま
した

0B 05 警告 - バックグラウンドのメディア・スキャンでメディア・エラーを検
出しました

0B 06 警告 - 不揮発性キャッシュが揮発性になりました

0B 07 警告 - 不揮発性キャッシュへの電源が低下しました

0B 08 警告 - 電源喪失が予想されました

0C 02 書き込みエラー - 自動再割り振りが失敗しました

0C 03 書き込みエラー - 再割り当てを推奨します

0C 04 圧縮検査の不一致エラー

0C 05 圧縮中にデータ拡張が発生しました

0C 06 ブロックが圧縮不能です

0C 0B 補助メモリーの書き込みエラー

0C 0C 書き込みエラー - 予期しない非送信請求データ

0C 0D 書き込みエラー - 不十分な非送信請求データ

0D 00 サード・パーティーの一時イニシエーターによってエラーが検出されま
した

0D 01 サード・パーティー装置の障害

0D 02 コピー・ターゲット装置が到達不能です

0D 03 コピー・ターゲット装置タイプが正しくありません

0D 04 コピー・ターゲット装置のデータ・アンダーラン

0D 05 コピー・ターゲット装置のデータ・オーバーラン

0E 00 無効な情報単位

0E 01 情報単位が短すぎます

0E 02 情報単位が長すぎます

0E 03 コマンド情報単位内の無効フィールド

10 00 ID CRC または ECC エラー

10 01 論理ブロック保護検査が失敗しました
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表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

10 02 論理ブロック・アプリケーション・タグ検査が失敗しました

10 03 論理ブロック参照タグ検査が失敗しました

11 00 未復旧の読み取りエラー

11 01 読み取り再試行回数が尽きました

11 02 エラーが長すぎて訂正できません

11 03 複数の読み取りエラー

11 04 未復旧の読み取りエラー - 自動再割り振りが失敗しました

11 0A エラーの訂正ミス

11 0B 未復旧の読み取りエラー - 再割り当てを推奨します

11 0C 未復旧の読み取りエラー - データの再書き込みを推奨します

11 0D 圧縮解除 CRC エラー

11 0E 宣言されたアルゴリズムを使用して圧縮解除できません

11 12 補助メモリーの読み取りエラー

11 13 読み取りエラー - 再送信要求が失敗しました

11 14 読み取りエラー - アプリケーション・クライアントによって LBA に不
良のマークが付けられました

12 00 ID フィールドのアドレス・マークが検出されませんでした

13 00 データ・フィールドのアドレス・マークが検出されませんでした

14 00 記録されたエンティティーが検出されませんでした

14 01 レコードが検出されませんでした

14 05 レコードが検出されませんでした - 再割り当てを推奨します

14 06 レコードが検出されませんでした - データが自動再割り振りされました

15 00 ランダム位置決めエラー

15 01 機械的位置決めエラー

15 02 メディアの読み取りによって位置決めエラーが検出されました

16 00 データ同期マーク・エラー

16 01 データ同期エラー - データが再書き込みされました

16 02 データ同期エラー - 再書き込みを推奨します

16 03 データ同期エラー - データが自動再割り当てされました

16 04 データ同期エラー - 再割り当てを推奨します

17 00 エラー訂正適用なしでデータがリカバリーされました

17 01 再試行によってデータがリカバリーされました

17 02 POSITIVE ヘッド・オフセットによりデータがリカバリーされました

17 03 NEGATIVE ヘッド・オフセットによりデータがリカバリーされました

17 05 前のセクター ID を使用してデータがリカバリーされました

17 06 ECC なしにデータがリカバリーされました - データが自動再割り振りさ
れました

17 07 ECC なしにデータがリカバリーされました - 再割り当てを推奨します

17 08 ECC なしにデータがリカバリーされました - 再書き込みを推奨します
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表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

17 09 ECC なしにデータがリカバリーされました - データが再書き込みされま
した

18 00 エラー訂正が適用されてデータがリカバリーされました

18 01 エラー訂正と再試行が適用されてデータがリカバリーされました

18 02 データがリカバリーされました - データが自動再割り振りされました

18 05 データがリカバリーされました - 再割り当てを推奨します

18 06 データがリカバリーされました - 再書き込みを推奨します

18 07 ECC を使用してデータがリカバリーされました - データが再書き込みさ
れました

19 00 障害リスト・エラー

19 01 障害リストが使用不可です

19 02 1 次リスト内の障害リスト・エラー

19 03 発生リスト内の障害リスト・エラー

1A 00 パラメーター・リスト長エラー

1B 00 同期データ転送エラー

1C 00 障害リストが検出されませんでした

1C 01 1 次障害リストが検出されませんでした

1C 02 発生障害リストが検出されませんでした

1D 00 検証操作中の不一致

1D 01 非マップ LBA の不一致検証

1E 00 ECC 訂正でリカバリーされた ID

1F 00 部分障害リスト転送

20 00 無効なコマンド命令コード

20 01 アクセスの拒否 - イニシエーターの登録保留

20 02 アクセスの拒否 - アクセス権限なし

20 03 アクセスの拒否 - 無効な管理 ID キー

20 08 アクセスの拒否 - 登録の競合

20 09 アクセスの拒否 - 無効な LU ID

20 0A アクセスの拒否 - 無効なプロキシー・トークン

20 0B アクセスの拒否 - ACL LUN の競合

21 00 論理ブロック・アドレスが範囲外です

21 01 無効なエレメント・アドレス

22 00 無許可の機能 (20 00、24 00、または 26 00 を使用)

24 00 CDB 内の無効フィールド

24 01 CDB 暗号化解除エラー

24 08 無効な XCDB

25 00 論理装置がサポートされません

26 00 パラメーター・リスト内の無効フィールド

26 01 パラメーターがサポートされません

26 02 パラメーター値が無効です
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表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

26 03 しきい値パラメーターがサポートされません

26 04 永続予約の無効な解除

26 05 データ暗号化解除エラー

26 06 ターゲット記述子が多すぎます

26 07 サポートされないターゲット記述子タイプ・コード

26 08 セグメント記述子が多すぎます

26 09 サポートされないセグメント記述子タイプ・コード

26 0A 予期しない不正確なセグメント

26 0B インライン・データ長を超えました

26 0C コピーの複写元または宛先の無効な操作

26 0D コピー・セグメントの細分性違反

26 0E ポートの使用可能化中の無効なパラメーター

27 00 書き込み保護

27 01 ハードウェアの書き込み保護

27 02 論理装置ソフトウェアの書き込み保護

27 07 スペース割り振りで書き込み保護に失敗しました

28 00 作動不能から作動可能への変更、メディアが変更された可能性がありま
す

28 01 インポート/エクスポート・エレメントがアクセスされました

29 00 電源オン、リセット、またはバス装置のリセットが行われました

29 01 電源オンが行われました

29 02 SCSI バスのリセットが行われました

29 03 バス装置のリセット機能が生じました

29 04 装置内部リセット

29 05 トランシーバー・モードがシングル・エンドに変更されました

29 06 トランシーバー・モードが LVD に変更されました

29 07 I_T NEXUS 損失が生じました

2A 00 パラメーターが変更されました

2A 01 モード・パラメーターが変更されました

2A 02 ログ・パラメーターが変更されました

2A 03 予約が優先使用されました

2A 04 予約が解除されました

2A 05 登録が優先使用されました

2A 06 非対称アクセス状態が変更されました

2A 07 暗黙的な非対称アクセス状態遷移が失敗しました

2A 08 優先順位が変更されました

2A 09 容量データが変更されました

2A 0A エラー履歴 I_T NEXUS がクリアされました

2A 0B エラー履歴スナップショットが解除されました

2A 10 タイム・スタンプが変更されました
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ASC ASCQ 説明

2A 14 SA 作成機能データが変更されました

2B 00 ホストが切断できないためコピーを実行できません

2C 00 コマンド・シーケンス・エラー

2C 05 無許可の電源状態要求

2C 07 前の使用中状況

2C 08 前のタスク・セットがフルの状況

2C 09 前の予約競合状況

2C 0C ORWRITE 世代が一致しません

2F 00 別のイニシエーターによってコマンドがクリアされました

2F 01 電源損失通知によってコマンドがクリアされました

2F 02 装置サーバーによってコマンドがクリアされました

30 00 非互換メディアが取り付けられました

30 01 メディアを読み取れません - 不明なフォーマット

30 02 メディアを読み取れません - 非互換フォーマット

30 03 クリーニング・カートリッジが取り付けられました

30 04 メディアを書き込めません - 不明なフォーマット

30 05 メディアを書き込めません - 非互換フォーマット

30 06 メディアをフォーマットできません - 非互換メディア

30 07 クリーニングの失敗

30 0A クリーニング要求が拒否されました

31 00 メディアのフォーマットが壊れました

31 01 フォーマット・コマンドが失敗しました

32 00 使用可能な障害スペア位置がありません

32 01 障害リストの更新失敗

34 00 エンクロージャーの障害

35 00 エンクロージャー・サービスの障害

35 01 サポートされないエンクロージャー機能

35 02 エンクロージャー・サービスが使用不可です

35 03 エンクロージャー・サービスの転送が失敗しました

35 04 エンクロージャー・サービスの転送が拒否されました

35 05 エンクロージャー・サービスのチェックサム・エラー

37 00 パラメーターが丸められました

38 07 シン・プロビジョニングのソフトしきい値に達しました

39 00 パラメーターの保存がサポートされていません

3A 00 メディアが存在しません

3A 01 メディアが存在しません - トレイが閉じています

3A 02 メディアが存在しません - トレイが開いています

3A 03 メディアが存在しません - ロード可能

3A 04 メディアが存在しません - メディア補助メモリーがアクセス可能です

3B 0D メディア宛先エレメントが満杯です
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表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

3B 0E メディア・ソース・エレメントが空です

3B 11 メディア・マガジンがアクセス不能です

3B 12 メディア・マガジンが取り外されました

3B 13 メディア・マガジンが挿入されました

3B 14 メディア・マガジンがロックされました

3B 15 メディア・マガジンがアンロックされました

3D 00 識別メッセージ内の無効ビット

3E 00 論理装置がまだ自己構成されていません

3E 01 論理装置の障害

3E 02 論理装置のタイムアウト

3E 03 論理装置が自己診断テストに失敗しました

3E 04 論理装置が自己診断テスト・ログを更新できません

3F 00 ターゲットの稼働条件が変更されました

3F 01 マイクロコードが変更されました

3F 02 操作定義が変更されました

3F 03 照会データが変更されました

3F 04 コンポーネント装置が接続されました

3F 05 装置 ID が変更されました

3F 06 冗長グループが作成または変更されました

3F 07 冗長グループが削除されました

3F 08 スペアが作成または変更されました

3F 09 スペアが削除されました

3F 0A ボリューム・セットが作成または変更されました

3F 0B ボリューム・セットが削除されました

3F 0C ボリューム・セットが割り当て解除されました

3F 0D ボリューム・セットが再割り当てされました

3F 0E 報告された LUNS データが変更されました

3F 0F エコー・バッファーが上書きされました

3F 10 メディアがロード可能です

3F 11 メディア補助メモリーがアクセス可能です

3F 12 ISCSI IP アドレスが追加されました

3F 13 ISCSI IP アドレスが除去されました

3F 14 ISCSI IP アドレスが変更されました

40 00 RAM 障害

40 NN コンポーネント NN の診断障害

41 00 データ・パス障害

42 00 電源オンまたは自己診断テストの障害

43 00 メッセージ・エラー

44 00 内部ターゲット障害

44 71 ATA 装置がフィーチャーの設定に失敗しました
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表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

45 00 選択または再選択の失敗

46 00 ソフト・リセットの失敗

47 00 SCSI パリティー・エラー

47 01 データ・フェーズ CRC エラーが検出されました

47 02 SCSI パリティー・エラーが ST データ・フェーズ時に検出されました

47 03 情報単位 IUCRC エラーが検出されました

47 04 非同期情報保護エラーが検出されました

47 05 プロトコル・サービス CRC エラー

47 06 PHY テスト機能が進行中です

47 7F いくつかのコマンドが ISCSI プロトコル・イベントによってクリアされ
ました

48 00 イニシエーターがエラー・メッセージの受信を検出しました

49 00 無効メッセージ・エラー

4A 00 コマンド・フェーズ・エラー

4B 00 データ・フェーズ・エラー

4B 01 無効なターゲット・ポート転送タグが受信されました

4B 02 過剰な書き込みデータ

4B 03 ACK/NAK タイムアウト

4B 04 NAK が受信されました

4B 05 データ・オフセット・エラー

4B 06 イニシエーター応答のタイムアウト

4B 07 接続が失われました

4C 00 論理装置が自己構成に失敗しました

4D NN タグ付き重複コマンド (NN = タスク・タグ)

4E 00 重複したコマンドが試行されました

53 00 メディアのロードまたはイジェクトが失敗しました

53 02 メディアの取り外しが阻止されました

55 01 システム・バッファーが満杯です

55 02 予約リソースが不十分です

55 03 リソースが不十分です

55 04 登録リソースが不十分です

55 05 アクセス制御リソースが不十分です

55 06 補助メモリーのスペース不足

55 0B 操作の電源が不十分です

5A 00 オペレーターの要求または状態変更が入力されました

5A 01 オペレーターのメディア取り外し要求

5A 02 オペレーターが書き込み保護を選択しました

5A 03 オペレーターが書き込み許可を選択しました

5B 00 ログ例外

5B 01 しきい値条件が満たされました

94 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

5B 02 ログ・カウンターが最大に達しました

5B 03 ログ・リスト・コードが使い尽くされました

5C 00 RPL 状況の変更

5C 01 スピンドルが同期化しました

5C 02 スピンドルが同期化していません

5D 00 障害予測しきい値を超えました

5D 10 今にも起こりそうなハードウェア障害、一般ハード・ディスク障害

5D 11 今にも起こりそうなハードウェア障害、ドライブ・エラー率が高すぎま
す

5D 12 今にも起こりそうなハードウェア障害、データ・エラー率が高すぎます

5D 13 今にも起こりそうなハードウェア障害、シーク・エラー率が高すぎます

5D 14 今にも起こりそうなハードウェア障害、ブロックの再割り当てが多すぎ
ます

5D 15 今にも起こりそうなハードウェア障害、アクセス回数が多すぎます

5D 16 今にも起こりそうなハードウェア障害、装置開始回数が多すぎます

5D 17 今にも起こりそうなハードウェア障害、チャネル・パラメトリック

5D 18 今にも起こりそうなハードウェア障害、コントローラーが検出されまし
た

5D 19 今にも起こりそうなハードウェア障害、スループット・パフォーマンス

5D 1A 今にも起こりそうなハードウェア障害、シーク時間パフォーマンス

5D 1B 今にも起こりそうなハードウェア障害、スピンアップ再試行カウント

5D 1C 今にも起こりそうなハードウェア障害、ドライブ調整再試行カウント

5D 20 今にも起こりそうなコントローラー障害、一般ハード・ディスク障害

5D 21 今にも起こりそうなコントローラー障害、ドライブ・エラー率が高すぎ
ます

5D 22 今にも起こりそうなコントローラー障害、データ・エラー率が高すぎま
す

5D 23 今にも起こりそうなコントローラー障害、シーク・エラー率が高すぎま
す

5D 24 今にも起こりそうなコントローラー障害、ブロックの再割り当てが多す
ぎます

5D 25 今にも起こりそうなコントローラー障害、アクセス回数が多すぎます

5D 26 今にも起こりそうなコントローラー障害、装置開始回数が多すぎます

5D 27 今にも起こりそうなコントローラー障害、チャネル・パラメトリック

5D 28 今にも起こりそうなコントローラー障害、コントローラーが検出されま
した

5D 29 今にも起こりそうなコントローラー障害、スループット・パフォーマン
ス

5D 2A 今にも起こりそうなコントローラー障害、シーク時間パフォーマンス

5D 2B 今にも起こりそうなコントローラー障害、スピンアップ再試行カウント

5D 2C 今にも起こりそうなコントローラー障害、ドライブ調整再試行カウント
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ASC ASCQ 説明

5D 30 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、一般ハード・ディスク障害

5D 31 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、ドライブ・エラー率が高す
ぎます

5D 32 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、データ・エラー率が高すぎ
ます

5D 33 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、シーク・エラー率が高すぎ
ます

5D 34 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、ブロックの再割り当てが多
すぎます

5D 35 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、アクセス回数が多すぎます

5D 36 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、装置開始回数が多すぎます

5D 37 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、チャネル・パラメトリック

5D 38 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、コントローラーが検出され
ました

5D 39 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、スループット・パフォーマ
ンス

5D 3A 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、シーク時間パフォーマンス

5D 3B 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、スピンアップ再試行カウン
ト

5D 3C 今にも起こりそうなデータ・チャネル障害、ドライブ調整再試行カウン
ト

5D 40 今にも起こりそうなサーボ障害、一般ハード・ディスク障害

5D 41 今にも起こりそうなサーボ障害、ドライブ・エラー率が高すぎます

5D 42 今にも起こりそうなサーボ障害、データ・エラー率が高すぎます

5D 43 今にも起こりそうなサーボ障害、シーク・エラー率が高すぎます

5D 44 今にも起こりそうなサーボ障害、ブロックの再割り当てが多すぎます

5D 45 今にも起こりそうなサーボ障害、アクセス回数が多すぎます

5D 46 今にも起こりそうなサーボ障害、装置開始回数が多すぎます

5D 47 今にも起こりそうなサーボ障害、チャネル・パラメトリック

5D 48 今にも起こりそうなサーボ障害、コントローラーが検出されました

5D 49 今にも起こりそうなサーボ障害、スループット・パフォーマンス

5D 4A 今にも起こりそうなサーボ障害、シーク時間パフォーマンス

5D 4B 今にも起こりそうなサーボ障害、スピンアップ再試行カウント

5D 4C 今にも起こりそうなサーボ障害、ドライブ調整再試行カウント

5D 50 今にも起こりそうなスピンドル障害、一般ハード・ディスク障害

5D 51 今にも起こりそうなスピンドル障害、ドライブ・エラー率が高すぎます

5D 52 今にも起こりそうなスピンドル障害、データ・エラー率が高すぎます

5D 53 今にも起こりそうなスピンドル障害、シーク・エラー率が高すぎます

5D 54 今にも起こりそうなスピンドル障害、ブロックの再割り当てが多すぎま
す

5D 55 今にも起こりそうなスピンドル障害、アクセス回数が多すぎます
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表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

5D 56 今にも起こりそうなスピンドル障害、装置開始回数が多すぎます

5D 57 今にも起こりそうなスピンドル障害、チャネル・パラメトリック

5D 58 今にも起こりそうなスピンドル障害、コントローラーが検出されました

5D 59 今にも起こりそうなスピンドル障害、スループット・パフォーマンス

5D 5A 今にも起こりそうなスピンドル障害、シーク時間パフォーマンス

5D 5B 今にも起こりそうなスピンドル障害、スピンアップ再試行カウント

5D 5C 今にも起こりそうなスピンドル障害、ドライブ調整再試行カウント

5D 60 今にも起こりそうなファームウェア障害、一般ハード・ディスク障害

5D 61 今にも起こりそうなファームウェア障害、ドライブ・エラー率が高すぎ
ます

5D 62 今にも起こりそうなファームウェア障害、データ・エラー率が高すぎま
す

5D 63 今にも起こりそうなファームウェア障害、シーク・エラー率が高すぎま
す

5D 64 今にも起こりそうなファームウェア障害、ブロックの再割り当てが多す
ぎます

5D 65 今にも起こりそうなファームウェア障害、アクセス回数が多すぎます

5D 66 今にも起こりそうなファームウェア障害、装置開始回数が多すぎます

5D 67 今にも起こりそうなファームウェア障害、チャネル・パラメトリック

5D 68 今にも起こりそうなファームウェア障害、コントローラーが検出されま
した

5D 69 今にも起こりそうなファームウェア障害、スループット・パフォーマン
ス

5D 6A 今にも起こりそうなファームウェア障害、シーク時間パフォーマンス

5D 6B 今にも起こりそうなファームウェア障害、スピンアップ再試行カウント

5D 6C 今にも起こりそうなファームウェア障害、ドライブ調整再試行カウント

5D FF 障害予測しきい値を超えました (FALSE)

5E 00 低電力条件がオンです

5E 01 タイマーによってアイドル条件がアクティブになりました

5E 02 タイマーによってスタンバイ条件がアクティブになりました

5E 03 コマンドによってアイドル条件がアクティブになりました

5E 04 コマンドによってスタンバイ条件がアクティブになりました

5E 05 タイマーによって IDLE_B 条件がアクティブになりました

5E 06 コマンドによって IDLE_B 条件がアクティブになりました

5E 07 タイマーによって IDLE_C 条件がアクティブになりました

5E 08 コマンドによって IDLE_C 条件がアクティブになりました

5E 09 タイマーによって STANDBY_Y 条件がアクティブになりました

5E 0A コマンドによって STANDBY_Y 条件がアクティブになりました

65 00 電圧障害

67 0A ターゲット・ポート・グループの設定コマンドが失敗しました

67 0B ATA 装置機構が使用不可です
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表 23. SMART ASC/ASCQ エラー・コードおよびメッセージ (続き)

ASC ASCQ 説明

74 08 デジタル署名検証の失敗

74 0C パラメーター・リストを暗号化解除できません

74 10 SA 作成パラメーター値が無効です

74 11 SA 作成パラメーター値が拒否されました

74 12 無効な SA 使用

74 30 SA 作成パラメーターがサポートされません

74 40 認証が失敗しました

74 71 論理装置アクセスが許可されていません

74 79 変換された装置でのセキュリティーの競合

ファイル・モジュールのメモリー使用量のモニター
ファイル・モジュールのメモリー使用量をモニターするには、次の手順を使用しま
す。

手順
1. ファイル・モジュールにログインして、コマンド lsperfdata -g

memory_free_usage -t hour -n <node> | tail を発行します。

2. ファイル・モジュールがメモリーの減少を示していて、全容量に近づいている場
合、ファイル・モジュールのリブートを開始します。IBM Storwize V7000

Unified インフォメーション・センターの『ファイル・モジュールまたはクラス
ター・システムのシャットダウンまたはリブート』を参照してください。

エラーおよびメッセージ
システム・エラーおよびメッセージは、簡単なタイプ・エラーからシステム装置や
プログラムの問題に至る範囲の状態によって引き起こされる場合があります。

このタスクについて

エラーとメッセージについては、以下のトピックを参照してください。

例

注: Storwize V7000 Unified 以外のコンポーネントに関する参照または修復情報につ
いては、そのコンポーネントに付属のユーザー資料を参照してください。

エラー・コードの概要
Storwize V7000 Unified エラー・コードは、一連の英数字で特定の情報を伝達しま
す。

ヒント: エラー・コードまたはイベント ID は、先頭に EFS を使用して検索しま
す。例えば、66012FC の場合は EFS66012FC で検索します。結果の範囲を広げるに
は、末尾にワイルドカードを使用して検索を適度に短縮します。例えば、EFS66012*

または EFS660*、などで検索します。
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エラー・コード情報

以下の表は、エラー・コード・エレメント ACDDDDx を示し、各種エレメントが表
す内容に関する情報を提供しています。

表 24. エラー・コード情報：

シーケンス ACDDDDx でコード・エレメント情報をリストしています。
コード・エレメント 情報

A 発生源役割の情報

C 発生源ハードウェアまたはソフトウェア・コード

DDDD 固有のエラー・コード

x エラー・コードの重大度

発生源装置の情報

A 位置の英数字記号またはコードは、発生源装置を示しています。

表 25. 発生源の役割の情報：

シーケンス ACDDDD での A の装置をリストしています。
A = 文字列 ACDDDD 内の発生源の役割の情報

コード 装置

0/1 管理ノードのエラー・コード

2/3 ファイル・モジュールの役割のエラー・コード

4/5 ストレージ・ノードの役割のエラー・コード

6 ストレージ・ノードの役割のエラー・コード

8 イーサネット・スイッチのエラー・コード

特定の発生源ハードウェア・コードとソフトウェア・コード

C 位置の英数字記号は、特定の発生源ハードウェアとソフトウェアのコードを表し
ます。

v 発生源のファイル・モジュールおよびファイル・モジュール固有のハードウェ
ア・コード (コード 0、2、4) については、 100ページの表 26 に進みます。

v 発生源の ファイル・モジュール固有のソフトウェア・コード (コード 1、3、5)

については、 100ページの表 27 に進みます。

v ストレージ・エンクロージャー・ハードウェア・コード (コード 6) については、
101ページの表 28 に進みます。

v イーサネット・スイッチ (コード 8) の場合: イーサネット・スイッチは単一の現
場交換可能ユニット (FRU) であり、固有の障害ハードウェア・コードはありませ
ん。イーサネット・スイッチは、発生源の固有ハードウェアまたはソフトウェ
ア・コードには 0 を使用します。

第 4 章 ファイル・モジュール 99



表 26. 発生源のファイル・モジュールおよびファイル・モジュール固有のハードウェア・コ
ード - コード 0、2、4：

特定のハードウェア・コード・シーケンス ABBCDDDD での変数 C の装置をリストしてい
ます。

C = 文字列 ABBCDDDD 内の発生源の特定ハードウェア・コード

コード 装置

0 System x ハードウェア (CPU、メモリー、電源機構など)

1 内蔵イーサネット・ポート 0

2 内蔵イーサネット・ポート 1

3 内蔵イーサネット・ポート 2

4 内蔵イーサネット・ポート 3

5 オプションのイーサネット・ポート 4 (デュアル・ポート 10G カード)

6 オプションのイーサネット・ポート 5 (デュアル・ポート 10G カード)

7 オプションのイーサネット・ポート 6 (デュアル・ポート 10G カード)

8 オプションのイーサネット・ポート 7 (デュアル・ポート 10G カード)

B ファイバー・チャネル・アダプター 1 (両方のポート) - ストレージ・ノードのみ

C ファイバー・チャネル・アダプター 2 (両方のポート) - ストレージ・ノードのみ

D 結合装置 (data0 mgmt0)

E System x 内部ハード・ディスク

表 27. 発生源のファイル・モジュール固有のソフトウェア・コード (コード - コード
1、3、5)：

特定のソフトウェア・コード・シーケンス ABBCDDDD での変数 C の装置をリストしてい
ます。

C = 文字列 ABBCDDDD 内の発生源の特定ソフトウェア・コード

コード 装置

0 Red Hat Linux

1 GPFS

2 CIFS サーバー

3 CTDB

4 SoFS

5 winbind

6 multipathd

7 nscd

8 sshd

9 httpd

A vsftpd

B nmbd

C nfsd

D cpu

E multipath/disk
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表 28. ストレージ・エンクロージャー・ハードウェア・コード - コード 6：

特定のハードウェア・コード・シーケンス ABBCDDDD での変数 C の装置をリストしてい
ます。

C = 文字列 ABBCDDDD 内の発生源の特定ソフトウェア・コード

コード 装置

0 ストレージ・エンクロージャー・ハードウェアの総称値

1 コントローラー・ドロワー内のディスク・ドライブ

2 RAID コントローラー・カード 0

3 RAID コントローラー・カード 1

4 コントローラー・ドロワー内の電源機構

5 コントローラー・ドロワー内の RAID アレイ/LUN 問題

6 拡張ドロワー内のディスク・ドライブ

7 拡張ファイバー・チャネル・カード 0

8 拡張ファイバー・チャネル・カード 1

9 拡張ドロワー内の電源機構

A 拡張ドロワー内の RAID アレイ/LUN 問題

エラーの重大度

要素 x は、エラーの重大度を示します。値 x は次の場合があります。

v A (アクション): GUI エラー・メッセージです。ユーザーは特定のアクションを
実行する必要があります。

v C (クリティカル): ユーザーまたはシステム管理者による修正が必要なクリティ
カル・エラーが発生しました。

v D (デバッグ): デバッグのみに使用します。

v I (通知): 操作アクションは不要です。

v W (警告): 調査および修正が必要なエラーが発生しました。

エラー・コード例

以下のエラー・コード例は、上記で提供された情報に基づく英数字要素の解釈方法
を示しています。

エラー・コードとメッセージ:

4E0013C – Controller cache discarded due to firmware version incompatibility.

次の表では、エラー・コードの英数字要素の明細を示しています。

表 29. エラー・コードの明細：

これは、シーケンス ACDXXXx での変数 4 E 0 nnn x を示します。

ACDXXXx

4E0013C

4 ファイル・モジュール
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表 29. エラー・コードの明細 (続き)：

これは、シーケンス ACDXXXx での変数 4 E 0 nnn x を示します。

ACDXXXx

4E0013C

E System x 内部ハード・ディスク

0 システム・チェックアウトで発生

nnn 固有のエラー・コード

x エラーの重大度

イベント ID の概要
Storwize V7000 Unified メッセージは、以下で詳しく説明されている特定の形式に
従っています。

このタスクについて

ヒント: エラー・コードまたはイベント ID は、先頭に EFS を使用して検索しま
す。例えば、66012FC の場合は EFS66012FC で検索します。結果の範囲を広げるに
は、末尾にワイルドカードを使用して検索を適度に短縮します。例えば、EFS66012*

または EFS660*、などで検索します。

システム・メッセージの形式は、 cnnnnx です。要素、 cnnnnx は、次の情報を表
します。

v 要素 c は、コンポーネントに割り当てられた英字 ID です。メッセージのコンポ
ーネント ID は次のように割り当てられています。

共通またはアクセス層には A

スペースには B

GPFS には C

ウィザードには D

統計には F

CLI には G

ヘルス・センターには H

非同期複製には I

SCM には J

HSM には L

NDMP には AK

v 要素 nnnn は、4 桁のメッセージ番号です。

v 要素 x は、エラーの重大度を示します。値 x は次の場合があります。

A (アクション): GUI エラー・メッセージです。ユーザーは特定のアクション
を実行する必要があります。

C (クリティカル): ユーザーまたはシステム管理者による修正が必要なクリテ
ィカル・エラーが発生しました。

D (デバッグ): デバッグのみに使用します。
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I (通知): 操作アクションは不要です。

W (警告): 将来の問題の原因となり得るエラーが発生しました。この問題の調
査と修正が必要です。

を参照してください。

ファイル・モジュール・ハードウェアの問題
このセクションは、ファイル・モジュール・ハードウェアの問題を特定して解決す
る上で役立ちます。

部品の取り外しと交換
このタスクについて

このセクションで示す図は、実際のハードウェアと若干異なる場合があります。

表 30. お客様交換可能ユニット (CRU) および現場交換可能ユニット (FRU) として識別され
るコンポーネント

交換可能部品の
タイプ

各タイプの交換可
能部品の説明

交換可能部品のタイプ別に分類される手順

Tier 1 のお客様
交換可能ユニッ
ト (CRU)

IBM が Tier 1 と
指定する CRU の
扱いは、お客様ご
自身の責任で行っ
ていただきます。
お客様の要請によ
り IBM が Tier 1

CRU の導入を行っ
た場合は、その料
金を請求させてい
ただきます。これ
らの交換を IBM

に依頼できるよう
に、保守契約を購
入できます。

105ページの『カバーの取り外し』
106ページの『カバーの取り付け』
107ページの『バッテリーの取り外し』
112ページの『バッテリーの取り付け』
114ページの『マイクロプロセッサー 2 エア・バッ
フルの取り外し』
116ページの『マイクロプロセッサー 2 エア・バッ
フルの取り付け』
117ページの『DIMM エア・バッフルの取り外し』
119ページの『DIMM エア・バッフルの取り付け』
120ページの『ファン・ブラケットの取り外し』
121ページの『ファン・ブラケットの取り付け』
123ページの『IBM 仮想メディア・キーの取り外
し』
124ページの『IBM 仮想メディア・キーの取り付
け』
125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリ
ーの取り外し』
126ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリ
ーの取り付け』
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表 30. お客様交換可能ユニット (CRU) および現場交換可能ユニット (FRU) として識別され
るコンポーネント (続き)

交換可能部品の
タイプ

各タイプの交換可
能部品の説明

交換可能部品のタイプ別に分類される手順

Tier 1 のお客様
交換可能ユニッ
ト (CRU) (続き)

IBM が Tier 1 と
指定する CRU の
扱いは、お客様ご
自身の責任で行っ
ていただきます。
お客様の要請によ
り IBM が Tier 1

CRU の導入を行っ
た場合は、その料
金を請求させてい
ただきます。これ
らの交換を IBM

に依頼できるよう
に、保守契約を購
入できます。

129ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリ
ーからの PCI アダプターの取り外し』
130ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリ
ーへの PCI アダプターの取り付け』
135ページの『2 ポート・イーサネット・アダプタ
ーの取り外し』
133ページの『ファイバー・チャネル PCI アダプタ
ーの取り外し』
133ページの『ファイバー・チャネル PCI アダプタ
ーの取り付け』
134ページの『10 Gbps イーサネット・アダプター
の取り外し』
134ページの『10 Gbps イーサネット PCI アダプタ
ーの取り付け』
136ページの『2 ポート・イーサネット・アダプタ
ーの取り付け』
139ページの『フルサイズ・アダプター・ブラケッ
トの取り外しと保管』
140ページの『SAS ライザー・カードおよびコント
ローラー・アセンブリーの取り外し』
142ページの『SAS ライザー・カードおよびコント
ローラー・アセンブリーの取り付け』
147ページの『SAS ライザー・カードからの

ServeRAID SAS コントローラーの取り外し』
149ページの『SAS ライザー・カードへの

ServeRAID SAS コントローラーの取り付け』
150ページの『ホット・スワップ・ハード・ディス
クの取り外し』
151ページの『ホット・スワップ・ハード・ディス
クの取り付け』
153ページの『オプションの ServeRAID アダプター
拡張フィーチャー・キーの取り外し』
155ページの『オプションの ServeRAID アダプター
拡張フィーチャー・キーの取り付け』
157ページの『リモート・バッテリー・トレイから
の ServeRAID SAS コントローラー・バッテリーの
取り外し』
160ページの『リモート・バッテリー・トレイへの
ServeRAID SAS コントローラー・バッテリーの取り
付け』
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表 30. お客様交換可能ユニット (CRU) および現場交換可能ユニット (FRU) として識別され
るコンポーネント (続き)

交換可能部品の
タイプ

各タイプの交換可
能部品の説明

交換可能部品のタイプ別に分類される手順

Tier 1 のお客様
交換可能ユニッ
ト (CRU) (続き)

IBM が Tier 1 と
指定する CRU の
扱いは、お客様ご
自身の責任で行っ
ていただきます。
お客様の要請によ
り IBM が Tier 1

CRU の導入を行っ
た場合は、その料
金を請求させてい
ただきます。これ
らの交換を IBM

に依頼できるよう
に、保守契約を購
入できます。

162ページの『CD-RW/DVD ドライブの取り外し』
163ページの『CD-RW/DVD ドライブの取り付け』
164ページの『メモリー・モジュールの取り外し』
165ページの『メモリー・モジュールの取り付け』
168ページの『ホット・スワップ・ファンの取り外
し』
170ページの『ホット・スワップ・ファンの取り付
け』
171ページの『ホット・スワップ AC 電源機構の取
り外し』
172ページの『ホット・スワップ AC 電源機構の取
り付け』
175ページの『オペレーター情報パネル・アセンブ
リーの取り外し』
176ページの『オペレーター情報パネル・アセンブ
リーの取り付け』

現場交換可能ユ
ニット (FRUs)

FRU の取り付け作
業は、トレーニン
グを受けたサービ
ス技術員のみが行
う必要がありま
す。

177ページの『マイクロプロセッサーおよびヒート
シンクの取り外し』
179ページの『マイクロプロセッサーおよびヒート
シンクの取り付け』
183ページの『熱伝導グリースの除去と交換』
184ページの『ヒートシンク保持モジュールの取り
外し』
186ページの『ヒートシンク保持モジュールの取り
付け』
187ページの『システム・ボードの取り外し』
189ページの『システム・ボードの取り付け』
192ページの『240 VA 安全カバーの取り外し』
193ページの『240 VA 安全カバーの取り付け』
194ページの『マシン・タイプ、モデル、およびシ
リアル番号の設定』

カバーの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

カバーを取り外すには、以下のステップを実行します。
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カバー��
ラッチ

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. システム・ボードおよびコンポーネントのエラー LED を表示する場合は、ファ
イル・モジュールを電源に接続しておき、ステップ 4 に進んでください。

3. マイクロプロセッサー、メモリー・モジュール、PCI アダプター、バッテリー、
あるいはその他の非ホット・スワップ・オプション・デバイスの取り付けまたは
取り外しを行う場合は、ファイル・モジュールおよび接続されたすべての装置の
電源をオフにして、外部ケーブルと電源コードをすべて切り離します。

4. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでファ
イル・モジュールをラック・エンクロージャーから引き出します。

注: ファイル・モジュールがロックされた位置に収まると、ファイル・モジュー
ルの背面にあるケーブルに手が届くようになります。

5. カバー解放ラッチを後方に �1� 押してから、上に �2� 持ち上げます。

6. カバーを後方に �3� スライドさせて、カバーを持ち上げてファイル・モジュー
ルから外し、横に置きます。

重要: 適切な冷却と空気の流れを確保するために、ファイル・モジュールの電
源をオンにする前にカバーを再取り付けしてください。カバーを取り外した状態
で長時間にわたって (30 分を超えて) ファイル・モジュールを稼働させると、フ
ァイル・モジュールファイル・モジュール・コンポーネントに損傷を与える可能
性があります。

7. カバーの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指示に従い、提供
されている配送用の梱包材を使用してください。

カバーの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様

106 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

カバーを取り付けるには、以下のステップを実行します。

カバー��
ラッチ

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. すべての内部ケーブルが正しく配線されていることを確認します。

3. カバー解放ラッチを開いた (上) 位置にします。

4. 上部カバーの下部にあるタブをファイル・モジュール・シャーシ内の対応するス
ロットに挿入します。

5. カバー解放ラッチを押し下げて、カバーを所定に位置にロックします。

6. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

バッテリーの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。
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以下の注記では、バッテリーを交換するときに考慮する必要がある情報を説明して
います。

v IBM は、お客様の安全を考えてこの製品を設計しました。起こりうる危険を回避
するために、リチウム・バッテリーは正しく取り扱ってください。バッテリーを
交換する場合は、以下の指示を遵守してください。

注: 米国の場合、バッテリーの廃棄に関しては、1-800-IBM-4333 に電話してくだ
さい。

v 元のリチウム・バッテリーを、重金属バッテリーまたは重金属コンポーネントを
含むバッテリーに交換する場合、以下の環境上の考慮事項に配慮する必要があり
ます。重金属を含むバッテリーおよび蓄電池は、通常の家庭ごみと一緒に廃棄し
ないでください。製造者、流通業者、または担当官庁によって無料で回収され、
再利用されるか、正しい方法で廃棄されます。

v 交換用バッテリーを注文するには、米国内では 1-800-IBM-SERV に、カナダでは
1-800-465-7999 または 1-800-465-6666 に電話してください。米国およびカナダ以
外では、サポート・センターまたはビジネス・パートナーにご連絡ください。

注: バッテリーの交換後、ファイル・モジュールの再構成とシステムの日付と時
刻の再設定を行う必要があります。

安全 2

注意:
リチウム・バッテリーを交換する場合は、 IBM 部品番号 33F8354 またはメーカー
が推奨する同等タイプのバッテリーのみを使用してください。システムにリチウ
ム・バッテリーが入ったモジュールがある場合、そのモジュールの交換には同じメ
ーカーの同じモジュール・タイプのみを使用してください。バッテリーにはリチウ
ムが含まれており、適切な使用、扱い、廃棄をしないと、爆発するおそれがありま
す。

以下のことは行わないでください。

v 水に投げ込む、あるいは浸す

v 100°C (212°F) を超えて熱する。

v 修理または分解

バッテリーを廃棄する場合は地方自治体の条例に従ってください。

バッテリーを取り外すには、次の手順を完了します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. バッテリーに付属の特別な取り扱いおよび取り付けの指示に従います。
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3. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コ
ードおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

4. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサ
ーバーをラック・エンクロージャーから引き出します。

5. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照して
ください)。

6. 必要に応じて内部ケーブルを切り離し、後で再取り付けするためにケーブルの
配線をメモしておきます。

7. 必要に応じてアダプターを取り外します。

8. システム・ボード上のバッテリーを見つけます。

バッテリー

9. バッテリーの取り外し:

a. バッテリー・ホルダーにゴム製のカバーが付いている場合は、指を使ってバ
ッテリー・コネクターからバッテリー・カバーを持ち上げます。

b. スロット 2 にある PCI ライザー・カードから離すように、1 本の指でバッ
テリーを水平方向に押して、そのハウジングから出します。
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c. ソケットからバッテリーを持ち上げます。

10. 『バッテリー回収プログラム』で説明されているように、バッテリーを廃棄す
る場合は地方自治体の条例に従ってください。

バッテリー回収プログラム: この製品には、密封された鉛酸、ニッケル・カドミウ
ム、ニッケル水素、リチウム、およびリチウム・イオン・バッテリーが含まれてい
る場合があります。特定のバッテリー情報については、お手元のユーザー・マニュ
アルまたはサービス・マニュアルを参照してください。バッテリーは、正しくリサ
イクルするか廃棄する必要があります。リサイクル施設がお客様の地域にない場合
があります。米国以外の国におけるバッテリーの廃棄については、
www.ibm.com/ibm/environment/products/index.shtml を参照するか、お客様の地域の廃
棄物処理施設にお問い合わせください。

米国では、IBM は、IBM 装置からの使用済みの IBM の密封された鉛酸バッテリ
ー・パック、ニッケル・カドミウム・バッテリー・パック、ニッケル水素バッテリ
ー・パック、その他のバッテリー・パックの再利用、リサイクル、または適切な廃
棄のための回収プロセスを確立してあります。これらのバッテリーの正しい廃棄に
ついては、IBM 1-800-426-4333 にお問い合わせください。お問い合わせの前に、バ
ッテリー上に記載されている IBM 部品番号をご用意ください。

EU 諸国の場合は、以下が適用されます。

台湾の場合:
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バッテリーをリサイクルしてください。

バッテリーまたはバッテリー・パッケージには、バッテリーと蓄電池、および、廃
棄バッテリーと廃棄蓄電池に関する欧州指令 2006/66/EC のラベルが貼られていま
す。この指令は、EU 諸国に適用する使用済みバッテリーおよび蓄電池の回収とリ
サイクルの骨子を定めています。このラベルは、使用済みになった時に指令に従っ
て適正な処理をする必要があることを知らせるために種々のバッテリーに貼られて
います。

Les batteries ou emballages pour batteries sont étiquetés conformément aux directives

européennes 2006/66/EC, norme relative aux batteries et accumulateurs en usage et

aux batteries et accumulateurs usés. Les directives déterminent la marche à suivre en

vigueur dans l'Union Européenne pour le retour et le recyclage des batteries et

accumulateurs usés. Cette étiquette est appliquée sur diverses batteries pour indiquer

que la batterie ne doit pas être mise au rebut mais plutôt récupérée en fin de cycle

de vie selon cette norme.

欧州指令 2006/66/EC に沿って、バッテリーおよび蓄電池には、寿命が来た後、分
別回収しリサイクルするよう指示するラベルが貼られています。バッテリーに貼ら
れているこのラベルには、バッテリーに関係している金属を示す化学記号 (鉛は
Pb、水銀は Hg、カドミウムは Cd) が表示されている場合もあります。バッテリー
および蓄電池の使用者は、使用済みのバッテリーおよび蓄電池を無分別一般廃棄物
として処分することは許されず、バッテリーおよび蓄電池の返却、リサイクル、お
よび処理のためにお客様が使用可能な回収方法を利用しなければなりません。バッ
テリーおよび蓄電池に含まれている可能性のある有害物質が環境や人間の健康に与
える影響を最小化するには、お客様の協力が必要です。適切な回収方法や処理方法
の詳細については IBM 担当員にお問い合わせください。

スペイン

この注記は、スペインの Royal Decree 106/2008 に従って記載されています。バッ
テリー、蓄電池、および電源セルの小売価格にはそれらの廃棄の環境管理のコスト
が含まれています。

過塩素酸塩材 - カリフォルニア
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特殊な取り扱いが適用されます。詳しくは、http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/

perchlorateを参照してください。

The foregoing notice is provided in accordance with California Code of Regulations

Title 22, Division 4.5 Chapter 33. Best Management Practices for Perchlorate

Materials. この製品/部品には、過塩素酸塩物質を含むリチウム・マンガンの二酸化
物のバッテリーが含まれていることがあります。

バッテリーの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

以下の注記では、ファイル・モジュールのバッテリーを交換するときに考慮する必
要がある情報を説明しています。

v バッテリーを交換する場合は、同一メーカーの同一タイプのリチウム・バッテリ
ーと交換する必要があります。

v バッテリーの交換後、ファイル・モジュールの再構成とシステムの日付と時刻の
再設定を行う必要があります。

v 起こりうる危険を回避するために、以下の安全上の注意を読み、それに従ってく
ださい。

v 交換用バッテリーを注文するには、米国内では 1-800-IBM-SERV に、カナダでは
1-800-465-7999 または 1-800-465-6666 に電話してください。米国およびカナダ以
外では、サポート・センターまたはビジネス・パートナーにご連絡ください。

安全 2

112 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン

http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate
http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate


注意:
リチウム・バッテリーを交換する場合は、 IBM 部品番号 33F8354 またはメーカー
が推奨する同等タイプのバッテリーのみを使用してください。システムにリチウ
ム・バッテリーが入ったモジュールがある場合、そのモジュールの交換には同じメ
ーカーの同じモジュール・タイプのみを使用してください。バッテリーにはリチウ
ムが含まれており、適切な使用、扱い、廃棄をしないと、爆発するおそれがありま
す。

以下のことは行わないでください。

v 水に投げ込む、あるいは浸す

v 100°C (212°F) を超えて熱する。

v 修理または分解

バッテリーを廃棄する場合は地方自治体の条例に従ってください。

詳しくは、 110ページの『バッテリー回収プログラム』を参照してください。バッ
テリーを廃棄する場合は地方自治体の条例に従ってください。

交換用バッテリーを取り付けるには、次のステップを実行してください。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. 交換するバッテリーに付属の特別な取り扱いおよび取り付けの指示に従います。

3. 新規バッテリーを挿入するには以下を行います。

a. バッテリーを傾けて、バッテリー・クリップの反対側にあるソケットに挿入
します。

b. バッテリーを下に押して、所定の場所でカチッと音を立てるまでソケットに
入れます。 バッテリー・クリップがバッテリーを確実に保持するようにしま
す。

c. バッテリー・ホルダーからゴム製のカバーを取り外した場合は、指を使って
バッテリー・コネクターの上部にバッテリー・カバーを取り付けます。

4. 他の手順で取り外したアダプターがあれば、再取り付けします。

5. 切り離した内部ケーブルがあれば、再接続します。
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重要:

v ケーブルを配線するときは、コネクターや、ファンの周りの通気スペースをふ
さがないようにしてください。

v ケーブルが PCI ライザー・カード・アセンブリーの下にあるコンポーネント
の上部を通って配線されていないことを確認してください。

v ケーブルがサーバー・コンポーネントに挟まれていないことを確認してくださ
い。

6. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。

7. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

8. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファイ
ル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源制
御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

9. Setup ユーティリティーを開始して、構成を再設定します。

v システムの日付と時刻を設定します。

v 始動パスワードを設定します。

v ファイル・モジュールを再構成します。

マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

一部のオプション・デバイスを扱う際、システム・ボード上の特定のコンポーネン
トに手が届くように、最初にマイクロプロセッサー 2 エア・バッフルを取り外す必
要があります。

マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルを取り外すには、以下のステップを実行し
ます。
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タブ
マイクロプロセッサー
エア・バッフル

2

PCI
2

ライザー・カード・
アセンブリー

ピン

O

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. PCI ライザー・カード・アセンブリー 2 を取り外します ( 125ページの『PCI

ライザー・カード・アセンブリーの取り外し』の説明を参照してください)。

6. エア・バッフルの上部をつかんで、エア・バッフルを持ち上げてファイル・モジ
ュールから取り外します。

重要: 適切な冷却と空気の流れを確保するために、ファイル・モジュールの電
源をオンにする前にすべてのエア・バッフルを再取り付けしてください。エア・
バッフルを取り外した状態でファイル・モジュールを稼働させると、ファイル・
モジュール・コンポーネントが損傷するおそれがあります。
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7. マイクロプロセッサー・エア・バッフルの返却を求められている場合は、梱包に
関するすべての指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してくださ
い。

マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

マイクロプロセッサー・エア・バッフルを取り付けるには、以下のステップを実行
します。

タブ
マイクロプロセッサー
エア・バッフル

2

PCI
2

ライザー・カード・
アセンブリー

ピン

O
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手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルの左側にあるタブを、電源機構ケージ
の右側にあるスロットと位置合わせします。

3. マイクロプロセッサー・エア・バッフルの下部にあるピンを、システム・ボード
保持ブラケットの穴と位置合わせします。

4. マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルを下げてファイル・モジュールの中に
収めます。

重要: 適切な冷却と空気の流れを確保するために、ファイル・モジュールの電
源をオンにする前にすべてのエア・バッフルを再取り付けしてください。エア・
バッフルを取り外した状態でファイル・モジュールを稼働させると、ファイル・
モジュール・コンポーネントが損傷するおそれがあります。

5. 必要に応じて、PCI ライザー・カード・アセンブリー 2 を取り付けます。

6. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。

7. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

8. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファイ
ル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源制
御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

DIMM エア・バッフルの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

一部のオプション・デバイスを扱う際、システム・ボード上の特定のコンポーネン
トまたはコネクターに手が届くように、最初に DIMM エア・バッフルを取り外す
必要があります。

DIMM エア・バッフルを取り外すには、以下のステップを実行します。
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DIMMエア・バッフル

PCI 1ライザー・カード・アセンブリー

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. ライザー・カード・アセンブリー 1 を取り外します ( 125ページの『PCI ライ
ザー・カード・アセンブリーの取り外し』の説明を参照してください)。

6. エア・バッフル上部の前面と背面の下に指を入れて、エア・バッフルを持ち上げ
てサーバーから取り外します。

注: マイクロプロセッサーが 2 つ取り付けられている場合は、まず PCI ライザ
ー・カード・アセンブリー 2 およびマイクロプロセッサー 2 エア・バッフルを
取り外す必要があります ( 125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリー
の取り外し』および 114ページの『マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルの
取り外し』の説明を参照)。
重要: 適切な冷却と空気の流れを確保するために、サーバーの電源をオンにす
る前にすべてのエア・バッフルを再取り付けしてください。エア・バッフルを取
り外した状態でサーバーを稼働させると、サーバー・コンポーネントが損傷する
おそれがあります。
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7. DIMM エア・バッフルの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての
指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

DIMM エア・バッフルの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

DIMM エア・バッフルを取り付けるには、以下のステップを実行します。

DIMMエア・バッフル

PCI 1ライザー・カード・アセンブリー

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. DIMM エア・バッフルを、DIMM およびファンの後部と位置合わせします。

3. エア・バッフルを下げて所定の位置に収めます。

4. 必要な場合、PCI ライザー・カード・アセンブリーを交換します ( 126ページの
『PCI ライザー・カード・アセンブリーの取り付け』の説明を参照)。

5. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。

6. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。
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7. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、ファイル・モジュール
の電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源制
御ボタンがアクティブになるまで、約 20 秒待つ必要があります。
重要: 適切な冷却と空気の流れを確保するために、サーバーの電源をオンにす
る前にすべてのエア・バッフルを再取り付けしてください。エア・バッフルを取
り外した状態でサーバーを稼働させると、サーバー・コンポーネントが損傷する
おそれがあります。

ファン・ブラケットの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

一部のコンポーネントを交換したり、作業用の空間を確保したりするために、ファ
ン・ブラケット・アセンブリーを取り外す必要が生じる場合があります。

注: ファンの取り外しまたは取り付けを行うためには、ファン・ブラケットを取り
外す必要はありません。 168ページの『ホット・スワップ・ファンの取り外し』
および 170ページの『ホット・スワップ・ファンの取り付け』 を参照してくださ
い。

ファン・ブラケットを取り外すには、以下のステップを実行します。
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ファン・ブラケット
��ラッチ

ピン

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. ファンを取り外します ( 168ページの『ホット・スワップ・ファンの取り外し』
の説明を参照してください)。

6. PCI ライザー・カード・アセンブリーを取り外します ( 125ページの『PCI ライ
ザー・カード・アセンブリーの取り外し』の説明を参照してください)。

7. DIMM エア・バッフルを取り外します ( 117ページの『DIMM エア・バッフル
の取り外し』の説明を参照してください)。

8. ファン・ブラケット解放ラッチをそれぞれ内側に押して、ファン・ブラケットを
持ち上げ、サーバーから取り外します。

ファン・ブラケットの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
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の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

ファン・ブラケットを取り付けるには、次の手順を完了します。

ファン・ブラケット
��ラッチ

ピン

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファン・ブラケットを下げて、シャーシの中に収めます。

3. ブラケットの下部にある穴を、シャーシの下部にあるピンと位置合わせしま
す。

4. ファン・ブラケット解放レバーがカチッと音を立てて所定の位置に収まるま
で、ブラケットを押します。

5. ファンを交換します ( 170ページの『ホット・スワップ・ファンの取り付け』
の説明を参照してください)。

6. PCI ライザー・カード・アセンブリーを交換します ( 126ページの『PCI ライ
ザー・カード・アセンブリーの取り付け』の説明を参照してください)。

7. DIMM エア・バッフルを交換します ( 119ページの『DIMM エア・バッフルの
取り付け』の説明を参照してください)。
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8. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照して
ください)。

9. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

10. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファ
イル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源
制御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

IBM 仮想メディア・キーの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

仮想メディア・キーを取り外すには、次の手順を実行します。

QRメディア・
キー・コネクター

QRメディア・
キー UV( )

( )
WりYけ[\
]V

WりYけタブ

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。
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2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. システム・ボード上で仮想メディア・キーを見つけます。キーをつかんで、仮想
メディア・コネクター・ピンから慎重に引き抜きます。

IBM 仮想メディア・キーの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

仮想メディア・キーを取り付けるには、次の手順を実行します。

QRメディア・
キー・コネクター

QRメディア・
キー UV( )

( )
WりYけ[\
]V

WりYけタブ

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。
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2. 図に示すように、仮想メディア・キーをシステム・ボード上の仮想メディア・ピ
ンと位置合わせします。

3. 仮想メディア・キーをカチッと音がして所定の位置に収まるまでピンに挿入しま
す。

4. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。

5. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

6. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファイ
ル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源制
御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

PCI ライザー・カード・アセンブリーの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

各ファイル・モジュールは、それぞれ異なる方法で PCI ライザー・カードを使用し
ます。

ライザー・カード・アセンブリーを取り外すには、次の手順を完了します。
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PCI 2ライザー・カード・アセンブリー

PCI 1ライザー・カード・アセンブリー

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. ライザー・カード・アセンブリーの前面タブと背面の端をつかんで持ち上げ、フ
ァイル・モジュールから取り外します。ライザー・カード・アセンブリーを平坦
で静電気保護された表面におきます。

PCI ライザー・カード・アセンブリーの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

始める前に

以下の情報を必ず読んで理解してください。
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v Storwize V7000 Unified の標準モデルには、1 つの PCI ライザー・カード・アセ
ンブリーが標準で取り付けられています。そのライザー・カード・アセンブリー
を PCI-X ライザー・カード・アセンブリーと交換したい場合は、ブラケット付き
の PCI-X ライザー・カード・アセンブリー・オプションを注文する必要がありま
す。

v PCI ライザー・カード・アセンブリーは、黒色のコネクターを備えており、PCI

アダプターをサポートします。PCI-X ライザー・カード・アセンブリーは、白色
(明るい色) のコネクターを備えており、PCI-X アダプターをサポートします。

v PCI ライザー・スロット 1 は、電源機構から最も遠いスロットです。このスロッ
トは、ロー・プロファイル・アダプターのみをサポートします。

v PCI ライザー・スロット 2 は、電源機構に最も近いスロットです。アダプターを
取り付けない場合でも、スロット 2 に PCI ライザー・カード・アセンブリーを
取り付ける必要があります。

v マイクロプロセッサー 2、補助電源、および PCI ライザー・カード・アセンブリ
ー 2 では、230 W に制限された同一の電源チャネルを共有します。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

ライザー・カード・アセンブリーを取り付けるには、次の手順を完了します。
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PCI

2

ライザー・
カード・
アセンブリー

^_`わせ
ブラケット

^_`わせ
スロット

PCI
2

ライザー・
コネクター

PCI
1

ライザー・
コネクター

PCI

1

ライザー・
カード・
アセンブリー

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. 他の手順で取り外したアダプターがあれば、再取り付けします。

3. 切り離した内部ケーブルがあれば、再接続します。

重要:

v ケーブルを配線するときは、コネクターや、ファンの周りの通気スペースをふ
さがないようにしてください。

v ケーブルが PCI ライザー・カード・アセンブリーの下にあるコンポーネント
の上部を通って配線されていないことを確認してください。

v ケーブルがサーバー・コンポーネントに挟まれていないことを確認してくださ
い。

4. PCI ライザー・カード・アセンブリーを、システム・ボード上の選択された PCI

コネクターの位置に合わせます。

注: ライザー・アセンブリーを取り外した後、シャーシが下がる可能性がありま
す。その場合、シャーシの底部を持ち上げて、アセンブリーの側面にあるスロッ
トの位置がシャーシの側面にある位置合わせブラケットと合うようにします。
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v PCI コネクター 1: アセンブリーの側面にある 2 つの位置合わせスロット
を、シャーシの側面にある 2 つの位置合わせブラケットに注意深くはめ込み
ます。

v PCI コネクター 2: ライザー・カード・アセンブリーの下端 (接点部分) をシ
ステム・ボード上のライザー・カード・コネクターの位置に注意深く合わせま
す。

5. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。

6. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

7. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファイ
ル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源制
御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

PCI ライザー・カード・アセンブリーからの PCI アダプターの取り
外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

この手順を使用して、PCI ライザー・カード・アセンブリーの PCI 拡張スロットか
らアダプターを取り外します。ServeRAID SAS コントローラーを SAS ライザー・
カードから取り外すには、 147ページの『SAS ライザー・カードからの ServeRAID

SAS コントローラーの取り外し』を参照してください。

次の図は、ファイル・モジュール背面から見たアダプター拡張スロットの位置を示
しています。

PCI
1スロット

PCI
2スロット

PCI
3スロット

PCI
4スロット

PCI 拡張スロットからアダプターを取り外すには、次の手順を実行します。
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PCIライザー・
カード・
アセンブリー

アダプター

アダプター・
コネクター

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. 125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーの取り外し』で説明されて
いるとおりに、アダプターが入っている PCI ライザー・カード・アセンブリー
を取り外します。

v PCI 拡張スロット 1 または 2 からアダプターを取り外す場合、PCI ライザ
ー・カード・アセンブリー 1 を取り外します。

v PCI 拡張スロット 3 または 4 からアダプターを取り外す場合、PCI ライザ
ー・カード・アセンブリー 2 を取り外します。

6. 必要に応じて内部ケーブルを切り離し、後で再取り付けするためにケーブルの配
線をメモしておきます。

7. アダプターの上端または上の隅を注意してつかみ、アダプターを PCI 拡張スロ
ットから引き出します。

8. アダプターが PCI ライザー・カード・アセンブリーの上段の拡張スロットに入
っているフルサイズ・アダプターであり、それを別のフルサイズ・アダプターと
交換するつもりではない場合は、フルサイズ・アダプター・ブラケットを取り外
し、PCI ライザー・カード・アセンブリーの上部の下側に保管しておきます。

9. アダプターの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指示に従い、
提供されている配送用の梱包材を使用してください。

PCI ライザー・カード・アセンブリーへの PCI アダプターの取り付
け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
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の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

この手順を使用して、PCI ライザー・カード・アセンブリーの PCI 拡張スロットに
アダプターを取り付けます。ServeRAID SAS コントローラーを取り付けるには、
149ページの『SAS ライザー・カードへの ServeRAID SAS コントローラーの取り
付け』に進みます。

注: ゲートウェイ・ストレージ構成にファイバー・チャネル・アダプターを取り付
ける場合、この手順の最後に示されている追加情報を参照して、適切に交換を行う
方法を確認してください。

次の図は、サーバー背面から見たアダプター拡張スロットの位置を示しています。
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4スロット

アダプターを取り付けるには、次の手順を完了します。

PCIライザー・
カード・
アセンブリー

deスロット・
カバー

アダプター

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. アダプターを拡張スロットに取り付けます。

3. 切り離した内部ケーブルがあれば、再接続します。
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重要:

v ケーブルを配線するときは、コネクターや、ファンの周りの通気スペースを
ふさがないようにしてください。

v ケーブルが PCI ライザー・カード・アセンブリーの下にあるコンポーネント
の上部を通って配線されていないことを確認してください。

v ケーブルがサーバー・コンポーネントに挟まれていないことを確認してくだ
さい。

4. PCI ライザー・カード・アセンブリーを、システム・ボード上の選択された
PCI コネクターの位置に合わせます。

v PCI ライザー・コネクター 1: アセンブリーの側面にある 2 つの位置合わせ
スロットを、シャーシの側面にある 2 つの位置合わせブラケットに注意深く
はめ込みます。アセンブリーの背面をサーバーの背面にあるガイドの位置に
合わせます。

v PCI ライザー・コネクター 2: ライザー・カード・アセンブリーの下端 (接
点部分) をシステム・ボード上のライザー・カード・コネクターの位置に注
意深く合わせます。アセンブリーの背面をサーバーの背面にあるガイドの位
置に合わせます。

5. アダプターに必要な構成タスクを実行します。

6. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照して
ください)。

7. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

8. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファ
イル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源
制御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

9. ゲートウェイ接続されたストレージ・システムの場合、以下の『ゲートウェイ
接続されたストレージ・システムに関する注記』セクションの情報を確認して
から、次のステップを続行してください。

10. 関連するスイッチあるいはディスク・サブシステムの更新が完了したら、次の
アクションを実行します。

a. KVM の Linux デスクトップに進み、「Applications」 > 「RAS Menus」
をクリックします。

b. 「Storage Menus」>「Run Disk Fibre Path Reset」を選択します (ゲート
ウェイ接続されたストレージ・システムの場合のみ)。

これにより、関連するファイル・モジュール上のファイバー・パスが回復しま
す。

次のタスク

ゲートウェイ接続されたストレージ・システムに関する注記

ストレージ・ノード内のファイバー・チャネル・アダプターを交換すると、WWPN

が変わります。 2851-DR1/DE1 に接続されたストレージの場合、WWPN は自動的
に更新されます。接続されたストレージ・ユニットがゲートウェイ構成 (IBM XIV
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ストレージ・システム、V7000、あるいは SAN ボリューム・コントローラー から
構成) の場合、WWPN は自動的に更新されません。ストレージがファイバー・チャ
ネル・スイッチ経由で接続されている場合は、ゾーニングを更新する必要がある場
合があります。あるいは、ファイル・モジュールに直接接続されている (ファイバ
ー・スイッチがない) 場合は、ストレージ・ユニット上のファイバー・チャネル構
成で WWPN を更新する必要がある場合があります。構成の更新は、使用している
特定のストレージ・ユニット用の標準手順に従ってください。

外部ストレージでは、「ホスト接続」を使用して、新規カードの新規 WWPN を追
加します。

ファイバー・スイッチ経由でゲートウェイ接続されたストレージ

スイッチでポート・ゾーニングが行われている場合、スイッチに対する調整は不要
です。スイッチで WWPN ゾーニングが行われている場合、接続されているディス
ク構成、スイッチ・ゾーニング、およびすべての別名構成でファイル・モジュール
の WWPN を更新する必要があります。

直接接続でゲートウェイ接続されたストレージ

交換されたアダプターの新規 WWPN を使用するには、ストレージ・ユニット
(IBM XIV ストレージ・システム、V7000、SAN ボリューム・コントローラー) 上
の構成をリフレッシュまたは更新する必要があります。

ファイバー・チャネル PCI アダプターの取り外し
以下の取り外し説明では、ファイバー・チャネル PCI アダプターのスロットの位置
を示します。

このタスクについて

ファイバー・チャネル・アダプターは、PCI スロット 2 に接続されています。

次の図は、ファイル・モジュール背面から見たアダプター拡張スロットの位置を示
しています。
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1スロット
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3スロット
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4スロット

説明については、 129ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーからの PCI

アダプターの取り外し』を参照してください。

ファイバー・チャネル PCI アダプターの取り付け
以下の取り付け説明では、ファイバー・チャネル PCI アダプターのスロットの位置
を示します。
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このタスクについて

ファイバー・チャネル・アダプターは、PCI スロット 2 に接続する必要がありま
す。

次の図は、ファイル・モジュール背面から見たアダプター拡張スロットの位置を示
しています。
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説明については、 130ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーへの PCI ア
ダプターの取り付け』を参照してください。

10 Gbps イーサネット・アダプターの取り外し
以下の説明では、10 Gbps イーサネット PCI アダプターのスロットの位置を示しま
す。

このタスクについて

10 Gbps イーサネット・アダプターは、PCI スロット 4 に接続されています。

次の図は、ファイル・モジュール背面から見たアダプター拡張スロットの位置を示
しています。
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説明については、 129ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーからの PCI

アダプターの取り外し』を参照してください。

10 Gbps イーサネット PCI アダプターの取り付け
以下の取り付け説明では、10 Gbps イーサネット PCI アダプターのスロットの位置
を示します。

このタスクについて

10 Gbps イーサネット・アダプターは、PCI スロット 4 に接続する必要がありま
す。

次の図は、ファイル・モジュール背面から見たアダプター拡張スロットの位置を示
しています。
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説明については、 130ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーへの PCI ア
ダプターの取り付け』を参照してください。

2 ポート・イーサネット・アダプターの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

2 ポート・イーサネット・アダプターを取り外すには、次の手順を実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. PCI ライザー・カード・アセンブリーを取り外します ( 125ページの『PCI ライ
ザー・カード・アセンブリーの取り外し』の説明を参照してください)。

6. イーサネット・アダプターをつかんで、システム・ボード上の支柱およびコネク
ターから外します。次に、イーサネット・アダプターをスライドさせて、シャー
シ背面のポート開口部から取り出し、サーバーから取り外します。 136ページの
図 12 を参照。

注: 支柱の近くのポイントからアダプターを持ち上げる場合は、持ち上げるのと
同時に、例えばペンチなどを使用してその支柱の上部にあるバネを強く押し込む
必要がある場合があります。
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7. イーサネット・アダプターの返却を求められている場合は、梱包に関するすべて
の指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

2 ポート・イーサネット・アダプターの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

2 ポート・イーサネット・アダプターを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コ
ードおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. カバーを取り外します。 105ページの『カバーの取り外し』 を参照。

4. 次の図に示すように、システム・ボードの端に沿ってシャーシにゴム製ストッ
パーを取り付けます。

イーサネット・アダプター
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アダプター・コネクター
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図 12. イーサネット・アダプターの取り外し
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5. シャーシ背面のイーサネット・アダプター・フィラー・パネルを取り外します
(まだ取り外していない場合)。図 14 を参照。

6. 2 個の支柱をシステム・ボードに取り付けます。

7. 金属製クリップの下部のタブを、シャーシの外側からポート開口部に挿入しま
す。 138ページの図 15 を参照。

ゴム�
ストッパー

イーサネット・
アダプター・コネクター

ゴム�
ストッパー

図 13. シャーシ上のゴム製ストッパーの位置
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図 14. シャーシ上のイーサネット・アダプター・フィラー・パネルの位置
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8. 金属製クリップの上部を少し押しながら、カチッと音がして所定の場所に収ま
るまで金属製クリップをサーバー前面に向かって回転させます。金属製クリッ
プがシャーシにしっかりと差し込まれていることを確認します。

重要: 金属製クリップの上部を押す力が強すぎると、金属製クリップが損傷す
る恐れがあります。

9. 新しいイーサネット・アダプターが入った静電気防止パッケージを、サーバー
上の塗装されていない任意の金属面に接触させるようにします。その後、パッ
ケージからイーサネット・アダプターを取り外します。

10. アダプターをシステム・ボード上のアダプター・コネクターと位置合わせしま
す。次に、アダプターを傾けて、アダプター上のポート・コネクターの位置が
シャーシ上のポート開口部と合うようにします。図 16 を参照。

11. アダプター上のポート・コネクターをスライドさせて、シャーシ上のポート開
口部に挿入します。次に、2 つの支柱がアダプターを固定するまでアダプター
をしっかりと押します。アダプターがシステム・ボード上のコネクターにしっ
かりと装着されていることを確認してください。
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図 15. シャーシ上のポート開口部の位置
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図 16. イーサネット・アダプターのポート・コネクターとポート開口部の位置合わせ
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アダプター上のポート・コネクターが、ゴム製ストッパーの上に設置されてい
ないことを確認してください。次の図は、サーバー内のアダプターの側面図を
示しています。

重要: アダプター上のポート・コネクターが、サーバー後部のシャーシと適切
に位置合わせされていることを確認してください。アダプターの取り付けが間
違っていると、システム・ボードまたはそのアダプターを損傷する可能性があ
ります。

12. PCI ライザー �1� を取り付けます。PCI ライザー・カード・アセンブリーの取
り付けを参照してください。

13. カバーを取り付けます。カバーの取り付けを参照してください。

14. サーバーをスライドさせてラックに入れます。

15. 取り外してあった電源コードとすべてのケーブルを再接続します。

16. 周辺装置およびサーバーの電源をオンにします。

フルサイズ・アダプター・ブラケットの取り外しと保管
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様

システム・ボードシャーシ

イーサネット・ポート

ゴム�
ストッパー

アダプター

図 17. サーバー内のアダプターの側面図

図 18. ポート・コネクターの位置合わせ
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の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

ライザー・カードの上段の PCI スロットからフルサイズ・アダプターを取り外し
て、短いアダプターに交換するか、あるいはアダプターを取り付けない場合は、ラ
イザー・カード・アセンブリーの端からフルサイズ・アダプター・ブラケットを取
り外し、ブラケットを保管場所に戻す必要があります。

フルサイズ・アダプター・ブラケットを取り外して保管するには、次の手順を実行
してください。

手順
1. ブラケット・タブ �3� を押して、ブラケットがライザー・カード・アセンブリ
ーから解放されるまでブラケットを左側にスライドさせます。

2. 図に示すように、ブラケットをライザー・カード・アセンブリー上の保管場所に
位置合わせします。

3. 2 つのフック �1� をライザー・カード・アセンブリー上の保管場所にある 2 つ
の穴 �2� に取り付けます。

4. ブラケット・タブ �3� を押し、カチッと音がしてブラケットが所定の位置に収
まるまでブラケットをアセンブリーの拡張スロット開口部の端に向けてスライド
させます。

SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリーの取り
外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。
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SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリーをサーバーから取り外
すには、次の手順を実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. 16 ドライブ対応サーバー・モデルの SAS ライザー・カードおよびコントロー
ラー・アセンブリーを取り外すには、次のステップを実行します。

図 19 は、16 ドライブ対応サーバー・モデルの SAS ライザー・カードを示して
います。

a. 解放タブをサーバー後方に向けて押し、SAS コントローラー・カードの後端
を少し持ち上げます。

b. SAS ライザー・カード上部の下側に指を入れて、システム・ボードからアセ
ンブリーを持ち上げます。

c. SAS コントローラー・カードの前端を保持ブラケットからスライドさせて取
り外し、アセンブリーを持ち上げてサーバーから取り出します。

3. テープ対応サーバー・モデルの SAS ライザー・カードおよびコントローラー・
アセンブリーを取り外すには、次のステップを実行してください。

142ページの図 20 は、テープ対応サーバー・モデル内の SAS ライザー・カー
ドを示しています。
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図 19. 16 ドライブ対応サーバー・モデル
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a. アセンブリー解放ラッチを押し下げ、タブを持ち上げて SAS コントローラ
ー・アセンブリー (SAS ライザー・カードを含む) をシステム・ボードから
解放します。

b. アセンブリーの前後の端を持ち上げて、サーバーからアセンブリーを取り外
します。

SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリーの取り
付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

ファイル・モジュールに SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブ
リーを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. 16 ドライブ対応サーバー・モデルの SAS ライザー・カードおよびコントロー
ラー・アセンブリーを取り付けるには、次のステップを実行します。
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図 20. テープ対応サーバー・モデル
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図 21 に、16 ドライブ対応サーバー・モデルの SAS ライザー・カードおよびコ
ントローラー・アセンブリーを示します。

a. ServeRAID-BR10il v2 SAS/SATA コントローラーを ServeRAID-M5015/M5014

SAS/SATA コントローラーに取り替える場合、新しい SAS コントローラー
に適合するように、コントローラー保持ブラケットを交換する必要がありま
す。 144ページの図 22 を参照。
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図 21. 16 ドライブ対応サーバー・モデルの SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリー
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1) SAS コントローラー前面の保持ブラケットをサーバーから取り外しま
す。図 23 を参照。

2) 電源機構の上にあるバッテリー・ベイ内のコントローラー背面の保持ブラ
ケットを取り外します。そのためには、解放タブを引き上げ �1�、ブラケ
ットを外側に �2� スライドさせます。 145ページの図 24 を参照。

s
o
n
a
s
2
0
3

図 22. 16 ドライブ対応サーバー・モデルのコントローラー保持ブラケット
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図 23. SAS コントローラー前面の保持ブラケット
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3) ステップ ii で取り外したコントローラー保持ブラケットを取り付けま
す。そのためには、保持ブラケットのコントローラー・スロットを位置合
わせして、ブラケット・タブをシャーシの穴に取り付け、カチッと音がし
て所定の位置に収まるまでブラケットを左側にスライドさせます。図 25

を参照。

4) ステップ i で取り外したコントローラー保持ブラケットを取り付けま
す。そのためには、ブラケットを内側にスライドさせ �1�、解放タブを所
定の位置まで �2� 押し下げます。 146ページの図 26を参照してくださ
い。
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図 24. コントローラー背面の保持ブラケットの取り外し
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図 25. コントローラー保持ブラケットの取り付け
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b. SAS コントローラーの前端を保持ブラケットに設置し、SAS ライザー・カー
ドをシステム・ボード上の SAS ライザー・カード・コネクターと位置合わ
せします。

c. SAS ライザー・カードおよび SAS コントローラー後部の端を、SAS ライザ
ー・カードがしっかりと設置され、SAS コントローラー・カードの保持ラッ
チがカチッと音がして所定の位置に収まるまで押し下げます。

コントローラー・カードが正しく設置されたら、(カードのサイズに応じて) 1

つあるいは 2 つのピンが SAS コントローラー・カードの角の穴にカチッと
音を立てて収まります。

3. テープ対応サーバー・モデルに SAS ライザー・カードおよびコントローラー・
アセンブリーを取り付けるには、次のステップを実行します。

147ページの図 27 は、テープ対応サーバー・モデル内の SAS ライザー・カー
ドを示しています。
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図 26. コントローラー保持ブラケットを内側にスライドさせて解放タブを押す
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a. ライザー背面のピンをシャーシ側面のスロットと位置合わせします。

b. SAS コントローラー・アセンブリーの SAS ライザー・カードをシステム・
ボードの SAS ライザー・カード・コネクターと位置合わせします。

c. SAS コントローラー・アセンブリーを所定の位置まで押します。SAS ライザ
ー・カードがしっかりと設置されて解放ラッチおよび保持ラッチがアセンブ
リーをしっかりと保持していることを確認します。

SAS ライザー・カードからの ServeRAID SAS コントローラーの取
り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

ServeRAID SAS コントローラーは、SAS ライザー・カード上の専用スロットに取
り付けられています。

注: 本書では、ServeRAID SAS コントローラーは多くの場合、省略して単に SAS

コントローラー と呼ばれます。
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図 27. テープ対応サーバー・モデルの SAS ライザー・カード・アセンブリー
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SASライザー・カード

ServeRAIDアダプター

重要: 16 ディスク・ドライブ内のオプションの 8 ディスク・ドライブ拡張装置が
12 ドライブ対応サーバーに取り付けられている場合は、SAS コントローラーは
PCI ライザー・カード・アセンブリーに取り付けられています。他の PCI アダプタ
ーと同じ方法で SAS コントローラーの取り付けと取り外しを行ってください。こ
のトピックに記載されている手順を使用しないでください。 130ページの『PCI ラ
イザー・カード・アセンブリーへの PCI アダプターの取り付け』の手順を使用して
ください。

SAS ライザー・カードから ServeRAID SAS コントローラーを取り外すには、次の
手順を実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コ
ードおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサ
ーバーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照して
ください)。

5. サーバー前面の左隅の近くにある SAS ライザー・カードおよびコントローラ
ー・アセンブリーを見つけます。

6. SAS 信号ケーブルを SAS コントローラー上のコネクターから切り離します。

7. 140ページの『SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリーの
取り外し』で説明されているとおりに、SAS コントローラー・アセンブリー
(SAS ライザー・カードを含む) をサーバーから取り外します。

8. SAS コントローラーを水平方向に引いて、SAS ライザー・カードのコネクター
から取り外します。

9. SAS コントローラー・カードを交換する場合は、バッテリーを取り外し、ケー
ブルは接続したままにしてください。

10. ServeRAID SAS コントローラーの返却を求められている場合は、梱包に関する
すべての指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

148 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



SAS ライザー・カードへの ServeRAID SAS コントローラーの取り
付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

SASライザー・カード

ServeRAIDアダプター

SAS コントローラーを SAS ライザー・カードに取り付けるには、次の手順を実行
します。

PCIライザー・
カード・
アセンブリー

deスロット・
カバー

アダプター

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. 新しい ServeRAID SAS コントローラーが入っている帯電防止パッケージを、
ファイル・モジュール上の塗装されていない金属面に接触させます。その後、
パッケージから ServeRAID SAS コントローラーを取り出します。

3. バッテリーを使用する SAS コントローラーを交換する場合、新しい SAS コン
トローラーでもそのバッテリーを使用してください。

4. SAS コントローラーの下端にある切り欠きが SAS コントローラー・アセンブ
リー内の SAS ライザー・カードのコネクターの位置と正確に合うように、コ
ントローラーを回転させます。
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5. SAS コントローラーを水平方向にしっかり押して、SAS ライザー・カードのコ
ネクターに差し込みます。

6. SAS ライザー・カードとコントローラー・アセンブリーを取り付けます ( 142

ページの『SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリーの取り
付け』の説明を参照してください)。

7. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照して
ください)。

8. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

9. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファ
イル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源
制御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

10. 初期化プロセスが完了するまで待ちます。完了まで待たないと、バッテリー・
パックが機能せず、ファイル・モジュールが始動しない可能性があります。

バッテリー付きの SAS コントローラーを取り付けた後にファイル・モジュー
ルを最初に再始動すると、コントローラーがバッテリーを初期化している間、
モニター画面は白色のブランクのままになります。これには数分かかる場合が
あり、この後、始動プロセスが続行されます。これが行われるのは 1 回のみで
す。

11. コントローラー・バッテリーを完全に充電するには、ファイル・モジュールを
4 時間から 6 時間稼働させます。

出荷時は、バッテリーは容量の 30% 以下しか充電されていません。 コントロ
ーラー上のバッテリーのすぐ上にある LED は、バッテリーが完全に充電され
るまで点灯を続けます。

バッテリーが完全に充電されるまでは、コントローラー・ファームウェアはコ
ントローラー・キャッシュをライトスルー・モードに設定します。バッテリー
が完全に充電されると、コントローラー・ファームウェアはライトバック・モ
ードを再度使用可能にします。

12. ファイル・モジュールを再始動してプロンプトが表示されたら、既存の RAID

構成を新規の ServeRAID SAS コントローラーにインポートします。

ホット・スワップ・ハード・ディスクの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

ホット・スワップ・ベイからハード・ディスクを取り外すには、次の手順を実行し
ます。

150 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ドライブ前面上部にある解放ラッチを押し上げます。

3. ドライブのハンドルを開いた位置まで下方に回転させます。

4. ベイからホット・スワップ・ドライブ・アセンブリーを取り出す際に、ドライ
ブの方向をメモします。そうすれば、同じベイに新しいドライブを取り付ける
際に、正しい方向が分かります。

5. ホット・スワップ・ドライブの返却を求められている場合は、梱包に関するす
べての指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

6. 管理ノードの 3 番目のハード・ディスク (スロット 2 内) を修復するには、
「Application」 > 「Unified RAS Menus」をクリックして、RAS メニューを
開いてください。

7. 「Unified RAS Menus」 > 「Management Node Menus」 > 「Repair /ftdc
(3rd) Hard Drive」をクリックしてください。
#=============================================================================#
# SONAS RAS Menus active@mgmt001st001 #
# |->Management Menus ... #
#=============================================================================#
# 1. Show List of Management Role Nodes and CTDB status #
# 2. Show List of Management Role Nodes and CTDB status (with refresh) #
# 3. Repair /ftdc (3rd) Hard Drive #
# #
# B. Back #
# E. Exit #
#=============================================================================#
Choice: 3

8. ハード・ディスクに障害のある管理ノードを選択します。

9. ハード・ディスクを交換する準備が整ったら、プロンプトに「はい (yes)」と応
答して、管理ノードをシャットダウンします。

10. 当該ノードのシャットダウン期間中に、管理ノードのスロット 2 内のハード・
ディスクを交換します。

11. 当該ノードの前面にある明滅している電源オン/オフのボタンを押して、ノード
に電源を入れます。

12. 当該ノードが復元された後に、修復が行われたノードに root ユーザーとしてロ
グインします。その後、コマンド行インターフェース (CLI) から df コマンド
を実行します。現時点で、/ftdc ファイル・システムはマウントされている必
要があります。

ホット・スワップ・ハード・ディスクの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

ハード・ディスクに付属の資料を用意し、このトピックの手順だけでなく、その資
料の手順にも従ってください。

交換するドライブの容量に注意してください。ドライブの容量が 600 GB の場合
は、500 GB のドライブと交換しないでください。
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重要: 適切なシステムの冷却状態を維持するために、各ベイにドライブとフィラ
ー・パネルのいずれも取り付けない状態で、10 分間を超えてファイル・モジュール
を稼働させないでください。

ホット・スワップ・ベイにドライブを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順
1. ベイから取り外したドライブと同じ方向にドライブの方向を合わせます。

2. トレイ・ハンドルが開いていることを確認します。

3. ドライブ・アセンブリーを、ベイ内のガイド・レールに位置合わせします。

4. ドライブ・アセンブリーをベイ内に、ドライブが停止するまで慎重に押し込み
ます。

5. トレイ・ハンドルを閉じた (ロック) 位置まで押します。

6. 両方のハード・ディスクがミラーリングされたアレイの一部であるため、アレ
イは、新しく取り付けられたディスクで再ビルドを開始します。

アレイの再ビルド中は、緑色のハード・ディスク状況 LED が高速で明滅し、
オレンジ色のハード・ディスク状況 LED が低速で明滅します。

7. 再ビルドおよび初期化をモニターします。

a. 管理 GUI を開きます。

b. 「Monitoring」 > 「Events」を選択します。

c. 再ビルド・メッセージのイベント時刻の値をメモし、再ビルド状況を確認で
きるようにします。

8. 再ビルドおよび初期化が完了したら、ハード・ディスク状況 LED をチェック
し、ハード・ディスクが正常に作動していることを確認します。

ドライブのオレンジ色のハード・ディスク状況 LED が点灯し続ける場合は、
ドライブに障害があるため、そのドライブを交換する必要があります。緑色の
ハード・ディスク活動 LED は明滅している場合は、そのドライブにアクセス
中です。

9. 管理ノードの 3 番目のハード・ディスク (スロット 2 内) を修復するには、
「Application」 > 「Unified RAS Menus」をクリックして、RAS メニューを
開いてください。

10. 「Unified RAS Menus」 > 「Management Node Menus」 > 「Repair /ftdc
(3rd) Hard Drive」をクリックしてください。
#=============================================================================#
# SONAS RAS Menus active@mgmt001st001 #
# |->Management Menus ... #
#=============================================================================#
# 1. Show List of Management Role Nodes and CTDB status #
# 2. Show List of Management Role Nodes and CTDB status (with refresh) #
# 3. Repair /ftdc (3rd) Hard Drive #
# #
# B. Back #
# E. Exit #
#=============================================================================#
Choice: 3

11. ハード・ディスクに障害のある管理ノードを選択します。

12. ハード・ディスクを交換する準備が整ったら、プロンプトに「はい (yes)」と応
答して、管理ノードをシャットダウンします。

13. 当該ノードのシャットダウン期間中に、管理ノードのスロット 2 内のハード・
ディスクを交換します。
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14. 当該ノードの前面にある明滅している電源オン/オフのボタンを押して、ノード
に電源を入れます。

15. 当該ノードが復元された後に、修復が行われたノードに root ユーザーとしてロ
グインします。その後、コマンド行インターフェース (CLI) から df コマンド
を実行します。現時点で、/ftdc ファイル・システムはマウントされている必
要があります。

オプションの ServeRAID アダプター拡張フィーチャー・キーの取り
外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. サーバーおよび周辺装置の電源をオフにしてから、電源コードを切り離します。

3. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

4. フィーチャー・キーをつかんで持ち上げ、ServeRAID アダプターのコネクターか
ら取り外します。 154ページの図 28 および 155ページの図 29 を参照してくだ
さい。

第 4 章 ファイル・モジュール 153



ServeRAID-M1015
アダプター

ServeRAID M1000
deフィーチャー・キー

s
o
n
a
s
2
2
1

図 28. ServeRAID M1000 拡張フィーチャー・キーおよび M1015 アダプター
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5. フィーチャー・キーの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指示
に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

オプションの ServeRAID アダプター拡張フィーチャー・キーの取り
付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. サーバーおよび周辺装置の電源をオフにしてから、電源コードを切り離します。

3. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。
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図 29. ServeRAID M5000 拡張フィーチャー・キーおよび M5014 アダプター
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4. フィーチャー・キーを、ServeRAID アダプターのコネクターの位置に合わせ、し
っかりと固定されるまでコネクターに押し込みます。 図 30 および 157ページ
の図 31 を参照してください。
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図 30. ServeRAID M1000 拡張フィーチャー・キーおよび M1015 アダプター
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5. 取り外してあった電源コードとすべてのケーブルを再接続します。

6. カバーを取り付けます (カバーの取り付けの説明を参照)。

7. サーバーをスライドさせてラックに入れます。

8. 周辺装置およびサーバーの電源をオンにします。

リモート・バッテリー・トレイからの ServeRAID SAS コントロー
ラー・バッテリーの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

リモート・バッテリー・トレイから ServeRAID SAS コントローラー・バッテリー
を取り外すには、次の手順を実行します。
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図 31. ServeRAID M5000 拡張フィーチャー・キーおよび M5014 アダプター
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手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. サーバー内のリモート・バッテリー・トレイを見つけ、交換するバッテリーを取
り外します。

a. バッテリーをリモート・バッテリー・トレイに固定しているタブからバッテ
リー保持クリップを取り外します。 図 32 を参照。

b. バッテリーおよびバッテリー・キャリアをトレイから持ち上げ、ServeRAID

コントローラー上の変換コネクター・カードからリモート・バッテリー・ケ
ーブルを慎重に切り離します。 159ページの図 33 を参照。
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図 32. バッテリー保持クリップの解放
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c. バッテリー・キャリア・ケーブルをバッテリーから切り離します。

d. バッテリーおよびバッテリー・キャリアの側面のクリップをつまんで、バッ
テリーをバッテリー・キャリアから取り外します。

注: バッテリーおよびバッテリー・キャリアがロッキング・クリップ方式で
はなくねじで取り付けられている場合は、3 つのねじを取り外してバッテリ
ーをバッテリー・キャリアから取り外します。図 34 を参照。

e. ServeRAID SAS コントローラー・バッテリーの返却を求められている場合
は、梱包に関するすべての指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使
用してください。
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図 33. リモート・バッテリー・ケーブルの切り離し
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図 34. バッテリー・キャリアからのバッテリーの取り外し
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リモート・バッテリー・トレイへの ServeRAID SAS コントローラ
ー・バッテリーの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

ServeRAID SAS コントローラー・バッテリーをリモート・バッテリー・トレイに取
り付けるには、次の手順を実行します。

手順
1. 元のバッテリーを取り外したバッテリー・キャリア上に交換用バッテリーを配置
して、バッテリー・キャリア・ケーブルを交換用バッテリーに接続します。

2. リモート・バッテリー・ケーブルを変換コネクター・カードに接続します。
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重要: ハードウェアの損傷を回避するために、ケーブル・コネクター上の黒色
の点を、変換コネクター・カード上の黒色の点と合わせてください。リモート・
バッテリー・ケーブルをコネクターに無理に差し込まないでください。図 35 を
参照してください。

3. リモート・バッテリー・トレイ上で、バッテリーおよびバッテリー・キャリアに
ある円柱と一致する円形の凹みを見つけます。 図 36 を参照。

4. 円柱を円形の凹みおよびリモート・バッテリー・トレイのタブの下に押し込みま
す。

5. バッテリー保持クリップでバッテリーをトレイに固定します。

6. カバーを取り付けます (カバーの取り付けの説明を参照)。
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図 35. リモート・バッテリー・ケーブルの接続
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図 36. バッテリーおよびバッテリー・キャリアの円柱の位置の確認
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CD-RW/DVD ドライブの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

CD-RW/DVD ドライブを取り外すには、次の手順を完了します。

CD/DVDドライブ

��タブ

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. CD-RW/DVD ドライブを見つけ、CD-RW/DVD ドライブの左上隅にある青色の
解放タブを確認します。解放タブを押し下げてドライブを解放します。次にタブ
を押しながら、ドライブをサーバー前方に向けて引きます。

6. サーバーの前面で、ドライブをベイから引き出します。
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^_`わせピン

ドライブijクリップ

注: CD-RW/DVD ドライブを取り外す際に、CD-RW/DVD ドライブのケーブル
をドライブから切り離す必要はありません。

7. ドライブからドライブ保持クリップを取り外します。保持ブラケットは、ファス
ナーで固定されていません。図で示された取り付けのポイントに注意して、保持
ブラケットのクリップを CD-RW/DVD ドライブから慎重に外します。

8. 図で示された取り付けのポイントに注意して、保持ブラケットを慎重に交換用の
CD-RW/DVD ドライブに取り付けます。

9. CD-RW/DVD ドライブの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指
示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

CD-RW/DVD ドライブの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

交換用の CD-RW/DVD ドライブを取り付けるには、次の手順を実行します。

CD/DVDドライブ

��タブ
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手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ドライブに付属の資料に従い、ジャンパーまたはスイッチを設定します。

3. ドライブ・フィラー・パネルが取り付けられている場合は取り外します。

4. ドライブ保持クリップをドライブの側面に取り付けます。保持ブラケットは、フ
ァスナーで固定されていません。図で示された取り付けのポイントに注意して、
保持ブラケットを慎重に CD-RW/DVD ドライブに取り付けてください。

^_`わせピン

ドライブijクリップ

5. ドライブがカチッと音を立てて所定の位置に収まるまで、ドライブを CD/DVD

ドライブ・ベイの中へスライドさせて入れます。

6. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。

7. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

8. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファイ
ル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源制
御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

メモリー・モジュールの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

注: 手順を実行する前に、 69ページの『保守アクションを実行するためのファイ
ル・モジュールの取り外し』を参照してください。

DIMM を取り外すには、次の手順を完了します。
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DIMM

ij
クリップ

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. ライザー・カード・アセンブリー 1 に 1 つ以上のアダプターが取り付けられて
いる場合は取り外します ( 125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリー
の取り外し』を参照)。

6. DIMM エア・バッフルを取り外します ( 117ページの『DIMM エア・バッフル
の取り外し』の説明を参照してください)。

7. DIMM コネクターの両端にある保持クリップを開き、DIMM をコネクターから
持ち上げます。

重要: 保持クリップが破損しないように、または DIMM コネクターが損傷しな
いように、このクリップは静かに開閉してください。

8. DIMM の返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指示に従い、提
供されている配送用の梱包材を使用してください。

メモリー・モジュールの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。
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このタスクについて

Storwize V7000 Unified System x3650 M2 サーバーの DIMM の位置については、
図 37を参照して、Storwize V7000 Unified System x3650 M3 サーバーの DIMM の
位置については、 167ページの図 38を参照してください。

DIMM 16
DIMM 15

DIMM 14
DIMM 13
DIMM 12

DIMM 11
DIMM 10
DIMM 9

DIMM 8
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DIMM 1
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CH2

CH1

CH0

マイクロプロセッサー 2
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図 37. Storwize V7000 Unified System x3650 M2 サーバーの DIMM の位置
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DIMM を取り付けるには、次の手順を完了します。

DIMM

ij
クリップ

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

DIMM 17
DIMM 16

DIMM 15
DIMM 14
DIMM 13

DIMM 12
DIMM 11
DIMM 10

DIMM 8
DIMM 7

DIMM 6
DIMM 5
DIMM 4

DIMM 3
DIMM 2
DIMM 1

CH2

CH1

CH0

CH2

CH1

CH0

マイクロプロセッサー 2

マイクロプロセッサー 1

DIMM 9

DIMM 18

s
o
n
a
s
2
3
6

図 38. Storwize V7000 Unified System x3650 M3 サーバーの DIMM の位置
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2. ライザー・カード・アセンブリー 1 を取り外します ( 125ページの『PCI ライ
ザー・カード・アセンブリーの取り外し』の説明を参照してください)。

3. DIMM エア・バッフルを取り外します ( 117ページの『DIMM エア・バッフル
の取り外し』の説明を参照してください)。

4. DIMM コネクターの両端にある保持クリップを開きます。

重要: 保持クリップが破損しないように、または DIMM コネクターが損傷し
ないように、このクリップは静かに開閉してください。

5. DIMM が入った静電気防止パッケージを、ファイル・モジュール上の塗装され
ていない任意の金属面に接触させるようにします。その後、パッケージから
DIMM を取り外します。

6. DIMM の切り欠きがコネクターの位置に正しく合うように、DIMM の方向を合
わせます。

7. DIMM の両端を DIMM コネクターの両端のスロットと位置合わせして、
DIMM をコネクターに挿入します。

重要: DIMM と保持クリップの間にすき間がある場合は、DIMM が正しく挿
入されていません。保持クリップを開いて DIMM を取り外し、挿入し直して
ください。

8. DIMM の両端に同時に圧力を加えて、DIMM をコネクターにまっすぐ押し下
げ、しっかり押し込みます。

DIMM がコネクターにしっかり装着されると、カチッと音がして保持クリップ
がロック位置に収まります。

9. 新規あるいは交換用の DIMM の取り付けがすべて完了するまで、ステップ 2

からステップ 7 を繰り返します。

10. DIMM エア・バッフルを交換します ( 119ページの『DIMM エア・バッフルの
取り付け』の説明を参照してください)。

11. PCI ライザー・カード・アセンブリーを交換します ( 126ページの『PCI ライ
ザー・カード・アセンブリーの取り付け』の説明を参照してください)。

12. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照して
ください)。

13. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

14. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファ
イル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源
制御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

15. Setup ユーティリティーに進み、取り付けた DIMM がすべて存在し、使用可能
になっていることを確認します。

ホット・スワップ・ファンの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。
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このタスクについて

重要: ファンを取り外す場合は、サーバーの適切な稼働と冷却を確保するため
に、できるだけ早く交換用のファンを取り付ける必要があります。

交換可能な 3 個のファンのいずれかを取り外すには、次のステップを実行してくだ
さい。

rsタブ

ファン 3

ファン 2 ファン 1

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. サーバーは電源に接続したままにします。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. 適切なシステムの冷却を確保するため、以下の手順の実行中に 30 分を超えて上
部カバーを取り外した状態にしないでください。

障害のあるファンのコネクターの近くにあるシステム・ボード上の LED が点灯
します。

6. ファン側面のグリップを指でつかみます。

7. サーバーからファンを持ち上げます。

8. ファンを 30 秒以内に交換します。

9. ファンの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指示に従い、提供
されている配送用の梱包材を使用してください。
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ホット・スワップ・ファンの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

適切な冷却を確保するために、このサーバーでは、常に 3 個すべてのファンが取り
付けられている必要があります。

重要: 適切なサーバーの動作を確保するために、ファンに障害が発生した場合は直
ちに交換してください。障害が発生したファンを取り外したらすぐに取り付けられ
るように、交換用のファンを準備しておいてください。

ファンは、システム・ボードのファン・コネクター 2、4、および 6 のみを使用し
ます。次の表に、各ダブル・ファン用のシステム・ボード上のファン・コネクター
をリストします。ファン・コネクターの位置については、IBM Storwize V7000

Unified インフォメーション・センターの『システム・ボードの内部コネクター』を
参照してください。

表 31. システム・ボードのファンの位置

ファン番号 システム・ボードのファン・コネクター

1 2

2 4

3 6

交換可能な 3 個のファンのいずれかを取り付けるには、次のステップを実行してく
ださい。

rsタブ

ファン 3

ファン 2 ファン 1
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手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファン・ブラケット内のファンの位置の上で新しいファンの方向を合わせ、下部
のコネクターの位置がシステム・ボード上のファン・コネクターと合うようにし
ます。

3. ファンの垂直タブをファン・ケージ・ブラケットのスロットと位置合わせしま
す。

4. 新しいファンを、システム・ボード上のファン・コネクターに押し込みます。フ
ァン上面を押し下げ、ファンを完全に設置します。

5. 新規または交換用ファンの取り付けがすべて完了するまで、上記の手順を繰り返
します。

6. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。

7. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

ホット・スワップ AC 電源機構の取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

重要: ファイル・モジュールには、冗長性を確保するために 2 つの電源機構が備わ
っています。ファイル・モジュールの電源がオンのときに、電源機構を交換しない
でください。ファイル・モジュールに冗長性を提供するため、両方の電源機構が必
要です。電源機構を交換する前にファイル・モジュールの電源をオフにするには、
69ページの『保守アクションを実行するためのファイル・モジュールの取り外し』
の手順に従ってください。

電源機構を取り外すには、以下のステップを実行します。
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ホット・スワップ
23LM 2

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールと周辺装置の電源をオフにします。

3. 取り外す電源機構から電源ケーブルを取り外します。

4. 電源機構のハンドルをつかみます。

5. オレンジ色の解放ラッチを左側に押し、押した状態で保持します。

6. 電源機構を途中までベイから引き出します。

7. 解放ラッチを解放し、電源機構を支えて、ベイから全体を引き出します。

8. 電源機構の返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指示に従い、提
供されている配送用の梱包材を使用してください。

ホット・スワップ AC 電源機構の取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

ファイル・モジュールは、最大 2 個のホット・スワップ AC 電源機構をサポート
します。

以下の注記には、サーバーがサポートする電源機構のタイプと、電源機構を取り付
けるときに考慮する必要があるその他の情報が記載されています。

v 取り付けるデバイスがサポートされていることを確認します。サーバーでサポー
トされているデバイスのリストについては、を参照してください。

v 追加の電源機構の取り付け、あるいは異なるワット数の電源機構との交換を行う
前には、IBM Power Configurator ユーティリティーを使用して現行のシステム電
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力使用量を確認してください。詳しい情報およびユーティリティーのダウンロー
ドについては、http://www-03.ibm.com/systems/bladecenter/resources/powerconfig.html

にアクセスしてください。

v サーバーには、電源機構ベイ 1 に接続する 1 個のホット・スワップ 12 V 出力
電源機構が付属しています。入力電圧は、110 V AC または 220 V AC の自動
検知です。

v サーバー内で 460 ワットの電源機構と 675 ワットの電源機構、高効率電源機構
と高効率ではない電源機構、あるいは AC 電源機構と DC 電源機構を混用する
ことはできません。

v 以下の情報は、サーバーに 460 ワットの電源機構を取り付けた場合に適用されま
す。

– 電力使用量の合計が 400 ワットを超え、サーバーに作動可能な 460 ワットの
電源機構が 1 個しかない場合、警告メッセージが生成されます。この場合、
サーバーは通常の状態で稼働を続けます。サーバーにその他のコンポーネント
を取り付ける前に、もう 1 個の電源機構を取り付ける必要があります。

– 電力使用量の合計が電源機構の出力容量の合計を超えると、サーバーは自動的
にシャットダウンします。

– Setup ユーティリティーで電源キャッピング機能を使用可能にすることで、サ
ーバー内の電力使用量を制御およびモニターすることができます (IBM

Storwize V7000 Unified インフォメーション・センターの「System x3650 のト
ラブルシューティング」で入手可能な『Setup ユーティリティー』の情報を参
照)。

次の表は、サーバーに 460 ワットの電源機構を取り付けた場合のシステム状況を
示しています。

表 32. 460 ワットの電源機構が取り付けられたシステム状況

システム電力使用量
の合計 (ワット単位)

取り付け済みの 460 ワットの電源機構の数

1 つ 2 つ 2 つ (1 つに障害)

< 400 正常 正常、予備電源 正常

400 ~ 460 正常、警告状況 正常、予備電源 正常、警告状況

> 460 システム・シャット
ダウン

正常 システム・シャット
ダウン

v 電源機構 1 はデフォルト/1 次の電源機構です。電源機構 1 が障害を起こした場
合、直ちに電源機構を交換する必要があります。

v 冗長性を得るためにオプションの電源機構を注文できます。

v これらの電源機構は、並列操作用に設計されています。電源機構障害が発生する
と、予備の電源機構がシステムへの電力供給を行います。このサーバーは、最大
2 個の電源機構をサポートします。

v ホット・スワップ DC 電源機構の取り付け方法については、DC 電源機構に付属
の資料を参照してください。

安全 8
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注意:
電源機構 (パワー・サプライ) のカバーまたは次のラベルが貼られている部分のカバ
ーは決して取り外さないでください。

このラベルが貼られているコンポーネントの内部には、危険な電圧、強い電流が流
れています。これらのコンポーネントの内部には、保守が可能な部品はありませ
ん。これらの部品に問題があると思われる場合はサービス技術員に連絡してくださ
い。

ホット・スワップ
23LM 2

重要: 通常稼働中は、適切な冷却のために、各電源機構ベイに電源機構または電源
機構フィラーのいずれかを取り付けておく必要があります。

AC 電源機構を取り付けるには、次のステップを実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. 保持ラッチがカチッと音がして所定の場所に収まるまで、AC 電源をベイ内にス
ライドさせます。

3. 新しい AC 電源装置の電源コードを、電源装置の電源コード・コネクターに接
続します。
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次の図は、ファイル・モジュール背面の電源機構コネクターを示しています。

23コード・
コネクター

4. 電源コードはファイル・モジュール背面のケーブル・マネジメント・アームを通
して配線し、ファイル・モジュールをラックから出し入れするときに誤って電源
コードが抜けないようにします。

5. 電源コードは、正しく接地されている電源コンセントに接続してください。

6. 電源機構のエラー LED が点灯していないこと、および電源機構の DC 電源
LED と AC 電源 LED が点灯していて電源機構が正しく動作していることを示
していることを確認します。

オペレーター情報パネル・アセンブリーの取り外し
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

オペレーター情報パネル・アセンブリーを取り外すには、次の手順を実行します。

オペレーター$%パネル ��ボタン

リボン・ケーブル

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。
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3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. オペレーター情報パネル・アセンブリーの後部からケーブルを取り外します。

6. ファイル・モジュールの中に手を伸ばして、解放タブを押します。解放タブを押
し下げたまま、アセンブリーをファイル・モジュール前方に向けて押します。

7. ファイル・モジュール前面から慎重にオペレーター情報パネル・アセンブリーを
引き出し、ファイル・モジュールから取り外します。

8. オペレーター情報パネル・アセンブリーの返却を求められている場合は、梱包に
関するすべての指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してくださ
い。

オペレーター情報パネル・アセンブリーの取り付け
以下は、Tier 1 のお客様による交換が可能な部品 (CRU) の手順です。IBM が Tier

1 と指定する CRU の交換は、お客様ご自身の責任で行っていただきます。お客様
の要請により IBM が Tier 1 CRU の導入を行った場合は、その料金を請求させて
いただきます。これらの装置の交換を IBM に依頼できるように、保守契約を購入
できます。

このタスクについて

交換用のオペレーター情報パネル・アセンブリーを取り付けるには、次の手順を実
行します。

オペレーター$%パネル ��ボタン

リボン・ケーブル

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. オペレーター情報パネル・アセンブリーを、カチッと音を立てて所定の位置に収
まるまでサーバー内にスライドさせます。

3. サーバーの内部で、オペレーター情報パネル・アセンブリーの背面にケーブルを
接続します。

4. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。
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5. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

6. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファイ
ル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源制
御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

マイクロプロセッサーおよびヒートシンクの取り外し
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

このタスクについて

重要:

v マイクロプロセッサーとヒートシンク上の熱伝導グリースが何とも接触しないよ
うにご注意ください。 熱伝導グリースがどの表面とも接触すると、熱伝導グリー
スとマイクロプロセッサー・ソケットが傷つく可能性があります。

v 取り付けまたは取り外し時にマイクロプロセッサーを落とすと、コンタクト部分
が損傷する可能性があります。

v マイクロプロセッサーのコンタクト部分を触らないでください。マイクロプロセ
ッサーを取り扱う場合は、そのエッジのみを触ります。 また、マイクロプロセッ
サーのコンタクト部分に汚染物質 (作業者の手の油など) が付くと、そのコンタク
トとソケット間で接続障害が発生する可能性もあります。

マイクロプロセッサーとヒートシンクを取り外すには、以下のステップを行いま
す。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. サーバーおよび周辺装置の電源をオフにしてから、電源コードおよびすべての
外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照して
ください)。

4. 取り外すマイクロプロセッサーに応じて、必要な場合は以下のコンポーネント
を取り外します。

v マイクロプロセッサー 1: PCI ライザー・カード・アセンブリー 1 および
DIMM エア・バッフル ( 125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリ
ーの取り外し』および 117ページの『DIMM エア・バッフルの取り外し』
の説明を参照)

注: マイクロプロセッサーが 2 つある場合は、まず PCI ライザー・カー
ド・アセンブリー 2 およびマイクロプロセッサー 2 エア・バッフルを取り
外す必要があります ( 125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリー
の取り外し』および 114ページの『マイクロプロセッサー 2 エア・バッフ
ルの取り外し』の説明を参照)。
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v マイクロプロセッサー 2: PCI ライザー・カード・アセンブリー 2 およびマ
イクロプロセッサー 2 エア・バッフル ( 125ページの『PCI ライザー・カー
ド・アセンブリーの取り外し』および 114ページの『マイクロプロセッサー
2 エア・バッフルの取り外し』の説明を参照)。.

5. ヒートシンク解放レバーを開いて、完全な開位置にします。 図 39 を参照。

6. ヒートシンクを持ち上げてサーバーから取り外します。ヒートシンクがマイク
ロプロセッサーに張り付いている場合、ヒートシンクを少し前後にひねって引
き離します。取り外した後、ヒートシンクの側面を下にして、きれいな平らな
表面に置きます。

7. マイクロプロセッサー保持ラッチを解放します。このためには、ラッチの端を
押し下げて、横に動かし、開いた (上) 位置に解放します。 図 40 を参照。

注: 保持ラッチには張力がかかっているため、保持ラッチを外したり掛けたり
する場合には注意が必要です。

8. マイクロプロセッサーのブラケット・フレームの上端にあるタブを持ち上げ
て、フレームを開きます。ブラケット・フレームを開位置に保持します。

9. マイクロプロセッサーを慎重に真っすぐ上に持ち上げ、ソケットから取り出し
て、帯電防止面に置きます。

ijブラケット

マイクロプロセッサー

ヒートシンク
��レバー

ロック・タブ

s
o
n
a
s
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図 39. ヒートシンク解放レバー

マイクロプロセッサーマイクロプロセッサー・
ブラケット・
フレーム
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図 40. マイクロプロセッサー解放ラッチ
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10. マイクロプロセッサーの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての
指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

マイクロプロセッサーおよびヒートシンクの取り付け
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

このタスクについて

マイクロプロセッサーに付属の資料を読んで、IBM System x サーバー・ファーム
ウェアの更新が必要であるかどうかを判断してください。最新レベルのサーバー・
ファームウェアをダウンロードするには、以下のステップを実行します。

1. http://www.ibm.com/systems/support/ にアクセスします。

2. 「Product support」で「System x」をクリックします。

3. 「Popular links」で「Software and device drivers」をクリックします。

4. 「System x3650 M2」をクリックして、サーバーのダウンロード可能ファイルの
マトリックスを表示します。

重要:

v 始動 (ブート) マイクロプロセッサーは、必ず、システム・ボードのマイクロプロ
セッサー・コネクター 1 に取り付ける必要があります。

v 正確なサーバーの稼働を確保するために、互換性のあるマイクロプロセッサーを
使用していること、およびマイクロプロセッサー 2 用に DIMM をもう 1 つ取
り付けていることを確認してください。

v このサーバーでは、異なるステッピング・レベルのマイクロプロセッサーがサポ
ートされます。異なるステッピング・レベルのマイクロプロセッサーを取り付け
る場合、マイクロプロセッサー・コネクター 1 またはコネクター 2 のどちらに
マイクロプロセッサーを取り付けても問題ありません。

v いったん取り外したマイクロプロセッサーを取り付ける場合は、そのマイクロプ
ロセッサーを、必ず元のヒートシンクまたは新しい交換用ヒートシンクと組み合
わせて使用してください。別のマイクロプロセッサーで使用していたヒートシン
クを再利用しないでください。熱伝導グリースの塗り方が異なる可能性があるた
め、伝導性に影響することがあります。

v 新しいヒートシンクを取り付ける場合は、新しいヒートシンクの底面の熱伝導材
から保護材を取り外します。

v 熱伝導グリースが付属していなかった新規ヒートシンク・アセンブリーを取り付
ける場合は、 183ページの『熱伝導グリースの除去と交換』を参照して、熱伝導
グリースを塗布する手順を確認してください。その後、この手順のステップこの
手順のステップ 2 に進みます。

v 汚れた熱伝導グリースが付いたヒートシンクを取り付ける場合は、 183ページの
『熱伝導グリースの除去と交換』を参照して熱伝導グリースの交換手順を確認し
てください。その後、この手順のステップこの手順のステップ 2 に進みます。

新規または交換用のマイクロプロセッサーを取り付けるには、次のステップを実行
してください。次の図は、システム・ボードにマイクロプロセッサーを取り付ける
方法を示しています。
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注: 分かりやすくするため、次の図ではいくつかのコンポーネントを省略していま
す。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. マイクロプロセッサーが入った静電気防止パッケージを、サーバー上の塗装さ
れていない任意の金属面に接触させるようにします。その後、パッケージから
マイクロプロセッサーを取り外します。

3. ソケットのマイクロプロセッサー解放レバーを閉じたロック位置から、完全に
開いた位置に止まるまで回転させます。

重要:

v マイクロプロセッサーのコンタクト部分を触らないでください。マイクロプ
ロセッサーを取り扱う場合は、そのエッジのみを触ります。また、マイクロ
プロセッサーのコンタクト部分に汚染物質 (作業者の手の油など) が付くと、
そのコンタクトとソケット間で接続障害が発生する可能性もあります。

v マイクロプロセッサーは慎重に取り扱います。 取り付けまたは取り外し時に
マイクロプロセッサーを落とすと、コンタクト部分が損傷する可能性があり
ます。

v マイクロプロセッサーをソケットに押し込むときは、力を入れすぎないよう
にしてください。

v レバーを閉じる前に、マイクロプロセッサーが正しい方向と正しい位置でソ
ケットに取り付けられていることを確認してください。図 41 を参照。

4. マイクロプロセッサーの下部にプラスチック製の保護カバーがある場合は、そ
れを慎重に取り外します。
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図 41. マイクロプロセッサーの位置合わせ
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5. 新しいマイクロプロセッサーに付属するマイクロプロセッサー取り付けツール
を見つけます。

6. 取り付けツールのハンドルを左回りに回転させ、ハンドルを開いた位置にしま
す。

7. マイクロプロセッサー取り付けツール上の三角の位置合わせマークを、マイク
ロプロセッサー上の三角の位置合わせマークと位置合わせします。次に、マイ
クロプロセッサーを取り付けツールの底面と合わせ、ツールがマイクロプロセ
ッサーを正しくつかむことができるようにします。

8. 取り付けツールのハンドルを右回りに回転させ、マイクロプロセッサーをツー
ルに固定します。

注: マイクロプロセッサー取り付けツールのハンドルを回転させると、マイク
ロプロセッサーを取り出す (はずす) ことができます。

ハンドル

WりYけ
ツール

マイクロプロセッサー

9. マイクロプロセッサー・ソケットの上で、マイクロプロセッサー取り付けツー
ルを慎重に位置合わせします。マイクロプロセッサー・ツールのハンドルを左
回りに回転させ、マイクロプロセッサーをソケットに挿入します。

重要: マイクロプロセッサーとソケットは一方向しか合いません。ソケットの
ピンの損傷を避けるために、マイクロプロセッサーをソケットにまっすぐに下
ろして置く必要があります。ソケット上のピンは、壊れやすくなっています。
ピンを損傷した場合、システム・ボードの交換が必要になる場合があります。
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10. マイクロプロセッサーのブラケット・フレームを閉じます。

11. マイクロプロセッサー解放レバーを慎重に閉じて閉位置にし、マイクロプロセ
ッサーをソケット内に固定します。

12. ヒートシンクをマイクロプロセッサーに取り付けます。

重要: プラスチック・カバーを取り外した後は、ヒートシンクの底部にある熱
伝導グリースに触ったり、ヒートシンクを下に置いたりしないでください。熱
伝導グリースに触ると、それを汚染させることになります。

図 42 は、ヒートシンクの底面を示しています。

13. ヒートシンク解放レバーが開いた位置にあることを確認します。

14. ヒートシンクの下部からプラスチックの保護カバーを取り外します。

15. 新規のヒートシンクに熱伝導グリースが付属していなかった場合は、 183ペー
ジの『熱伝導グリースの除去と交換』で説明しているとおりに、ヒートシンク
を取り付ける前にマイクロプロセッサーに熱伝導グリースを塗布する必要があ
ります。

16. 熱伝導グリースが付いた面を下にして、ヒートシンクをマイクロプロセッサー
上で位置合わせします。 183ページの図 43 を参照。
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図 42. ヒートシンクの底面
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17. ヒートシンクのフランジを保持ブラケットの開口部にスライドさせて入れま
す。

18. ヒートシンクがしっかり装着されるまでしっかりと押し下げます。

19. ヒートシンク解放レバーを閉じた位置に回転させ、ロック・タブの下に掛けま
す。

20. マイクロプロセッサーおよびヒートシンクの取り外しで取り外したコンポーネ
ントを再取り付けします。

v マイクロプロセッサー 1: DIMM エア・バッフルおよび PCI ライザー・カ
ード・アセンブリー 1 ( 119ページの『DIMM エア・バッフルの取り付け』
および 126ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーの取り付け』の
説明を参照)

v マイクロプロセッサー 2: マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルおよび
PCI ライザー・カード・アセンブリー 2 ( 116ページの『マイクロプロセッ
サー 2 エア・バッフルの取り付け』および 126ページの『PCI ライザー・
カード・アセンブリーの取り付け』の説明を参照)

21. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照して
ください)。

22. サーバーをスライドさせてラックに入れます。

23. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファ
イル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源
制御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

熱伝導グリースの除去と交換
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

このタスクについて

マイクロプロセッサーまたは熱交換器の損傷または汚染した熱伝導グリースを取り
替えるには、以下の手順を実行します。

ijブラケット

マイクロプロセッサー

ヒートシンク
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図 43. マイクロプロセッサーの上でのヒートシンクの位置合わせ
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手順
1. ヒートシンク・アセンブリーを清潔な作業面に置きます。

2. クリーニング・パッドをパッケージから取り外して、完全に開きます。

3. クリーニング・パッドを使用して、熱交換器の底に付いた熱伝導グリースをふき
取ります。

注: 熱伝導グリースを完全に除去してください。

4. クリーニング・パッドのきれいな部分を使用して、マイクロプロセッサーから熱
伝導グリースを拭き取ります。熱伝導グリースがすべて除去された後で、クリー
ニング・パッドを廃棄してください。

マイクロプロセッサー

0.02 mLの|}~グリース

5. 熱伝導グリース用の注射器を使用して、マイクロプロセッサーの上部に等間隔で
9 カ所に 0.02 mL ずつのグリースを点状に置きます。

注: 注射器の 1 目盛りが 0.01mL です。グリースを適切に使用すると、注射器
に約半分 (0.22 mL) のグリースが残ります。

6. 179ページの『マイクロプロセッサーおよびヒートシンクの取り付け』の手順の
ステップ 9 に進みます。

ヒートシンク保持モジュールの取り外し
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

このタスクについて

ヒートシンク保持モジュールを取り外すには、以下のステップを実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。
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3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. 取り外すマイクロプロセッサーに応じて、必要な場合は以下のコンポーネントを
取り外します。

v マイクロプロセッサー 1: PCI ライザー・カード・アセンブリー 1 および
DIMM エア・バッフル ( 125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリ
ーの取り外し』および 117ページの『DIMM エア・バッフルの取り外し』の
説明を参照)

注: マイクロプロセッサーが 2 つある場合は、まず PCI ライザー・カード・
アセンブリー 2 およびマイクロプロセッサー 2 エア・バッフルを取り外す必
要があります ( 125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーの取り外
し』および 114ページの『マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルの取り外
し』の説明を参照)。

v マイクロプロセッサー 2: PCI ライザー・カード・アセンブリー 2 およびマ
イクロプロセッサー 2 エア・バッフル ( 125ページの『PCI ライザー・カー
ド・アセンブリーの取り外し』および 114ページの『マイクロプロセッサー
2 エア・バッフルの取り外し』の説明を参照)。

マイクロプロセッサーマイクロプロセッサー・
ブラケット・フレーム

マイクロプロセッサー
��ラッチ

次のステップでは、再取り付けのために、各ヒートシンクをそれぞれのマイク
ロプロセッサーと組み合わせて保管してください。

6. ヒートシンクおよびマイクロプロセッサーを取り外します ( 177ページの『マイ
クロプロセッサーおよびヒートシンクの取り外し』の説明を参照してくださ
い)。

7. ヒートシンク保持モジュールをシステム・ボードに固定している 4 個のねじを
取り外します。次に、ヒートシンク保持モジュールをシステム・ボードから持ち
上げます。
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8. ヒートシンク保持モジュールの返却を求められている場合は、梱包に関するすべ
ての指示に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

ヒートシンク保持モジュールの取り付け
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

このタスクについて

ヒートシンク保持モジュールを取り付けるには、次の手順を完了します。

手順
1. ヒートシンク保持モジュールをシステム・ボード上のマイクロプロセッサーの位
置に配置します。

2. モジュールをシステム・ボードに固定する 4 個のねじを取り付けます。

重要: 必ず、各ヒートシンクを、対になっているマイクロプロセッサーと共に
取り付けてください。

3. マイクロプロセッサー、ヒートシンク、および適切なエア・バッフルを取り付け
ます (マイクロプロセッサーおよびヒートシンクの取り付けの説明を参照)。

4. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照してく
ださい)。

5. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

6. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファイ
ル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源制
御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。
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システム・ボードの取り外し
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

始める前に

注: システム・ボードを交換する場合は、最新のファームウェアを使用してサーバ
ーを更新するか、または既存のファームウェア (お客様がディスケットまたは CD

イメージで用意します) を復元してください。作業を先に進める前に、最新のファ
ームウェアまたは既存のファームウェアのコピーが手元にあることを確認してくだ
さい。

このタスクについて

システム・ボードを取り外すには、以下のステップを実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiペー
ジの『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの
『取り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. システム・ボードを取り外す前に PCI スロット設定を照会して記録し、交換後
に設定を再適用できるようにするには、以下の Advanced Settings ユーティリテ
ィー (ASU) コマンドを使用します。

# asu show all --kcs | grep uEFI.PCIeGenSelection
uEFI.PCIeGenSelection.1=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.10=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.11=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.12=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.13=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.14=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.15=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.16=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.2=Gen1
uEFI.PCIeGenSelection.3=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.4=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.5=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.6=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.7=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.8=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.9=Gen2

第 4 章 ファイル・モジュール 187



一部の PCI スロットは、デフォルトの値 Gen2 ではなく、値 Gen1 に設定さ
れていることがあります。そのスロットで同じカードを再使用するには、交換
手順で新しいシステム・ボードの設定を変更する必要があります。

3. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コ
ードおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

4. サーバーから外すのに必要なだけ、電源機構をサーバー背面から引き出しま
す。

5. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサ
ーバーをラック・エンクロージャーから引き出します。

6. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照して
ください)。

7. 125ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーの取り外し』で説明され
ているとおりに、アダプターが入っている PCI ライザー・カード・アセンブリ
ーを取り外します。

v PCI 拡張スロット 1 または 2 からアダプターを取り外す場合、PCI ライザ
ー・カード・アセンブリー 1 を取り外します。

v PCI 拡張スロット 3 または 4 からアダプターを取り外す場合、PCI ライザ
ー・カード・アセンブリー 2 を取り外します。

8. 140ページの『SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリーの
取り外し』で説明されているとおりに、SAS コントローラー・アセンブリー
(SAS ライザー・カードを含む) をサーバーから取り外します。

9. イーサネット・ドーター・カードがサーバーに取り付けられている場合は、取
り外します。

10. 仮想メディア・キーがサーバーに取り付けられている場合は、 123ページの
『IBM 仮想メディア・キーの取り外し』の説明に従って取り外します。

11. DIMM エア・バッフルを取り外します ( 117ページの『DIMM エア・バッフル
の取り外し』の説明を参照してください)。

12. マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルを取り外します ( 114ページの『マイ
クロプロセッサー 2 エア・バッフルの取り外し』の説明を参照してくださ
い)。

13. 164ページの『メモリー・モジュールの取り外し』で説明されているように、
すべての DIMM を取り外して、それらを再取り付けするために平坦で静電気
保護された表面に置きます。

重要: DIMM を取り外す前に、どの DIMM がどのコネクターに取り付けられ
ているかを書き留めてください。交換したシステム・ボードに、これらを同じ
構成で取り付ける必要があります。

14. ファンを取り外します ( 168ページの『ホット・スワップ・ファンの取り外
し』の説明を参照してください)。

15. ファン・ブラケットを取り外します ( 120ページの『ファン・ブラケットの取
り外し』の説明を参照してください)。

16. システム・ボードからすべてのケーブルを切り離します。
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重要: 次に行うステップでは、熱伝導グリースが他のものに接触しないように
注意し、また再取り付けを行うときのために、各ヒートシンクとそのマイクロ
プロセッサーの組み合わせを維持してください。熱伝導グリースが何らかの表
面と接触すると、熱伝導グリースとマイクロプロセッサー・ソケットが損傷す
る可能性があります。マイクロプロセッサーとその元のヒートシンクが一致し
ない場合、代わりに新しいヒートシンクを取り付けなければならないことがあ
ります。

17. 177ページの『マイクロプロセッサーおよびヒートシンクの取り外し』で説明
されているように、それぞれのマイクロプロセッサー・ヒートシンクおよびマ
イクロプロセッサーを取り外し、それらを再取り付けするために平坦で静電気
保護された表面に置きます。

18. ファン・ケージの両側にある 2 つのシステム・ボード解放ラッチを押し込んで
持ち上げます。

19. システム・ボードを前方にスライドさせ、電源機構から離れる方向に傾けま
す。リフト・ハンドルを使用して、システム・ボードを持ち上げてサーバーか
ら取り外します。

20. システム・ボードの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指示
に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

システム・ボードの取り付け
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

始める前に

システム・ボードを交換する際には、マイクロプロセッサーの取り外し、交換が必
要になります。この作業を正しく実行するために、アルコール拭き取り布 (部品番
号 59P4739) と熱伝導グリース (部品番号 41Y9292) が使用可能であることを確認し
てください。これらの部品をまだ持っていない場合は、別途注文してください。

このタスクについて

システム・ボードを再取り付けするには、以下のステップを実行します。
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手順
1. イーサネット・ドーター・カードを取り付けます。

2. 図に示すように、システム・ボードを傾けて位置合わせし、水平になるまで下
方に倒して、サーバーの後部に向かってスライドさせます。

3. 187ページの『システム・ボードの取り外し』のステップ 16 (188ページ) で切
り離したケーブルをシステム・ボードに再接続します。

サーバーのコンポーネントを再度組み立てる場合、余分な圧力がかからないよ
うにすべてのケーブルを注意深く経路指定してください。

4. システム・ボード解放ラッチが音を立てて所定の位置に収まるまで、ラッチを
サーバーの後部に向かって回転させます。

5. ファンを交換します ( 170ページの『ホット・スワップ・ファンの取り付け』
の説明を参照してください)。

6. 各マイクロプロセッサーを、一致するヒートシンクと共に取り付けます ( 179

ページの『マイクロプロセッサーおよびヒートシンクの取り付け』の説明を参
照)。

この手順では、古い熱伝導グリースを除去して、新しいグリースの層を塗布す
る方法を説明しています。

7. DIMM を取り付けます ( 165ページの『メモリー・モジュールの取り付け』の
説明を参照してください)。

8. エア・バッフルを取り付けます ( 119ページの『DIMM エア・バッフルの取り
付け』および 114ページの『マイクロプロセッサー 2 エア・バッフルの取り
外し』の説明を参照)。

9. SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリーを取り付けます
( 142ページの『SAS ライザー・カードおよびコントローラー・アセンブリーの
取り付け』の説明を参照)。

10. PCI ライザー・カード・アセンブリーおよびすべてのアダプターを取り付けま
す ( 126ページの『PCI ライザー・カード・アセンブリーの取り付け』の説明
を参照)。

11. カバーを取り付けます ( 106ページの『カバーの取り付け』の説明を参照して
ください)。

12. 電源機構をサーバーの中に押して戻します。

13. ファイル・モジュールをスライドさせてラックに入れます。

14. 外部ケーブルを再接続してから、電源コードを再接続し、周辺装置およびファ
イル・モジュールの電源をオンにします。

注: ファイル・モジュールの電源コードを電源コンセントに接続した後、電源
制御ボタンがアクティブになるまで、約 2.5 分待つ必要があります。

15. システム・ボードを交換する場合、 324ページの『System x ファームウェア
(BIOS) 設定の復元』で説明しているように、サーバー・ファームウェアを更新
します。

16. 修復中のファイル・モジュールのモジュール端末アプリケーションから、次の
Advanced Settings ユーティリティー (ASU) コマンドを発行して、新しいシス
テム・ボードのシリアル番号と製品名を再設定します。
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asu set SYSTEM_PROD_DATA.SysInfoSerialNum KQ3497D --kcs
asu set SYSTEM_PROD_DATA.SysInfoProdName 7947PCV --kcs

KQ3497D を、ファイル・モジュールのシリアル番号に置き換えてください。

7947PCV を、ファイル・モジュールのシステム・タイプに置き換えてくださ
い。

17. 影響を受ける管理ファイル・モジュールの端末アプリケーションから、次の
ASU コマンドを発行して、ブート順序を設定します。

asu set BootOrder.BootOrder "Legacy Only=CD/DVD Rom=Floppy Disk=PXE Network=Hard Disk 0"

次のコマンドを発行して、ブート順序が正しく設定されていることを確認しま
す。

asu show BootOrder.BootOrder

例:

[root@PFESONAS1.mgmt001st001 ~]# asu show BootOrder.BootOrder
IBM Advanced Settings Utility version 3.62.71B
Licensed Materials - Property of IBM
(C) Copyright IBM Corp. 2007-2010 All Rights Reserved
Successfully discovered the IMM via SLP.
Discovered IMM at IP address 169.254.95.118
Connected to IMM at IP address 169.254.95.118
BootOrder.BootOrder=Legacy Only=CD/DVD Rom=Floppy Disk=PXE Network=Hard Disk 0

18. 影響を受ける管理ファイル・モジュールの端末アプリケーションから、
Advanced Settings ユーティリティー (ASU) を使用して、インターフェース・
ファイル・モジュールの PCI スロットの設定を確認します。

# asu show all --kcs | grep uEFI.PCIeGenSelection
uEFI.PCIeGenSelection.1=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.10=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.11=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.12=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.13=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.14=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.15=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.16=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.2=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.3=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.4=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.5=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.6=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.7=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.8=Gen2
uEFI.PCIeGenSelection.9=Gen2

デフォルトで、交換用システム・ボードでは、システム・ボードのすべての
PCI スロットが Gen2 に設定されています。

アダプターに Gen1 の設定が必要であるために以前のアダプターが電源オン自
己診断テスト (POST) で認識されない場合、問題が発生することがあります。

元のシステム・ボードでのスロットの設定と同じように新しいシステム・ボー
ドでもスロットを設定して、このような問題を回避するには、システム・ボー
ドを取り外す前に記録した設定の情報を使用してください。
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該当する設定値を Gen2 から Gen1 に変更するには、ASU を使用します。例
えば、修復中のファイル管理モジュールでスロット 2 を Gen1 に設定する必要
がある場合、の端末アプリケーション修復中のファイル管理モジュールから次
のコマンドを発行します。

asu set uEFI.PCIeGenSelection.2 Gen1 --kcs

ファイル・モジュールで uEFI.PCIeGenSelection 設定を変更する必要がある場合
は、新しい設定を有効にするために、ファイル・モジュールをリブートする必
要があります。

240 VA 安全カバーの取り外し
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

このタスクについて

240 VA 安全カバーを取り外すには、次のステップを実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールを安全に使用するには、 xiページ
の『安全について』、 xiiiページの『安全上の注記』、および 73ページの『取
り付けのガイドライン』の安全上の注意をお読みください。

2. ファイル・モジュールおよび周辺装置の電源をオフにしてから、両方の電源コー
ドおよびすべての外部ケーブルにラベルを付けて切り離します。

3. 左側と右側のラッチを押し下げ、両方のスライド・レールがロックするまでサー
バーをラック・エンクロージャーから引き出します。

4. カバーを取り外します ( 105ページの『カバーの取り外し』の説明を参照してく
ださい)。

5. SAS ライザー・カード・アセンブリーを取り外します。SAS ライザー・カード
およびコントローラー・アセンブリーの取り外しを参照してください。

6. 安全カバーからねじを取り外します。 193ページの図 44 を参照。
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7. 安全カバーの前面にあるコネクターから、ハード・ディスク・バックプレーンの
電源ケーブルを切り離します。

8. カバーを前方にスライドさせてシステム・ボードから離し、持ち上げてサーバー
から取り外します。

9. 240 VA 安全カバーの返却を求められている場合は、梱包に関するすべての指示
に従い、提供されている配送用の梱包材を使用してください。

240 VA 安全カバーの取り付け
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

このタスクについて

240 VA 安全カバーを取り付けるには、次のステップを実行します。

手順
1. 安全カバーの下部にあるタブを、システム・ボード上のスロットに位置合わせし
て挿入します。 194ページの図 45 を参照。

ねじ

��カバー

^_`わせ
タブ

s
o
n
a
s
2
1
1

図 44. 240 VA 安全カバー
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2. 安全カバーが固定されるまでサーバー後方にスライドさせます。

3. ハード・ディスク・バックプレーンの電源ケーブルを安全カバーの前面にあるコ
ネクターに接続します。

4. 安全カバーにねじを取り付けます。

5. SAS ライザー・カード・アセンブリーを取り付けます。

6. サーバーのカバーを取り付けます。

7. サーバーをスライドさせてラックに入れます。

8. 外部ケーブルを再接続します。次に電源コードを再接続して、周辺装置およびサ
ーバーの電源をオンにします。

マシン・タイプ、モデル、およびシリアル番号の設定
以下は、現場交換可能ユニット (FRU) の手順です。FRU の取り付け作業は、トレ
ーニングを受けたサービス技術員のみが行う必要があります。

このタスクについて

ASU パッケージは、Storwize V7000 Unified コードの一部です。認定サービス担当
員は、ASU をファイル・モジュールのコマンド行インターフェース (CLI) から使用
することができます。 ASU を使用して、統合管理モジュール (IMM) ベースの
Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールの選択した設定を変更します。

ラップトップ (許可されている場合)または Storwize V7000 Unified がインストール
されているファイル・モジュールから、リモートで ASU を使用することができま
す。

手順
1. CLI から Storwize V7000 Unified システムにアクセスしてログインします。
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図 45. 240 VA 安全カバー
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2. 次のコマンドを発行して、マシン・タイプおよびモデルの現行設定を表示しま
す。

asu show SYSTEM_PROD_DATA.SysInfoProdName

3. Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールで ASU コマンドを発行して、次
のようにマシン・タイプおよびモデルを設定します。

asu set SYSTEM_PROD_DATA.SysInfoProdName 2073-700

4. 次のコマンドを発行して、マシン・タイプおよびモデルを正しく設定したことを
確認します。

asu show SYSTEM_PROD_DATA.SysInfoProdName

5. 次のコマンドを発行して、シリアル番号の現行設定を表示します。

asu show SYSTEM_PROD_DATA.SysInfoSerialNum

6. Storwize V7000 Unified ノードで以下の ASU コマンドを発行して、シリアル番
号を設定します。

asu set SYSTEM_PROD_DATA.SysInfoSerialNum xxxxx

コマンドの変数 xxxxx は、シリアル番号を表しています。

7. 次のコマンドを発行して、シリアル番号を正しく設定したことを確認します。

asu show SYSTEM_PROD_DATA.SysInfoSerialNum

サーバー IMM インターフェースのリセット/リブート方法
このタスクについて

ファイル・モジュール上の IMM インターフェースのリセット/リブートを開始する
には、この手順を使用します。このアクションは、システム操作を中断するもので
はありませんが、障害状態を除去するために指示された場合にのみ使用してくださ
い。

注: この手順を行うには、ファイル・モジュール・ノードへの root アクセス権限が
必要です。

手順
1. root を使用して、アクティブ管理ファイル・モジュールにログインします。

2. これがアクションを必要としているファイル・モジュールである場合は、ステッ
プ 3 に進みます。これが、リセットするファイル・モジュールではない場合
は、次のようにします。

a. ssh <node name> と入力し、Enter を押します。例: ssh mgmt002st001

3. asu rebootimm --kcs と入力し、Enter を押します。

注: Telnet 接続を使用する場合は、resetsp を使用してリブートできます。

a. IMM のリブートが完了するまで待ちます (通常、約 3 分)。リブートが正常
に完了したら、前のコマンドの出力はほぼ次のとおりです。

IBM Advanced Settings Utility version 3.62.71B
Licensed Materials - Property of IBM
(C) Copyright IBM Corp. 2007-2010 All Rights Reserved

Try to connect to the primary node to get nodes number.
Connected via IPMI device driver (KCS interface)
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Connected to primary node.
Nodes number is 1
Unable to locate a script required to set up LAN-over-USB device, tried location cdc_interface.sh

Connect to imm to reboot.
Issuing reset command to imm.
Checking if the imm has reset yet. (attempt 0)
imm has started the reset.
Disconnect from imm

b. IMM が完全にリブートするまで約 2 分間待ってください。

ファイル・モジュール・ソフトウェアの問題
このセクションは、ファイル・モジュール・ソフトウェアの問題を特定して解決す
る上で役立ちます。

このタスクについて

論理装置と物理ポートの位置
次の表を使用して、論理装置、使用されるファイル・モジュール役割、および物理
的な位置の識別に役立てます。

表 33. Storwize V7000 Unified 論理装置と物理ポートの位置
論理イーサネット
装置名 装置記述 物理的な位置情報

mgmtsl0_0 ファイル・モジュール間の内部接続 ポート 1 - 標準装備の xSeries イーサネット・ポート

mgmtsl0_1 ファイル・モジュール間の内部接続 ポート 2 - 標準装備の xSeries イーサネット・ポート

ethXsl0_0 1 Gbps のお客様ネットワーク ポート 3 - 標準装備の xSeries イーサネット・ポート

ethXsl0_1 1 Gbps のお客様ネットワーク ポート 4 - 標準装備の xSeries イーサネット・ポート

ethXsl1_0 10 Gbps お客様ネットワーク ポート 1 / 10GbE Converged Network Adapter

ethXsl1_1 10 Gbps お客様ネットワーク ポート 2 / 10GbE Converged Network Adapter

管理ノードの役割のフェイルオーバー手順
次の手順では、管理サービスを再開するか、アクティブ管理ノードの役割をホステ
ィングする ファイル・モジュールからパッシブ管理ノードの役割をホスティングす
るファイル・モジュールへの管理サービス・フェイルオーバーを開始します。

完了すると、それまでアクティブ管理ノードの役割をホスティングしていたファイ
ル・モジュールがパッシブ管理ノードの役割をホスティングするようになります。
一方、パッシブ管理ノードの役割をホスティングしていたファイル・モジュール
は、アクティブ管理ノードの役割をホスティングするようになります。

注: これらの作業はすべて、CLI admin として構成されたユーザーが行う必要があ
ります。それ以外のユーザーは、この作業を実行することができません。

管理ノードの役割のサービス IP の判別
管理ノードの役割をホスティングするファイル・モジュールのサービス IP アドレ
スを識別するには、この手順を使用します。
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このタスクについて

アクティブ管理ノードに障害が起き、現行の管理 IP が応答しない場合、アクティ
ブ管理ノードの役割をホスティングするファイル・モジュールからパッシブ管理ノ
ードの役割をホスティングするファイル・モジュールへの管理フェイルオーバーを
実行するために、管理ノードの役割をホスティングするファイル・モジュールのサ
ービス IP アドレスが必要になります。

手順
1. 管理ノードの役割をホスティングしているいずれかのファイル・モジュールのル
ート IP への SSH 接続を開くよう試行します。

注: CLI コマンド lsnode を実行します。

v システム構成を表示する lsnode からの出力 (例 1 を参照) を取得している場
合、ステップ 2 に進みます。

v 管理サービスが停止したかまたは稼働していないというメッセージ (例 2 を
参照) が示される場合、ログアウトして、管理ノードの役割をホスティングし
ている他方のファイル・モジュールへのログインを試行します。他のファイ
ル・モジュールが応答しない場合、 198ページの『障害状態における管理ノー
ドの役割のフェイルオーバー手順の実行』 を参照してください。

例 1: lsnode からのシステム構成出力は、次の例のように表示されます。
[root@kq186wx.mgmt001st001 ~]# lsnode
Hostname IP Description Role
mgmt001st001 172.31.8.2 active management node management,interface,storage
mgmt002st001 172.31.8.3 passive management node management,interface,storage

Product version Connection status GPFS status CTDB status Last updated
1.3.0.0-50a OK active active 8/30/11 8:36 PM
1.3.0.0-50a OK active active 8/30/11 8:36 PM

EFSSG1000I The command completed successfully.
[root@kq186wx.mgmt001st001 ~]#

例 2: 管理サービスが稼働していない場合の lsnode の出力は、次の例のように
表示されます。

[root@kq186wx.mgmt002st001 ~]# lsnode
EFSSG0026I Cannot execute commands because Management Service is stopped.
Use startmgtsrv to restart the service.

2. CLI コマンド lsnwmgt を実行して、管理ノードの役割をホスティングしている
ファイル・モジュールのサービス IP アドレスを判別します。次の例のような出
力が表示されます。

[root@kq186wx.mgmt001st001 ~]# lsnwmgt
Interface Service IP Node1 Service IP Node2
ethX0 9.11.137.128 9.11.137.129

Management IP Network Gateway VLAN ID
9.11.137.127 255.255.254.0 9.11.136.1
EFSSG1000I The command completed successfully.

次の表に、コマンドによって識別されるノードの説明を示します。

表 34. ホスト名およびサービス IP 参照

ホスト名 対応するサービス IP 参照

mgmt001st001 サービス IP Node1

mgmt002st001 サービス IP Node2
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「良好な」システムでの管理ノードの役割のフェイルオーバーの実行
2 つのファイル・モジュールが正しく作動していると見なされる時、この手順を使
用してフェイルオーバー・プロセスを完了します。

このタスクについて

2 つのファイル・モジュールが管理サービスに関して正しく作動している場合、次
の手順を使用して、アクティブ管理ノードからパッシブ管理ノードへのフェイルオ
ーバーを完了します。

手順
1. パッシブ管理ノードの役割をホスティングするファイル・モジュールのサービス

IP への SSH 接続を開きます。

必要に応じて、 196ページの『管理ノードの役割のサービス IP の判別』を参照
してください。

2. パッシブ・ノードで管理サービスを開始して、アクティブ管理ノードからの切り
替えを実行するには、startmgtsrv コマンドを実行します。

注: アクティブになったノードから startmgtsrv コマンドを実行する場合、最
初に setcluster コマンドを実行してクラスター環境変数を設定する必要があり
ます。コマンドの実行中に下記のエラー・メッセージが表示される場合、初期化
が完了するまで待ってから、setcluster を再実行してください。

IBM SONAS management service is starting up
EFSSG0654I The Management Service is starting up.

startmgtsrv コマンドが実行された後、システムは次の例のような情報を表示し
ます。

[yourlogon@yourmachine.mgmt002st001 ~]# startmgtsrv
Other node is reachable and its management state is active.
Are you sure? (Y/N)Y
EFSSG0717I Takeover initiated by root - this may take a few minutes
EFSSG0544I Takeover of the management functions from the active
node was successful

タスクの結果

完了すると、それまでアクティブ管理ノードの役割をホスティングしていたファイ
ル・モジュールがパッシブ管理ノードの役割をホスティングするようになります。
一方、パッシブ管理ノードの役割をホスティングしていたファイル・モジュール
は、アクティブ管理ノードの役割をホスティングするようになります。

障害状態における管理ノードの役割のフェイルオーバー手順の実行
このトピックを使用して、障害状態においてファイル・モジュール・フェイルオー
バーを切り分けて実行することができます。
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このタスクについて

「障害状態」とは、アクティブ管理ノードに障害が起きて応答がない場合を指しま
す。この障害は、ファイル・モジュールにアクセスできないこと、CLI コマンドを
実行できないこと、GUI にアクセスできないこと (それらのいずれか、またはすべ
て) によって明らかになります。

注: 管理 IP がアクセス可能で SSH 接続を確立でき CLI タスクを実行できる場合
は、管理フェイルオーバーを実行しないでください。

この問題に対処するには、以下の手順を実行してください。

重要: この手順を実行しても、現行システム状態の原因となった問題を修復するわ
けではありません。この手順では、管理サービスを再開するために、あるいは障害
が起きたファイル・モジュールから他のファイル・モジュール上のパッシブ管理ノ
ードへ管理サービスのフェイルオーバーを行うために、システム・アクセスとトラ
ブルシューティングを提供します。この手順を一度完了したら、この状態の原因と
なった中核の問題を切り分けて修復するために、適切なトラブルシューティング資
料に従ってください。

手順
1. アクティブ管理ノードの役割を持つファイル・モジュールのサービス IP に対
し、SSH 接続を開くよう試行します。を参照してください。接続は成功しまし
たか ?

v はい - 手順 2 に進みます。

v いいえ - 手順 5 (200ページ) に進みます。

2. 接続に成功した場合は、CLI コマンド lsnode を実行して管理サービスが稼働し
ていないか検証し、次に出力を検討します。

v システムが lsnode コマンドの出力を返した場合は、管理サービスはすでに稼
働しています。まだ GUI にアクセスできない場合は、を参照してください。
GUI がアクセス可能である場合は、管理サービスがアクティブ管理ノード上
で正常に稼働しており、フェイルオーバーは必要ありません。フェイルオーバ
ーを開始したい場合は、 198ページの『「良好な」システムでの管理ノードの
役割のフェイルオーバーの実行』を参照してください。

v システムが、管理サービスが稼働していないと返した場合は、次の手順に進み
ます。

注: 管理サービスが稼働していない場合、システムは次の例のような情報を表
示します。

[yourlogon@yourmachine.mgmt002st001 ~]# lsnode
EFSSG0026I Cannot execute commands because Management Service is stopped.
Use startmgtsrv to restart the service.

3. 管理サービスの停止と再始動を試行します。コマンドが完了するまで待ちます。

a. CLI コマンド stopmgtsrv を実行します。

b. CLI コマンド startmgtsrv を実行します。これは、管理サービスの再始動を
行います。

4. コマンドの実行が完了したら、次のようにします。

第 4 章 ファイル・モジュール 199



a. もう一度 CLI コマンド lsnode を実行して、管理サービスが稼働しているか
検証します。システムが、管理サービスが稼働していないと返した場合は、
手順 5 に進みます。

b. lsnode 出力にシステム構成情報が記載されている場合は、GUI にアクセスし
てログインできるか検証します。GUI へのアクセスにまだ問題がある場合
は、を参照してください。

c. 問題が解決したと思われる場合は、手順 5 から 9 を実行しないでくださ
い。その代わり、GUI イベント・ログを使用し、トラブルシューティング資
料に従って、この問題の原因となったソフトウェアまたはハードウェアの問
題の切り分けを行ってください。

重要: 以下の手順は、アクティブ管理ノードが正しく応答しない場合にのみ、
実行してください。これらのステップでは、パッシブ管理ノードの役割をホステ
ィングしているファイル・モジュールで、管理サービスの始動とフェイルオーバ
ーを開始します。

5. パッシブ管理ノードの役割を持つファイル・モジュールのサービス IP およびポ
ートに対して SSH 接続を開きます。 196ページの『管理ノードの役割のサービ
ス IP の判別』を参照してください。

6. CLI コマンド lsnode を実行して、管理サービスの状況を検証します。ファイ
ル・ファイル・モジュールが、管理サービスが稼働していないと返した場合は、
次の手順に進みます。

7. CLI コマンド startmgtsrv を実行します。これにより、パッシブ・ノードで管
理サービスが開始されます。

8. コマンドの実行が完了したら、次のようにします。

a. もう一度 CLI コマンド lsnode を実行して、管理サービスが稼働しているか
検証します。

b. lsnode 出力にシステム構成情報が記載されている場合は、GUI にアクセスし
てログインできるか検証します。GUI へのアクセスにまだ問題がある場合
は、を参照してください。

c. lsnode が、まだ管理サービスが稼働していないという報告を出力した場合
は、IBM に連絡してください。

9. GUI イベント・ログを使用し、管理ノードの役割を持つ障害の起きたファイル・
モジュールに関するトラブルシューティング資料に従って、この問題の原因とな
ったソフトウェアまたはハードウェアの問題の切り分けを行ってください。

CTDB の正常性の確認
以下の情報を使用して、Clustered Trivial Database (CTDB) におけるシステムの正常
性を確認します。

このタスクについて

CTDB は、ストレージ・アクセス、General Parallel File System (GPFS)、ネットワ
ーキング、共通インターネット・ファイル・システム (CIFS)、およびネットワー
ク・ファイル・システム (NFS) などのエレメントをスキャンすることにより、
Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールの正常性状況をチェックします。
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正常でないファイル・モジュールはパブリック・インターネット・プロトコル (IP)

アドレスをサービスすることができず、修正する必要があります。ただし、Storwize

V7000 Unified システムの高可用性機能により、ファイル・モジュールから正常なフ
ァイル・モジュールに IP アドレスをフェイルオーバーすることにより、正常でな
い状況をクライアントに対してマスクすることができます。

ファイル・モジュールノードが正常でない状態の場合、クライアントは IP アクセ
スを失います。管理グラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) で、
「Monitoring」 > 「System」を選択し、エラーや機能低下イベントがないか、正常
性状況を確認します。

手順

GUI またはコマンド行インターフェース (CLI) のいずれかを使用して状況を確認す
るには、以下の手順を実行します。

1. CTDB の状況を確認するには、次のようにします。

v Storwize V7000 Unified GUI を使用する場合、次の方式を使用します。

「Monitoring」 > 「System Details」 > 「Interface Nodes」 >

「mgmt001st001」 > 「NAS Services」を選択します。「CTDB state」行
で、正常性状況は「Active」と表示され、正常でない状況は「unhealthy」と
表示されます。

図 46 に示すとおり、2 つのファイル・モジュール �1� mgmt001st001 と �2�

mgmt002st001 の状況を検討します。

1

2

図 46. 2 つのファイル・モジュールの CTDB 状況を示す管理 GUI
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v CLI を使用する場合、admin ユーザーとしてログインし、次に CLI を開いて
lsnode -r コマンドを発行し、CTDB がすべてのノード上でアクティブか判別
します。

システムは、次のような情報を表示します。
[yourlogon@yourmachine]$ lsnode -r
EFSSG0015I Refreshing data.
Hostname IP Description Role
mgmt001st001 10.254.8.2 active management node management,interface,storage
mgmt002st001 10.254.8.3 passive management node management,interface,storage

Product version Connection status GPFS status CTDB status Last updated
1.3.0.0-55c OK active active
1.3.0.0-55c OK active unhealthy
EFSSG1000I The command completed successfully.

CTDB Status 列で、「active」が正常な状況、「unhealthy」がエラー状況を示し
ています。

2. ファイル・モジュールの CTDB 状況が「unhealthy」である場合、次の 1 つ以上
の手順を実行します。

v 正常性状況を検討して、潜在的なネットワークの問題がないかどうかを確認し
ます。ファイル・モジュールとお客様との間のネットワーク障害の結果、
「UNHEALTHY」CTDB 状況になる可能性があります。適切なエラー・コー
ドのアクション・プランに従って、ネットワークの問題を解決します。 208ペ
ージの『ネットワーク・インターフェースの使用可能性のチェック』を参照し
てください。

v 問題が特定されずにネットワークが分離された場合、『各ファイル・モジュー
ルでの GPFS ファイル・システム・マウントの確認』の手順を実行します。

v IBM Storwize V7000 Unified インフォメーション・センターの「System x3650

のトラブルシューティング」の情報を参照して、追加のハードウェア障害が原
因で「unhealthy」CTDB 状況が起きているかどうかを判別します。

v 正常でないファイル・モジュールのリブートを実行します。 IBM Storwize

V7000 Unified インフォメーション・センターの『中断状態のファイル・モジ
ュールでのサービスの再開』を参照してください。

v 上記のどのアクションでも問題が解決しない場合、次のレベルのサポートに連
絡してください。

各ファイル・モジュールでの GPFS ファイル・システム・マウントの確認
IBM Storwize V7000 Unified ファイル・モジュール上にマウントされた General

Parallel File System (GPFS) ファイル・システムに関する問題を識別し解決するため
に、以下の情報を使用します。

このタスクについて

Storwize V7000 Unified ファイル・モジュール上にマウントされていない GPFS フ
ァイル・システムが原因で、Clustered Trivial Database (CTDB) 状況が
「UNHEALTHY」になる可能性があります。二重の冗長性をサポートし、かつすべ
てのパブリック IP アドレスを介してファイル入出力ができるように、GPFS ファイ
ル・システムは、Storwize V7000 Unified 製品内のファイル・モジュール上にマウ
ントしなければなりません。Storwize V7000 Unified ファイル・モジュール上にマ

202 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



ウントされていない GPFS ファイル・システムが原因で、Clustered Trivial Database

(CTDB) 状況が「UNHEALTHY」になる可能性があります。

CTDB 状況の識別については、 200ページの『CTDB の正常性の確認』を参照して
ください。

手順
v Storwize V7000 Unified システム上、または各ファイル・モジュールで、現在作
成済みの全ファイル・システムを識別するには、『作成済みでマウント済みのフ
ァイル・システムのマウントの識別』 に記載されている手順を実行してくださ
い。

v マウント済みファイル・システムの欠落に関する問題を解決するには、 204ペー
ジの『欠落したマウント済みのファイル・システムに関する問題の解決』 に記載
されている手順を実行してください。

v 失効した NFS ファイル・システムに関する問題を解決するには、 205ページの
『失効した NFS ファイル・システムの解決』 に記載されている手順を実行して
ください。

v 上記のトピックで説明されていない問題を解決するには、 209ページの『GPFS

ファイル・システムのリカバリー』に記載されている手順を実行してください。

作成済みでマウント済みのファイル・システムのマウントの識別
Storwize V7000 Unified システムおよびファイル・モジュール上の GPFS ファイ
ル・システムのマウントにおける問題を識別し、解決することができます。

手順

ファイル・システムのマウントにおける問題を識別し解決するには、次の手順を実
行します。

1. Storwize V7000 Unified システム上で、現在作成済みの全ファイル・システムを
識別するには、admin ユーザーとしてログインし、次に、以下の例に示すとおり
コマンド行インターフェース (CLI) から lsfs -r コマンドを入力します。

# lsfs -r

EFSSG0015I Refreshing data.
Cluster Device name Quota Def. quota Block size Inodes
kd18pz5.ibm gpfs1 user;group;fileset 256 kB 11373

Replication Dmapi Block allocation type Last update
none yes scatter 10/3/11 2:08 PM

EFSSG1000I The command completed successfully.

2. 各 Storwize V7000 Unifiedファイル・モジュール上で、現在作成済みのファイ
ル・システムを識別するには、root ユーザーとしてアクティブ管理ノードにログ
インし、次に、以下の例に示すとおり CLI から onnode -n mgmt001st001 df |
grep ibm コマンドを入力します。
# onnode -n mgmt001st001 df | grep ibm

/dev/gpfs1 3221225472 4590080 3216635392 1% /ibm/gpfs1

もう 1 つのファイル・モジュールについても、onnode -n mgmt002st001 df |
grep ibm コマンドを、例えば以下のように繰り返します。
# onnode -n mgmt002st001 df | grep ibm

/dev/gpfs1 3221225472 4590080 3216635392 1% /ibm/gpfs1
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欠落したマウント済みのファイル・システムに関する問題の解決
Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールで欠落したマウント済みファイル・
システムに関する問題を解決することができます。

このタスクについて

lsfs -r コマンドを使用して、ファイル・システムを表示します。 lsmount -r -v
コマンドは、ファイル・システムをマウントするファイル・モジュールを示しま
す。状況「Mounted」は、両方のファイル・モジュールがファイル・システムをマウ
ントすることを意味します。その他の状態「Partially」、「Internally」、または
「Not mounted」は、ファイル・システムが適切にマウントされていないことを意味
します。

手順

欠落しているマウント済みファイル・システムの問題を解決するには、以下の手順
を実行します。

1. Storwize V7000 Unified CLI に admin としてログインします。

2. どのファイル・モジュールでファイル・システムが欠落しているかを識別します
(例えば、mgmt001st001)。

3. mountfs コマンドを使用して、ファイル・モジュール上の欠落ファイル・システ
ムをマウントします。

mountfs gpfs0

4. lsmount コマンドを発行して、ファイル・モジュール 0 および 1 ですべてのフ
ァイル・システムがマウントされたことを確認します。

5. 複数のファイル・モジュールでマウント済みファイル・システムが整合していな
い場合、ファイル・システムが欠落しているファイル・モジュールをリブートし
てから、lsmount コマンドを発行します。

管理 GUI を使用してファイル・モジュールをリブートします。

いずれのファイル・モジュールにもマウントされていない場合は、各ファイル・
モジュールをリブートします。

6. lsnode コマンドを使用して、ファイル・モジュールが起動した状態に戻ってい
るか、および GPFS と CTDB の両方がアクティブであるかを判別します。

GPFS が両方のファイル・モジュール上でアクティブになった後、ファイル・シ
ステムがマウントされるまでに数分間かかる場合があります。ファイル・システ
ムが起動した状態に戻るために、複数回のリブートが必要な場合があります。フ
ァイル・システムがリブート後に起動した状態に戻るまでに多少の時間がかかる
場合があるため、リブート間の時間を空けてください。

7. CTDB 状況が、 200ページの『CTDB の正常性の確認』 の説明のとおりに両方
のファイル・モジュールで active と表示されることを検証します。

8. GPFS ファイル・システムのマウントに失敗した場合、次のステップを実行しま
す。

a. lslog コマンドの出力ログを確認して、ファイル・システムのマウントに関
する最新のメッセージを検索します。
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入出力エラー、およびスーパー・ブロックの読み取りエラーに関するメッ
セージを検出した場合、問題は TSM/HSM システムの DMAPI クライア
ントにあります。

ディスクからの読み取りエラー、あるいは存在しないディスクを示すエラ
ーなど、ディスクに関連する問題を確認します。これらのエラーについて
は、ストレージ・システムへのパスが機能しているかどうかを確認しま
す。このパスが機能している場合、システム自体が正常に機能しているか
どうかを検証します。

b. 追加情報については、IBM Storwize V7000 Unified インフォメーション・セ
ンターの「System x3650 のトラブルシューティング」 の「診断: トラブルシ
ューティング表」を参照してください。

c. ファイル・システムがアンマウントのままである場合は、IBM サポートに連
絡してください。

失効した NFS ファイル・システムの解決
Storwize V7000 Unified ファイル・モジュール上の失効した NFS ファイル・システ
ムに関する問題を解決できます。ファイル・モジュールにマウントされているはず
のファイル・システムに、失効した NFS ファイル・ハンドルが原因でアクセスで
きないままになっているとします。

手順

失効したファイル・ハンドルの問題を識別し解決するには、次の手順を実行しま
す。

1. 失効したファイル・ハンドルの問題を識別するには、アクティブ管理ノードに
root ユーザーとしてログインしてから、onnode all df | grep NFSコマンドを入
力します。

# onnode all df | grep NFS

df: `/ibm/gpfs0’: Stale NFS file handle

2. コマンドが、特定のファイル・システム上の失効した NFS ファイル・ハンドル
を報告した場合は、ファイル・システムのリカバリーについての説明を 323ペ
ージの『失効した NFS ファイル・ハンドルを報告するファイル・モジュールで
の作業』 で参照してください。

ユーザーおよびサーバーの認証における問題のチェック
ログインできない、あるいはサーバー間の接続が確立できない場合、それは認証障
害の結果として起こることがあります。

このタスクについて

正しいユーザー ID とパスワードを使用したことが確実な場合は、ユーザー・アカ
ウントが削除または破壊されている可能性があります。

IBM Storwize V7000 Unified インフォメーション・センターの『ユーザー認証の計
画』、『認証構成の検証』、『クライアント・アクセス用のユーザーおよびグルー
プ・マッピングの設定』、および『chkauth』のトピックを参照してください。
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問題を解決できない場合は、認証サーバー管理者に連絡してアカウントを検証また
は再設定してください。

認証およびサーバー構成についてより詳しくは、『認証サーバー統合の管理
(Managing authentication server integration) 』を参照してください。

「Missing SRV record in DNS」エラーの解決
このタスクについて

cfgad コマンドを使用して Active Directory (AD) を構成しているときに下記の例の
ような「Missing SRV record in DNS」エラーが表示される場合、DNS ドメイン・
ネーム、DNS サーバー、および DNS 検索ドメインの項目が正しいことを確認して
ください、また、DNS サーバーにそのドメインの有効な SRV レコードがあること
も確認してください。

$ cfgad -s 9.9.9.9 -u admin -p ****
(1/9) Fetching the list of cluster file modules.
(2/9) Check if cfgcluster has done the basic configuration successfully.
(3/9) Check whether file modules are
reachable from management file modules.
(4/9) Detection of AD server and fetching domain information from AD server.
Missing SRV record in DNS : _ldap._tcp.xxxxx.COM
Missing SRV record in DNS : _ldap._tcp.dc._msdcs.xxxxx.COM
Missing SRV record in DNS : _kerberos._tcp.xxxxx.COM
Missing SRV record in DNS : _kerberos._tcp.dc._msdcs.xxxxx.COM
Necessary DNS entries are missing, the domain join step might fail.
(5/9) Check whether AD server is reachable
from file modules.
(6/9) Joining the domain of the specified ADS.
EFSSG0110C Configure AD failed on cluster. Cause: Error encountered while
executing netjoinAD.sh. Output till failure is :Join to Active Directory
domain with user Administrator
Failed to join domain: failed to find DC for domain SONAS
Error occurred due to reason : Join to Active Directory domain failed

NIS または LDAP の「ネットグループ」機能が作動しない場合
このタスクについて

Network Information Service (NIS) または Lightweight Directory Access Protocol

(LDAP) の「ネットグループ」機能が作動しない場合、次の例に示すように、ネット
グループ名の先頭に「@」を付けていることを確認してください。

$ mkexport testnetgrp5 /ibm/gpfs0/netgroup5 --nfs "@ng1(rw,no_root_squash)"

IP アドレスを使用してネットグループを作成しないでください。代わりに、ホスト
名を使用してください。ネットグループで定義されるホスト名は、照会時に同じホ
スト名を指す有効な IP アドレスに解決される必要があります。

考えられるクライアント構成の誤り
このタスクについて

認証上の問題は、クライアント・サイドでの NAS の設定ミスが原因で起こる場合
があります。検証するには、次の例に示すように、アクティブ管理ファイル・モジ
ュール上で lookupname コマンドを実行し、ファイル・モジュールが認証サーバー
を使用して認証できるかどうかを確認します。
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$ lookupname --user SONAS¥¥userr
USER GROUP
SONAS¥userr SONAS¥domain users
EFSSG1000I The command completed successfully.

$ chkauth -i -u SONAS¥¥userr
Command_Output_Data UID GID Home_Directory Template_Shell
FETCH USER INFO SUCCEED 12004360 12000513 /var/opt/IBM/sofs/scproot /usr/bin/rssh
EFSSG1000I The command completed successfully.

システムが外部認証サーバーに対して認証できない場合は、確実に、システムが認
証サーバーからユーザー情報を取得できるようにする必要があります。このユーザ
ー情報を入手するために、ファイル・モジュールから照会コマンドを実行できま
す。例えば、LDAP 認証サーバーの場合、次の例のようなコマンドを発行できま
す。

$ chkauth -a -u SONAS¥¥userr -p ******
AUTHENTICATE USER SUCCEED
EFSSG1000I The command completed successfully.

サーバーおよびクライアントの構成が正しいにもかかわらず、エク
スポートへのアクセスに問題がある場合

このタスクについて

エクスポートにアクセスできないがサーバーおよびクライアントの構成が正しい場
合、以下の理由が考えられます。

v Storwize V7000 Unified 認証が LDAP サーバーに対して構成されている場合、エ
クスポートにアクセスする際、ユーザー入力では大/小文字が区別されます。サー
バーおよびクライアントの構成が正しい場合は、ユーザー入力の大/小文字が正し
いか確認してください。

v Active Directory サーバーに対して Storwize V7000 Unified 認証が構成されてい
る場合、エクスポートにアクセスする際、ユーザー入力では大/小文字が区別され
ません。CIFS エクスポートにアクセスする際には、例えば w2k3dom01\test1 の
ように、円記号 (\) で区切られたドメイン・ネームとユーザー名を使用するよう
にしてください。

クライアント・アクセスのチェック
クライアント・ワークステーションが、クラスターの完全なホスト名およびそれに
関連付けられているすべての IP アドレスを正常に ping できることを検査してくだ
さい。

このタスクについて

次の例は、 クラスターに対して ping する方法を示しています。クライアントがク
ラスターのホスト名に接続すると、DNS サーバーは IP アドレスで応答します。次
に、クライアント・マシンから各 IP アドレスに対して ping する必要があります。

クライアントが IP アドレスに対して正常に ping できない場合、DNS がネーム解
決要求で IP アドレスを戻すたびに、Storwize V7000 Unified にアクセスできませ
ん。これにより、アクセスできるクライアントとできないクライアントがあること
になります。
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手順
1. Storwize V7000 Unified クラスターの IP アドレスを取得するには、 nslookup
コマンドを発行します。中断を伴わないこのコマンドでは、「root」アクセスお
よびドメイン・ネームが必要です。

次の例のような情報が表示されます。

# nslookup yourdomainname
Server: 9.11.136.116
Address: 9.11.136.116#53

Non-authoritative answer:
Name: yourdomainname
Address: 129.42.16.103
Name: yourdomainname
Address: 129.42.17.103
Name: yourdomainname
Address: 129.42.18.103

nslookup コマンドは、Storwize V7000 Unified の DNS サーバー上で構成され
ている IP アドレス (上記の例では、129.42.18.103) を返します。これらの IP ア
ドレスは、Storwize V7000 Unified クラスター自体で構成されているアドレスと
同一であることが理想です。これを確認するには、lsnw CLI コマンドを発行し
ます。

2. ping 戻された IP アドレス コマンドを実行して、出力にリストされた各 IP ア
ドレスを ping します。 正常に実行されると、接続が機能していることを示しま
す。Request timed out という応答は、接続に失敗したことを示します。

注: クライアントが IP アドレスに対して ping できない場合は、『ネットワー
ク・インターフェースの使用可能性のチェック』を参照してください。

3. 接続に失敗した場合は、システム管理者または次のレベルのサポートに連絡して
ください。

ネットワーク・インターフェースの使用可能性のチェック
Storwize V7000 Unified GUI または CLI を使用してネットワークが使用可能かどう
かを検査するには、複数のオプションがあります。

手順
1. GUI で、「Monitoring」 > 「System Details」 > 「mgmt00xst001」 >

「Operating System」 > 「Network」の順に選択します。

2. CLI で、インターフェース「ethX0」( ファイル・モジュール とお客様ネットワ
ークとのインターフェース) の状況を確認します。

a. CLI を開きます。

b. lsnwinterface コマンドを発行して、目的の IP アドレスの状況を表示しま
す。

# lsnwinterface

システムは、次の例のような情報を表示します。
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Node Interface MAC Master/Subordinate Bonding mode
mgmt001st001 ethX0 e4:1f:13:d6:ae:ac MASTER balance-alb (6)
mgmt001st001 ethX1 00:c0:dd:17:bc:ac MASTER active-backup (1)
mgmt002st001 ethX0 e4:1f:13:d6:ae:94 MASTER balance-alb (6)
mgmt002st001 ethX1 00:c0:dd:17:c5:50 MASTER active-backup (1)

Up/Down Speed IP-Addresses MTU
UP 1000 1500
UP 10000 9.11.84.84,9.11.84.85 1500
UP 1000 1500
UP 10000 9.11.84.82,9.11.84.83 1500
EFSSG1000I The command completed successfully.

「Up/Down」の列では、UP という値が接続を示します。

3. ネットワーク・インターフェースが使用不可である場合、ケーブルを確認して、
間違いなくケーブルが接続されているようにします。例えば、ファイル・モジュ
ール とスイッチ間のマシン接続がない場合は、外部イーサネット・ケーブル接
続を確認します。 すべてのケーブルが適切に接続されている場合は、イントラ
ネットおよび外部インターネットの可用性を確認します。上記の確認をすべて行
っても問題が解決しない場合は、次のレベルのサポートに連絡してください。

GPFS ファイル・システムのリカバリー
ストレージ・システム障害が完全に対処された後に、この手順を使用して GPFS フ
ァイル・システムをリカバリーします。この手順は、IBM サポートの監督下でのみ
使用してください。

始める前に

前提条件:

v ファイル・モジュール上でこの手順を実行している。

v アクティブ 管理ノード であるファイル・モジュールに、root としてログインし
ている。 319ページの『ファイル・モジュールへの root としてのアクセス』を参
照してください。

v GPFS および CTDB が、下記のいくつかのコマンドを実行するためにどちらも正
常な状態である。

ストレージ・システムのリカバリーについては、ストレージ・システムをリカバリ
ーするための手順を参照してください。

このタスクについて

この手順では、ブロック・ストレージ・システムが障害を起こした後に GPFS ファ
イル・システムをリカバリーするステップを説明します。ファイル・ボリュームは
オフラインでしたが、現在は、修復またはリカバリー・アクションの実行後にオン
ラインに戻っています。この手順で参照されたディスクは、ブロック・ストレー
ジ・システムによって提供されるボリュームです。

注: 入出力は GPFS によって実行できないので、これらの手順では、ストレージ・
ユニットの障害が原因で GPFS ファイル・システムがアンマウントされたことを前
提としています。
上記の前提条件が満たされた後、以下のステップを実行してください。
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手順
1. lsnode -r コマンドを使用して、GPFS が両方のファイル・モジュールで実行中
であることを確認します。

「GPFS status」列に「active」と示されます。

2. lsnode -r コマンドの出力で、CTDB 状況も active であることを確認します。
CTDB 状況の値が unhealthy を示している場合は、 200ページの『CTDB の正
常性の確認』を参照して、CTDB 状況を解決するための手順を確認してくださ
い。

3. 両方のファイル・モジュールで GPFS が正常に機能している状態で、lsdisk -r
コマンドを実行して、ファイル・システム内のすべてのディスクが使用可能であ
ることを確認します。「Availability」列に「Up」と表示されます。

4. chkfs file_system_name -v | tee /ftdc/chkfs_fs_name.log1 コマンドを発行し
て、出力をファイルにキャプチャーします。

出力ファイルでエラーがないかを確認し、IBM サポートが問題を調査できるよ
うに、出力ファイルを保存しておきます。

ファイルに TSM ERROR メッセージが含まれる場合は、以下の手順を実行しま
す。

a. stopbackup -d file_system_name コマンドおよび stoprestore -d
file_system_name コマンドを発行して、すべてのバックアップ操作およびリス
トア操作を停止します。

b. Tivoli Storage Manager サービスの停止中にエラーが発生しないことを検査し
ます。

c. chkfs file_system_name -v | tee /ftdc/chkfs_fs_name.log2 コマンドを発行
して、出力をファイルに再キャプチャーします。

d. startrestore コマンドおよび startbackup コマンドを発行して、Tivoli

Storage Manager を使用可能にします。

コマンドの内部実行ステップのステップ 5 で、以下のようなエラー・メッセー
ジ (マウント済みまたは使用中の ファイル・モジュールの数は重要ではありま
せん) を受け取る場合があります。

(5/9) Performing mmfsck call for the file system check stderr:
Cannot check. "gpfs0" is mounted on 1 node(s) and in use on 1 node(s).
mmfsck: Command failed.
Examine previous error messages to determine cause.

その場合は、以下の手順を実行します。

a. マウントの状況が not mounted に変わるまで、lsmount -r コマンドをモニ
ターします。

b. chkfs file_system_name コマンドを再発行します。

新しい出力ファイルでエラーがないかを確認し、IBM サポートが問題を調査で
きるように、出力ファイルを保存しておきます。ファイルには、Lost blocks

were found というメッセージが含まれているはずです。ファイル・システム・
ブロックがいくつか欠落しているのは正常な状態です。報告されたエラーがブロ
ックの欠落のみであった場合は、追加の修復は不要です。ただし、もっと重大な
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エラーが chkfs コマンドで報告される場合は、IBM サポートに連絡してファイ
ル・システムの修復について支援を受けてください。

ANS1267E エラーの解決
ANS1267E エラーは、Tivoli® Storage Manager サーバー構成の設定が適切ではない
ことを示している場合があります。

このタスクについて

ANS1267E エラーは、階層ストレージ管理 (HSM) のマイグレーション済みファイ
ルを扱うように Tivoli Storage Manager サーバーがセットアップされておらず、管
理クラスが HSM からのファイルを受け入れていないことが原因で発生する可能性
があります。

このエラーを修正するには、spacemgtech の値を auto にします。

lshealth によって報告された問題の解決
この情報を使用して、lshealth について報告された問題、特に
「MGMTNODE_REPL_STATE ERROR DATABASE_REPLICATION_FAILED」およ
び「The mount state of the file system /ibm/Filesystem_Name changed to error

level」のエラーを解決します。

このタスクについて

これらのエラーは一時的なものであり、いつでも自動的にクリアされる可能性があ
ります。

「MGMTNODE_REPL_STATE ERROR
DATABASE_REPLICATION_FAILED」のエラー

このタスクについて

「MGMTNODE_REPL_STATE ERROR DATABASE_REPLICATION_FAILED」のエ
ラーを解決するには、以下のステップを実行します。

手順
1. 他の管理ノードノードの役割が Host State OK と表示されているか検査しま
す。必要があれば、このホスト状態を修復します。

2. エラーが消えるまで 15 分待ちます。エラーが消えない場合、パッシブ管理ノー
ドのリブートを試行してください。リブート後、ファイル・モジュールが再び
Host State OK を表示してから 5 分以内に問題が解決されます。
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「The mount state of the file system /ibm/Filesystem_Name
changed to error level」のエラー
このタスクについて

lshealth -i gpfs_fs -r コマンドが「The mount state of the file system

/ibm/Filesystem_Name changed to error level」を返した場合、問題を解決するには以
下のステップを実行します。

手順
1. 他の管理ノードノードの役割が Host State OK と表示されているか検査しま
す。必要があれば、このホスト状態を修復します。

2. コマンド mountfs fileSystem を発行します。

3. コマンド lsfs -r を発行します。

4. コマンド lshealth -i gpfs_fs -r を発行します。

このコマンドで予想される出力は、The mount state of the file system

/ibm/gpfs1 was set back to normal level です。

5. エラーが解消されない場合は、GPFS 資料を参照し、エラーをデバッグまたは訂
正してください。

ネットワーク・エラーの解決
ヘルス・システムによって識別されたネットワーク・エラーを解決するには、以下
の情報および例を使用してください。

ネットワークがインターフェースに接続されていない場合、ヘルス・センターはす
べてのポートをモニターし、ポート障害が発生した場合はログに記録して表示しま
す。

未使用のポートのモニターを停止するには、attachnw コマンドを使用して、そのポ
ートに対応するインターフェースに接続します。このコマンドを発行したら、未使
用のポートについて表示されたエラー・イベントを、手動で resolved にマークする
必要があります。GUI システムの詳細パネルを使用して、イベントを手動でマーク
することができます。

ポートがモニター対象になるかどうかは、接続済みのネットワーク構成および管理
ネットワークに使用されるインターフェースによって異なります。接続済みネット
ワークによってインターフェースが使用されていない場合、このインターフェース
が管理ネットワークによって使用されていれば、モニター対象となります。

以下の例を参照してください。

シナリオ 1

lsnwgroup returns:
[root@kd66t4v.mgmt001st001 ~]# lsnwgroup
Network Group Nodes Interfaces
DEFAULT mgmt001st001,mgmt002st001
EFSSG1000I The command completed successfully.
and lsnwmgt returns:
[root@kd52v6k.mgmt001st001 ~]# lsnwmgt
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Interface Service IP Node1 Service IP Node2 Management IP Network Gateway VLAN ID
ethX0 . . . . . . . . . . . . . . .
EFSSG1000I The command completed successfully.

いずれのインターフェースも接続されておらず、管理ネットワークはインターフェ
ース ethX0 を使用します。ethX1 ポート・ケーブルのプラグが切り離された場合、
インターフェースに接続されているネットワークが存在しないため、ヘルス・セン
ターは障害を表示します。これにより、システムはすべてのポートをモニターしま
す。

シナリオ 2

lsnwgroup returns:
[root@kd52v6k.mgmt001st001 ~]# lsnwgroup
Network Group Nodes Interfaces
DEFAULT mgmt001st001,mgmt002st001 ethX0
EFSSG1000I The command completed successfully.
and lsnwmgt returns:
[root@kd52v6k.mgmt001st001 ~]# lsnwmgt
Interface Service IP Node1 Service IP Node2 Management IP Network Gateway VLAN ID
ethX0 . . . . . . . . . . . . . . .
EFSSG1000I The command completed successfully.

インターフェース ethX0 はネットワークに接続され、管理ネットワークは ethX0

を使用します。 どの ethX1 ポート・ケーブルが抜かれても、ヘルス・センターは
障害を表示しません。ethX1 は、接続されたネットワークまたは管理ネットワーク
のいずれによっても使用されていないからです。

シナリオ 3

lsnwgroup returns:
[root@kd52v6k.mgmt001st001 ~]# lsnwgroup
Network Group Nodes Interfaces
DEFAULT mgmt001st001,mgmt002st001 ethX0
EFSSG1000I The command completed successfully.
and lsnwmgt returns:
[root@kd52v6k.mgmt001st001 ~]# lsnwmgt
Interface Service IP Node1 Service IP Node2 Management IP Network Gateway VLAN ID
ethX1 . . . . . . . . . . . . . . .
EFSSG1000I The command completed successfully.

ethX1 ポート・ケーブルが切り離された場合、ethX1 が管理ネットワークによって
使用されているため、ヘルス・センターは障害を表示します。

GPFS ファイル・システムの満杯状態の解決
ファイル・システムが 100% の満杯状態に達したときに管理 GUI がクリティカ
ル・エラーを報告したら、下記の手順を使用します。

このタスクについて

この手順を実行するには root アクセス権限が必要です。

注: GPFS スナップショットを使用する場合、ファイル・システムは、100% の使用
率に達するとロックします。
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手順

ファイル・システムの満杯状態を解決するには、次の手順を実行します。

1. GPFS ファイル・システムの内容を見直します。

v ファイル・システムにスナップショットがある場合は、最も古いスナップショ
ットが不要であることを確認してから、それを削除します。フリー・スペース
が希望の度合いに達するまで、最も古いスナップショットから最新のスナップ
ショットの順に削除を続行します。

v スナップショットが存在しない場合は、次のステップを実行します。

a. mmdf コマンドを実行して、スペース不足になっているストレージ・プール
を判別します。

b. ストレージを解放するためにファイルを削除します。

c. mmdf コマンド出力に、フリー・フラグメントにスペースがあることが示さ
れる場合、mmdefragfs コマンドを実行して、フラグメントをフル・ブロッ
クに結合します。

注: ファイル・システムがマウントされている状態で GPFS defrag コマン
ドを実行できます。ただし、より良い結果を得るためには、デフラグ操作
を実行する前に GPFS ファイル・システムをアンマウントしてください。

2. フラグメントにスペースがない場合、または mmdefragfs コマンドによってスペ
ースが解放されない場合、ファイル・システムにディスク (NSD) を追加してス
ペースを作成してください。

a. ファイル・システムにディスクを追加します。

注: mdiskgroup にフリー・スペースが存在する場合は、GUI で編集するか、
または単にコマンド mkdisk fileSystem size mdiskgroup を実行して、
ファイル・システムを変更することができます。
例:

[root@kd01gln.mgmt002st001 ~]# mkdisk gpfs0 10GB 0
(1/4) Creating Storage System volumes
(2/4) Scanning for new devices
(3/4) Creating NSDs
(4/4) Adding disks to filesystem
Successfully created disk

b. 使用可能なストレージ・スペースがない場合は、IBM サポートに連絡してく
ださい。

GPFS ログの分析
GPFS ログ項目を確認する場合、この手順を使用します。

このタスクについて

注: GPFS ログ項目を分析したい場合は、IBM サポートに連絡してください。

手順
1. root 特権を使用して適切なファイル・モジュールにログインします。
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2. ログ・ファイル /var/adm/ras/mmfs.log.latest を確認します。ログでの詳細は
古いものから新しいものへの順でリストされているので、最新の GPFS 情報は
最後にあります。

注: GPFS ログは、GPFS の複雑な未加工のログ・ファイルです。ログにリスト
されている状態を理解できない場合は、IBM サポートに連絡してください

ファイル・モジュールにおける時刻の同期
以下の情報を使用して、すべての Storwize V7000 Unified ファイル・モジュール
の時刻を同期化します。

このタスクについて

すべてのファイル・モジュールで時刻を同期化すると、トラブルシューティングの
開始に役立ちます。ログ上のタイム・スタンプは、並行した正当な結果があるかど
うかを示すためです。

Storwize V7000 Unified、Active Directory (AD)、Kerberos、およびその他のサーバー
が有効な NTP (Network Time Protocol) ソースと同期されることを確実にすること
ができます。これは、ログのチェックという点でも重要ですし、クラスターが正し
い時刻から遅れると、例えば Kerberos チケットの有効期限が切れてしまい、クラス
ターに誰もアクセスできないことからも重要です。Storwize V7000 Unified ファイ
ル・モジュール の場合、ntpq -p コマンドは、同期に使用されるサーバー、および
すべてのピアとそれらの状況に関する一連のデータを表示します。最初の列の *

は、ローカル・クロックが同期に使用されることを示します。

# ntpq -p
remote refid st t when poll reach delay offset jitter

==============================================================================
*machine.domain.i 9.19.0.220 2 u 269 1024 377 0.659 -0.115 0.164
+machine.domain.i 9.19.0.220 2 u 992 1024 377 1.380 0.337 0.564
LOCAL(0) .LOCL. 10 l 50 64 377 0.000 0.000 0.001

NTP はドリフトをベースにするので、大きな時差があると NTP が同期できない
か、同期に長時間かかる可能性があります。手動で一回時間を同期化し、時間がそ
れ以後正しく選択されることを確認すると便利です。個別のコマンド service ntpd
stop、ntpdate your IP、および service ntpd start を使用してください。次の例
は、その順序を示しています。

[root@domain.node ~]# service ntpd stop
Shutting down ntpd: [ OK ]
[root@domain.node ~]# ntpdate 9.19.0.220
14 Jan 12:06:46 ntpdate[25360]: adjust time server 9.19.0.220 offset 0.003277 sec
[root@domain.node ~]# service ntpd start
Starting ntpd: [ OK ]
[root@domain.node ~]#

すべてのサーバーでの時刻が同期された後、ログがトラブルシューティングの状態
に適用されるかを確認できます。
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第 5 章 コントロール・エンクロージャー

コントロール・エンクロージャーのトラブルシューティングを行う方法について説
明します。エラー・コードの使用法、問題のシナリオ、ソフトウェア、および取り
外しと交換の手順が記載されています。

このタスクについて

Storwize V7000 システム・インターフェース
Storwize V7000 システムには、システムのトラブルシューティング、リカバリー、
または保守のための多くのユーザー・インターフェースがあります。これらのイン
ターフェースは、発生する可能性がある状況を解決するのに役立つ多様な機能を提
供します。システムの保守に使用するインターフェースは、各キャニスターのポー
ト 1 からアクセス可能な 1 Gbps イーサネット・ポートを介して接続します。 10

Gbps イーサネット・ポートを使用してシステムを管理することはできません。

ストレージ・システムの構成、トラブルシューティング、リカバリー、および保守
のほとんどすべての作業は、Storwize V7000 Unified 管理 GUI、または Storwize

V7000 ファイル・モジュールで実行される CLI コマンドで実行できます。

重要: 保守手順で指示されない限り、Storwize V7000 システム・インターフェース
を直接使用しないでください。

システムの初期セットアップを実行するには、初期化ツールを使用します。 システ
ムに関連付けられたストレージの構成をモニターおよび保守するには、Storwize

V7000 Unified 管理 GUI または Storwize V7000 システムの管理 GUI を使用しま
す。サービス手順は、サービス・アシスタントから実行します。コマンド行インタ
ーフェース (CLI) を使用してシステムを管理してください。

サービス・アシスタント・インターフェース
サービス・アシスタント・インターフェースは、コントロール・エンクロージャー
内の個々のノード・キャニスターをサービスするために使用されるブラウザー・ベ
ースの GUI です。

サービス・アシスタントには、1 つのノード・キャニスターでサービス IP アドレ
スを使用して接続します。 ノード・キャニスター間に機能している通信パスがある
場合、もう一方のノード・キャニスターを現行ノードにすることにより、もう一方
のノード・キャニスターで状況情報を表示し、サービス・タスクを実行できます。
もう一方のノードに再接続する必要はありません。

サービス・アシスタントを使用する状況
サービス・アシスタントが主に使用されるのは、コントロール・エンクロージャー
内のノード・キャニスターがサービス状態にある場合です。 サービス状態にあるノ
ード・キャニスターをシステムの一部としてアクティブにすることはできません。
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重要: 修正手順で指示された場合にのみ、ノード・キャニスター上でサービス・ア
クションを実行してください。 不適切に使用されると、サービス・アシスタントで
使用可能なサービス・アクションによって、データへのアクセスが失われたり、場
合によってデータ損失が発生します。

ノード・キャニスターがサービス状態にある原因として、ハードウェアの問題が発
生しているか、破損したデータがあるか、構成データが失われたことが考えられま
す。

次の状態の場合は、サービス・アシスタントを使用してください。

v 管理 GUI からシステムにアクセスできず、ストレージ Storwize V7000 Unified

にアクセスして推奨処置を実行できない場合。

v 推奨処置でサービス・アシスタントの使用を指示された場合。

ストレージ・システムの管理 GUI は、オンライン・システムがある場合にのみ作動
します。 システムを作成できない場合、あるいはコントロール・エンクロージャー
内の両方のノード・キャニスターがサービス状態にある場合は、サービス・アシス
タントを使用します。

サービス・アシスタントは、拡張エンクロージャーを保守するための機能は提供し
ません。 拡張エンクロージャーの保守には、必ず管理 GUI を使用してください。

サービス・アシスタントは、詳細な状況およびエラーの概要を示し、各ノードのワ
ールド・ワイド・ノード名 (WWNN) を変更することが可能です。

また、以下の保守関連アクションも実行できます。

v ログを収集して、サポート担当員に送信するためのファイルのパッケージを作成
およびダウンロードする。

v ノードからシステムのデータを削除する。

v システムに障害が発生している場合はリカバリーする。

v サポート・サイトからコード・パッケージをインストールする、あるいは他のノ
ードからコードをレスキューする。

v 標準的なアップグレード手順を実行するのではなく、手動でノード・キャニスタ
ーのコードをアップグレードする。

v コントロール・エンクロージャー・シャーシを交換後に構成する。

v 現行ノード・キャニスターのイーサネット・ポート 1 に割り当てられているサー
ビス IP アドレスを変更する。

v SSH 鍵がインストールされておらず、CLI アクセスが必要な場合に、一時的な鍵
をインストールする。

v システムによって使用されているサービスを再開する。

サービス・アシスタントが多くのタスクを実行すると、ノード・キャニスターの再
起動を引き起こします。 再起動すると、ノード・キャニスターへのサービス・アシ
スタント接続を維持することはできません。 タスクが実行されている現行ノード・
キャニスターがブラウザーの接続先でもあり、その接続が失われた場合は、タスク
を実行した後にサービス・アシスタントに再接続して再度ログオンしてください。
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サービス・アシスタントへのアクセス
サービス・アシスタントは、コントロール・エンクロージャー内のノード・キャニ
スター上の問題のトラブルシューティングおよび解決に役立つ Web アプリケーシ
ョンです。

このタスクについて

サポートされる Web ブラウザーを使用する必要があります。 次の Web サイト
で、サポートされ、適切に構成された Web ブラウザーを使用していることを確認
します。

www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified

アプリケーションを開始するには、次のステップを実行します。

手順
1. サポートされる Web ブラウザーを開始して、Web ブラウザーで、作業するノー
ド・キャニスターの <serviceaddress>/service を指定します。

例えば、ノード・キャニスターのサービス・アドレス 11.22.33.44 を設定した場
合、ブラウザーで 11.22.33.44/service と指定します。 サービス・アシスタント
に接続できない場合は、 245ページの『問題 : サービス・アシスタントに接続で
きない』を参照してください。

2. superuser パスワードを使用してサービス・アシスタントにログオンします。

新しいノード・キャニスターにアクセスする場合、デフォルトのパスワードは
passw0rd です。 ノード・キャニスターがシステムのメンバーである場合、ある
いはシステムのメンバーであった場合は、スーパーユーザーのパスワードを使用
します。

現行のスーパーユーザー・パスワードが不明な場合は、パスワードをリセットし
ます。 250ページの『手順: スーパーユーザー・パスワードをリセットする』に
進みます。

タスクの結果

正しいノード・キャニスター上でサービス・アシスタント・アクションを実行して
ください。 目的のノード・キャニスターに接続していなかった場合、ホーム・ペー
ジから「ノードの変更」パネルにアクセスして、別の現行ノードを選択します。

コマンドは、現行ノードに対して実行されます。現行ノード ID は、接続したノー
ド・キャニスターではない可能性があります。現行ノード ID は、サービス・アシ
スタント画面上部の左側に表示されます。ID には、エンクロージャーのシリアル番
号、スロット位置、現行ノードのノード名 (ある場合) が含まれます。

ストレージ・システムのコマンド行インターフェース
ストレージ・システムのコマンド行インターフェース (CLI) は、タスク・コマンド
および情報コマンドを使用してストレージ・システムを管理するために使用しま
す。
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また、いずれかのファイル・モジュール上のファイル・システムで実行される
Storwize V7000 Unified CLI から大半のストレージ・システム CLI コマンドにアク
セスすることもできます。

ストレージ・システム・コマンドの詳細な説明および SSH コマンド行セッション
を開始する方法については、Storwize V7000 Unified インフォメーション・センタ
ーの『参照』セクションにある『コマンド行インターフェース』のトピックを参照
してください。

ストレージ・システム CLI を使用する状況
ストレージ・システム CLI は、コマンド行インターフェースの使用に精通している
上級者向けのものです。

CLI によって提供されるほぼすべての柔軟性は、管理 GUI で利用できます。ただ
し、CLI は、管理 GUI で使用可能な修正手順を提供しません。そのため、問題を
解決するには、管理 GUI の修正手順を使用してください。 CLI は、管理 GUI で
使用できない構成設定が必要な場合に使用します。

また、特定の状態をモニターしたり、定期的に行う構成変更を自動化するために
CLI コマンドを使用してコマンド・スクリプトを作成すると有用です。

ストレージ・システム CLI へのアクセス
CLI セッションを初期化して使用するには、Storwize V7000 Unified インフォメー
ション・センターの『リファレンス』セクションにある『コマンド行インターフェ
ース』のトピックで説明されている手順を実行してください。

サービス・コマンド行インターフェース
サービス・コマンド行インターフェース (CLI) は、タスク・コマンドおよび情報コ
マンドを使用して、コントロール・エンクロージャー内のノード・キャニスターを
管理するために使用します。

コマンドの詳細な説明および SSH コマンド行セッションを開始する方法について
は、Storwize V7000 Unified インフォメーション・センターの『リファレンス』セ
クションにある『コマンド行インターフェース』のトピックを参照してください。

サービス CLI を使用する状況
サービス CLI は、コマンド行インターフェースの使用に精通している上級者向けの
ものです。

ノード・キャニスターに直接アクセスするには、通常、グラフィカル・インターフ
ェースと幅広いヘルプ機能を備えたサービス・アシスタントを使用する方が簡単で
す。

サービス CLI へのアクセス
CLI セッションを初期化して使用するには、Storwize V7000 Unified インフォメー
ション・センターの『リファレンス』セクションにある『コマンド行インターフェ
ース』のトピックで説明されている手順を実行してください。

220 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



USB フラッシュ・ドライブおよび初期化ツール・インターフェー
ス

USB フラッシュ・ドライブを使用すると、システムを初期化することができ、コン
トロール・エンクロージャー内のノード・キャニスターの保守にも役立ちます。

初期化ツール は Windows アプリケーションです。 初期化ツールを使用して、大
半の共通タスクを実行するように USB フラッシュ・ドライブをセットアップしま
す。

USB フラッシュ・ドライブがコントロール・エンクロージャー内のノード・キャニ
スターのいずれかの USB ポートに挿入されると、ノード・キャニスターは、USB

フラッシュ・ドライブ上の制御ファイルを検索して、そのファイルで指定されたコ
マンドを実行します。 コマンドが完了すると、コマンドの結果とノードの状況情報
が USB フラッシュ・ドライブに書き込まれます。

USB フラッシュ・ドライブを使用する状況
USB フラッシュ・ドライブは、通常、新規システムをインストールした後に構成を
初期化するために使用されます。

以下の状態では、USB フラッシュ・ドライブ を使用することが必要です。

v サービス・アシスタントを使用してコントロール・エンクロージャー内のノー
ド・キャニスターに接続できず、ノードの状況を確認する必要がある場合。

v コントロール・エンクロージャー内のノード・キャニスターのサービス IP アド
レスが不明であるか使用できず、アドレスを設定する必要がある場合。

v スーパーユーザー・パスワードを忘れ、パスワードをリセットする必要がある場
合。

USB フラッシュ・ドライブの使用
FAT32 ファイル・システムの最初の区画でフォーマットされた任意の USB フラッ
シュ・ドライブを使用します。

このタスクについて

USB フラッシュ・ドライブをノード・キャニスターに差し込むと、ノード・キャニ
スター・コードは、ルート・ディレクトリーの satask.txt という名前のテキス
ト・ファイルを検索します。 コードはファイルを検出すると、ファイルで指定され
ているコマンドを実行しようとします。コマンドが完了すると、
satask_result.html というファイルが USB フラッシュ・ドライブのルート・ディ
レクトリーに書き込まれます。このファイルが存在しない場合は作成されます。 存
在する場合、データがファイルの最初に挿入されます。 このファイルには、実行さ
れたコマンドの詳細と結果、およびノード・キャニスターからの状況と構成情報が
入っています。 状況と構成情報は、サービス・アシスタントのホーム・ページ・パ
ネルに表示される詳細と一致します。

satask.txt ファイルは、任意のワークステーションでテキスト・エディターを使用
して作成できます。 Microsoft Windows ワークステーションを使用している場合、
初期化ツールを使用して最もよく使用されるコマンドを作成できます。
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USB サービス・アクションの実行中、ノード・キャニスターの障害 LED が明滅し
ます。障害 LED の明滅が停止したら、USB フラッシュ・ドライブを安全に取り外
すことができます。

タスクの結果

その後、USB フラッシュ・ドライブをワークステーションに差し込み、
satask_result.html ファイルを Web ブラウザーで表示することができます。

誤って同じコマンドを再実行しないように、satask.txt ファイルは読み取られた後
で削除されます。

satask.txt ファイルが USB フラッシュ・ドライブで検出されない場合でも、必要
に応じて結果ファイルは作成され、そこに状況と構成データが書き込まれます。

初期化ツールの使用
初期化ツールは、グラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) アプリケーシ
ョンです。 このアプリケーションを実行するには、Microsoft Windows XP

Professional 以上が必要です。

このタスクについて

初期化ツールは、コントロール・エンクロージャーに付属の USB フラッシュ・ド
ライブから使用可能です。 アプリケーション・ファイルの名前は、InitTool.exe

です。 USB フラッシュ・ドライブを見つけることができない場合、アプリケーシ
ョンを次のサポート Web サイトからダウンロードできます (初期化ツールを検
索)。

www.ibm.com/storage/support/storwize/v7000/unified

初期化ツールをダウンロードする場合、使用する USB フラッシュ・ドライブにそ
のファイルをコピーする必要があります。

初期化ツールを開始するには、プログラムが入っている USB フラッシュ・ドライ
ブを適切なパーソナル・コンピューターの USB スロットに挿入します。 USB ド
ライブから InitTool.exe プログラムを実行します。

初期化ツールは、satask.txt ファイルを USB フラッシュ・ドライブ上に作成する
ために使用されます。 satask.txt ファイルが作成された後、 221ページの『USB

フラッシュ・ドライブの使用』の説明に従い、ノードでコマンドを実行します。

初期化ツールは、実行するタスクおよびそのタスクに関連するパラメーターを指定
するようプロンプトを出します。 USB キーをコントロール・エンクロージャー上
のノード・キャニスターに差し込むタイミングを示すプロンプトが表示されます。
コマンドが実行されたら、USB フラッシュ・ドライブをパーソナル・コンピュータ
ーに戻して、ツールを再び開始し、結果を表示します。

タスクの結果

初期化ツールを使用して、以下のいずれかのタスクを実行するように USB フラッ
シュ・ドライブを設定することができます。

v システムを作成する。
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v スーパーユーザー・パスワードをリセットする。

v コントロール・エンクロージャー上のノード・キャニスターのサービス IP アド
レスを設定あるいはリセットします。

コントロール・エンクロージャー上のノード・キャニスターで実行するその他のタ
スクについては、テキスト・エディターを使用して satask.txt ファイルを作成す
る必要があります。

USB メモリー・キーのゲートウェイ・アドレス情報が誤っている
InitTool パネル上にある管理 GUI へのリンクが機能していない場合、USB キーの
ゲートウェイ・アドレスが誤っている可能性があります。

このタスクについて

InitTool.exe では初期セットアップが正常に完了したことが示されても、InitTool パ
ネル上にある管理 GUI へのリンクが機能しない場合があります。このシナリオにつ
いて考えた場合、管理 IP アドレスと同じサブネット内にあるが、このサブネット
のゲートウェイの IP アドレスではない管理ゲートウェイ IP アドレスを入力した可
能性があります。これを確認するには、USB フラッシュ・ドライブ上の satask.exe
ファイルで、-gw スイッチの後の IP アドレスを確認します。この IP アドレス
が、このサブネットのゲートウェイであることを確認します。 IP アドレスが必要
な場合は、1 Gbps イーサネットの管理者に確認してください。

このサブネットのゲートウェイとして誤った IP アドレスを入力しており、正しい
ゲートウェイ IP アドレスが準備できている場合は、正しい管理ゲートウェイ IP ア
ドレスを使用して、コントロール・エンクロージャーおよびファイル・モジュール
を再構成することが可能です。

各ファイル・モジュールの 1 Gbps イーサネット・ポート 3 およびコントロール・
エンクロージャー内の各ノード・キャニスターの 1 Gbps イーサネット・ポート 1

と同じイーサネット・スイッチに接続されているコンピューターにアクセスできる
場合は、そのコンピューターから管理 IP アドレスに ssh 接続して、admin として
ログオンすることができます。

この例では、デフォルト・パスワードは admin です。

ssh admin@<management IP address>

次のように、lssystemip CLI コマンドを使用すると、コントロール・エンクロージ
ャー上の現行の管理 IP アドレス設定が表示されます。

[kd52v6h.ibm]$ lssystemip
cluster_id cluster_name location port_id IP_address subnet_mask gateway IP_address_6 prefix_6 gateway_6
00000200A9E0089E ifscluster-svt2 local 1 9.71.16.208 255.255.255.0 9.71.16.2
00000200A9E0089E ifscluster-svt2 local 2

ファイル・モジュールがコントロール・エンクロージャーに SSH 接続できないた
めにこのコマンドが失敗する場合は、「問題判別のガイド」の『トラブルシューテ
ィング』>『トラブルシューティングの開始』>『インストールのトラブルシューテ
ィング』>『初期構成の問題』を参照してください。
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コントロール・エンクロージャー上の管理ゲートウェイ IP アドレス設定を変更す
るには、次のように chsystemip CLI コマンドを使用します。 (これは、ファイル・
モジュールの管理ゲートウェイ IP アドレスを変更する前に、最初に実行する必要
があります。)

[kd52v6h.ibm]$ chsystemip -gw 9.71.16.1 -port 1

ファイル・モジュール上のアクティブ管理ノードは、管理ゲートウェイ設定をコン
トロール・エンクロージャーの設定と一致するように変更するまでは、コントロー
ル・エンクロージャーに対して CLI コマンドを ssh で送信することができませ
ん。 lsnwmgt CLI コマンドを使用すると、ファイル・モジュール上の現行の管理
IP アドレス設定が表示されます。

[kd52v6h.ibm]$ lsnwmgt
Interface Service IP Node1 Service IP Node2 Management IP Network Gateway VLAN ID
ethX0 9.71.16.204 9.71.16.205 9.71.16.216 255.255.255.0 9.71.16.2
EFSSG1000I The command completed successfully

ファイル・モジュール上の管理ゲートウェイ IP アドレス設定を変更するには、次
のように chnwmgt CLI コマンドを使用します。

[kd52v6h.ibm]$ chnwmgt --gateway 9.71.16.1
EFSSG0015I Refreshing data.
EFSSG1000I The command completed successfully

これによって、ファイル・モジュール上のアクティブ管理ノードが、再びコントロ
ール・エンクロージャーに対して CLI コマンドを ssh で送信できるようになって
いるはずです。 Storwize V7000 Unified システムとは別のサブネットあるいは別の
イーサネット・スイッチ上にあるコンピューターから、管理 GUI や CLI にアクセ
スすることができます。これで、InitTool.exe パネルにある管理 GUI へのリンクは
機能しています。

satask.txt コマンド
このトピックでは、USB フラッシュ・ドライブから実行できるコマンドを示しま
す。

テキスト・エディターを使用して satask.txt コマンド・ファイルを作成する場
合、ファイルには、ファイルの 1 行に 1 つのコマンドが含まれている必要があり
ます。 使用するコマンドは、注記がある場合を除き、サービス CLI コマンドと同
じです。 すべてのサービス CLI コマンドを USB フラッシュ・ドライブから実行
できるわけではありません。 satask.txt コマンドは、常に USB フラッシュ・ド
ライブが差し込まれたノードで実行されます。

サービス IP アドレスとスーパーユーザー・パスワードのリセット・コマンド:

このコマンドは、ノード・キャニスターの現行状態が不明である場合でもノード・
キャニスターへのサービス・アシスタント・アクセスを取得するために使用しま
す。 ノード・キャニスターへの物理的なアクセスは必要で、これはアクションを認
証するために使用されます。

構文

�� satask chserviceip -serviceip ipv4
-gw ipv4 -mask ipv4 -resetpassword

��
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�� satask chserviceip -serviceip_6 ipv6
-gw_6 ipv6 -prefix_6 int -resetpassword

��

�� satask chserviceip -default
-resetpassword

��

パラメーター

-serviceip
(オプション) サービス・アシスタントの IPv4 アドレス。

-gw
(オプション) サービス・アシスタントの IPv4 ゲートウェイ。

-mask
(オプション) サービス・アシスタントの IPv4 サブネット。

-serviceip_6
(オプション) サービス・アシスタントの IPv6 アドレス。

-gw_6
(オプション) サービス・アシスタントの IPv6 ゲートウェイ。

-default
(オプション) デフォルトの IPv4 アドレスにリセットします。

-prefix_6
(オプション) サービス・アシスタントの IPv6 接頭部。

-resetpassword
(オプション) サービス・アシスタント・パスワードをデフォルト値に設定しま
す。

説明

このコマンドは、サービス・アシスタント IP アドレスをデフォルト値にリセット
します。 上段のキャニスターでコマンドが実行される場合、デフォルト値は
192.168.70.121 (サブネット・マスク 255.255.255.0) です。 下段のキャニスターでコ
マンドが実行される場合、デフォルト値は 192.168.70.122 (サブネット・マスク
255.255.255.0) です。 ノード・キャニスターがシステム内でアクティブである場
合、システムのスーパーユーザー・パスワードがリセットされます。アクティブで
ない場合、スーパーユーザー・パスワードはノード・キャニスターでリセットされ
ます。

ノード・キャニスターがシステムでアクティブになると、スーパーユーザー・パス
ワードがシステムのパスワードにリセットされます。 スーパーユーザー・パスワー
ドのリセットを使用不可にするようにシステムを構成できます。 この機能を使用不
可にした場合、このアクションは失敗します。

このアクションは、satask chserviceip コマンドおよび satask resetpassword コ
マンドを呼び出します。

サービス・アシスタント・パスワードのリセット・コマンド:
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このコマンドは、スーパーユーザー・パスワードを忘れたためにシステムにログオ
ンできず、そのパスワードをリセットしたい場合に使用します。

重要: このコマンドは、IBM サポートに指示された場合にのみ実行してください。
このコマンドを直接 Storwize V7000 で実行すると、ファイル・モジュールでの入出
力操作に影響を及ぼす可能性があります。

構文

�� satask resetpassword ��

パラメーター

なし。

説明

このコマンドは、サービス・アシスタント・パスワードをデフォルト値の passw0rd

にリセットします。ノード・キャニスターがシステム内でアクティブである場合、
システムのスーパーユーザー・パスワードがリセットされます。アクティブでない
場合、スーパーユーザー・パスワードはノード・キャニスターでリセットされま
す。

ノード・キャニスターがシステムでアクティブになると、スーパーユーザー・パス
ワードがシステムのパスワードにリセットされます。 スーパーユーザー・パスワー
ドのリセットを使用不可にするようにシステムを構成できます。この機能を使用不
可にした場合、このアクションは失敗します。

このコマンドは、satask resetpassword コマンドを呼び出します。

snap コマンド:

このコマンドは、ノード・キャニスターから診断情報を収集し、出力を USB フラ
ッシュ・ドライブに書き込むために使用します。

重要: このコマンドは、IBM サポートに指示された場合にのみ実行してください。
このコマンドを直接 Storwize V7000 で実行すると、ファイル・モジュールでの入出
力操作に影響を及ぼす可能性があります。

構文

�� satask snap -options ��

パラメーター

-options
(オプション) 収集するべき診断情報を指定します。
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説明

このコマンドは、snap ファイルを USB フラッシュ・ドライブに移動します。

このコマンドは、satask snap コマンドを呼び出します。

ソフトウェアの適用コマンド:

このコマンドは、特定のアップグレード・パッケージをノード・キャニスターにイ
ンストールするために使用します。

重要: このコマンドは、IBM サポートに指示された場合にのみ実行してください。
このコマンドを直接 Storwize V7000 で実行すると、ファイル・モジュールでの入出
力操作に影響を及ぼす可能性があります。

構文

�� satask installsoftware -file filename
-ignore

��

パラメーター

-file
(必須) アップグレード・パッケージのファイル名。

-ignore
(オプション) 前提条件のチェックを無効にして、アップグレード・パッケージ
のインストールを強制実行します。

説明

このコマンドは、USB フラッシュ・ドライブからファイルをノード・キャニスター
上のアップグレード・ディレクトリーにコピーした後、アップグレード・パッケー
ジをインストールします。

このコマンドは、satask installsoftware コマンドを呼び出します。

クラスターの作成コマンド:

このコマンドは、ストレージ・システムを作成する場合に使用します。

注: クラスターへの参照は、Storwize V7000 ファイル・モジュールのファイル・シ
ステム・クラスターとは異なります。

重要: このコマンドは、IBM サポートに指示された場合にのみ実行してください。
このコマンドを直接 Storwize V7000 で実行すると、ファイル・モジュールでの入出
力操作に影響を及ぼす可能性があります。

構文

�� satask mkcluster -clusterip ipv4
-gw ipv4 -mask ipv4 -name cluster_name

��
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�� satask mkcluster -clusterip_6 ipv6
-gw_6 ipv6 -prefix_6 int -name cluster_name

��

パラメーター

-clusterip
(オプション) システム上のイーサネット・ポート 1 の IPv4 アドレス。

-gw
(オプション) システム上のイーサネット・ポート 1 の IPv4 ゲートウェイ。

-mask
(オプション) システム上のイーサネット・ポート 1 の IPv4 サブネット。

-clusterip_6
(オプション) システム上のイーサネット・ポート 1 の IPv6 アドレス。

-gw_6
(オプション) システム上のイーサネット・ポート 1 の IPv6 ゲートウェイ。

-prefix_6
(オプション) システム上のイーサネット・ポート 1 の IPv6 接頭部。

-name
(オプション) 新規システムの名前。

説明

このコマンドは、ストレージ・システムを作成します。

このコマンドは、satask mkcluster コマンドを呼び出します。

状況照会コマンド:

このコマンドは、ノード・キャニスターの現在のサービス状態を判別するために使
用します。

構文

�� sainfo getstatus ��

パラメーター

なし。

説明

このコマンドは、各ノード・キャニスターからの出力を USB フラッシュ・ドライ
ブに書き込みます。

このコマンドは、sainfo lsservicenodes コマンド、sainfo lsservicestatus コマ
ンド、および sainfo lsservicerecommendation コマンドを呼び出します。
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イベントのレポート作成
検出されたイベントは、イベント・ログに保存されます。 このイベント・ログにエ
ントリーが作成されると、直ちに状態が分析されます。サービス・アクティビティ
ーが必要な場合は、通知が送信されます。

イベント・レポート作成プロセス

以下の方式を使用して、ユーザーおよび IBM サポートに新規イベントを通知しま
す。

v Simple Network Management Protocol (SNMP) を有効にしている場合、お客様が
構成した SNMP マネージャーに SNMP トラップが送られます。

v 使用可能な場合、syslog プロトコルを使用して IP ネットワーク上で送信側から
受信側にログ・メッセージを転送できます。

v 使用可能な場合、コール・ホーム E メールを使用して、イベント通知を送信側か
ら受信側に転送できます。

v コール・ホームが使用可能な場合、クリティカルな障害では問題管理レコード
(PMR) が生成され、この PMR は適切な IBM サポートに直接送信されます。

イベントについて
状況の重大な変化が検出された場合、イベントがイベント・ログに記録されます。

エラー・データ

イベントは、アラートまたはメッセージのいずれかに分類されます。

v アラートは、イベントに何らかのアクションが必要な場合にログに記録されま
す。 一部のアラートには、必要なサービス・アクションを定義するエラー・コー
ドが関連付けられています。 サービス・アクションは、修正手順により自動化さ
れます。 アラートにエラー・コードがない場合、そのアラートは、状態の予期し
ない変化を表します。 この状況は、予期されたものであるのか、あるいは障害を
表しているのかを確認するために調査する必要があります。 アラートが報告され
たら、可能な限り早急に調査して解決してください。

v メッセージは、予期された変化が報告された場合にログに記録されます。例え
ば、IBM FlashCopy® 操作が完了した場合などです。

イベント・ログの表示
イベント・ログ は、管理 GUI またはコマンド行インターフェース (CLI) を使用し
て表示できます。

このタスクについて

管理 GUI で「モニター」 > 「イベント」オプションを使用して、イベント・ログ
を表示することができます。 イベント・ログには多くの項目が含まれます。 ただ
し、必要なタイプの情報のみを選択することができます。

また、コマンド行インターフェース (lseventlog) を使用してイベント・ログを表示
することもできます。コマンドの詳細については、『コマンド行インターフェー
ス』のトピックを参照してください。
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イベント・ログの管理
イベント・ログはサイズに制限があります。 いっぱいになると、新しいエントリー
で不要になったエントリーが置き換えられます。

繰り返し発生するイベントでイベント・ログがいっぱいになるのを回避するため
に、イベント・ログ内の一部のレコードは、同一イベントの複数回のオカレンスを
示します。 イベント・ログ・エントリーがこのように合体されると、問題の最初の
オカレンスと最後のオカレンスのタイム・スタンプがログ・エントリー内に保管さ
れます。 エラー状態の発生回数のカウントも、ログ・エントリーに保存 されま
す。その他のデータは、イベントの最後のオカレンスを示します。

イベント・ログ内のフィールドの説明
イベント・ログには、問題の診断に使用できる情報が記載されたフィールドが組み
込まれています。

表 35 で、問題の診断に役立つ、いくつかのフィールドについて説明します。

表 35. イベント・ログのデータ・フィールドの説明

データ・
フィールド

説明

イベント ID この番号は、イベントがログに記録された理由を正確に識別します。

エラー・コード この番号は、エラー状態を解決するために従う必要があるサービス・ア
クションを示しています。 すべてのイベントにエラー・コードが関連
付けられているわけではありません。 多くのイベント ID に同じエラ
ー・コードが付随する場合があります。それらのイベントのすべてでサ
ービス・アクションが同じであるためです。

シーケンス番号 イベントを識別する番号。

イベント・カウン
ト

このイベント・ログ・レコードに合体されたイベントの数。

オブジェクト・タ
イプ

イベント・ログが関連するオブジェクト・タイプ。

オブジェクト ID オブジェクトのインスタンスを一意的に識別する番号。

修正済み エラー状態のアラートが示される場合に、イベントの理由が解決された
かどうかを示します。多くの場合、システムは適切な時点で自動的にイ
ベントに修正済みのマークを付けます。 一部のイベントには、手動で
修正済みのマークを付ける必要があります。 イベントがメッセージで
ある場合、このフィールドは、ユーザーがアクションを読み、実行した
ことを示します。 メッセージには、読み取り済みのマークを付ける必
要があります。

最初の時刻 このエラー・イベントが報告された時刻。 類似タイプのイベントが合
体され、そのため 1 つのイベント・ログ・レコードが複数のイベント
を表す場合、このフィールドは、最初のエラー・イベントがログに記録
された時刻です。

最後の時刻 このエラー・イベントの最後のインスタンスが、ログに記録された時
刻。
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表 35. イベント・ログのデータ・フィールドの説明 (続き)

データ・
フィールド

説明

ルート・シーケン
ス番号

設定した場合には、この番号は、イベントが報告された原因として考え
られるエラーを表すイベントのシーケンス番号です。 最初に、ルー
ト・イベントを解決してください。

センス・データ イベントがログに記録される原因となった状態の詳細を示す追加デー
タ。

イベント通知
SAN ボリューム・コントローラー製品は、重大なイベントが検出された場合に、
Simple Network Management Protocol (SNMP) トラップ、syslog メッセージ、E メ
ール、およびコール・ホーム E メールを使用して、ユーザーおよび IBM(r) Remote

Technical Support Center に通知することができます。これらの通知方式を任意に組
み合わせて、同時に使用することができます。通知は、通常、イベントが出された
直後に送信されます。ただし、いくつかのイベントが、実行されている保守アクシ
ョンのために発生する可能性があります。 推奨保守アクションがアクティブである
場合、これらのイベントが通知されるのは、保守アクションが完了するときにこれ
らのイベントが引き続き未修正である場合のみです。

通知することができるのは、イベント・ログに記録されるイベントのみです。一部
の CLI コマンドに対する応答で示されるほとんどの CLI メッセージは、イベン
ト・ログに記録されないため、イベント通知は行われません。

表 36 は、イベント通知のレベルを記述します。

表 36. 通知レベル

通知レベル 説明

クリティカル クリティカル通知は、可能な限り早く修正する必要がある問題を示
すために発信されます。

この通知は、Storwize V7000 Unifiedに重大な問題があることを示し
ています。例えば、レポートされているイベントが、システムに冗
長度が失われており、このため、もうひとつ障害が起こるとデータ
へのアクセスができなくなる可能性があることを示している場合が
あります。 このタイプの通知が発信される最も典型的な理由はハー
ドウェア障害ですが、一部の構成エラーまたはファブリック・エラ
ーもこの通知レベルに含まれます。 クリティカル通知は、IBM サポ
ートにコール・ホーム E メールとして送信されるよう構成すること
ができます。

警告 警告通知は、 Storwize V7000 Unifiedに問題または予期していなかっ
た状態が生じていることを示すために送信されます。このタイプの
通知は、操作に影響があるか判別し、必要な修正を行うために、常
に即時に調べる必要があります。

警告通知は交換パーツを必要とせず、したがって、IBM サポートの
支援は必要ありません。 「警告」通知タイプが割り振られても、そ
のイベントが「クリティカル」通知レベルのイベントより重大度が
低いことを意味しているわけではありません。
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表 36. 通知レベル (続き)

通知レベル 説明

情報 情報通知は、予期されたイベントが発生したこと、例えば、
FlashCopy 操作が完了したことを示すために送信されます。 このよ
うな通知が送信された場合、修正アクションは必要ありません。

電源オン自己診断テスト (Power-on self-test)
システムの電源をオンにすると、ファイル・モジュールおよびコントロール・エン
クロージャーのノード・キャニスターは自己診断テストを実行します。

最初に装置に電源を入れたときに、一連のテストを実行して、コンポーネントおよ
びインストールされているいくつかのオプションの作動を検査します。 この一連の
テストは電源オン自己診断テスト (POST) と呼ばれます。

POST の間に重大な障害が検出されると、ソフトウェアはロードされず、障害 LED

が点灯します。 ファイル・モジュールあるいはノード・キャニスターで POST エ
ラーが発生しているかどうかを判別するには、 253ページの『手順: LED を使用し
てシステム状況を理解する』に進みます。

コードがロードされると、追加のテストが行われます。このテストで、必要なすべ
てのハードウェアおよびコード・コンポーネントが取り付けられ、正しく機能して
いることが確認されます。

イベントについて
The Storwize V7000 Unified システムは、情報イベントや構成イベントなどのイベ
ントを生成します。イベント ID または番号は、イベントに関連付けられ、そのイ
ベントの理由を示します。

イベントには、次のようにいくつかの異なるタイプがあります。

v 情報イベントは、操作の状況に関する情報を提供します。情報イベントはエラ
ー・イベント・ログに記録され、構成に応じて E メール、SNMP、および syslog

により通知されます。

v エラー・イベントは、サービス・アクションが必要な場合に生成されます。エラ
ー・イベントは、エラー・コードが関連付けられたアラートにマップされます。
構成に応じて、エラー・イベントを E メール、SNMP、または Syslog を使用し
て通知できます。

エラー・コードの理解
エラー・コードは、イベント・ログ分析およびシステム構成コードによって生成さ
れます。

エラー・コードは、問題の原因、障害を起こした現場交換可能ユニット (FRU)、お
よび問題の解決に必要なサービス・アクションを識別するのに役立ちます。

ログとトレースの表示
Storwize V7000 Unified クラスター化システムは、システムの管理および問題の診
断に使用できるログ・ファイルとトレース・ファイルを保持します。
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CIM ログ・ファイルの収集についての情報を表示できます。また、構成ダンプ、エ
ラー・ログ、またはフィーチャー設定ログの例を表示できます。 これを実行するに
は、Storwize V7000 Unified インフォメーション・センターの左側ペインの「参
照」をクリックし、次に、「ログおよびトレース」セクションを展開します。

コントロール・エンクロージャーの Storwize V7000 Unified バッテリー
の作動について

Storwize V7000 Unified のノード・キャニスターはボリューム・データをキャッシ
ュに入れて、状態情報を揮発性メモリーに保持します。

電源に障害が発生すると、キャッシュ・データと状態データは、キャニスター内の
ローカルのソリッド・ステート・ドライブ (SSD) に書き込まれます。コントロー
ル・エンクロージャー内のバッテリーは、キャッシュ・データおよび状態データを
ローカル・ドライブに書き込むための電力を供給します。

注: Storwize V7000 Unified の拡張キャニスターは、ボリューム・データをキャッシ
ュに入れず、状態情報を揮発性メモリーに保管しません。そのため、これらにバッ
テリーの電源は必要ありません。 拡張エンクロージャーの両方の電源機構への AC

電源で障害が発生した場合、拡張エンクロージャーの電源はオフになります。 少な
くとも 1 つの電源機構への AC 電源が回復されると、コントローラーはオペレー
ター介入なしに再起動します。

コントロール・エンクロージャーには 2 つの電源機構装置があります。 それぞれ
に内蔵バッテリーが収容されています。 電源機構装置とバッテリーはいずれも、両
方のコントロール・キャニスターに電力を供給します。 各バッテリーは、重要なデ
ータをローカル・ドライブに保存する間、両方のノード・キャニスターに電力を供
給するために十分に充電されています。 2 つのバッテリーと 2 つのキャニスター
がある完全冗長システムでは、バッテリーは、重要なデータを両方のキャニスター
からローカル・ドライブに 2 回保存することをサポートするために十分に充電され
ています。 1 つのバッテリーが障害を起こしたシステムでは、残りのバッテリー
が、重要なデータを両方のキャニスターからローカル・ドライブに 1 回保存するこ
とをサポートするために十分に充電されています。

コントロール・エンクロージャーへの AC 電源が途絶えた場合、キャニスターは、
AC 電源の喪失が最初に検出されてから約 10 秒後まで重要なデータのローカル・
ドライブへの保存を開始しません。 その時間内に電源が回復された場合、システム
は操作を続行します。 この電力喪失は瞬断 と呼ばれます。 重要なデータの保存が
開始されるとすぐに、システムはホスト・アプリケーションからの入出力要求の処
理を停止して、メトロ・ミラー関係およびグローバル・ミラー関係はオフラインに
なります。 重要なデータの保存が完了すると、システムの電源はオフになります。

両方のノード・キャニスターがキャッシュおよび状態データをローカル・ドライブ
に書き込まずにシャットダウンした場合、拡張サービス・アクションを実行しない
と、システムは再起動できません。システム構成を復元する必要があります。 キャ
ッシュ書き込みデータが失われた場合、ボリュームをバックアップから復元する必
要があります。そのため、保守手順で指示されない限り、コントロール・エンクロ
ージャーからキャニスターまたは電源機構装置を取り外さないことが重要です。こ
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れらのコンポーネントのいずれかを取り外すと、ノード・キャニスターがキャッシ
ュおよび状態データをローカル・ドライブに書き込むことができなくなる可能性が
あります。

コントロール・エンクロージャーへの AC 電源が回復されると、システムはオペレ
ーター介入なしに再起動します。 再起動の時間は、以前の電源障害の履歴があるか
どうかによって異なります。

電源障害のために両方のキャニスターが重要なデータを保存した後に AC 電源が回
復された場合、重要なデータを再び保存する間、両方のキャニスターに電力を供給
するのに十分にバッテリーが充電されている場合に限り、システムは再起動しま
す。 2 つのバッテリーがある完全冗長システムでは、この状態は、1 回の AC 電
源障害が発生して重要なデータが保存された後、電源が回復されるとすぐにシステ
ムが再起動できることを意味します。バッテリーが充電を完了する前に 2 回目の
AC 電源障害が発生した場合、システムはサービス状態で起動して、バッテリーが
半分充電されるまで入出力操作の再開を許可しません。充電には約 30 分間かかり
ます。

1 つのバッテリーが障害を起こしたシステムでは、AC 電源障害が発生すると、両
方のキャニスターが重要なデータを保存して、残りのバッテリーを完全に放電しま
す。 AC 電源が回復すると、システムはサービス状態で起動して、残りのバッテリ
ーが完全に充電されるまで入出力操作の再開を許可しません。 充電には約 1 時間
かかります。

バッテリーは、以下の状態の場合に障害があると見なされます。

v システムが通信できず、エラーを報告する場合。

v システムがバッテリーと通信できない場合。 通信の失敗の原因として、バッテリ
ーを収容する電源機構が取り外されたか、バッテリーとの通信が不可能になるよ
うな電源機構の障害が起こったことが挙げられます。

重要なデータが保存され、ノードがサービス状態になり、入出力操作が許可されな
い原因となる状態は、AC 電源の喪失以外にもあります。 ノード・キャニスター
は、重要なデータの保存をサポートするのに十分なバッテリーの充電がなくなった
ことを検出した場合に重要なデータを保存します。 この状況は、例えば両方のバッ
テリーの充電が 2/3 になった場合に起こります。 エンクロージャー内で使用可能な
充電の合計量は、重要なデータの 1 回の保存をサポートするのに十分です。そのた
め、両方のキャニスターがアクティブ状態で、入出力操作は許可されます。 ただ
し、1 つのバッテリーで障害が起こり、残りのバッテリーが 2/3 しか充電されてい
ない場合、エンクロージャー内で使用可能な充電の合計量は、AC 電源の障害発生
時に重要なデータを保存するには不十分です。 この場合、データ保護は保証されま
せん。 ノードは、AC 電源を使用して重要なデータを保存し、サービス状態になり
ます。 ノードは、残りのバッテリーが重要なデータの保存をサポートするのに十分
に充電されるまで、入出力操作を処理しません。 バッテリーの充電が十分になった
ら、システムは自動的に再起動します。

重要: Storwize V7000 Unified は電源障害および瞬断に対する回復力を備えていま
すが、必ず、Storwize V7000 Unified の要件を満たす高信頼性で一貫性のある AC
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電源が用意された環境に Storwize V7000 Unified を取り付けてください。データ・
アクセスが長期にわたって中断されないように、無停電電源装置を検討してくださ
い。

メンテナンス放電サイクル
メンテナンス放電サイクルにより、バッテリーの寿命が延び、システムがバッテリ
ーの充電量を正確に測定できるようになります。 放電サイクルにより、Storwize

V7000 Unified システムを保護するために十分にバッテリーが充電されることが保証
されます。

メンテナンス放電サイクルは、システムによって自動的にスケジュールされ、バッ
テリーを完全に放電してから再充電します。 メンテナンス放電は、通常、システム
に完全に充電されたバッテリーが 2 個あるときにのみスケジュールされます。 こ
の条件により、メンテナンス・サイクルの期間中、AC 電源障害が発生した場合で
も重要なデータの保存を完了するのに十分な充電量がシステムにあることになりま
す。 また、この条件により、メンテナンス・サイクルの実行中も入出力操作が続行
されます。 通常は、両方のバッテリーのメンテナンス放電を一度に実行する必要が
あります。 このような状況で、システムは、1 個のバッテリーのメンテナンスを自
動的にスケジュールします。 そのバッテリーのメンテナンスが完了すると、もう一
方のバッテリーのメンテナンスが開始されます。

メンテナンス放電は、以下の状況でスケジュールされます。

v バッテリーの電源が、メンテナンス放電が行われないで 3 カ月間にわたってオン
になっている。

v バッテリーが、少なくとも 2 回、重要なデータを保存するための保護を提供し
た。

v バッテリーが、それぞれ最大 10 秒間にわたる瞬断に対する保護を少なくとも 10

回提供した。

メンテナンス放電は、完了するのに約 10 時間かかります。 メンテナンス・サイク
ル中に AC 電源障害が発生した場合、サイクルを再開する必要があります。 サイ
クルは、バッテリーが完全に充電されているときに自動的にスケジュールされま
す。

以下の条件下では、システムを保護するのに十分な充電量があるかどうか計算する
際にバッテリーが考慮されません。 この条件は、メンテナンス放電サイクルが完了
するまで存続します。

v バッテリーがメンテナンス放電を実行している。

v バッテリーが、少なくとも 4 回、重要なデータを保存するための保護を提供し、
その間にメンテナンス放電は行われていない。

v バッテリーが、それぞれ最大 10 秒間にわたる瞬断に対する保護を少なくとも 20

回提供した。

v 前回のメンテナンス・サイクルが AC 電源障害によって中断されたため、バッテ
リーはメンテナンス放電を再開する必要がある。

システムで AC 電源障害が繰り返し発生して、AC 障害同士の間にバッテリー調整
を完了するのに十分な時間間隔がない場合、システムを保護するのに十分な充電量
があるかどうか計算する際に、どちらのバッテリーも考慮されません。 このような
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状況では、システムはサービス状態になり、バッテリーが充電されて、いずれかの
バッテリーでメンテナンス放電が完了するまで、入出力操作の再開は許可されませ
ん。 このアクティビティーには約 10 時間かかります。

システム内のどちらかのバッテリーが障害を起こして取り替えられていない場合、
もう一方のバッテリーのメンテナンス放電は行われません。 この状態により、残り
のバッテリーの寿命が短くなるだけでなく、バッテリーが少なくとも 2 回の重要な
データ保存または 10 回の瞬断に対する保護を提供した後のメンテナンス放電サイ
クルも行われなくなります。 このメンテナンス・サイクルが行われないと、システ
ムで多くの電源障害が累積して、システムを保護するのに十分な充電量があるかど
うか計算する際に残りのバッテリーが考慮されなくなるリスクが高くなります。 こ
の状態により、残りの 1 つのバッテリーがメンテナンス放電を実行する間、システ
ムはサービス状態になります。 このプロセスの間、入出力操作は許可されません。
このアクティビティーには約 10 時間かかります。

メディア・エラーと不良ブロックについて
ブロックを正常に読み取ることができない場合、ストレージ・システムはメディ
ア・エラー応答をホストに返します。 ホスト読み取りに対する Storwize V7000

Unified の応答は、この動作の後に続きます。

提供されるボリュームの仮想化では、メディア・エラーがホストに返される時間が
延びます。この非仮想化システムとの違いにより、Storwize V7000 Unified ではメ
ディア・エラーではなく不良ブロック という用語を使用します。

Storwize V7000 Unifiedは、管理対象ディスク (MDisks) 上のエクステントからボリ
ュームを割り振ります。 MDisk は、外部ストレージ・コントローラー上のボリュー
ム、または内蔵ドライブから作成された RAID アレイでも構いません。 いずれの
場合も、使用される RAID レベルに応じて、単一のドライブでは通常、読み取りエ
ラーからの保護があります。 ただし、複数のドライブにエラーがある場合、または
ドライブが再ビルド中か、その他の問題が原因でドライブがオフラインである場
合、メディア・エラーが発生する可能性があります。

Storwize V7000 Unified は、任意のボリュームを基礎になる一連の物理ストレージ
から別のストレージに移動したり、あるいは FlashCopy、メトロ・ミラー、または
グローバル・ミラーを使用するボリュームを複製するマイグレーション機能を提供
します。いずれの場合も、元のボリュームの論理ブロック・アドレスが読み取られ
ると、マイグレーション済みボリュームまたは複製済みボリュームは、ホストにメ
ディア・エラーをホストに返します。 システムは、読み取りできない論理ブロッ
ク・アドレスの場所を記録する不良ブロックの表を維持します。 これらの表は、ボ
リュームにストレージを提供している MDisk に関連しています。

不良ブロックの位置の照会には、dumpmdiskbadblocks コマンドまたは
dumpallmdiskbadblocks コマンドを使用できます。

重要: dumpmdiskbadblocks コマンドは、作成された仮想メディア・エラーのみを出
力し、MDisk あるいはドライブ上の実際のメディア・エラーのリストは出力しませ
ん。
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不良ブロックの位置の記録に使用される表がいっぱいになる場合があります。 表
は、一般的に MDisk またはシステム上のいずれかでいっぱいになることがありま
す。表がいっぱいになると、ソース・ボリュームの正確なイメージを作成できない
ため、不良ブロックを作成していたマイグレーションまたはレプリカ生成は失敗し
ます。

システムは以下の状態の場合に、イベント・ログにアラートを作成します。

v メディア・エラーか検出され、不良ブロックが作成される場合

v 不良ブロックの表がいっぱいになった場合

以下のエラーが示されます。

表 37. 不良ブロックのエラー

エラー・コード 説明

1840 管理対象ディスクに不良ブロックがありま
す。 外部コントローラーの場合は、これは
コピーされたメディアのエラーのみである可
能性があります。

1226 MDisk に許可される最大数の不良ブロックが
すでに存在するため、システムは不良ブロッ
クを作成できませんでした。

1225 システムに許可される最大数の不良ブロック
がすでに存在するため、システムは不良ブロ
ックを作成できませんでした。

これらのアラートに対する推奨処置では、この状態の修復をガイドしています。

当該ブロックに対してボリュームの削除、または書き込み入出力を実行して、ボリ
ューム・ディスク・エクステントを割り振り解除することで、不良ブロックをクリ
アしてください。不良ブロックが検出された場合はすぐに修復することをお勧めし
ます。 このアクションにより、ボリュームが複製されるか、マイグレーションされ
るときに、不良ブロックの伝搬が防止されます。 しかし、不良ブロックがアプリケ
ーションによって使用されていないボリュームの一部に存在することがあります。
例えば、初期化されていないデータベースの一部に存在している場合があります。
これらの不良ブロックは、アプリケーションによりデータがこれらの領域にかきこ
まれるときに修復されます。 修復が行われるまでは、不良ブロック・レコードは使
用可能な不良ブロック・スペースを使い果たし続けます。

問題の解決
ここでは、システム上に存在している可能性がある障害状態を解決するのに役立つ
いくつかの手順について説明します。この説明は、基本的な Storwize V7000

Unified システムの概念を理解していることを前提としています。

問題を見つけて解決するために、通常、以下の手順が使用されます。

v データ収集とシステム構成を含む手順

v ハードウェアの取り替えに使用される手順
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問題の診断および解決の開始点として、常に、管理 GUI の「イベント」パネルの推
奨処置を使用してください。

以降のトピックでは、ユーザーが経験する場合がある、管理 GUI を使用しても解決
されないタイプの問題について説明します。そのような状況では、症状を確認し
て、ここで説明されるアクションに従います。

開始: 管理 GUI の推奨処置の使用 トピックは、すべてのサービス・アクションの
開始点です。 このセクションで扱う状況は、管理 GUI を始動できない場合、また
はコントロール・エンクロージャーのノード・キャニスターがシステム・ソフトウ
ェアを実行できない場合です。

注: クラスター化システムを作成した後は、修正手順で指示された場合に限り、ハ
ードウェア・コンポーネントを取り外してください。 手順に従わないと、データへ
のアクセスが失われたり、データ損失が発生することがあります。 コントロール・
エンクロージャーを保守する場合、修正手順に従ってください。

開始: 管理 GUI の推奨処置の使用
管理 GUI は、システムの問題のトラブルシューティングおよび修正に役立つ幅広い
機能を備えています。

クラスター化システムを作成するとすぐに、管理 GUI を使用して Storwize V7000

Unified システムに接続して管理することができます。 クラスター化システムを作
成できない場合、作成できない場合の処置に関する情報が記載された問題を参照し
てください。 243ページの『問題: クラスター化ストレージ・システムを作成でき
ない』に進みます。

管理 GUI を実行するには、サポートされる Web ブラウザーを起動して、システム
の管理 IP アドレスを指定します。 最大 4 つのアドレスを使用するために構成で
きます。 IPv4 アクセス用に 2 つのアドレス、IPv6 アクセス用に 2 つのアドレス
があります。 システム管理 IP アドレスが不明な場合は、 242ページの『問題: 管
理 IP アドレスが不明である』に進みます。接続が正常に行われると、ログイン・
パネルが表示されます。 ログイン・パネルにアクセスできない場合、 242ページの
『問題: 管理 GUI に接続できない』に進みます。

ユーザー名とパスワードを使用してログオンします。 ログオンできない場合、 243

ページの『問題: 管理 GUI にログオンできない』に進みます。

ログオンしたら、「モニター」 > 「イベント」を選択します。 フィルター・アラ
ートを選択した方法に応じて、注意が必要なアラートのみが表示される場合、修正
されていないアラートおよびメッセージが表示される場合、あるいは修正済みまた
は未修正に関わらずすべてのイベント・タイプが表示される場合があります。

推奨されるアラートまたはその他のアラートを選択して、修正手順を実行します。
修正手順は、問題のトラブルシューティングおよび修正のプロセスをガイドしま
す。修正手順では、問題に関連する情報が表示され、問題を修正するためのさまざ
まなオプションが示されます。 可能な場合、修正手順により、システムを再構成す
るために必要なコマンドが実行されます。

238 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



これらのアクションにより、必要なすべての処置が確実に取られるため、アラート
に対して常に推奨処置を使用してください。 サービス・アクションが明白であると
思われる場合でも、推奨処置を使用してください。例えば、ドライブが障害を示し
ている場合です。 この場合、ドライブを取り替えて、再構成を実行する必要があり
ます。 修正手順により、ユーザーの代わりに再構成が実行されます。

可能な場合、示される順序でアラートを修正して、最も重大な問題を最初に解決し
ます。 多くの場合、その他のアラートは自動的に修正されます。それらは、より重
大な問題の結果であるためです。

すべてのアラートが修正された後、 251ページの『手順: システムの状況を検査す
る』に進みます。

問題: 別のシステムが既に同じ IP アドレスを使用している可能性
がある

管理通信に使用する IP アドレス と同じ IP アドレスを Storwize V7000 システム
に使用して、ご使用のネットワークに別のシステムが接続されている場合もありま
す。この問題は、重複 IP アドレスとも呼ばれます。

Storwize V7000 の USB の初期化が正常に完了すると、Storwize V7000 のシステム
IP アドレスが設定されます。ご使用のネットワーク上で既にその IP アドレスが別
のシステムで使用されていても、この問題は発生する可能性があります。

ご使用の Storwize V7000 システムで既に使用されている IP アドレスを使用した、
ご使用のネットワーク上に別のユーザーが別のマシンをセットアップすることも可
能です。

その結果、通信は間違ったシステムを行き来し、偶発的なファイル・モジュールが
Storwize V7000 システム CLI 通信問題を発生させる場合があります。

ローカル・ネットワーク内で、IP アドレスが重複していないかどうかを確認するに
は、コントロール・エンクロージャーと同じサブネット内にある別のマシン上で
arping Linux コマンドの使用を試行してください。以下に例を示します。

arping -c 2 -w 3 -I eth0 <V7000 system IP address>

応答に 2 つ以上の MAC アドレス (大括弧内) が表示された場合は、ローカル・ネ
ットワーク内に重複 IP アドレスがあることになります。

ご使用のより広範囲なネットワーク内で、同じ IP アドレスが重複していないかど
うかを確認するには、各ノード・キャニスターからイーサネット・ポート 1 を切断
し、同じサブネット内にある別のマシンから IP アドレス の ping を試行すること
ができます。

ストレージ・システムの IP 設定を変更する予定があるが、現行のシステム IP に
ssh 接続して chsystemip CLI コマンドを実行できない場合は、 240ページの『問
題: CLI にアクセスできないためシステム IP アドレスを変更できない』 を参照し
てください。

システム IP アドレスを変更する予定があり、現行システム IP アドレス に ssh 接
続できる場合は、chsystemip CLI コマンドを実行できます。以下に例を示します。
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>ssh superuser@<system IP address>
$ chsystemip -clusterip 9.20.136.5 -gw 9.20.136.1 -mask 255.255.255.0 -port 1

スーパーユーザーのデフォルトのパスワードは passw0rd です。

ファイル・モジュールにおけるコントロール・エンクロージャーのシステム IP の
記録の更新:

ファイル・モジュールにおけるコントロール・エンクロージャーのシステム IP ア
ドレスの現行の記録を見つけるには、Storwize V7000 Unified 管理 CLI を使用して
lsstoragesystem コマンドを発行します。以下に例を示します。

>ssh admin@<management_IP>
[kd01ghf.ibm]$ lsstoragesystem
name primaryIP secondaryIP id
StorwizeV7000 9.11.137.130 9.11.137.130 00000200A2601508
EFSSG1000I The command completed successfully.

lsstoragesystem CLI によって示される 1 次および 2 次 IP アドレスが、
lssystemip CLI コマンドの出力に示されるシステム IP アドレスと一致しない場
合、記録を更新する必要があります。chstoragesystem コマンドは、ファイル・モ
ジュールにおけるコントロール・エンクロージャーのシステム IP の記録を変更し
ます。以下に例を示します。

>[kd01ghf.ibm]$ chstoragesystem --ip1 9.71.18.136 --ip2 9.71.18.136
EFSSG1000I The command completed successfully.

Storwize V7000 Unified 管理 CLI で以下のように lssystem コマンドを実行して、
ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへの通信が可能になっ
ていることを確認します。

>ssh admin@<managment IP address>
[kd01ghf.ibm]$ lssystemip

問題: CLI にアクセスできないためシステム IP アドレスを変更で
きない

このトピックでは、chsytemip CLI コマンドを使用して、システム IP アドレスを
変更する予定があるが、システム IP アドレスに ssh 接続できず、CLI にアクセス
できない場合の解決方法を説明します。例えば、ご使用のネットワーク上の別のマ
シンが同じ IP アドレス を使用している場合。

このタスクについて

ストレージ・システムの IP 設定を変更する必要があるが、現行のシステム IP に
ssh 接続して chsystemip CLI コマンドを実行できない場合は、ノード・キャニス
ターのサービス IP アドレスを使用して、CLI にアクセスしてください。Storwize

V7000 が初期化された時点、またはコントロール・エンクロージャーに USB フラ
ッシュ・ドライブを挿入する任意の時点で、USB フラッシュ・ドライブ上に返され
る satask_results.html 内の各ノード・キャニスターのサービス IP アドレスを見つけ
てください。どのノード・キャニスターが現行のメイン構成ノードであるかを把握
しておく必要があります。

コントロール・エンクロージャーのサービス IP アドレスに ssh を使用して接続で
きない場合、InitTool および USB フラッシュ・ドライブを使用してサービス IP ア
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ドレスを設定することができます。 261ページの『手順: ノード・キャニスターの
サービス IP アドレスを変更する』を参照してください。

サービス CLI を使用したコントロール・エンクロージャーのシステム IP の変更:

スーパーユーザーとして ssh を使用し、メイン構成ノード・キャニスターのサービ
ス IP にログインします。デフォルトのパスワードは passw0rd です。 chsystemip

CLI コマンドを発行して、新しい IP 値を設定します。以下に例を示します。

>ssh superuser@<service-ip>
$ chsystemip -clusterip 9.20.136.5 -gw 9.20.136.1 -mask 255.255.255.0 -port 1

以下のエラーを受け取る場合があります。

CMMVC5732E 構成ノード上で実行されていないため、コマンドを開始できません。

これは、現在ログイン中のノードが、システムの構成ノードではないことを示して
いる場合があります。ログアウトし、ssh を使用して他のノード・キャニスターのサ
ービス IP にログインしてください。その後で、chsystemip コマンドを再度発行し
てください。

ご使用のシステムが、まだ初期化されていない (例えば、青色はインディケーター
が明滅していることを特定する) ファイル・モジュールを含む場合は、再び USB の
初期化処理を開始してください。ただし、今回は新しい Storwize V7000 システム
IP が与えられます。今回は、satask.txt 内の mknascluster コマンドは無視されるた
め、コントロール・エンクロージャーに USB フラッシュ・ドライブを挿入する必
要はありません。すなわち、ブロック・クラスターは既に作成されていますが、
USB フラッシュ・ドライブは正常に初期化されている必要があります。

ご使用のシステムが、既に正常に初期化されている USB フラッシュ・ドライブを
含む場合、コントロール・エンクロージャーのシステム IP アドレスが変更された
後、USB フラッシュ・ドライブのアドレスの記録が一致していることを確認する必
要があります。

ファイル・モジュールにおけるコントロール・エンクロージャーのシステム IP の
記録の更新:

USB フラッシュ・ドライブにおけるコントロール・エンクロージャーのシステム
IP アドレスの現行の記録を見つけるには、Storwize V7000 Unified 管理 CLI を使
用して lsstoragesystem コマンドを発行します。以下に例を示します。

>ssh admin@<management_IP>
[kd01ghf.ibm]$ lsstoragesystem
name primaryIP secondaryIP id
StorwizeV7000 9.11.137.130 9.11.137.130 00000200A2601508
EFSSG1000I The command completed successfully.

lsstoragesystem CLI によって示される 1 次および 2 次 IP アドレスが、システ
ム IP アドレスと一致しない場合、記録を更新する必要があります。
chstoragesystem コマンドは、ファイル・モジュールにおけるコントロール・エン
クロージャーのシステム IP の記録を変更します。以下に例を示します。

>[kd01ghf.ibm]$ chstoragesystem --ip1 9.71.18.136 --ip2 9.71.18.136
EFSSG1000I The command completed successfully.
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Storwize V7000 Unified 管理 CLI で以下のように lssystemip コマンドを実行し
て、ファイル・モジュールからコントロール・エンクロージャーへの通信が可能に
なっていることを確認します。

>ssh admin@v7000-unified
[kd01ghf.ibm]$ lssystemip

問題: 管理 IP アドレスが不明である
このトピックは、IP アドレスが不明なために管理 GUI を実行できない場合に役立
ちます。 このアドレスは、管理 IP アドレスとも呼ばれます。

このトピックは、誤った IP アドレスが使用されているために、ファイル・システ
ム (ファイル・モジュール) とコントロール・エンクロージャーの間の構成通信が正
常に機能していない場合にも役立ちます。

管理 IP アドレスは、USB の初期化が完了したときに設定されます。 ポート 2 の
アドレスは後で追加することができます。

問題: 管理 GUI に接続できない
ご使用の Web ブラウザーから 管理 GUI に接続することができず、「Page not

found」または同様のエラーを受信する場合は、この情報を使用して問題を解決でき
る場合があります。

管理 GUI に接続できない場合、以下の可能性を考慮します。

v 少なくとも 1 つのノードがオンラインの状態でシステムが作動可能でない場合、
接続できません。 ノード・キャニスターのサービス・アドレスを知っている場合
は、 251ページの『手順: サービス・アシスタントを使用してノード・キャニス
ターとシステム情報を取得する』に進みます。そうでない場合は、 252ページの
『手順: USB フラッシュ・ドライブを使用してノード・キャニスターとシステム
情報を取得する』に進み、返されるデータから各ノード・キャニスターの状態を
調べます。 アクティブな状態のノード・キャニスターがない場合、アクティブ状
態でない理由を解決します。 両方のノード・キャニスターが候補の状態の場合、
接続するクラスター化システムがありません。ノードの状態がサービスの場合、
260ページの『手順: ノード・エラーを修正する』に進みます。

v 正しいシステム IP アドレスを使用していることを確認します。 ノード・キャニ
スターのサービス・アドレスが既知の場合は、 251ページの『手順: サービス・
アシスタントを使用してノード・キャニスターとシステム情報を取得する』に進
みます。不明な場合は、 252ページの『手順: USB フラッシュ・ドライブを使用
してノード・キャニスターとシステム情報を取得する』に進み、返されたデータ
から管理 IP アドレスを入手します。

v すべてのノード・キャニスターでイーサネット・ケーブルがポート 1 に接続され
ており、ポートが機能していることを確認します。 ポート状況を調べるには、
258ページの『手順: イーサネット接続の状況を検出する』に進みます。

v 管理アドレスを ping して、イーサネット・ネットワークが接続を許可するかど
うかを調べます。 ping が失敗する場合、イーサネット・ネットワーク構成を調
べてルーティングまたはファイアウォールの問題があるかどうか確認します。 イ
ーサネット・ネットワーク構成がゲートウェイおよびサブネットまたは接頭部の
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設定と互換性があるか確認します。 別の装置のイーサネット・アドレスを管理ア
ドレスとして使用していないことを確認します。 必要な場合、接続を確立するた
めにネットワーク設定を変更します。

v ご使用の環境のシステム IP アドレス設定が誤っている場合、以下のステップを
実行してください。

1. 構成ノード・キャニスターのサービス・アドレスを判別します。いずれかのノ
ード・キャニスターでサービス・アシスタントにアクセスできる場合、このア
ドレスを判別することが可能です。あるいは、ノード・キャニスターに USB

フラッシュ・ドライブが挿入されている場合は、返された要約データを使用し
てこのアドレスを判別することができます。

2. 構成ノードのサービス・アドレス上で、一時的に 管理 GUI を実行すること
ができます。ブラウザーで service address/gui を指定します。例えば、構成ノ
ードのサービス・アドレスが 11.22.33.44 である場合は、ブラウザーで
11.22.33.44/gui と指定します。

3. 「設定」 > 「ネットワーク」パネルのオプションを使用して、管理 IP 設定
を変更します。

4. 管理 GUI を使用する代わりに、chsystemip CLI コマンドを使用して、構成ノ
ードのサービス IP に対して SSH 接続を使用することで、システム IP アド
レスを修正することができます。

問題: 管理 GUI にログオンできない
このトピックは、管理 GUI のログイン画面は表示されてもログオンできない場合に
役立ちます。

ユーザー名とパスワードを使用してログオンします。 特定の状態が発生した場合、
以下の推奨アクションに従います。

v superuser としてログオンしていない場合、ユーザー名を確認してアカウント・
パスワードをリセットできるシステム管理者に連絡してください。

v 使用しているユーザー名がリモート認証サーバーで認証される場合、サーバーが
使用可能であることを確認します。 認証サーバーが使用不可である場合、ユーザ
ー名 superuser としてログオンできます。 このユーザーは常にローカル側で認
証されます。

v superuser のパスワードが不明な場合、 250ページの『手順: スーパーユーザ
ー・パスワードをリセットする』に進みます。

問題: クラスター化ストレージ・システムを作成できない
このトピックは、クラスター化ストレージ・システムを作成しようとしても失敗す
る場合に役立ちます。

注: このクラスター化ストレージ・システムは、ファイル・モジュールのファイ
ル・システム・クラスターとは異なります。

クラスター化ストレージ・システムの作成の失敗は、使用した方法に関係なく報告
されます。

v USB フラッシュ・ドライブ

v 管理コンソール
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v サービス・アシスタント

v サービス・コマンド行

クラスター化システム作成機能は、システムをボリューム・データの損失から保護
します。以前に使用されていたコントロール・エンクロージャーでクラスター化シ
ステムを作成する場合、以前あったすべてのボリュームが失われます。既存のシス
テムがあるかを判別するには、 251ページの『手順: サービス・アシスタントを使用
してノード・キャニスターとシステム情報を取得する』 または 252ページの『手
順: USB フラッシュ・ドライブを使用してノード・キャニスターとシステム情報を
取得する』 によって返されるデータを使用します。

v クラスター化システムを作成しようとしているノード・キャニスターが候補状態
である。 ノード・キャニスターは、新しいキャニスターであれば、候補状態で
す。

v コントロール・エンクロージャー内のパートナー・ノード・キャニスターがアク
ティブ状態ではない。

v コントロール・エンクロージャーの最新のシステム ID が 0 である。

既存のシステムがあるために作成機能が失敗する場合は、既存のクラスター化シス
テムを修正してください。新規クラスター化システムを再作成してはなりません。
クラスター化システムを作成して、以前のクラスター化システムで使用されていた
ボリュームのデータを使用しない場合、 260ページの『手順: システムを完全に削除
する』 に進んだ後、作成機能を再実行してください。

クラスター化システムを作成しようとしているノード・キャニスターがサービス状
態である場合、クラスターを作成できない場合があります。 251ページの『手順:

サービス・アシスタントを使用してノード・キャニスターとシステム情報を取得す
る』 または 252ページの『手順: USB フラッシュ・ドライブを使用してノード・
キャニスターとシステム情報を取得する』 によって返されるデータを使用して、ノ
ード・キャニスターがサービス状態であるかを確認します。 ノードがサービス状態
である場合は、報告されたノード・エラーを修正します。 詳しくは、 260ページの
『手順: ノード・エラーを修正する』に進みます。 ノード・エラーが修正された
後、クラスター化ストレージ・システムの作成を再試行します。

問題: ノード・キャニスターのサービス IP アドレスが不明である
このトピックでは、ノード・キャニスターのサービス・アドレスを判別するために
使用できる方式について説明します。

管理 GUI にアクセスできる場合、「設定」 > 「ネットワーク」 > 「サービス IP
アドレス」でノードとポートを選択すると、ノード・キャニスターのサービス IP

アドレスが表示されます。

管理 GUI にはアクセスできないが、システムの管理 IP アドレスが既知の場合は、
そのアドレスを使用して構成ノード上で稼働しているサービス・アシスタントにロ
グインすることができます。

1. ブラウザーで、システムの管理 IP アドレスの /service ディレクトリーを指定
します。管理 IP アドレスが 11.22.33.44 の場合、Web ブラウザーで
11.22.33.44/service を指定します。

2. サービス・アシスタントにログインします。
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3. サービス・アシスタントのホーム・ページに、ノードと通信することができるノ
ード・キャニスターがリストされます。

4. 探しているノード・キャニスターのサービス・アドレスが「ノードの変更」ウィ
ンドウにリストされている場合、そのノードを現行ノードにします。そのサービ
ス・アドレスは、ノードの詳細の「アクセス」タブの下にリストされます。

システム内のいずれかのノード・キャニスターのサービス IP アドレスが既知の場
合は、そのノードのサービス・アシスタントにログインすることができます。上記
のサービス・アシスタントの使用手順に従います。ただし、ステップ 1 では、ブラ
ウザーで既知のサービス IP アドレスの /service ディレクトリーを指定します。
既知のサービス IP アドレスが 11.22.33.56 の場合、Web ブラウザーで
11.22.33.56/service を指定します。

一部のタイプのエラーは、ノードが相互に通信することを妨げます。その場合、サ
ービス・アシスタント内の現行ノードを変更するのではなく、管理する必要がある
ノードのサービス・アシスタントをブラウザーで直接指定する必要がある場合があ
ります。

管理 GUI やサービス・アシスタントを使用してノードのサービス・アドレスを見つ
けることができない場合は、USB フラッシュ・ドライブを使用して見つけることも
できます。詳しくは、 252ページの『手順: USB フラッシュ・ドライブを使用して
ノード・キャニスターとシステム情報を取得する』を参照してください。

問題 : サービス・アシスタントに接続できない
このトピックは、ブラウザーでサービス・アシスタントを表示できない場合に役立
ちます。

サービス・アシスタントに接続できない多くの状況が発生する可能性があります。

v サービス IP アドレスの後に「/service」パスを入力したことを確認します。 Web

ブラウザーで、作業するノードの <コントロール・エンクロージャーの管理 IP

アドレス>/service を指定します。 例えば、ノード・キャニスターのサービス・ア
ドレス 11.22.33.44 を設定した場合、ブラウザーで 11.22.33.44/service と指定しま
す。

v ノード・キャニスターの正しいサービス・アドレスを使用していることを確認し
ます。 ノードで構成されている IPv4 および IPv6 アドレスを検索するには、
244ページの『問題: ノード・キャニスターのサービス IP アドレスが不明であ
る』に進みます。 それらのアドレスを使用してサービス・アシスタントへのアク
セスを試行します。 IPv4 アドレスの IP アドレス、サブネット、およびゲート
ウェイが正しく指定されていることを確認します。 IPv6 アドレスの IP アドレ
ス、接頭部、およびゲートウェイが指定されていることを確認します。 いずれか
の値が誤っている場合、 261ページの『手順: ノード・キャニスターのサービス
IP アドレスを変更する』を参照してください。

v ノード・キャニスターが コードを開始できない場合、サービス・アシスタントに
接続できません。 コードがアクティブであることを LED が示していることを確
認するには、 253ページの『手順: LED を使用してシステム状況を理解する』を
参照してください。

v サービス・アシスタントは、ノード・キャニスターのイーサネット・ポート 1 で
構成されます。 イーサネット・ケーブルがこのポートおよびイーサネット・ネッ
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トワーク上のアクティブ・ポートに接続されていることを確認します。 詳しく
は、 258ページの『手順: イーサネット接続の状況を検出する』を参照してくだ
さい。

v 管理アドレスを ping して、イーサネット・ネットワークが接続を許可するかど
うかを調べます。 ping が失敗する場合、イーサネット・ネットワーク構成を調
べてルーティングまたはファイアウォールの問題があるかどうか確認します。 イ
ーサネット・ネットワーク構成がゲートウェイおよびサブネットまたは接頭部の
設定と互換性があるか確認します。 イーサネット・ネットワーク上の別の装置に
よって使用されているアドレスを使用していないことを確認します。 必要な場
合、ネットワーク構成を変更するか、 261ページの『手順: ノード・キャニスタ
ーのサービス IP アドレスを変更する』を参照してノードのサービス IP アドレ
スを変更します。

v デフォルトのサービス・アドレスが、最初に各ノード・キャニスターに割り当て
られています。 サービス IP アドレス 192.168.70.121 (サブネット・マスク
255.255.255.0) は、上段のキャニスターであるキャニスター 1 のイーサネット・
ポート 1 で事前構成されています。サービス IP アドレス 192.168.70.122 (サブ
ネット・マスク 255.255.255.0) は、下段のキャニスターであるキャニスター 2 の
イーサネット・ポート 2 で事前構成されています。

以下の状態が原因で、これらのアドレスにアクセスできない場合があります。

– これらのアドレスがネットワーク上の他の装置によって使用されているアドレ
スと同じである。

– ご使用のネットワークでこれらのアドレスにアクセスできない。

– これらのアドレスがご使用のネットワークに適切でない理由は他にもありま
す。

上記の状態が該当する場合、 261ページの『手順: ノード・キャニスターのサー
ビス IP アドレスを変更する』を参照して、ご使用の環境で機能するサービス IP

アドレスに変更します。

サービス・アドレスを変更できない場合 (例えば、環境で USB フラッシュ・ド
ライブを使用できない場合など)、 262ページの『手順: 直接接続されたイーサネ
ット・ケーブルを使用してキャニスターにアクセスする』を参照してください。

問題: 管理 GUI またはサービス・アシスタントが正しく表示され
ない

このトピックは、管理 GUI またはサービス・アシスタントが正しく表示されない場
合に役立ちます。

問題: ノード・キャニスターにロケーション・ノード・エラーがあ
る

サービス・アシスタントのホーム・ページまたはイベント・ログにリストされるノ
ード・エラーは、ロケーション・エラーを示している場合があります。

サービス・アシスタントのホーム・ページにリストされるノード・エラーは、ロケ
ーション・エラーとして分類される場合があります。これは、ノード・キャニスタ
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ーまたはエンクロージャー・ミッドプレーンが移動または変更されたことを示しま
す。通常、これはサービス・アクションが完了していないか、正しく実装されてい
ないことが原因です。

ロケーション・エラーが報告される条件には、多数の異なる条件があります。各条
件は、異なるノード・エラーによって示されます。ノード・エラーの解決方法を見
つけるには、 260ページの『手順: ノード・エラーを修正する』に進みます。

ノード・キャニスターは、システム内で使用した後に別のロケーション (同じエン
クロージャー内であっても別のエンクロージャーであっても) に移動することはで
きません。これによって、ノード・キャニスターからストレージへのアクセスある
いはホスト・アプリケーションからボリュームへのアクセスに影響を及ぼす可能性
があるためです。サービス・アクションで指示されない限り、キャニスターを元の
場所から移動しないでください。

問題: SAS ケーブル接続が無効である
このトピックでは、SAS ケーブル接続が無効であることを示すエラーを受け取った
場合に認識すべき情報について説明します。

次の品目を調べます。

v ポート 1 (コントロール・エンクロージャーの下) にチェーニングできる拡張エン
クロージャーは 5 個までです。 ノード・キャニスターのポート 1 からの接続シ
ーケンスはチェーン 1 と呼ばれます。

v ポート 2 (コントロール・エンクロージャーの上) にチェーニングできる拡張エン
クロージャーは 4 個までです。 ノード・キャニスターのポート 2 からの接続シ
ーケンスはチェーン 2 と呼ばれます。

v 上部キャニスターのポートと下部キャニスターのポートの間で SAS ケーブルを
接続しないでください。

v どのエンクロージャーでも、両方のキャニスターで同じポートを使用する必要が
あります。

v 同一エンクロージャー内のポート間で SAS ケーブルを接続することはできませ
ん。

v どのエンクロージャーでも、各キャニスターの SAS ポート 1 に接続されたケー
ブルは同一エンクロージャーに接続する必要があります。 同様に、どのエンクロ
ージャーでも、各キャニスターの SAS ポート 2 に接続されたケーブルは同一エ
ンクロージャーに接続する必要があります。 SAS ポート 1 のケーブル接続と
SAS ポート 2 のケーブル接続は同じエンクロージャーにつながりません。

v 拡張エンクロージャー間で接続されるケーブルについては、一方の端がポート 1

に接続され、もう一方の端がポート 2 に接続されます。

v コントロール・エンクロージャーと拡張エンクロージャーの間で接続されるケー
ブルについては、拡張エンクロージャーでポート 1 を使用する必要があります。

v チェーン内の最後のエンクロージャーでは、キャニスター 1 のポート 2 および
キャニスター 2 のポート 2 にケーブルを接続してはなりません。

v 各 SAS ケーブルが完全に挿入されていることを確認します。

第 5 章 コントロール・エンクロージャー 247



問題: 新しい拡張エンクロージャーが検出されない
このトピックは、新しく取り付けられた拡張エンクロージャーがシステムによって
検出されなかった理由を解決するのに役立ちます。

新しい拡張エンクロージャーを取り付ける際、管理 GUI の「エンクロージャーの追
加」ウィザードに従います。このウィザードは、「デバイスの管理」アクション・
メニューから使用できます。

拡張エンクロージャーが検出されない場合、以下の確認を行います。

v 拡張エンクロージャーの背面にある LED の状況を確認します。 少なくとも 1

つの電源機構装置がオンになっていて、障害が示されていない必要があります。
少なくとも 1 つのキャニスターがアクティブで、障害 LED がどれもオンになっ
ておらず、すべての Serial Attached SCSI (SAS) ポート 1 の LED がオンになっ
ている必要があります。 LED の状況について詳しくは、 253ページの『手順:

LED を使用してシステム状況を理解する』を参照してください。

v 拡張エンクロージャーへの SAS ケーブル接続が正しく取り付けられていること
を確認します。 要件を確認するには、 247ページの『問題: SAS ケーブル接続が
無効である』を参照してください。

問題: ミラーリングされたボリューム・コピーが同一でなくなった
管理 GUI は、同一のコピーを検査するか、コピーが同一であることを検査して、検
出された差異を処理するためのオプションを提供します。

ミラーリングされたボリュームの 2 つのコピーが現在も同一であることを確認する
には、最も有用なボリュームを選択します。 検査するボリュームの 1 つのボリュ
ーム・コピーを選択します。 「アクション」メニューから、「ボリューム・コピー
の妥当性検査」オプションを選択します。

以下の選択肢があります。

v ボリューム・コピーが同一であることを妥当性検査します。

v ボリューム・コピーが同一であることを妥当性検査して、検出された差異にマー
クを付けて修正します。

差異を解決する場合、以下のオプションがあります。

v 差異が検出された場合に、1 つのボリュームが正確であると見なし、もう一方の
ボリューム・コピーが他のコピーと一致するようにします。 正確であると見なさ
れるコピーは、1 次ボリューム・コピーです。

v いずれのボリューム・コピーも正確であるとは想定しません。 差異が検出された
場合、セクターにマークが付けられます。 ボリュームがホスト・アプリケーショ
ンによって読み取られると、メディア・エラーが返されます。

問題: USB フラッシュ・ドライブでコマンド・ファイルが処理さ
れない

この情報は、USB フラッシュ・ドライブを使用した場合に、コマンド・ファイルが
処理されない理由を判別するのに役立ちます。
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この問題は、初期セットアップ時に、または注文時に同梱されていた USB フラッ
シュ・ドライブではなくご自身の USB フラッシュ・ドライブを使用している場合
にコマンドを実行した際に発生する場合があります。

この状態が発生したら、以下の項目を確認してください。

v satask_result.html ファイルが、USB フラッシュ・ドライブのルート・ディレ
クトリーに存在していること。 このファイルが存在しない場合は、以下の問題が
考えられます。

– USB フラッシュ・ドライブが、適切なファイル・システム・タイプでフォーマ
ットされていません。 FAT32 ファイル・システムの最初の区画でフォーマッ
トされた任意の USB フラッシュ・ドライブを使用します。例えば、NTFS は
サポートされるタイプではありません。キーを再フォーマットするか、別のキ
ーを使用してください。

– USB ポートが作動していません。 もう一方の USB ポートでキーを使用して
みてください。

– ノードは操作可能ではありません。 LED を使用して、ノード状況を確認しま
す。 253ページの『手順: LED を使用してシステム状況を理解する』を参照
してください。

v satask_result.html ファイルが存在する場合、ファイル内の最初の項目を確認し
てください。 USB フラッシュ・ドライブが使用された時間と一致する項目がな
い場合は、この USB ポートが機能していないか、ノードが作動不可である可能
性があります。 LED を使用して、ノード状況を確認します。 253ページの『手
順: LED を使用してシステム状況を理解する』 を参照してください。

v USB フラッシュ・ドライブが使用された時間の状況出力がないと、satask.txt

ファイルは検出されません。 ファイルの名前が正しいことを確認してください。
satask.txt ファイルは、処理された後、自動的に削除されます。

手順: FCoE ホスト・リンク
このタスクについて

FCoE ホストの接続で何らかの問題がある場合、その問題はネットワーク、Storwize

V7000 Unified システム、またはホストに関連したものである可能性があります。

手順
1. ノード上でエラー・コード 705 が表示される場合、ファイバー・チャネル入出
力ポートが非アクティブであることを意味します。 FCoE は、ファイバー・チ
ャネルをプロトコルとして使用し、イーサネットを相互接続として使用すること
に注意してください。 FCoE が有効にされたポートを取り扱っている場合、こ
のエラーは、ファイバー・チャネル・フォワーダー (FCF) が認識されていない
か、あるいは FCoE 機能がスイッチ上で構成されていないことを意味します。

a. FCF で FCoE 機能が有効にされていることを確認してください。

b. FCF のリモート・ポート (スイッチ・ポート) のプロパティーをチェックし
てください。

2. Converged Enhanced Ethernet (CEE) スイッチを介してホストを接続している場
合、ネットワークの問題に対しては、以下のいずれかのアクションを試行するこ
とができます。
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a. ホストと CEE スイッチのポート間の接続を検査します。

b. イーサネット・ネットワーク管理者にファイアウォールとルーターの設定を
確認するように依頼します。

3. svcinfo lsfabric を実行し、その出力でホストがリモート・ポートとして表示され
ているかを確認します。 そのように表示されていない場合は、以下のタスクを
順番に実行します。

a. Storwize V7000 Unified およびホストが FCF 上で fcid を取得していること
を確認します。 取得していない場合は、VLAN 構成を確認します。

b. Storwize V7000 Unified およびホスト・ポートがゾーンに入っており、その
ゾーンが現在有効になっていることを確認します。

c. ボリュームがホストにマップされており、それらのボリュームがオンライン
であることを確認します。 詳しくは、CLI 構成ガイドの lshostvdiskmap お
よび lsvdisk を参照してください。

4. FCoE の問題が解決しない場合は、以下のアクションを試行することができま
す。

a. ホスト・アダプターが正常な状態であることを確認します。 デバイス・ドラ
イバーが正しくインストールされ、ロードされ、作動していることを確認す
るには、デバイス・ドライバーをアンロードしてから再度ロードし、オペレ
ーティング・システム・ユーティリティーを使用することができます。

手順: スーパーユーザー・パスワードをリセットする
USB フラッシュ・ドライブのコマンド・アクションを使用して、スーパーユーザ
ー・パスワードをデフォルト・パスワード passw0rd にリセットできます。

このタスクについて

スーパーユーザー・パスワードを忘れた場合、この手順を使用してパスワードを リ
セットすることができます。 このコマンドが実行される方法は、クラスター化シス
テムでアクティブになっているノード・キャニスターで実行するかどうかによって
異なります。

注: ノード・キャニスターがアクティブ状態でない場合、引き続き、サービス・ア
シスタントにログオンするためにスーパーユーザー・パスワードが必要です。

USB フラッシュ・ドライブのコマンド・アクションによるスーパーユーザー・パス
ワードのリセットが許可されないようにシステムが構成されている可能性がありま
す。 システムがこのように構成されている場合、次善策はありません。 パスワー
ドを知っている担当者に連絡してください。

USB フラッシュ・ドライブを使用してスーパーユーザー・パスワードをリセットす
るには、 221ページの『USB フラッシュ・ドライブおよび初期化ツール・インター
フェース』を参照してください。

「 243ページの『問題: 管理 GUI にログオンできない』」も参照。
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タスクの結果

ノード・キャニスターがクラスター化システムでアクティブである場合、スーパー
ユーザーのパスワードはクラスター化システムで変更されます。 ノード・キャニス
ターがアクティブ状態でない場合、ノード・キャニスターのスーパーユーザー・パ
スワードが変更されます。 ノード・キャニスターが後でクラスター化システムに結
合すると、スーパーユーザー・パスワードはクラスター化システムのパスワードに
リセットされます。

手順: 保守するエンクロージャーまたはキャニスターを識別する
この手順は、サービスする必要があるエンクロージャーまたはキャニスターを識別
するために使用します。

このタスクについて

手順

以下のオプションを使用して、エンクロージャーを識別します。 エンクロージャー
は、ID とシリアル番号によって識別されます。

手順: システムの状況を検査する
この手順は、管理 GUI を使用して、システム内のオブジェクトの状況を検査するた
めに使用します。オブジェクトの状況がオンラインでない場合、アラートを表示し
て、推奨修正手順を実行します。

このタスクについて

通常、ボリュームがオフラインと示されるのは、別のオブジェクトがオフラインで
あるためです。 ボリュームは、そのボリュームが入っているストレージ・プールを
構成する MDisk の 1 つがオフラインである場合にオフラインになります。 ボリュ
ームに関連するアラートは示されません。代わりに、MDisk に関連するアラートが
示されます。MDisk の修正手順を実行すると、ボリュームはオンラインになりま
す。

手順

以下の管理 GUI 機能を使用して、さらに詳細な状況を検索します。

v 「モニター」 > 「システムの詳細」

v 「モニター」 > 「デバイスの管理」

v 「プール」 > 「プール別の MDisk」

v 「ボリューム」 > 「ボリューム」

v 「モニター」 > 「イベント」、次にフィルタリング・オプションを使用してアラ
ート、メッセージ、あるいはイベント・タイプを表示します。

手順: サービス・アシスタントを使用してノード・キャニスターと
システム情報を取得する

この手順では、サービス・アシスタントを使用してノード・キャニスターとシステ
ムの情報を表示する方法について説明します。
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このタスクについて

情報を入手するには、次のようにします。

1. 219ページの『サービス・アシスタントへのアクセス』の説明に従って、サービ
ス・アシスタントにログオンします。

2. 接続先のノード・キャニスターあるいはエンクロージャー内の他方のノード・キ
ャニスターに関する情報を確認します。情報を表示する対象のノードを変更する
には、「ホーム」ページの「ノードの変更」テーブルでノードを選択します。

「ホーム」ページには、ノード・キャニスターに存在するノード・エラーのテーブ
ル、および現行ノードの詳細を示すテーブルが表示されます。ノード・エラーは、
優先順位の順序で表示されます。

ノードの詳細は、いくつかのセクションに分かれています。セクションごとにタブ
があります。 各タブで報告されるデータを調べて、必要な情報を探します。

v 「ノード」タブには、ノードの状態と、構成ノードであるかどうかを含む、ノー
ド・キャニスターに関する一般情報が表示されます。

v 「ハードウェア」タブには、ハードウェアに関する情報が表示されます。

v 「アクセス」タブには、このノードの管理 IP アドレスおよびサービス・アドレ
スが表示されます。

v 「ロケーション」タブは、ノード・キャニスターが配置されているエンクロージ
ャーを識別します。

v 「ポート」タブには、入出力ポートに関する情報が表示されます。

手順: USB フラッシュ・ドライブを使用してノード・キャニスタ
ーとシステム情報を取得する

この手順では、USB フラッシュ・ドライブを使用してノード・キャニスターとシス
テムの情報を表示する方法について説明します。

このタスクについて

最初の区画が FAT32 ファイル・システムである任意の USB フラッシュ・ドライ
ブを使用します。

1. USB フラッシュ・ドライブのルート・ディレクトリーに satask.txt という名
前のファイルが含まれていないことを確認します。

satask.txt がディレクトリー内に存在する場合、ノードは、このファイルで指定さ
れたコマンドを実行しようとします。返される情報は、satask_result.html ファイ
ルに追加されます。前の出力がもう必要でない場合、このファイルを削除します。

手順
1. USB フラッシュ・ドライブを、データを収集するノード・キャニスターのいず
れかの USB ポートに挿入します。

2. 情報が収集されて USB フラッシュ・ドライブに書き込まれている間、ノード・
キャニスターの障害 LED が明滅します。
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3. LED の明滅が停止するまで待ってから、USB フラッシュ・ドライブを取り外し
ます。 この LED は障害インディケーターであるため、永続的にオンまたはオ
フのままになる可能性があります。

4. Web ブラウザーで、ファイル satask_result.html の結果を表示します。この
ファイルには、実行されたコマンドの詳細と結果、およびノード・キャニスター
からの状況と構成情報が入っています。

手順: LED を使用してシステム状況を理解する
この手順は、システムの LED インディケーターを使用してシステム状況を判別す
る上で役立ちます。

このタスクについて

LED は、大まかなシステム状況を示します。さらに詳しい情報は、管理 GUI およ
びサービス・アシスタントで得ることができます。 管理 GUI またはサービス・ア
シスタントにアクセスできない場合、またはシステムが装置に関する情報を示して
いない場合、LED を調べます。 LED について詳しくは、コントロール・エンクロ
ージャーの電源機構装置およびバッテリー、拡張エンクロージャーの電源機構装
置、ファイバー・チャネル・ポートおよびインディケーター、イーサネット・ポー
トおよびインディケーター、ノード・キャニスターの SAS ポートおよびインディ
ケーター、ノード・キャニスターの LED、拡張キャニスターの SAS ポートおよび
インディケーター、および 拡張キャニスターの LEDを参照してください。

この手順により、エンクロージャー・シャーシ、電源機構装置、バッテリー、およ
びキャニスターの状況が示されます。 ドライブの状況は示されません。

最初のステップは、電源機構装置、バッテリー、およびノード・キャニスターを収
容するコントロール・エンクロージャーの状態を判別することです。 管理 GUI を
使用してシステムを管理できる場合、コントロール・エンクロージャーは作動可能
です。また、電源機構装置、バッテリー、またはノード・キャニスターの状況を個
別に確認することが必要になる場合があります。

トラブルシューティングを行っているシステムのコントロール・エンクロージャー
を見つけます。 システムには 1 つのコントロール・エンクロージャーがありま
す。 どれがコントロール・エンクロージャーであるか不確かである場合、 251ペー
ジの『手順: 保守するエンクロージャーまたはキャニスターを識別する』に進みま
す。

手順
1. エンクロージャー内の各電源機構装置にある AC 電源障害、電源機構 OK、フ
ァン障害、および DC 電源障害の LED の状態を調べて、システムに電源が供
給されているか、または電源に問題があるか判別します。 254ページの図 47

は、2076-112 または 2076-124 の電源機構装置の LED を示しています。
2076-312 および 2076-324 の電源機構装置の LED は類似していますが、ここに
は掲載していません。
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表 38. 電源機構装置の LED

電源機構

OK

AC 障害
ファンの障

害
DC 障害

状況 アクション

オン オン オン オン 電源機構装置と
エンクロージャ
ー・シャーシの
間に通信障害が
あります。

電源機構装置を取り替え
ます。 引き続き障害が残
る場合は、エンクロージ
ャー・シャーシを取り替
えます。

オフ オフ オフ オフ エンクロージャ
ーに AC 電源が
供給されていま
せん。

電源をオンにします。

オフ オフ オフ オン AC 電源はオンで
すが、電源機構
装置が正しくエ
ンクロージャー
に装着されてい
ません。

電源機構装置をエンクロ
ージャーに正しく装着し
ます。

s
v
c
0
0
6
7
0

1

1

図 47. コントロール・エンクロージャーの電源機構装置の LED
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表 38. 電源機構装置の LED (続き)

電源機構

OK

AC 障害
ファンの障

害
DC 障害

状況 アクション

オフ オン オフ オン この電源機構に
AC 電源が供給さ
れていません。

1. 電源機構装置のスイッ
チがオンになっている
ことを確認します。

2. AC 電源がオンになっ
ていることを確認しま
す。

3. 電源ケーブルの取り付
け直しおよび取り替え
を行います。

オン オフ オフ オフ 電源機構はオン
になっており、
作動可能です。

アクションは不要です。

オフ オフ オン オフ ファンの障害 電源機構装置を取り替え
ます。

オフ オン オン オン 通信障害および
電源機構の問題
があります。

電源機構装置を取り替え
ます。 電源機構装置を取
り替えても問題が修正さ
れない場合、エンクロー
ジャー・シャーシを取り
替えます。

明滅 X X X 作動可能なキャ
ニスターがあり
ません。

両方のキャニスターがオ
フになっているか正しく
装着されていません。 両
方の電源機構装置のスイ
ッチをオフにした後、両
方のスイッチをオンに戻
します。 このアクション
によって問題が解決され
ない場合は、両方のキャ
ニスターを少し引き出し
てから押し戻します。

オフ 明滅 明滅 明滅 ファームウェア
のダウンロード
中です。

アクションは不要です。
AC 電源を切らないでく
ださい。
注: この場合、電源機構
装置内にバッテリーが存
在すると、その LED も
明滅します。

2. ノード・キャニスターが作動するためには、エンクロージャー内の少なくとも 1

つの電源機構が「電源機構 OK」または「電源機構のファームウェアのダウンロ
ード中」を示している必要があります。 この状況では、各ノード・キャニスタ
ーの 3 つのキャニスター状況 LED を確認します。 電源 LED から始めます。
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表 39. 電源 LED

電源 LED

状況 説明

オフ キャニスターに電源が供給されていません。 キャニスターを取り付け直して
みます。 263ページの『手順: ノード・キャニスターを取り付け直す』に進み
ます。 この状態が続く場合、部品のハードウェア取り替え手順を、ノード・
キャニスター、エンクロージャー・シャーシの順序で実行します。

低速で明滅
(1 Hz)

電源は使用可能ですが、キャニスターは待機モードです。ノード・キャニスタ
ーを取り付け直して起動を試行します。 263ページの『手順: ノード・キャニ
スターを取り付け直す』に進みます。

高速で明滅
(2 Hz)

キャニスターは電源オン自己診断テスト (POST) の実行中です。 テストが完
了するまで待ちます。 10 分間を超えてキャニスターがこの状態のままである
場合、キャニスターを取り付け直してみます。 263ページの『手順: ノード・
キャニスターを取り付け直す』に進みます。 この状態が続く場合、ノード・
キャニスターのハードウェアの取り替え手順に従います。

図 48 は、ノード・キャニスターの LED を示しています。

3. 電源 LED がオンの場合、クラスター化システムの状況 LED および障害 LED

の状態を確認します。

表 40. システム状況および障害 LED

システム状況

LED 障害 LED 状況 アクション

オフ オフ コードがアクティ
ブではありませ
ん。

v 電源 LED を確認する手順に従いま
す。

v 電源 LED が緑色で点灯する場合、ノ
ード・キャニスターを取り付け直しま
す。 263ページの『手順: ノード・
キャニスターを取り付け直す』を参照
してください。 LED の状況が変わら
ない場合は、 265ページの『ノード・
キャニスターの取り替え』を参照して
ください。

1
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図 48. ノード・キャニスター の LED
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表 40. システム状況および障害 LED (続き)

システム状況

LED 障害 LED 状況 アクション

オフ オン コードがアクティ
ブではありませ
ん。 BIOS また
はサービス・プロ
セッサーがハード
ウェア障害を検出
しました。

ノード・キャニスターのハードウェア取
り替え手順に従います。

オン オフ コードはアクティ
ブです。 ノード
の状態はアクティ
ブです。

アクションは不要です。 ノード・キャ
ニスターはクラスター化システムの一部
であり、管理 GUI によって管理可能で
す。

オン オン コードはアクティ
ブであり、開始中
の状態です。 た
だし、クラスター
化システムを形成
するために十分な
リソースがありま
せん。

ノード・キャニスターをクラスター化シ
ステムでアクティブにすることはできま
せん。 ノード・キャニスター自体で検
出された問題はありません。 ただし、
クラスター化システムをとどこおりなく
形成するために十分なリソースに接続で
きません。 ノード・エラーを修正する
手順に従います。 260ページの『手順:

ノード・エラーを修正する』に進みま
す。

明滅 オフ コードはアクティ
ブです。 ノード
の状態は候補で
す。

ノード・キャニスターでクラスター化シ
ステムを作成するか、ノード・キャニス
ターをクラスター化システムに追加しま
す。 エンクロージャー内のもう一方の
ノード・キャニスターがアクティブ状態
である場合、このノード・キャニスター
を自動的にクラスター化システムに追加
します。 この状態のノード・キャニス
ターを、サービス・アシスタントを使用
して管理できます。

明滅 オン コードはアクティ
ブです。 ノード
の状態はサービス
です。

ノード・キャニスターをクラスター化シ
ステムでアクティブにすることはできま
せん。 いくつかの問題 (ハードウェア
障害、環境または場所の問題、キャニス
ター上のコードまたはデータの問題) が
発生した可能性があります。 ノード・
エラーを修正する手順に従います。
260ページの『手順: ノード・エラーを
修正する』に進みます。
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表 40. システム状況および障害 LED (続き)

システム状況

LED 障害 LED 状況 アクション

すべて 明滅 ノード・キャニス
ターが識別されて
いるため、場所を
見つけることがで
きます。

管理 GUI の修正手順で、保守を必要と
するためにコンポーネントが識別された
可能性があります。修正手順を続行しま
す。サービス・アシスタントには、ノー
ド・キャニスターを識別する機能があり
ます。識別 LED が誤ってオンになって
いる場合、サービス・アシスタントのノ
ード・アクションを使用して LED をオ
フにします。

タスクの結果

コントロール・エンクロージャーのバッテリーの状況を確認するには、表 41を参照
してください。

表 41. コントロール・エンクロージャーのバッテリー LED

バッテリー良

好
+ -

バッテリー障

害
+ -

説明 アクション

オン オフ バッテリーは良好で、完全に充
電されています。

なし

明滅 オフ バッテリーは良好ですが、完全
には充電されていません。 バッ
テリーが充電中であるか、メン
テナンス放電が行われていま
す。

なし

オフ オン リカバリー不能なバッテリー障
害です。

バッテリーを取り替えて
ください。 バッテリーを
取り替えても問題が修正
されない場合、電源機構
装置を取り替えます。

オフ 明滅 リカバリー可能なバッテリー障
害です。

なし

明滅 明滅 電源機構装置のファームウェア
をダウンロード中であるため、
バッテリーを使用することはで
きません。

なし

手順: イーサネット接続の状況を検出する
この手順では、イーサネット接続ができない場合に接続の状況を検出する方法につ
いて説明します。
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このタスクについて

この手順を開始する前に、ノードでソフトウェアがアクティブであることを確認し
ます。 253ページの『手順: LED を使用してシステム状況を理解する』に進みま
す。 イーサネット・ポート 1 は、イーサネット・ネットワーク上のアクティブ・
ポートに接続されている必要があります。

以下のいずれかの方式によって、イーサネット LED の状態を判別します。

v USB フラッシュ・ドライブを使用して、ノード状況の最も包括的な情報を取得し
ます。 252ページの『手順: USB フラッシュ・ドライブを使用してノード・キ
ャニスターとシステム情報を取得する』に進みます。

ポートごとに状況、速度、および MAC アドレスが返されます。 このノードが
構成ノードであるかどうか、およびノード・エラーが報告されたかどうかに関す
る情報が返されます。

v イーサネット・ポートの LED を調べます。 LED の状況については、イーサネ
ット・ポートおよびインディケーターに進んでください。

リンクが接続されていない場合は、次のアクションを実行して、リンクが修正また
は接続されるまでその都度ポート状況を検査します。

手順
1. ケーブルの両端がしっかりと接続されていることを確認します。

2. イーサネット・スイッチまたはハブのポートが正しく構成されていることを確認
します。

3. ケーブルをイーサネット・ネットワーク上の別のポートに接続します。

4. USB フラッシュ・ドライブを使用して状況を取得できた場合、報告されたすべ
てのノード・エラーを確認します。

5. イーサネット・ケーブルを交換します。

手順: ノード・キャニスターからシステム・データを削除する
この手順では、ノード・キャニスターからシステム情報を削除するプロセスについ
て説明します。 削除される情報には、構成データ、キャッシュ・データ、およびロ
ケーション・データが含まれます。

このタスクについて

重要: エンクロージャーがシステム・データをシステム内のどのノード・キャニス
ターでも使用できなくなる局面に達した場合、システム・リカバリーを実行する必
要があります。 このリカバリーは、拡張サービス・アクションであり、すべてのボ
リュームをリカバリーできない可能性があります。エンクロージャーに保存済みの
システム情報が入ったノード・キャニスターがある場合を除き、ノードからシステ
ム・データを削除するこのアクションを実行しないでください。保守手順で指示さ
れない限り、ノードからシステム・データを削除しないでください。

手順
1. ノード・キャニスターでサービス・アシスタントを開始します。
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2. サービス・アシスタントのノード・アクションを使用して、ノードをサービス状
態で保持します。

3. 「システムの管理」オプションを使用して、システム・データをノードから削除
します。

タスクの結果

ノードはサービス状態で再起動します。 ノード・キャニスターを再びアクティブに
するには、サービス・アシスタントのホーム・ページのアクションを使用してサー
ビス状態を終了します。

手順: システムを完全に削除する
この手順では、すべてのシステム情報を完全に削除するプロセスについて説明しま
す。 この手順が完了すると、システムは新規インストール済み環境のように作動し
ます。

このタスクについて

重要: この手順では、システムにあるすべてのボリューム・データをアクセス不能
にします。 データをリカバリーできません。 この手順は、システムによって管理
されているすべてのボリュームに影響を与えます。

システムからすべてのボリューム・データと構成データを削除したいことを確信し
ている場合を除き、続行しないでください。 この手順は、どのリカバリー・アクシ
ョンの一部としても使用されることはありません。

この手順には 2 つのステージがあります。 最初に、ノード・キャニスターがリセ
ットされます。 次に、エンクロージャー・データがリセットされます。

手順
1. いずれかのノード・キャニスターでサービス・アシスタントを開始します。

2. サービス・アシスタントのノード・アクションを使用して、ノードをサービス状
態で保持します。

3. 「システムの管理」オプションを使用して、システム・データをノードから削除
します。

4. エンクロージャー内の 2 番目のノード・キャニスターで、上記のステップを実
行します。

5. いずれかのノードで、サービス・アシスタントの「エンクロージャーの構成」を
開き、「システム ID のリセット」オプションを選択します。このアクションに
より、システムはリセットします。

手順: ノード・エラーを修正する
システム内のいずれかのノード・キャニスターで検出されたノード・エラーを修正
するには、この手順を使用します。

このタスクについて

ノード・エラーは、特定のノード・キャニスターに影響を与えるエラーが検出され
たときに報告されます。
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手順
1. サービス・アシスタントを使用して、いずれかのノード上の現行ノード・エラー
を表示します。

2. 使用可能な場合、管理 GUI を使用して、アラートに対する推奨処置を実行しま
す。

3. 修正手順に従います。

4. 推奨処置によってサービス・アクションを決定するのに十分な情報が得られない
場合、ノード・エラーの説明とサービス・アクションを調べます。

管理 GUI にアクセスできない場合、または管理 GUI がノードに接続できない
ためにアラートを報告していない場合、ノード・エラーの説明を見ます。管理
GUI に接続できない場合、サービス・アシスタントを使用してノード・キャニス
ターとクラスター化システムの情報を取得する手順に従います。 251ページの
『手順: サービス・アシスタントを使用してノード・キャニスターとシステム情
報を取得する』に進みます。 エラーを表示しているノードから開始します。ホ
ーム・ページに、現行ノードのノード・エラーがサービスの優先順位の順序で表
示されます。優先順位が最も高いノード・エラーから開始します。

5. システム内の別のノードを選択して、そのノードでノード・エラーを見ます。

6. リストされている優先順位の順序でノード・エラーに対する保守を試行してくだ
さい。

7. ノード・エラーの説明を確認する際、エラー番号を索引として使用します。 各
エラーのサービス・アクションがエラー・コードと共にリストされています。

手順: ノード・キャニスターのサービス IP アドレスを変更する
この手順では、ノード・キャニスターのサービス IP アドレスを変更するために使
用できる多くの方式を説明します。

このタスクについて

IPv4 アドレスを変更する場合、IP アドレス、サブネット、マスク、およびゲートウ
ェイを変更します。 IPv6 アドレスを変更する場合、IP アドレス、接頭部、および
ゲートウェイを変更します。

使用する方式は、システムおよびシステム内のもう一方のノード・キャニスターの
状況によって異なります。 IP アドレスを必要な値に正常に設定するまで、示され
る順序でこれらの方式に従います。

IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または両方をノードのサービス・アドレスとして設
定できます。 必要なアドレスを正しく入力します。 アドレスを 0.0.0.0 または
0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000 に設定すると、そのプロトコルでポートへのア
クセスが使用不可になります。

手順

サービス IP アドレスを変更します。

v システムが作動しており、変更したいサービス IP アドレスを持つノードにシス
テムが接続できる場合は、コントロール・エンクロージャーの管理 GUI を使用
します。
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1. ナビゲーションから「設定」 > 「ネットワーク」を選択します。

2. 「サービス IP アドレス」を選択します。

3. パネルを完了する。 構成する正しいノードを選択していることを確認しま
す。

v 構成するノード・キャニスター、または構成するノード・キャニスターに接続で
きるノード・キャニスターでサービス・アシスタントに接続できる場合、サービ
ス・アシスタントを使用します。

1. 構成するノード・キャニスターを現行ノードにします。

2. メニューから「サービス IP の変更」を選択します。

3. パネルを完了する。

v もう一方のノードからノード・キャニスターに接続できない場合、以下のいずれ
かの手順を使用します。

– 初期化ツールを使用して、正しいコマンド・ファイルを USB フラッシュ・ド
ライブに書き込みます。 222ページの『初期化ツールの使用』に進みます。

– テキスト・エディターを使用して USB フラッシュ・ドライブ にコマンド・フ
ァイルを作成してください。 221ページの『USB フラッシュ・ドライブの使
用』に進みます。

手順: 直接接続されたイーサネット・ケーブルを使用してキャニス
ターにアクセスする

サービス・アシスタントを実行するか、サービス CLI を使用するために、パーソナ
ル・コンピューターのノード・キャニスターへの接続に直接イーサネット接続を使
用する必要がある場合、この手順を使用します。

このタスクについて

データ・センターで USB フラッシュ・ドライブの使用が許可されておらず、イー
サネット・ネットワークを介してノードのサービス・アドレスにアクセスできない
場合、この手順を実行します。 この状況は、新規インストール済み環境で、ネット
ワークでデフォルトのサービス IP アドレスにアクセスできない場合に発生しま
す。デフォルトのサービス・アドレスは、 245ページの『問題 : サービス・アシス
タントに接続できない』 にリストされています。

注: クラスター化システムでアクティブになっているキャニスターに直接接続され
たイーサネット・ケーブルを使用しないでください。 ホスト・アプリケーションま
たは管理 GUI からのアクセスが中断される可能性があります。ノードがアクティブ
である場合、管理 GUI の「設定」 > 「ネットワーク」に進み、サービス IP アド
レスをネットワーク上でアクセス可能なアドレスに設定します。

次のステップを実行し、直接接続されたイーサネット・ケーブルを使用してキャニ
スターにアクセスします。

手順
1. イーサネット・ケーブルの一方の端をコントロール・エンクロージャー内のノー
ド・キャニスターのイーサネット・ポート 1 に接続します。

注: クロスオーバー・イーサネット・ケーブルは必要ありません。
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2. イーサネット・ケーブルのもう一方の端を、Web ブラウザーがインストールさ
れたパーソナル・コンピューターのイーサネット・ポートに直接接続します。

3. コンピューターのオペレーティング・システム・ツールを使用して、上記のステ
ップで使用したイーサネット・ポートの IP アドレスを 192.168.70.10 に設定し
ます。

4. ステップ 1 で接続したノード・キャニスターのサービス IP アドレスを Web ブ
ラウザーで指定します。サービス IP アドレスを変更したことがない場合は、
245ページの『問題 : サービス・アシスタントに接続できない』 にリストされ
ているデフォルトのサービス IP アドレスを使用します。

5. スーパーユーザーのパスワードでログオンします。 デフォルトのパスワードは
passw0rd です。

6. アクションが完了した後、パーソナル・コンピューターを切断して、ノード・キ
ャニスターをイーサネット・ネットワークに再接続します。

7. 可能な限り早急に、キャニスターのサービス・アドレスをネットワークでアクセ
ス可能なアドレスに設定します。

手順: ノード・キャニスターを取り付け直す
この手順は、サービス状態のキャニスターを取り付け直すため、またはサービス・
アクションで指示された場合に使用します。

このタスクについて

正しいノード・キャニスターを取り付け直していること、および取り付け直すノー
ドの正しいキャニスター・ハンドルを使用していることを確認します。ノード・キ
ャニスターのハンドルは隣同士に配置されています。右側のハンドルは上段のキャ
ニスターを作動させます。左側のハンドルは下段のキャニスターを作動させます。

手順
1. ノード・キャニスター上のクラスター化システム状況 LED を確認します。永
続的にオンになっている場合、ノードはアクティブです。ノードがアクティブ
である場合、取り付け直す必要はありません。

2. 正しいノード・キャニスターを選択したことを確認して、取り付け直す理由を
確認します。 251ページの『手順: 保守するエンクロージャーまたはキャニスタ
ーを識別する』に進みます。

3. ハンドルを親指と人差し指でつまみます。

4. それらを一緒に強くつまんでハンドルを解放します。

5. ハンドルを最後まで引き出します。

6. キャニスターをつかんで、5 cm から 8 cm 引き出します。

7. キャニスターを、ハンドルが動き出すまでスロットの中に押し込みます。

8. ロック・キャッチが所定の位置でカチッと音がするまでハンドルを閉じて、キ
ャニスターを最後まで挿入します。

9. ケーブルが取り替えられていないことを確認します。

10. LED がオンになったことを確認する。
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タスクの結果

手順: システムの電源をオフにする
この手順は、保守する必要があるときや、データ・センターで他の保守処置を実行
できるようにするために、Storwize V7000 Unified システムの電源をオフにする場
合に使用します。 Storwize V7000 Unified システムの電源をオフにするには、
Storwize V7000 Unified インフォメーション・センターで『システムの電源をオフ
にする』を参照してください。

このタスクについて

手順: サポートのために情報を収集する
IBM サポートは、問題を解決するために、お客様にシステムからトレース・ファイ
ルとダンプ・ファイルを収集するようお願いする場合があります。 通常このタスク
は、Storwize V7000 Unifiedの管理 GUI から実行します。 Storwize V7000 コント
ロール・エンクロージャー自体から情報を収集することもできます。

このタスクについて

コントロール・エンクロージャーの管理 GUI およびサービス・アシスタントには、
必要な情報の収集に役立つ機能があります。 管理 GUI は、システム内のすべての
コンポーネントから情報を収集します。 サービス・アシスタントは、単一のノー
ド・キャニスターから情報を収集します。 収集された情報が単一ファイルにパッケ
ージされると、ファイルは snap と呼ばれます。

サポート・パッケージの内容を解釈するには、サポート・チームのみが使用できる
特殊なツールが必要です。 このファイルは、お客様が使用するようには設計されて
いません。

手順

管理 GUI またはサービス・アシスタントのどちらを使用してパッケージを収集する
かについては、常にサポート・チームの指示に従ってください。 また、必要なパッ
ケージ内容のオプションについても指示があります。

v 管理 GUI を使用してパッケージを収集している場合、「設定」 > 「サポート」
> 「ログのダウンロード」を選択します。 「サポート・パッケージのダウンロー
ド」をクリックします。 指示に従って、完全ログまたはブロック・ストレージ・
ログのいずれかをダウンロードします。

v サービス・アシスタントを使用してパッケージを収集する場合、ログを収集する
ノードを必ず現行ノードにしてください。 ナビゲーションから「ログの収集」オ
プションを選択します。 サポート・パッケージを収集するか、ノード・キャニス
ターから個別のファイルをコピーすることができます。 情報を収集するための手
順に従います。

手順: 別のノードからのノード・キャニスター・ソフトウェアのレ
スキュー (ノード・レスキュー)

この手順を使用して、ノード・レスキューを実行します。
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このタスクについて

障害により、ノード・ソフトウェアが損傷していて再インストールする必要がある
ことが示されました。

手順
1. コードを再インストールするノードが、現行のノードであることを確認します。

219ページの『サービス・アシスタントへのアクセス』に進みます。

2. ナビゲーションから「マシン・コードの再インストール」を選択します。

3. 「別のノードからのレスキュー」を選択します。

タスクの結果

部品の取り外しと交換
お客様交換可能ユニット (CRU) をコントロール・エンクロージャーまたは拡張エン
クロージャーから取り外して交換することができます。

重要: ご使用のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、
管理 GUIに進み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクション
を実行すると、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があり
ます。

これらの手順の多くはホット・スワップ可能ですが、これらの手順は、システムが
稼働中でなく、入出力操作を実行していないときにのみ使用してください。ご使用
のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、管理 GUIに進
み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクションを実行する
と、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があります。

交換可能ユニットごとにその独自の取り外し手順があります。手順のステップで、
別の取り外しおよび交換手順を参照することを指示される場合もあります。開始し
た最初の手順を続行する前に、新規の手順を完了することもできます。

部品の取り外しまたは交換は、指示された場合に限ってください。

部品の取り外しおよび交換を行うための準備
部品の取り外しおよび交換をする前に、すべての安全問題を知っている必要があり
ます。

始める前に

まず、『IBM Systems Safety Notices』にある安全予防措置をお読みください。これ
らのガイドラインは、Storwize V7000 Unified で安全に作業する上で役立ちます。

ノード・キャニスターの取り替え
このトピックでは、ノード・キャニスターを取り替える方法について説明します。
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このタスクについて

重要: ご使用のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、
管理 GUIに進み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクション
を実行すると、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があり
ます。

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

重要: ノード・キャニスターを、別のタイプのものと交換しないでください。例え
ば、モデル 2076-112 のノード・キャニスターをモデル 2076-312 のノード・キャニ
スターと交換しないでください。

以下のキャニスターの LED の状態に注意してください。

v 電源 LED とシステム状況 LED の両方がオンの場合、保守手順で指示されない
限り、ノード・キャニスターを取り外さないでください。

v システム状況がオフの場合、ノード・キャニスターを取り外してもかまいませ
ん。ただし、保守手順で指示されない限り、ノード・キャニスターを取り外さな
いでください。

v 電源 LED が明滅しているかオフの場合、ノード・キャニスターを安全に取り外
すことができます。ただし、保守手順で指示されない限り、ノード・キャニスタ
ーを取り外さないでください。

重要: ノード・キャニスターの電源がオフになっている場合でも、データが失われ
る可能性があります。保守手順で指示されない限り、ノード・キャニスターを取り
外さないでください。

ノード・キャニスターを取り外すには、次のステップを実行します。

手順
1. 265ページの『部品の取り外しおよび交換を行うための準備』に記載されてい
る安全上の注意をお読みください。

2. 取り替えるキャニスターを確認します。 251ページの『手順: 保守するエンクロ
ージャーまたはキャニスターを識別する』に進みます。

3. どのデータ・ケーブルがノード・キャニスターの特定のポートに差し込まれて
いるのか記録します。取り替えが完了した後、ケーブルは同じポートに挿入さ
れる必要があります。そうでないと、システムは正常に機能しません。

4. 各キャニスターのデータ・ケーブルを切り離します。

5. ハンドルを親指と人差し指でつまみます。

注: 正しいハンドルを開いていることを確認してください。ノード・キャニス
ターと拡張キャニスターのハンドルの位置は、わずかに異なっています。

ノード・キャニスターのハンドルは、相互に近接して配置されています。右側
にフィンガー・グリップが付いたハンドルは、上段のキャニスター (�1�) を取
り外します。左側にフィンガー・グリップが付いたハンドルは、下段のキャニ
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スター (�2�) を取り外します。

6. それらを一緒に強くつまんでハンドルを解放します。

7. ハンドルを最後まで引き出します。

8. キャニスターをつかんで引き出します。

9. 新しいキャニスターを、ハンドルがスロットの中央を向くようにしてスロット
に挿入します。 取り外した装置と同じ向きに挿入します。

10. キャニスターを、ハンドルが動き出すまでスロットの中に押し込みます。

11. ロック・キャッチが所定の位置でカチッと音がするまでハンドルを閉じて、キ
ャニスターを最後まで挿入します。

エンクロージャーの電源がオンになると、キャニスターは自動的に起動しま
す。

12. データ・ケーブルを再接続します。

拡張キャニスターの取り替え
このトピックでは、拡張キャニスターを取り替える方法について説明します。
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図 49. ハンドルを示すノード・キャニスターの背面
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図 50. エンクロージャーからのキャニスターの取り外し
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このタスクについて

重要: ご使用のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、
管理 GUIに進み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクション
を実行すると、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があり
ます。

これらの手順の多くはホット・スワップ可能ですが、これらの手順は、システムが
稼働中でなく、入出力操作を実行していないときにのみ使用してください。ご使用
のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、管理 GUIに進
み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクションを実行する
と、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があります。

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

以下のキャニスターの LED の状態に注意してください。

v 電源 LED がオンの場合、保守手順で指示されない限り、拡張キャニスターを取
り外さないでください。

v 電源 LED が明滅しているかオフの場合、拡張キャニスターを安全に取り外すこ
とができます。 ただし、保守手順で指示されない限り、拡張キャニスターを取り
外さないでください。

重要: 拡張キャニスターの電源がオフになっている場合でも、データが失われる可
能性があります。 保守手順で指示されない限り、拡張キャニスターを取り外さない
でください。

拡張キャニスターを取り替えるには、次のステップを実行します。

手順
1. 265ページの『部品の取り外しおよび交換を行うための準備』に記載されてい
る安全上の注意をお読みください。

2. どの SAS ケーブルが拡張キャニスターの特定のポートに差し込まれているの
か記録します。 交換が完了した後、ケーブルは同じポートに挿入される必要が
あります。そうでないと、システムは正常に機能しません。

3. 各キャニスターの SAS ケーブルを切り離します。

4. ハンドルを親指と人差し指でつまみます。

注: 正しいハンドルを開いていることを確認してください。ノード・キャニス
ターと拡張キャニスターのハンドルの位置は、わずかに異なっています。

上段と下段の拡張キャニスターのハンドルは、相互に重なり合っています。 左
側にフィンガー・グリップが付いたハンドルは、上段のキャニスター (�1�) を
取り外します。右側にフィンガー・グリップが付いたハンドルは、下段のキャ
ニスター (�2�) を取り外します。
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5. それらを一緒に強くつまんでハンドルを解放します。

6. ハンドルを最後まで引き出します。

7. キャニスターをつかんで引き出します。

8. 新しいキャニスターを、ハンドルがスロットの中央を向くようにしてスロット
に挿入します。 取り外した装置と同じ向きに挿入します。

9. キャニスターを、ハンドルが動き出すまでスロットの中に押し込みます。

10. ロック・キャッチが所定の位置でカチッと音がするまでハンドルを閉じて、キ
ャニスターを最後まで挿入します。

11. SAS ケーブルを再接続します。

SFP トランシーバーの交換
単一リンクに障害が起きた場合、SFP トランシーバーの交換が必要になる場合があ
ります。
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図 51. ハンドルを示す拡張キャニスターの背面
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図 52. エンクロージャーからのキャニスターの取り外し
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始める前に

これらの手順の多くはホット・スワップ可能ですが、これらの手順は、システムが
稼働中でなく、入出力操作を実行していないときにのみ使用してください。ご使用
のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、管理 GUIに進
み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクションを実行する
と、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があります。

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

注意:
一部のレーザー製品には、クラス 3A またはクラス 3B のレーザー・ダイオードが
組み込まれています。 以下について注意が必要です。カバーを開くとレーザー光線
が放射されます。 光線を見つめたり、光学装置を用いて直接見たり、光線を直接浴
びることは避けてください。 (C030)

このタスクについて

SFP トランシーバーを取り外し、交換するには、以下の手順で行います。

手順
1. 障害のある物理ポート接続を慎重に判別します。

重要: エンクロージャーのファイバー・チャネル・リンクは、長波 SFP トラン
シーバーおよび短波 SFP トランシーバーの両方でサポートされます。長波 SFP

トランシーバー には、SFP トランシーバー が接続されていても見える、幾つか
の青色のコンポーネントがあります。 取り替える SFP トランシーバー と同じ
タイプの SFP トランシーバー に交換する必要があります。 例えば、取り替え
る SFP トランシーバー が長波 SFP トランシーバー である場合、別の長波
SFP トランシーバー に交換する必要があります。間違った SFP トランシーバ
ーを取り外すと、データ・アクセスが失われるおそれがあります。

2. 解放タブを押して光ケーブルを引き出し、ケーブルを取り外します。 コネクタ
ーのみに圧力をかけるように注意し、光ケーブル自体を引っ張らないでくださ
い。

3. SFP トランシーバーを取り外してください。 SFP トランシーバーでは、多様な
操作機構またはロック機構が使用されています。一部の SFP トランシーバーに
は、プラスチック製のタグが付いている場合があります。 その場合は、タグを
引いて、SFP トランシーバーを取り外します。

重要: 交換する SFP トランシーバー が取り外す SFP トランシーバー と一致
していることを必ず確認してください。

4. 新しい SFP トランシーバーを開口部に押し込み、所定の位置にしっかり収まっ
たことを確認します。 SFP トランシーバー は通常、SFP トランシーバー と同
一平面でロックされるまで解放ハンドルを旋回させなくても、所定の位置にロッ
クされます。 271ページの図 53は、SFP トランシーバーとそのリリース・ハン
ドルを示しています。
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5. 光ケーブルを再接続します。

6. これで、エラーが修正されたことを確認します。 最初に示された障害表示に応
じて、エラーに「修正済み」としてマークを付けるか、ノードを再始動するかの
いずれかを行います。

コントロール・エンクロージャーの電源機構装置の取り替え
コントロール・エンクロージャーの 2 つの 764 ワットの ホット・スワップ予備電
源機構のいずれかを取り替えることができます。 これらの予備電源機構は並列で作
動し、一方で障害が発生した場合、他方がキャニスターへの給電を続行します。
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図 53. SFP トランシーバー
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始める前に

危険

システムで作業する場合は、以下の予防措置を守ってください。

電源ケーブルや電話線、通信ケーブルからの電圧および電流は危険です。 感電を
防ぐために次の事項を守ってください。
v このユニットへの電源の接続は、IBM 提供の電源コードのみを使用してくだ
さい。 その他の製品には、IBM 提供の電源コードを使用しないでください。

v 電源機構アセンブリーを開いたり、保守したりしないでください。
v 雷雨の間はケーブルの接続や切り離し、または本製品の設置、保守、再構成を
行わないでください。

v 製品が複数の電源コードを備えている場合があります。
危険な電圧をすべて除去するには、すべての電源コードを切り離してくださ
い。

v すべての電源コードは正しく配線され接地されたコンセントに接続してくださ
い。 システムの定格プレートに従い、コンセントが正しい電圧と相回転を提
供していることを確認してください。

v この製品に接続する機器があれば正しく配線されたコンセントに接続してくだ
さい。

v 信号ケーブルの接続または切り離しは可能なかぎり片手で行ってください。
v 火災、水害、または建物に構造的損傷の形跡が見られる場合は、どの装置の電
源もオンにしないでください。

v 取り付けおよび構成手順で特別に指示されている場合を除いて、装置のカバー
を開く場合はその前に、必ず、接続されている電源コード、通信システム、ネ
ットワーク、およびモデムを切り離してください。

v ご使用の製品または接続された装置の取り付け、移動、またはカバーの取り外
しを行う場合には、次の手順の説明に従ってケーブルの接続および切り離しを
行ってください。

ケーブルの切り離し手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. 電源コードをコンセントから取り外します。
3. 信号ケーブルをコネクターから取り外します。
4. すべてのケーブルを装置から取り外します。

ケーブルの接続手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. すべてのケーブルを装置に接続します。
3. 信号ケーブルをコネクターに接続します。
4. 電源コードをコンセントに接続します。
5. 装置の電源を入れます。

v システムの内部および周辺に鋭利な先端、角、およびジョイントが存在する可
能性があります。 装置を取り扱う場合は、手や指に怪我をしないよう注意し
てください。

(D005)
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重要: ご使用のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、
管理 GUIに進み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクション
を実行すると、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があり
ます。

重要: 電源オン状態のエンクロージャーでは、スロットが空であると冷却が正しく
機能しないため、5 分間を超えて電源機構を取り外してはなりません。 これらの説
明をすべて読んで理解し、既存の電源機構を取り外す前に交換部品を用意してアン
パックしておいてください。

これらの手順の多くはホット・スワップ可能ですが、これらの手順は、システムが
稼働中でなく、入出力操作を実行していないときにのみ使用してください。ご使用
のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、管理 GUIに進
み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクションを実行する
と、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があります。

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

重要: 場合によっては、システムが入出力を実行している間に電源機構装置を取り
外すことは望ましくありません。例えば、パートナー電源機構装置のバックアッ
プ・バッテリーが、データへのアクセスを失うことなく操作を続行するには不十分
である場合などです。 パートナーのバッテリー が 100% まで充電されるのを待っ
てから、電源機構装置を取り替えてください。

電源機構を交換する前に、静電気に弱い装置の取り扱い手順について必ず理解して
おいてください。

このタスクについて

交換用の電源機構装置にはバッテリーは付属していません。そのため、既存の電源
機構装置から交換用の装置にバッテリーを移動させてください。 バッテリーを移動
させるには、 279ページの『電源機構装置のバッテリーの取り替え』に進みます。

電源機構を交換するには、次のステップを実行します。

手順
1. 265ページの『部品の取り外しおよび交換を行うための準備』に記載されてい
る安全上の注意をお読みください。

2. エンクロージャーの前面で点灯している識別 LED を調べて、正しいエンクロ
ージャーを特定します。

3. 電源機構装置の背面にあるスイッチを使用して電源をオフにします。

4. 取り替える電源機構からケーブル保持ブラケットと電源コードを取り外しま
す。

5. 電源機構装置を取り外します。 電源機構装置の向きを記録します。 電源機構
装置 1 は上面が上を向いており、電源機構装置 2 は反転しています。
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a. 図 54 の色付きのステッカーが示す方向から、黒色のロック・キャッチを押
します。

b. 図 55 に示されているように、ハンドルをにぎり、電源機構をエンクロージ
ャーから引き出します。
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図 54. 電源機構装置のハンドルを持ち上げる方向
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図 55. ハンドルを使用して電源機構装置を取り外す方法
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6. 交換用の電源機構装置を、ハンドルがエンクロージャーの中央を向くようにし
てエンクロージャーに挿入します。 取り外した装置と同じ向きに挿入します。

7. 電源機構装置を、ハンドルが動き出すまでエンクロージャーの中に押し込みま
す。

8. ロック・キャッチが所定の位置でカチッと音がするまでハンドルを閉じて、電
源機構装置をエンクロージャーの中に最後まで挿入します。

9. 電源ケーブルとケーブル保持ブラケットを再取り付けします。

10. 電源機構装置の電源スイッチをオンにします。

次のタスク

必要な場合、電源機構を返却します。 すべての梱包指示に従い、提供されている配
送用の梱包資材をすべて使用します。

拡張エンクロージャーの電源機構装置の取り替え
拡張エンクロージャーの 2 つの 580 ワットのホット・スワップ予備電源機構 のい
ずれかを取り替えることができます。 これらの予備電源機構は並列で作動し、一方
で障害が発生した場合、他方がキャニスターへの給電を続行します。
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始める前に

危険

システムで作業する場合は、以下の予防措置を守ってください。

電源ケーブルや電話線、通信ケーブルからの電圧および電流は危険です。 感電を
防ぐために次の事項を守ってください。
v このユニットへの電源の接続は、IBM 提供の電源コードのみを使用してくだ
さい。 その他の製品には、IBM 提供の電源コードを使用しないでください。

v 電源機構アセンブリーを開いたり、保守したりしないでください。
v 雷雨の間はケーブルの接続や切り離し、または本製品の設置、保守、再構成を
行わないでください。

v 製品が複数の電源コードを備えている場合があります。
危険な電圧をすべて除去するには、すべての電源コードを切り離してくださ
い。

v すべての電源コードは正しく配線され接地されたコンセントに接続してくださ
い。 システムの定格プレートに従い、コンセントが正しい電圧と相回転を提
供していることを確認してください。

v この製品に接続する機器があれば正しく配線されたコンセントに接続してくだ
さい。

v 信号ケーブルの接続または切り離しは可能なかぎり片手で行ってください。
v 火災、水害、または建物に構造的損傷の形跡が見られる場合は、どの装置の電
源もオンにしないでください。

v 取り付けおよび構成手順で特別に指示されている場合を除いて、装置のカバー
を開く場合はその前に、必ず、接続されている電源コード、通信システム、ネ
ットワーク、およびモデムを切り離してください。

v ご使用の製品または接続された装置の取り付け、移動、またはカバーの取り外
しを行う場合には、次の手順の説明に従ってケーブルの接続および切り離しを
行ってください。

ケーブルの切り離し手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. 電源コードをコンセントから取り外します。
3. 信号ケーブルをコネクターから取り外します。
4. すべてのケーブルを装置から取り外します。

ケーブルの接続手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. すべてのケーブルを装置に接続します。
3. 信号ケーブルをコネクターに接続します。
4. 電源コードをコンセントに接続します。
5. 装置の電源を入れます。

v システムの内部および周辺に鋭利な先端、角、およびジョイントが存在する可
能性があります。 装置を取り扱う場合は、手や指に怪我をしないよう注意し
てください。

(D005)
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重要: ご使用のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、
管理 GUIに進み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクション
を実行すると、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があり
ます。

重要: 電源オン状態のエンクロージャーでは、スロットが空であると冷却が正しく
機能しないため、5 分間を超えて電源機構を取り外してはなりません。 これらの説
明をすべて読んで理解し、既存の電源機構を取り外す前に交換部品を用意してアン
パックしておいてください。

これらの手順の多くはホット・スワップ可能ですが、これらの手順は、システムが
稼働中でなく、入出力操作を実行していないときにのみ使用してください。ご使用
のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、管理 GUIに進
み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクションを実行する
と、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があります。

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

電源機構を交換する前に、静電気に弱い装置の取り扱い手順について必ず理解して
おいてください。

このタスクについて

拡張エンクロージャーの電源機構装置を取り替えるには、次のステップを実行しま
す。

手順
1. 265ページの『部品の取り外しおよび交換を行うための準備』に記載されてい
る安全上の注意をお読みください。

2. エンクロージャーの前面で点灯している識別 LED を調べて、正しいエンクロ
ージャーを特定します。

3. 電源機構装置の背面にあるスイッチを使用して電源をオフにします。

4. 取り替える電源機構からケーブル保持ブラケットと電源コードを取り外しま
す。

5. 電源機構装置を取り外します。 電源機構装置の向きを記録します。 電源機構
装置 1 は上面が上を向いており、電源機構装置 2 は反転しています。

a. 278ページの図 56 の色付きのステッカーが示す方向から、黒色のロック・
キャッチを押します。
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b. 図 57 に示されているように、ハンドルをにぎり、電源機構をエンクロージ
ャーから引き出します。

6. 交換用の電源機構装置を、ハンドルがエンクロージャーの中央を向くようにし
てエンクロージャーに挿入します。 取り外した装置と同じ向きに挿入します。
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図 56. 電源機構装置のハンドルを持ち上げる方向
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図 57. ハンドルを使用して電源機構装置を取り外す方法

278 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



7. 電源機構装置を、ハンドルが動き出すまでエンクロージャーの中に押し込みま
す。

8. ロック・キャッチが所定の位置でカチッと音がするまでハンドルを閉じて、電
源機構装置をエンクロージャーの中に最後まで挿入します。

9. 電源ケーブルとケーブル保持ブラケットを再取り付けします。

10. 電源機構装置の電源スイッチをオンにします。

次のタスク

必要な場合、電源機構を返却します。 すべての梱包指示に従い、提供されている配
送用の梱包資材をすべて使用します。

電源機構装置のバッテリーの取り替え
このトピックでは、コントロール・エンクロージャーの電源機構装置のバッテリー
を取り替える方法について説明します。
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始める前に

危険

システムで作業する場合は、以下の予防措置を守ってください。

電源ケーブルや電話線、通信ケーブルからの電圧および電流は危険です。 感電を
防ぐために次の事項を守ってください。
v このユニットへの電源の接続は、IBM 提供の電源コードのみを使用してくだ
さい。 その他の製品には、IBM 提供の電源コードを使用しないでください。

v 電源機構アセンブリーを開いたり、保守したりしないでください。
v 雷雨の間はケーブルの接続や切り離し、または本製品の設置、保守、再構成を
行わないでください。

v 製品が複数の電源コードを備えている場合があります。
危険な電圧をすべて除去するには、すべての電源コードを切り離してくださ
い。

v すべての電源コードは正しく配線され接地されたコンセントに接続してくださ
い。 システムの定格プレートに従い、コンセントが正しい電圧と相回転を提
供していることを確認してください。

v この製品に接続する機器があれば正しく配線されたコンセントに接続してくだ
さい。

v 信号ケーブルの接続または切り離しは可能なかぎり片手で行ってください。
v 火災、水害、または建物に構造的損傷の形跡が見られる場合は、どの装置の電
源もオンにしないでください。

v 取り付けおよび構成手順で特別に指示されている場合を除いて、装置のカバー
を開く場合はその前に、必ず、接続されている電源コード、通信システム、ネ
ットワーク、およびモデムを切り離してください。

v ご使用の製品または接続された装置の取り付け、移動、またはカバーの取り外
しを行う場合には、次の手順の説明に従ってケーブルの接続および切り離しを
行ってください。

ケーブルの切り離し手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. 電源コードをコンセントから取り外します。
3. 信号ケーブルをコネクターから取り外します。
4. すべてのケーブルを装置から取り外します。

ケーブルの接続手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. すべてのケーブルを装置に接続します。
3. 信号ケーブルをコネクターに接続します。
4. 電源コードをコンセントに接続します。
5. 装置の電源を入れます。

v システムの内部および周辺に鋭利な先端、角、およびジョイントが存在する可
能性があります。 装置を取り扱う場合は、手や指に怪我をしないよう注意し
てください。

(D005)
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注意:
バッテリーは、リチウム・イオン・バッテリーです。 爆発の可能性を回避するため
に、燃やさないでください。 IBM 承認済み部品とのみ交換してください。 バッテ
リーは、指示に従ってリサイクルまたは廃棄してください。アメリカ合衆国では、
IBM はこのバッテリーの回収処理を行っています。 詳しくは、1-800-426-4333 に
お問い合わせください。 電話する場合は、バッテリー装置の IBM 部品番号が分か
るようにしておいてください。 (C007)

重要: ご使用のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、
管理 GUIに進み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクション
を実行すると、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があり
ます。

これらの手順の多くはホット・スワップ可能ですが、これらの手順は、システムが
稼働中でなく、入出力操作を実行していないときにのみ使用してください。ご使用
のシステムの電源がオンであり、入出力操作を実行している場合は、管理 GUIに進
み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクションを実行する
と、データが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があります。

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

このタスクについて

コントロール・エンクロージャー内の各電源機構装置には、短期間の一時的な電源
障害の際に使用される内蔵バッテリーが収容されています。 バッテリーはまったく
同じモデル と取り替える必要があります。

コントロール・エンクロージャーの電源機構装置のバッテリーを取り替えるには、
次のステップを実行します。

手順
1. 265ページの『部品の取り外しおよび交換を行うための準備』に記載されている
安全上の注意をお読みください。

2. 電源機構装置の取り替え手順の取り外し手順に従います。 271ページの『コン
トロール・エンクロージャーの電源機構装置の取り替え』に進みます。

3. 282ページの図 58 に示すように、バッテリーを取り外します。
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a. キャッチを押して、ハンドルを解放します �1�。

b. バッテリーのハンドルを持ち上げます �2�。

c. バッテリーを電源機構装置から持ち上げます �3�。

4. 交換用のバッテリーを取り付けます。

重要: 交換用のバッテリーには保護用のエンド・キャップが付いており、使用
前に取り外す必要があります。

a. バッテリーをパッケージから取り出します。

b. エンド・キャップを取り外します。

c. 取り外したバッテリーの両端にエンド・キャップを取り付け、そのバッテリ
ーを元のパッケージの中に入れます。

2
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図 58. コントロール・エンクロージャーの電源機構装置からのバッテリーの取り外し
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d. 交換用のバッテリーを、電源機構の上部にある開口部に正しい向きで配置し
ます。

e. バッテリーを押して、コネクターを固定します。

f. ハンドルを下向きの位置にします。

5. 電源機構装置を、ハンドルが動き出すまでエンクロージャーの中に押し込みま
す。

6. ロック・キャッチが所定の位置でカチッと音がするまでハンドルを閉じて、電源
機構装置をエンクロージャーの中に最後まで挿入します。

7. 電源ケーブルとケーブル保持ブラケットを再取り付けします。

8. 電源機構装置の電源スイッチをオンにします。

次のタスク

必要な場合、バッテリーを返却します。 すべての梱包指示に従い、提供されている
配送用の梱包資材をすべて使用します。

ケーブル保持ブラケットの解放
このトピックでは、電源機構装置から電源コードを取り外すときにケーブル保持ブ
ラケットを解放する手順について説明します。

このタスクについて

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

各ケーブル保持ブラケットは、電源機構装置背面の電源コードの差し込み口付近に
取り付けられた状態で配送されます。

ケーブル保持ブラケットを解放するには、次のステップを実行します。

手順
1. 電源コードの端を囲んでいるケーブル保持ブラケットをアンロックします。

2. 黒色のプラスチック・ループの隣にあるレバーを、キャニスターの中心に向かっ
て少し引きます。

3. ケーブル保持ブラケットをスライドさせてケーブルの端から離れるまで、レバー
を手前に引き続けます。

3.5 型ドライブ・アセンブリーまたはブランク・キャリアの取り替
え

このトピックでは、3.5 型ドライブ・アセンブリーまたはブランク・キャリアを取り
替える方法について説明します。

このタスクについて

重要: ご使用のドライブを使用するように構成されている場合は、管理 GUIに進
み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクションを実行する
と、データまたはデータへのアクセスが失われます。
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重要: ドライブ・スロットを空のままにしてはなりません。 交換部品を用意でき
るまで、ドライブまたはドライブ・アセンブリーを取り外さないでください。

ドライブには色分けされたストライプが付いているため、ドライブをブランク・キ
ャリアと区別することができます。 ドライブには、オレンジ色のストライプのマー
クが付いています。ブランク・キャリアには、青色のストライプのマークが付いて
います。

ドライブ・アセンブリーまたはブランク・キャリアを取り替えるには、以下のステ
ップを実行します。

手順
1. 265ページの『部品の取り外しおよび交換を行うための準備』に記載されている
安全上の注意をお読みください。

2. 側面のタブを一緒に握り、アセンブリーをアンロックします。

3. ハンドルを最後まで開きます。
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図 59. 3.5 型ドライブのロック解除
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4. ドライブを引き出します。

5. 新しいドライブを、ハンドルが動き出すまでスロットの中に押し込みます。

6. ロック・キャッチが所定の位置でカチッと音がするまでハンドルを閉じて、ドラ
イブを最後まで挿入します。

2.5 型ドライブ・アセンブリーまたはブランク・キャリアの取り替
え

このトピックでは、2.5 型ドライブ・アセンブリーまたはブランク・キャリアを取り
外す方法について説明します。

このタスクについて

重要: ご使用のドライブを使用するように構成されている場合は、管理 GUIに進
み、修正手順に従ってください。修正手順に従わずに交換アクションを実行する
と、データまたはデータへのアクセスが失われます。

重要: ドライブ・スロットを空のままにしてはなりません。 交換部品を用意でき
るまで、ドライブまたはドライブ・アセンブリーを取り外さないでください。

ドライブ・アセンブリーまたはブランク・キャリアを取り替えるには、以下のステ
ップを実行します。

手順
1. 265ページの『部品の取り外しおよび交換を行うための準備』に記載されている
安全上の注意をお読みください。

2. 上部のタブを一緒に握り、モジュールをアンロックします。

s
v
c
0
0
6
1
3

図 60. 3.5 型ドライブの取り外し
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3. ハンドルを最後まで開きます。

4. ドライブを引き出します。

5. 新しいドライブを、ハンドルが動き出すまでスロットの中に押し込みます。

6. ロック・キャッチが所定の位置でカチッと音がするまでハンドルを閉じて、ドラ
イブを最後まで挿入します。
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図 61. 2.5 型ドライブのロック解除
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図 62. 2.5 型ドライブの取り外し
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エンクロージャー・エンド・キャップの交換
エンクロージャー・エンド・キャップを交換するには、この手順を使用します。

このタスクについて

左右いずれかのエンド・キャップを取り外すには、以下の手順を実行します。

手順
1. エンクロージャーが、テーブル上または他の平面上に置かれている場合は、エン
クロージャーの前面を少し持ち上げるか、または慎重にテーブルの端から前面を
外に出します。

2. エンド・キャップの青色のタッチ・ポイントをつかみ、エンド・キャップの下端
がシャーシ・フランジの下部タブから外れるまで引きます。

3. エンド・キャップを持ち上げてシャーシ・フランジから取り外します。

左右いずれかのエンド・キャップを取り付けるには、以下の手順を実行します。

4. エンド・キャップの上部にあるスロットをシャーシ・フランジの上部にあるタブ
上に合わせます。

5. エンド・キャップを、カチッと音がして所定の位置に収まるまで下に回転させま
す。エンド・キャップ内側の面がシャーシとぴったり重なっていることを確認し
ます。

重要:

左側のエンド・キャップには、エンクロージャーの識別に役立つ情報が印刷され
ています。

v マシン・タイプおよびモデル

v エンクロージャーのシリアル番号

v マシンの部品番号

エンド・キャップ上の情報は、必ずエンクロージャーの背面に印刷されている情
報と一致している必要があります。また、エンクロージャー・ミッドプレーンに
保管されている情報とも一致している必要があります。

SAS ケーブルの取り替え
このトピックでは、SAS ケーブルを取り替える方法について説明します。

このタスクについて

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

SAS ケーブルを交換するには、次のステップを実行します。

手順
1. どの SAS ケーブルが拡張キャニスターの特定のポートに差し込まれているかを
記録します。 交換が完了した後、ケーブルは同じポートに挿入される必要があ
ります。そうでないと、システムは正常に機能しません。
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注: 単一のケーブルを取り替える場合、このステップは不要です。

2. コネクターから矢印が指す方向にタブを引きます。

3. 交換用のケーブルをその特定のポートに差し込みます。

4. SAS ケーブルが完全に挿入されたことを確認します。 ケーブルが正常に挿入さ
れると、カチッという音がします。

コントロール・エンクロージャー・シャーシの取り替え
このトピックでは、コントロール・エンクロージャー・シャーシを取り替える方法
について説明します。

始める前に

注: 取り替えるエンクロージャー・シャーシのタイプを理解していることを確認し
ます。 コントロール・エンクロージャー・シャーシを取り替える手順は、拡張エン
クロージャー・シャーシを取り替える手順とは異なります。 拡張エンクロージャ
ー・シャーシの取り替えについて詳しくは、 294ページの『拡張エンクロージャ
ー・シャーシの取り替え』を参照してください。
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図 63. SAS ケーブル
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危険

システムで作業する場合は、以下の予防措置を守ってください。

電源ケーブルや電話線、通信ケーブルからの電圧および電流は危険です。 感電を
防ぐために次の事項を守ってください。
v このユニットへの電源の接続は、IBM 提供の電源コードのみを使用してくだ
さい。 その他の製品には、IBM 提供の電源コードを使用しないでください。

v 電源機構アセンブリーを開いたり、保守したりしないでください。
v 雷雨の間はケーブルの接続や切り離し、または本製品の設置、保守、再構成を
行わないでください。

v 製品が複数の電源コードを備えている場合があります。
危険な電圧をすべて除去するには、すべての電源コードを切り離してくださ
い。

v すべての電源コードは正しく配線され接地されたコンセントに接続してくださ
い。 システムの定格プレートに従い、コンセントが正しい電圧と相回転を提
供していることを確認してください。

v この製品に接続する機器があれば正しく配線されたコンセントに接続してくだ
さい。

v 信号ケーブルの接続または切り離しは可能なかぎり片手で行ってください。
v 火災、水害、または建物に構造的損傷の形跡が見られる場合は、どの装置の電
源もオンにしないでください。

v 取り付けおよび構成手順で特別に指示されている場合を除いて、装置のカバー
を開く場合はその前に、必ず、接続されている電源コード、通信システム、ネ
ットワーク、およびモデムを切り離してください。

v ご使用の製品または接続された装置の取り付け、移動、またはカバーの取り外
しを行う場合には、次の手順の説明に従ってケーブルの接続および切り離しを
行ってください。

ケーブルの切り離し手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. 電源コードをコンセントから取り外します。
3. 信号ケーブルをコネクターから取り外します。
4. すべてのケーブルを装置から取り外します。

ケーブルの接続手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. すべてのケーブルを装置に接続します。
3. 信号ケーブルをコネクターに接続します。
4. 電源コードをコンセントに接続します。
5. 装置の電源を入れます。

v システムの内部および周辺に鋭利な先端、角、およびジョイントが存在する可
能性があります。 装置を取り扱う場合は、手や指に怪我をしないよう注意し
てください。

(D005)
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重要: この手順は、保守処置または IBM サポートの指示があった場合にのみ行っ
てください。 単一のコントロール・エンクロージャーを使用している場合、この手
順では、コントロール・エンクロージャーを取り替えるために システムをシャット
ダウンする必要があります。 複数のコントロール・エンクロージャーを使用してい
る場合、システムの一部を稼働したままにすることができますが、影響を受ける入
出力グループ上にあるボリューム、および影響を受ける入出力グループのドライブ
に従属する他の入出力グループ内のボリュームへのアクセスは失われます。 すべて
の入出力グループで、システムがまだ入出力要求を実行している場合、保守期間ま
たは入出力を停止できる他の時間帯に取り替え作業をスケジュールします。

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

エンクロージャーを取り外す前に、静電気に弱い装置の取り扱い手順について必ず
理解しておいてください。

このタスクについて

コントロール・エンクロージャー・シャーシを取り替えるには、次のステップを実
行します。

手順
1. サービス・アシスタントを使用していずれかのノード・キャニスターにアクセ
スできる場合、エンクロージャーのマシン・タイプとモデル、エンクロージャ
ーのシリアル番号、およびエンクロージャーの 2 つの WWNN を記録しま
す。

v サービス・アシスタントのホーム・ページから、ノードのロケーション・デ
ータを開きます。 エンクロージャー欄にあるマシン・タイプとモデル
(MTM)、シリアル番号、WWNN 1 および WWNN 2 を記録します。

v どちらのノード・キャニスターも起動できないためにエンクロージャーを取
り替えている場合は、取り替えを完了した後でこの情報を取得します。

a. いずれかのキャニスターでサービス・アシスタントを開始します。

b. ホーム・ページのノードのロケーション・データに進みます。

c. ノード・コピー欄にあるマシン・タイプとモデル、シリアル番号、
WWNN 1 および WWNN 2 を記録します。

マシン・タイプとモデルおよびシリアル番号は、エンクロージャーの前面
と背面のラベルにも示されています。

2. エンクロージャーがまだアクティブである場合は、ブロック・ホスト入出力
と、影響を受けるエンクロージャーに従属するすべてのボリュームへのメト
ロ・ミラーおよびグローバル・ミラー・アクティビティーをシャットダウンし
ます。

このステートメントは、このエンクロージャーによって管理される入出力グル
ープのすべてのボリュームと、影響を受ける入出力グループのドライブに従属
する他の入出力グループ内のボリュームに適用されます。
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3. システム内に単一の入出力グループがあり、クラスター化システムがまだオン
ラインである場合は、『システムの電源をオフにする』の手順に従ってシステ
ムをシャットダウンします。

4. システム内に複数の入出力グループがある場合、エンクロージャーがファイ
ル・モジュールに接続されておらず、このエンクロージャーが管理しているド
ライブがどのファイル・ボリュームでも使用されていなければ、ファイル・モ
ジュールの電源を遮断する必要はない場合があります。 以下の手順を使用し
て、影響を受けるファイル・ボリュームがないかを確認します。

a. lsenclosure CLI コマンドからの出力を使用して、交換するコントロール・
エンクロージャーの enclosure_id を判別します。

b. 次の CLI コマンドを使用して、このエンクロージャーに従属しているボリ
ュームを見つけます。

lsdependentvdisks -enclosure <enclosure_id>

先頭が IFS である従属ボリューム名は、ファイル・モジュールがファイ
ル・システムを提供するために使用しているファイル・ボリュームです。
これらのファイル・モジュールの電源をオフにします。 手順『システムの
電源をオフにする』を参照してください。

5. 入出力グループがまだオンラインである場合は、コントロール・エンクロージ
ャー CLI を使用して入出力グループをシャットダウンします。

a. 交換するコントロール・エンクロージャーが提供する入出力グループ内の 2

つのノード・キャニスターを識別します。

b. 各ノードをシャットダウンするには、2 つのノード・キャニスターのそれぞ
れに対して 1 回ずつ次の CLI コマンドを発行します。

stopsystem -force -node <node ID>

c. シャットダウンの完了を待ちます。

6. エンクロージャーから電源を除去しても安全であることを確認します。

キャニスターごとに、システム状況 LED の状況を調べます。 いずれかのキャ
ニスターで LED が点灯している場合、システムがまだオンラインであるた
め、続行しないでください。 ステップ 3 またはステップ 4 でノード・キャニ
スターがシャットダウンしなかった理由を判別します。

注: システムがまだアクティブである間に続行すると、キャニスターに保管さ
れているクラスター化システム構成およびボリュームのキャッシュ・データを
失うリスクがあります。

7. 電源機構装置のスイッチを使用してエンクロージャーの電源をオフにします。

8. どのデータ・ケーブルが特定のポートに差し込まれているのか記録します。 交
換が完了した後、ケーブルは同じポートに挿入される必要があります。そうで
ないと、システムは正常に機能しません。

9. 電源機構装置からケーブル保持ブラケットと電源コードを取り外します。

10. 各キャニスターのデータ・ケーブルを切り離します。

11. エンクロージャーから電源機構を取り外します。

12. エンクロージャーからキャニスターを取り外します。 各キャニスターのロケー
ションを記録します。 これらは、新しいエンクロージャー内で同じ場所に挿入
される必要があります。
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13. エンクロージャーからすべてのドライブとブランク・ドライブ・アセンブリー
を取り外します。 各ドライブのロケーションを記録します。 これらは、新し
いエンクロージャー内で同じ場所に挿入される必要があります。

14. エンクロージャーから両方のエンクロージャー・エンド・キャップを取り外し
ます。左側のエンド・キャップは再び使用するため、保管しておきます。

15. エンクロージャーをラック・キャビネットに取り付けている締め付けねじを取
り外します。

16. ラック・キャビネットの前面からエンクロージャー・シャーシを取り外し、シ
ャーシを作業域に移動します。

17. 新しいエンクロージャー・シャーシをラック・キャビネットに取り付けます。

18. 新しいエンクロージャーからエンド・キャップを取り外し、エンクロージャー
をラック・キャビネットに取り付ける締め付けねじを取り付けます。

19. エンド・キャップを再取り付けします。 右側のエンド・キャップは新しいもの
を使用して、左側のエンド・キャップはステップ 14 で取り外したものを使用
します。

取り外した左側のエンド・キャップを使用することで、モデルとシリアル番号
の識別が維持されます。

20. ドライブを新しいエンクロージャーに再取り付けします。 ドライブは、前のエ
ンクロージャーで取り外された場所と同じ場所に挿入される必要があります。

21. キャニスターをエンクロージャーに再取り付けします。 キャニスターは、前の
エンクロージャーで取り外された場所と同じ場所に挿入される必要がありま
す。

22. 電源機構を取り付けます。

23. 先ほど記録した情報を使用して、各キャニスターにデータ・ケーブルを再接続
します。

注: ケーブルは、前のエンクロージャーで取り外された場所と同じ場所に挿入
される必要があります。そうでないと、システムは正常に機能しません。

24. 電源機構装置に電源コードとケーブル保持ブラケットを取り付けます。

25. 提供された修理識別 (RID) タグに、古いエンクロージャーのマシン・タイプと
モデル (MTM) およびシリアル番号を書き込みます。タグをエンクロージャー
の背面にある左側のフランジに取り付けます。

26. 電源機構装置のスイッチを使用してエンクロージャーの電源をオンにします。

ノード・キャニスターがブートします。新しいエンクロージャーは古いエンク
ロージャーの ID で設定されていないため、障害 LED はオンになります。 ノ
ード・キャニスターは、誤ったロケーションであると報告します。

a. いずれかのノード・キャニスターでサービス・アシスタントに接続して、エ
ンクロージャーに保管されているマシン・タイプとモデル、シリアル番号、
および WWNN を構成します。 ノード・キャニスターを取り替えた場合、
取り替えられていないキャニスターに接続します。

以前のサービス・アドレスを使用して接続することができます。 ただし、
このアドレスは必ずしも維持できるとは限りません。 元のサービス・アド
レスを使用して接続できない場合は、デフォルトのサービス・アドレスを使
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用して接続を試行してください。 それでもシステムにアクセスできない場
合は、 245ページの『問題 : サービス・アシスタントに接続できない』を参
照してください。

b. 「エンクロージャーの構成」パネルを使用します。

c. 「WWNN 1 の更新」、「WWNN 2 の更新」、「マシン・タイプおよびモ
デルの更新」、および「シリアル番号の更新」のオプションを選択します。
システム ID は更新しないでください。 それぞれの値にノード・コピー・
データを使用します。 これらの値がステップ 1 (290ページ)で記録した値と
一致することを確認します。

値を記録できなかったときは、ノード・コピー値のいずれもすべてゼロでは
ない場合に限り、ノード・コピー値を使用します。 いずれかのノード・コ
ピー値がすべてゼロである場合、サービス・アシスタントをもう一方のノー
ド・キャニスターに接続して、そこでエンクロージャーを構成します。 そ
れでも完全な値を得られない場合、IBM サポートに連絡してください。

構成が変更された後、ノードは再起動を試みます。

注: キャニスターが再起動し、クリティカル・ノード・エラー 508 が報告さ
れる場合があります。 エンクロージャーが更新され、ノード・キャニスタ
ーが再起動した後で、アクティブにならない場合、サービス・アシスタント
を使用してノード・キャニスターの状況をチェックしてください。 両方の
ノード・キャニスターでクリティカル・ノード・エラー 508 が表示された
場合、サービス・アシスタントを使用してノードを再起動します。 その他
のノード・エラーについては、 260ページの『手順: ノード・エラーを修正
する』を参照してください。 サービス・アシスタントを使用してノードを
再起動するには、次のステップを実行します。

1) サービス・アシスタントにログオンします。

2) ホーム・ページで、「変更済みノード・リスト」から再起動するノード
を選択します。

3) 「アクション」 > 「再起動」を選択します。

d. システムが起動して、ホスト・システムからの入出力要求を処理できます。

注: システムが正常に作動していることを確認するために、以下のステップ
で説明する構成変更を実行する必要があります。 これらのステップを実行
しない場合、システムは特定のエラーを報告できません。

e. ファイル・モジュールの電源を入れます。 「システムの電源をオンにす
る」を参照してください。

27. 管理 GUI を開始し、「モニター」 > 「システムの詳細」を選択します。 シ
ステムが交換用コントロール・エンクロージャーを検出したため、システム・
リストに追加のエンクロージャーが表示されます。 元のコントロール・エンク
ロージャーがまだその構成でリストされています。 元のエンクロージャーは、
元のエンクロージャー ID でリストされています。 これはオフラインおよび管
理対象です。 新しいエンクロージャーには、新しいエンクロージャー ID が付
いています。 こちらはオンラインおよび非管理です。

28. ツリー表示で元のエンクロージャーを選択します。
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オフラインおよび管理対象であること、およびシリアル番号が正しいことを確
認します。

29. 「アクション」メニューから「エンクロージャーの除去」を選択し、アクショ
ンを確認します。 物理ハードウェアは既に取り外されています。 ハードウェ
アの取り外しに関するメッセージは無視します。 ツリー表示に元のエンクロー
ジャーがリストされなくなったことを確認します。

30. 新しいエンクロージャーをシステムに追加します。

a. ツリー表示でエンクロージャーを選択します。

b. 「アクション」メニューから「コントロール・エンクロージャーおよび拡張
エンクロージャーの追加」を選択します。

c. 既にハードウェアを追加したため、ハードウェアを取り付けるよう求める最
初のパネルで「次へ」を選択します。 次のパネルに、非管理の新しいエン
クロージャーが表示されます。

d. ウィザードの手順に従ってください。 ウィザードにより、そのコントロー
ル・エンクロージャーは「管理対象」に変更されます。

e. そのエンクロージャーを選択して、システムに追加します。

31. ツリー表示で新しいエンクロージャーを選択して、オンラインおよび管理対象
になったことを確認します。

32. 取り替えたエンクロージャーのエンクロージャー ID を元のエンクロージャー
ID に変更します。 「エンクロージャー ID」フィールドから、元のエンクロー
ジャーの ID 値を選択します。

33. すべてのボリュームおよび物理ストレージの状況を調べ、すべてがオンライン
であることを確認します。

34. ホスト・アプリケーション、および停止されていた FlashCopy アクティビティ
ー、グローバル・ミラー・アクティビティー、またはメトロ・ミラー・アクテ
ィビティーを再開します。

タスクの結果

拡張エンクロージャー・シャーシの取り替え
このトピックでは、拡張エンクロージャー・シャーシを取り替える方法について説
明します。
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始める前に

危険

システムで作業する場合は、以下の予防措置を守ってください。

電源ケーブルや電話線、通信ケーブルからの電圧および電流は危険です。 感電を
防ぐために次の事項を守ってください。
v このユニットへの電源の接続は、IBM 提供の電源コードのみを使用してくだ
さい。 その他の製品には、IBM 提供の電源コードを使用しないでください。

v 電源機構アセンブリーを開いたり、保守したりしないでください。
v 雷雨の間はケーブルの接続や切り離し、または本製品の設置、保守、再構成を
行わないでください。

v 製品が複数の電源コードを備えている場合があります。
危険な電圧をすべて除去するには、すべての電源コードを切り離してくださ
い。

v すべての電源コードは正しく配線され接地されたコンセントに接続してくださ
い。 システムの定格プレートに従い、コンセントが正しい電圧と相回転を提
供していることを確認してください。

v この製品に接続する機器があれば正しく配線されたコンセントに接続してくだ
さい。

v 信号ケーブルの接続または切り離しは可能なかぎり片手で行ってください。
v 火災、水害、または建物に構造的損傷の形跡が見られる場合は、どの装置の電
源もオンにしないでください。

v 取り付けおよび構成手順で特別に指示されている場合を除いて、装置のカバー
を開く場合はその前に、必ず、接続されている電源コード、通信システム、ネ
ットワーク、およびモデムを切り離してください。

v ご使用の製品または接続された装置の取り付け、移動、またはカバーの取り外
しを行う場合には、次の手順の説明に従ってケーブルの接続および切り離しを
行ってください。

ケーブルの切り離し手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. 電源コードをコンセントから取り外します。
3. 信号ケーブルをコネクターから取り外します。
4. すべてのケーブルを装置から取り外します。

ケーブルの接続手順:
1. すべての電源を切ります (別の指示がない場合)。
2. すべてのケーブルを装置に接続します。
3. 信号ケーブルをコネクターに接続します。
4. 電源コードをコンセントに接続します。
5. 装置の電源を入れます。

v システムの内部および周辺に鋭利な先端、角、およびジョイントが存在する可
能性があります。 装置を取り扱う場合は、手や指に怪我をしないよう注意し
てください。

(D005)
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重要: システムが電源オン状態で入出力操作を実行している場合、管理 GUI に移
動して修正手順に従います。 修正手順に従わずに取り替え処置を実行すると、デー
タが失われたり、データへのアクセスが失われる可能性があります。

これらの手順の多くはホット・スワップ可能ですが、これらの手順は、システムが
稼働状態ではなく、入出力操作を実行していない場合にのみ使用するように意図さ
れています。 システムがオフラインである場合を除き、管理 GUI に移動して修正
手順に従ってください。

システムの背面にあるハードウェア・コンポーネントを交換する場合は、不注意に
より、取り外すように指示されていないケーブルを混乱させたり、取り外したりし
ないように注意してください。

エンクロージャーを取り外す前に、静電気に弱い装置の取り扱い手順について必ず
理解しておいてください。

このタスクについて

注: システムがオンラインの場合、拡張エンクロージャーを取り替えると、1 つ以
上のボリュームがオフラインになるか、クォーラム・ディスクがアクセス不能にな
る可能性があります。 これらの手順を続行する前に、どのボリュームがオフライン
になる可能性があるか確認してください。 管理 GUI から、「ホーム」 > 「デバ
イスの管理」に進みます。 取り替えるエンクロージャーを選択します。 次に、
「アクション」メニューで「従属ボリュームの表示」を選択します。

拡張エンクロージャー・シャーシを取り替えるには、次のステップを実行します。

手順
1. GPFS ファイル・システムへのホスト・アクセス、FlashCopy、メトロ・ミラ
ー、およびグローバル・ミラーのアクセスを含む、エンクロージャーへの入出
力アクティビティーをシャットダウンします。

2. 電源機構装置のスイッチを使用してエンクロージャーの電源をオフにします。

3. どのデータ・ケーブルが特定のポートに差し込まれているのか記録します。 交
換が完了した後、ケーブルは同じポートに挿入される必要があります。そうで
ないと、システムは正常に機能しません。

4. 電源機構装置からケーブル保持ブラケットと電源コードを取り外します。

5. 各キャニスターのデータ・ケーブルを切り離します。

6. エンクロージャーから電源機構を取り外します。

7. エンクロージャーからキャニスターを取り外します。

8. エンクロージャーからすべてのドライブとブランク・ドライブ・アセンブリー
を取り外します。 各ドライブのロケーションを記録します。 これらは、新し
いエンクロージャー内で同じ場所に挿入される必要があります。

9. エンクロージャーから両方のエンクロージャー・エンド・キャップを取り外し
ます。左側のエンド・キャップは再び使用するため、保管しておきます。

10. エンクロージャーをラック・キャビネットに取り付けている締め付けねじを取
り外します。

11. ラック・キャビネットの前面からエンクロージャー・シャーシを取り外し、シ
ャーシを作業域に移動します。
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12. 新しいエンクロージャー・シャーシをラック・キャビネットに取り付けます。

13. 新しいエンクロージャーからエンド・キャップを取り外し、エンクロージャー
をラック・キャビネットに取り付ける締め付けねじを取り付けます。

14. エンド・キャップを再取り付けします。 右側のエンド・キャップは新しいもの
を使用して、左側のエンド・キャップはステップ 9 (296ページ) で取り外した
ものを使用します。

取り外した左側のエンド・キャップを使用することで、モデルとシリアル番号
の識別が維持されます。

15. ドライブを新しいエンクロージャーに再取り付けします。 ドライブは、前のエ
ンクロージャーで取り外された場所と同じ場所に挿入される必要があります。

16. キャニスターをエンクロージャーに再取り付けします。

17. 電源機構を取り付けます。

18. 先ほど記録した情報を使用して、各キャニスターにデータ・ケーブルを再接続
します。

注: ケーブルは、前のエンクロージャーで取り外された場所と同じ場所に挿入
される必要があります。そうでないと、システムは正常に機能しません。

19. 電源機構装置に電源コードとケーブル保持ブラケットを取り付けます。

20. 提供された修理識別 (RID) タグに、古いエンクロージャーのマシン・タイプと
モデル (MTM) およびシリアル番号を書き込みます。タグをエンクロージャー
の背面にある左側のフランジに取り付けます。

21. 電源機構装置のスイッチを使用してエンクロージャーの電源をオンにします。

タスクの結果

システムは、エンクロージャーの FRU の取り替えが検出されたことを示すエラー
を記録します。 管理 GUI に移動して、修正手順を使用し、拡張エンクロージャー
のマシン・タイプとモデルおよびシリアル番号を変更します。

サポート・レールの取り替え
このトピックには、サポート・レールの取り替え方法を記載してあります。

このタスクについて

サポート・レールを取り替えるには、次の手順で行います。

手順
1. エンクロージャーを取り外します。

2. ラック・キャビネット内のレール・アセンブリーの場所を記録します。

3. ラック・キャビネットの背面から作業して、ラック・キャビネットの両側のレ
ール・アセンブリーから締め付けねじ �1� を取り外します。
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4. ラック・キャビネットの前面から作業して、ラック・キャビネットの両側のレ
ール・アセンブリーから締め付けねじを取り外します。

5. ラック・キャビネットの片側から、レールをつかみ、レールの部分を一緒にス
ライドさせてレールを短縮します。

6. レール・ロケーション・ピン �2� を外します。

7. ラック・キャビネットの反対側から、レールをつかみ、レールの部分を一緒に
スライドさせてレールを短縮します。

8. レール・ロケーション・ピン �2� を外します。

9. 上記のレール・アセンブリーの場所から開始して、レールの下部を 2 つのラッ
ク・ユニットの下部と位置合わせします。レール・ロケーション・ピンをラッ
ク・キャビネットの穴に挿入します。

10. レール・ロケーション・ピンの間の上部の取り付け穴に締め付けねじを挿入し
ます。

11. ねじを締め付けて、レールをラックに固定します。

12. ラック・キャビネットの背面から作業して、前面に固定したレールを延長し
て、レールの下部を 2 つのラック・ユニットの下部と位置合わせします。

注: レールが前面と背面の間で水平になっていることを確認します。

13. レール・ロケーション・ピンをラック・キャビネットの穴に挿入します。

14. レール・ロケーション・ピンの間の上部の取り付け穴に締め付けねじを挿入し
ます。

15. 背面からねじを締め付けて、レールをラックに固定します。

16. 反対側のレールをラック・キャビネットに固定するために、上記のステップを
繰り返します。

一般的なストレージ・システムの手順
このセクションには、ハードウェアおよびファイバー・チャネル・リンクの問題に
関する一般情報が記載されています。

1

2
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v
c
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0
6
5
0

図 64. ラック・キャビネットからのレール・アセンブリーの取り外し
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SAN の問題判別

このタスクについて

SAN に障害があると、Storwize V7000 Unified ボリュームがホスト・システムにア
クセスできなくなることがあります。 障害は、SAN 構成の変更、または SAN コ
ンポーネントでのハードウェア障害によって引き起こされます。

以下のリストは、障害の原因になる可能性があるハードウェアの一部を示していま
す。

v 電源、ファン、または冷却スイッチ

v アプリケーション固有の集積回路

v 取り付けられた small form-factor pluggable (SFP) トランシーバー

v 光ファイバー・ケーブル

エラー・コードからここに送られてきた場合は、以下の手順を実行します。

手順
1. Storwize V7000 Unifiedシステムが使用するすべてのスイッチおよびストレー
ジ・コントローラーの電源がオンになっていること、またそれらがいずれのハー
ドウェア障害も報告していないことを検証します。 問題が検出された場合は、
それらの問題を解決してから先に進みます。

2. システムをスイッチに接続するファイバー・チャネル・ケーブルがしっかり接続
されていることを確認します。

3. SAN 管理ツールがある場合は、そのツールを使用して SAN トポロジーを表示
し、障害のあるコンポーネントを特定することができます。

ファイバー・チャネル・リンク障害
単一ファイバー・チャネル・リンクに障害が起きた場合、small form-factor pluggable

(SFP) トランシーバーの交換が必要になる場合があります。

始める前に

単一ファイバー・チャネル・リンクに障害が発生した場合、以下の項目で確認する
ことができます。

v ノード・キャニスターの背面にあるファイバー・チャネル状況 LED

v 単一ポートで障害が発生したことを示すエラー

障害が修正されるまで、以下の各アクションを以下の順序で試行します。

1. ファイバー・チャネル・ケーブルの各端をしっかりと接続します。

2. ファイバー・チャネル・ケーブルを交換します。

3. ノード上の障害のあるポートの Storwize V7000 UnifiedのSFP トランシーバーを
交換します。 Storwize V7000 Unified ノード。

注: Storwize V7000 Unifiedのノードは、長波 SFP トランシーバー および短波
SFP トランシーバー の両方でサポートされます。取り替える SFP トランシー
バー と同じタイプの SFP トランシーバー に交換する必要があります。例え
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ば、取り替える SFP トランシーバー が長波 SFP トランシーバー である場
合、適切な交換部品を提供する必要があります。 間違った SFP トランシーバー
を取り外すと、データ・アクセスが失われるおそれがあります。

4.

5. IBM サポートに連絡して、ノード・キャニスターを取り替えるための支援を受
けてください。

イーサネット iSCSI ホスト・リンクの問題
イーサネット・ホストの接続で何らかの問題がある場合、その問題はネットワー
ク、Storwize V7000 Unified システム、またはホストに関連したものである可能性
があります。

始める前に

ネットワークの問題の場合は、以下のいずれかのアクションを試行することができ
ます。

v ホストと Storwize V7000 Unifiedのポート間の接続を検査します。

v ホストから、Storwize V7000 Unified システムを ping するよう試みます。

v イーサネット・ネットワーク管理者にファイアウォールとルーターの設定を確認
するように依頼します。

v サブネット・マスクとゲートウェイが Storwize V7000 Unifiedのホスト構成に対
して正しいことを確認します。

Storwize V7000 Unified の問題に対して 管理 GUI を使用することで、以下のいず
れかのアクションを試行することができます。

v 構成されたノード・ポートの IP アドレスを表示します。

v ホストにマップされたボリュームのリストを表示し、ボリュームのホスト・マッ
ピングが正しいことを確認します。

v ボリュームがオンラインであることを確認してください。

ホストの問題の場合は、以下のいずれかのアクションを試行することができます。

v ホストの iSCSI 修飾名 (IQN) が正しく構成されていることを確認します。

v オペレーティング・システムのユーティリティー (例えば Windows デバイス・マ
ネージャー) を使用して、デバイス・ドライバーが正しくインストールされ、ロ
ードされ、作動していることを検証します。

システムのリカバリー手順
このシステムのリカバリー手順では、すべてのノードからブロック・クラスター状
態が失われた場合に、システム全体をリカバリーします。このシステムのリカバリ
ー手順では、すべてのコントロール・エンクロージャーのノード・キャニスターか
らデータが失われた場合に、ストレージ・システム全体をリカバリーします。 この
手順では、保存済みの構成データを使用してストレージ・システムを再作成しま
す。 リカバリーを実行しても、すべてのボリューム・データを復元できない可能性
があります。 この手順は、 Tier 3 (T3) リカバリーとも呼ばれます。
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ストレージ・システムのリカバリーを実行する前に、ファイル・モジュールをシャ
ットダウンする必要があります。

v 管理サブネットへのアクセス権限のあるワークステーションから、管理者として
管理 CLI にログオンします。例えば、管理者のデフォルト・パスワードは admin

です。

v ssh admin@<management IP>

v lsnode CLI コマンドを使用して、パッシブ管理ノードの役割を持つファイル・モ
ジュールのノード名を取得します。

v initnode -n <passive node name> -s

v 10 秒待ちます。

v initnode -s

以下に示すストレージ・システムのリカバリー手順を実行した後、インフォメーシ
ョン・センターにある「システムの電源オン」を参照してファイル・モジュールの
電源をオンに戻します。

管理 GUI のヘルス・インディケーターが 30 分以内に緑色に戻らない場合、IBM

リモート技術サポートに連絡してください。IBM サポートは、ファイル・システム
へのアクセスを復元できるようにファイル・モジュールのリカバリーを支援しま
す。

ストレージ・システムのリカバリー手順を実行した後、IBM サポートに連絡してく
ださい。 IBM サポートは、ファイル・システムへのアクセスを復元できるように
ファイル・モジュールのリカバリーを支援します。

重要: 修正手順で指示された場合にのみ、サービス・アクションを実行してくださ
い。 不適切に使用されると、サービス・アクションによってデータへのアクセスが
失われたり、場合によってはデータ損失が発生します。 ストレージ・システムのリ
カバリーを試行する前に、障害の原因を調査し、他の修正手順を使用してこれらの
問題の解決を試みてください。 説明を最後まで読み、理解した上で、必要なアクシ
ョンを実行してください。

重要: 以下の条件が満たされない限り、リカバリー手順を行わないでください。

v ハードウェア・エラーがすべて修正済み。

v すべてのノード・キャニスターが候補の状況にある。

v すべてのノード・キャニスターを、ストレージ・システムがシステム障害を起こ
す前のコードと同じレベルにする必要があります。 いずれかのノード・キャニス
ターが変更または置換された場合は、サービス・アシスタントを使用してコード
のレベルを確認し、必要に応じてコードのレベルをアップグレードまたはダウン
グレードします。

システムのリカバリー手順は、実行しなければならないいくつかのタスクの内の 1

つです。 以下のリストは実行する必要のあるタスクの概要とその順序です。

1. システム・リカバリーの準備

a. システム・リカバリー手順を実行するタイミングに関する情報の検討

b. ハードウェア・エラーの修正
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c. サービス・アシスタントを使用して、エラー・コード 550 またはエラー・コ
ード 578 のあるノード・キャニスターのシステム情報を削除する.

2. システム・リカバリーを実行する。 リカバリーするシステムの準備ができ、前
提条件が満たされたら、システム・リカバリーを実行します。

注: 一度にファブリック内のシステム 1 つずつに対して手順を実行する。同一
システム内の別のノード・キャニスターに対して手順を実行しないでください。
この制約事項は、リモート・システムにも適用されます。

3. 環境を稼働可能にするための処置を実行する

v CLI を使用したオフライン VDisk (ボリューム) からのリカバリー

v すべてのマップ済みボリュームがホストにアクセスできることを確実にするた
めに、システムをチェックする。

システム・リカバリー手順を実行する状況
リカバリー手順は、システム障害の原因を完全に徹底して調査した後でのみ試行す
べきです。 他の保守手順を使用して、これらの問題の解決を試みてください。

重要: システム・リカバリー手順の実行中に障害が発生した場合は、IBM サポート
に連絡してください。それ以上、リカバリー・アクションを試行しないでくださ
い。そのようなアクションにより、IBM サポートがシステムを作動可能な状況に復
元できなくなる可能性があるためです。

リカバリー手順を実行する前に、特定の条件を満たす必要があります。 以下の項目
を使用して、リカバリー手順を実行すべき状況を判断してください。

v システム内のいずれかのノードがアクティブなノード状況であるかどうか確認し
ます。この状況は、システムがまだ使用可能であることを意味します。 この場
合、リカバリーは必要ありません。

v もう一方のノードから管理 IP アドレスを使用できる場合、システムをリカバリ
ーしないでください。 すべての保守手順が実行されたことを確認してください。

v このシステムの一部であるすべてのノード・キャニスターのノード状況を調べま
す。ノード・エラー 578 またはノード・エラー 550 をのぞき、すべてのハード
ウェア・エラーを解決します。

– すべてのノードがノード・エラー 578 またはノード・エラー 550 を報告して
いるはずです。 これらのエラー・コードは、システムが構成データを失った
ことを示しています。 いずれかのノードがこれらのエラー・コード以外のも
のを報告している場合、リカバリーを実行しないでください。 構成ノード以
外のノードが他のノード・エラー (550 ノード・エラーなど) を報告する状況
が発生する場合があります。 550 エラーも、ノードがシステムに結合できな
いことを示しています。

– いずれかのノードがノード・エラー 550 を示す場合、サービス・アシスタン
トから 550 エラーに関連するエラー・データを記録します。

- ノード・エラー 550 のほか、報告には、スペースで区切られたデータが以
下のいずれかの形式で示されることがあります。

v 次の形式のノード ID: <enclosure_serial>-<canister slot ID>(7 文字、ハイ
フン、1 文字の番号) (例えば、01234A6-2)

302 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



v 次の形式のクォーラム・ドライブ ID: <enclosure_serial>:<drive slot

ID>[<drive 11S serial number>] (7 文字、コロン、1 文字または 2 文字の
番号、左大括弧、22 文字、右大括弧) (例えば、
01234A9:21[11S1234567890123456789])

v 次の形式のクォーラム MDisk ID: WWPN/LUN (16 桁の 16 進数字、スラ
ッシュ、10 進数) (例えば、1234567890123456/12)

- エラー・データにノード ID が示されている場合、その ID によって参照さ
れるノードがノード・エラー 578 を示していることを確認します。 ノード
がノード・エラー 550 を示している場合、2 つのノードが相互に通信でき
ることを確認します。 SAN 接続を検査し、それでも 550 エラーが存在し
ている場合は、サービス・アシスタントから「ノードの再起動」をクリック
して 2 つのノードのいずれかを再起動します。

- エラー・データにクォーラム・ドライブ ID が示されている場合、報告され
たシリアル番号を持つエンクロージャーを見つけます。 エンクロージャー
の電源がオンになっていること、および報告されたスロットのドライブが電
源オン状態になっていて機能していることも確認します。 障害を報告して
いるノード・キャニスターが、リストされているエンクロージャーの入出力
グループ内に存在している場合は、そのノード・キャニスターにリスト内の
エンクロージャーへの SAS 接続があることを確認します。 障害を報告して
いるノード・キャニスターが、リストされているエンクロージャーとは異な
る入出力グループ内に存在している場合は、リストされているエンクロージ
ャーに、その入出力グループのコントロール・エンクロージャーにある両方
のノード・キャニスターへの SAS 接続があることを確認します。 以上の点
を検査した後、サービス・アシスタントから「ノードの再起動」をクリック
してノードを再起動します。

- エラー・データにクォーラム MDisk ID が示されている場合、このノードと
その WWPN の間の SAN 接続を検査します。 ストレージ・コントローラ
ーを調べて、参照されている LUN がオンラインであることを確認します。
以上の点を検査し、それでも 550 エラーが存在している場合は、サービ
ス・アシスタントから「ノードの再起動」をクリックしてノードを再起動し
ます。

- エラー・データが存在していない場合、ファイバー・チャネル・ネットワー
ク経由の接続数がノード間で不足していることが、エラーの原因です。 各
ノードでは、同一のエンクロージャーにはないすべてのノードに対して、少
なくとも 2 つの独立したファイバー・チャネル論理接続またはログインが
必要です。 独立した接続とは、両方の物理ポートが異なっている接続を指
します。 この場合、ノード間に接続は存在しますが、冗長の接続は存在し
ません。 エラー・データが存在していない場合、SAN が初期化するまで 3

分待ってください。 次に、以下の項目を検査してください。

v すべてのノードで、少なくとも 2 つの接続された作動可能なファイバ
ー・チャネル・ポートが存在していること。

v SAN ゾーニングで、各ポートが、他のすべてのノードにあるすべてのポ
ートに接続することが許可されていること。

v 冗長の SAN が使用中である場合、その SAN がすべて作動可能であるこ
と。
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以上の点を検査し、それでも 550 エラーが存在している場合は、サービ
ス・アシスタントから「ノードの再起動」をクリックしてノードを再起動し
ます。

注: 上記のシナリオをすべて解決した後で、半分以上のノードがノード・エラ
ー 578 を報告する場合、リカバリー手順を実行するのが適切です。 また、
IBM サポートに連絡してさらなる支援を受けることもできます。

– ノード・エラー 550 を報告するすべてのノードで、これらのエラーに示され
ている欠落ハードウェアのすべてが電源オン状態で接続されており、障害が発
生していないことを確認します。

– システムを再起動できず、現行ノード以外のいずれかのノードがノード・エラ
ー 550 または 578 を報告している場合、それらのノードからシステム・デー
タを削除する必要があります。 このアクションにより、データ損失が確認さ
れ、ノードは必要な候補の状況になります。

v システムを再起動できた場合は、システムをリカバリーしないでください。

v バックエンド MDisk が構成から削除されると、そのハードウェアに依存してい
たボリュームをリカバリーできなくなります。 リカバリーを正常に実行するに
は、以前に構成されたすべてのバックエンド・ハードウェアが存在する必要があ
ります。

v 取り替えられたすべてのノードは、取り替え前のノードと同じ WWNN を持つ必
要があります。

v ノード・キャニスターを取り替える場合、他のシステムに参加しているノード・
キャニスターを使用することはできません。 この問題は、サービス・アシスタン
トを使用して、影響を受けたキャニスターでノード・レスキューを実行すること
によって解決できます。 このアクションは、他のノード・キャニスターでは実行
しないでください。

v 構成バックアップ・ファイルは最新のものでなければなりません。 バックアップ
が取られた後に何らかの構成変更が行われた場合、データは不整合になり、さら
なる調査が必要になります。 システムがリカバリーされた後で、手動で変更する
必要があります。

v 障害発生時点でキャッシュにあったデータはすべて失われます。データ損失は、
影響を受けるボリュームでデータ破損を引き起こす可能性があります。ボリュー
ムが破損した場合は、IBM サポート に連絡します。

ハードウェア・エラーの修正
システム・リカバリー手順を実行する前に、ハードウェアの問題の根本原因を特定
して修正することが重要です。

ハードウェア障害の基礎を理解します。クラスター化システムがない状態では、ほ
とんどの場合は電源の問題が原因です。 例えば、両方の電源機構が取り外された場
合があります。
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サービス・アシスタントを使用してエラー・コード 550 またはエ
ラー・コード 578 が報告されたノード・キャニスターのシステム
情報を削除する

システム・リカバリー手順が機能するのは、すべてのノード・キャニスターが候補
状況である場合のみです。エラー・コード 550 またはエラー・コード 578 を表示
するノード・キャニスターがある場合は、それらのデータを除去する必要がありま
す。

このタスクについて

このタスクを実行する前に、システムのリカバリー手順全体の基本情報をお読みく
ださい。

エラー 550 または 578 が発生したノード・キャニスターからシステム情報を削除
するには、サービス・アシスタントを使用して以下の手順に従います。

手順
1. ブラウザーで、いずれかのノードのサービス IP アドレス (例えば、

https://node_service_ip_address/service/) を指定します。

IP アドレスが不明であるか、構成されていない場合、初期化ツールを使用して
IP アドレスを割り当てる必要があります。

2. サービス・アシスタントにログオンします。

3. 「システムの管理」を選択します。

4. 「システム・データの除去」をクリックします。

5. プロンプトが出されたら、システム・データを除去することを確認します。

6. 550 または 578 エラーを表示している他のノードのシステム・データを除去し
ます。

以前にこのシステムにあったすべてのノードのノード状況が「候補」でなければ
ならず、それらのエラーがリストされていてはなりません。

7. システムのすべてのノードのエラー状態が「なし」になるまで、すべてのハード
ウェア・エラーを解決します。

8. システムのすべてのノードが候補の状況を表示していることを確認します。

タスクの結果

すべてのノードが候補の状況を表示して、すべてのエラー状態が「なし」になった
ら、リカバリー手順を実行できます。

サービス・アシスタントを使用したシステム・リカバリーの実行
ステムのメンバーであるすべてのノード・キャニスターがオンラインで候補の状況
であるときにリカバリーを開始します。 サービス・アシスタントを使用して、状況
を確認します。 エラー・コード 550 または 578 を表示するノードがある場合は、
それらのシステム・データを除去し、ノードを候補状態にします。 同じシステム内
の別のノード・キャニスターでリカバリー手順を実行しないでください。

第 5 章 コントロール・エンクロージャー 305



このタスクについて

すべてのノード・キャニスターを、システム障害が発生する前のコード・レベルに
する必要があります。 いずれかのノード・キャニスターが変更または置換された場
合は、サービス・アシスタントを使用してコードのレベルを確認し、必要に応じて
コードのレベルをアップグレードまたはダウングレードします。

重要: このサービス・アクションは、適切に実行しないと、重大な影響が生じま
す。この手順でカバーされていないエラーが発生した場合、必ず停止して IBM サ
ポートに連絡してください。

注: Web ブラウザーでポップアップ・ウィンドウをブロックしないでください。ブ
ロックすると、進行状況ウィンドウが開きません。

以下のいずれかのカテゴリーのメッセージが表示される場合があります。
v T3 の成功

ボリュームがオンラインに戻りました。最終検査を使用して、環境を再び作動可
能にします。

v T3 リカバリーがエラーで終了

T3 のリカバリーはエラーで終了しました: キャッシュに高速書き込みデータがあ
ったため、ボリュームの 1 つ以上がオフラインです。ボリュームをオンラインに
する場合、詳細については、 307ページの『CLI を使用したオフライン VDisk

からのリカバリー』を参照してください。
v T3 の失敗

IBM サポートに連絡してください。これ以上、アクションを試行しないでくださ
い。

システム内のすべてのノード・キャニスターからリカバリーを実行します。他のシ
ステムに参加しているノード・キャニスターを使用することはできません。

注: 特定の構成によっては、リカバリー手順の各ステージは、完了するのにかなり
の時間がかかる場合があります。

この手順を実行する前に、システムのリカバリー手順に関する導入部の情報をお読
みください。 300ページの『システムのリカバリー手順』を参照してください。

手順
1. ブラウザーで、いずれかのノード・キャニスターのサービス IP アドレスを指定
します。

IP アドレスが不明な場合や構成されていない場合は、初期化ツールを使用して
IP アドレスを割り当てます。 261ページの『手順: ノード・キャニスターのサー
ビス IP アドレスを変更する』を参照してください。

2. サービス・アシスタントにログオンします。

3. システムのメンバーであるすべてのノード・キャニスターがオンラインであり、
候補状態であることを確認します。
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エラー・コード 550 または 578 を表示するノードがある場合は、それらのシス
テム・データを除去し、ノードを候補状態にします。 259ページの『手順: ノー
ド・キャニスターからシステム・データを削除する』を参照してください。

4. ナビゲーションから「システムのリカバリー」を選択します。

5. オンラインの指示に従い、リカバリー手順を完了します。

a. 最後のクォーラム時の日時を確認します。 タイム・スタンプは、障害の 30

分前以内でなければなりません。 タイム・スタンプ・フォーマットは、
YYYYMMDD hh:mm です。ここで、YYYY は年、MM は月、DD は日、hh は
時、mm は分です。

重要: タイム・スタンプが障害の 30 分前以内でない場合は、IBM サポートに
連絡してください。

a. 最後のバックアップ日の日時を確認します。 タイム・スタンプは、障害の
24 時間前以内でなければなりません。 タイム・スタンプ・フォーマット
は、YYYYMMDD hh:mm です。ここで、YYYY は年、MM は月、DD は日、
hh は時、mm は分です。

重要: タイム・スタンプが障害の 24 時間前以内でない場合は、IBM サポート
に連絡してください。

このバックアップ日付の時以降に行われた変更は復元されない可能性がありま
す。

タスクの結果

308ページの『システムのリカバリー実行後に検査する内容』に記載された検査を
実行して、環境が作動可能であることを確認します。

システム・リカバリー手順の完了後にエラー・ログにエラーが記録される場合は、
修正手順を使用してこれらのエラー (特にオフライン・アレイに関連するエラー) を
解決してください。

リカバリーが完了したがオフラインのボリュームが存在している場合は、『CLI を
使用したオフライン VDisk からのリカバリー』に進みます。

ストレージ・システムのリカバリー手順を実行したら、IBM サポートに連絡して、
ファイル・システムへのアクセスを復元できるように、ファイル・モジュールのリ
カバリーについて支援を受けてください。

CLI を使用したオフライン VDisk からのリカバリー
Tier 3 リカバリー手順がオフライン・ボリュームを伴って完了する場合は、すべて
のノード・キャニスターがブロック・ストレージ・システムのクラスター状態を失
う原因となった障害の際に、ノード・キャニスターの書き込みキャッシュにあった
データが失われた可能性があります。書き込みキャッシュから失われた損失データ
があることを確認し、そのデータ損失への対処を試みられるようにボリュームをオ
ンラインに戻すには、コマンド行インターフェース (CLI) を使用できます。
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このタスクについて

リカバリー手順を実行し、その手順が正常に完了したがオフラインのボリュームが
存在する場合は、以下のステップを実行して、ボリュームをオンラインに戻すこと
ができます。 シン・プロビジョニング・(または圧縮済み) ボリュームではないボリ
ュームがオフラインになっているのは、すべてのノード・キャニスターのクラスタ
ー状態が失われる原因となったイベントの際に、書き込みキャッシュ・データの損
失があったためです。データは、書き込みキャッシュから失われるとリカバリーで
きません。これらのボリュームでは、該当のボリュームをオンラインに戻した後
に、追加のリカバリー・ステップが必要になる場合があります。

注: オフライン・アレイに関連するリカバリー手順を実行した後にエラー・ログに
エラーが記録されている場合は、オフライン・ボリューム (VDisk) エラーを修正す
る前に、修正手順を使用してオフライン・アレイ・エラーを解決してください。

例

以下のステップを実行して、リカバリー手順の完了後にオフラインのボリュームを
リカバリーします。

1. オフライン・ボリュームを使用する IBM FlashCopy 機能マッピングおよびメト
ロ・ミラー関係またはグローバル・ミラー関係をすべて削除する。

2. recovervdisk、または recovervdiskbysystem コマンドを実行します。(これに
より行われるのは、データ損失への対処を試みられるようにボリュームをオンラ
インに戻すことのみです。)

書き込みキャッシュからデータが失われたことで破損したファイル・ボリューム
をリカバリーする際の支援については、IBM リモート技術サポートに連絡して
ください。 209ページの『GPFS ファイル・システムのリカバリー』を参照して
いただいたうえで、chkfs CLI コマンドの実行結果の解釈を支援できる場合があ
ります。

3. 書き込みキャッシュからのデータ損失により破損したファイル・ボリュームへ
の対処については、『システムのリカバリー実行後に検査する内容』を参照して
ください。

4. ボリュームを使用する FlashCopy マッピングおよびメトロ・ミラー関係または
グローバル・ミラー関係をすべて再作成する。

システムのリカバリー実行後に検査する内容
システムを使用する前に、いくつかの作業を行う必要があります。

リカバリー手順では、クォーラム・データを元に以前のシステムの再作成を実行し
ます。しかしながら、一部には復元できないものもあり、そのなかには、キャッシ
ュ・データ、あるいは未実行の入出力を管理するシステム・データなどがありま
す。後者の状態損失は、内部ストレージを管理する RAID アレイに影響します。デ
ータが同期から外れている部分についてのマップが失われており、そのことは、す
べてのパリティー情報が復元される必要があること、およびミラーリングされたペ
アを同期状態に戻す必要があることを意味します。通常は、それにより以前のデー
タあるいは不整合データを使用する結果となり、未実行の書き込みのみが影響を受
けます。しかしながら、システムのリカバリーを要するエラーに先立って既にアレ
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イが冗長性を失っていた場合 (同期している、または低下したか限界である RAID

状態) には、状態はより深刻です。この状態では、内部ストレージを確認する必要
があります。

v パリティー・アレイは、パリティーを復元するために互いに同期をとろうとする
可能性がありますが、そのような動作が進行しているときには、それらパリティ
ーには冗長性がありません。

v このプロセスの時点では冗長性がないため、データがアクセス可能でない部分で
は、不良ブロックが作成されてしまう可能性があります。

v パリティー・アレイには、「破損」のマークが付けられていることもあります。
これは、失われたデータの範囲が未実行の入出力より広いことを示しており、ア
レイをオンラインに戻すには、データ損失が確認されなければなりません。

v システム・リカバリーに先立って実際に機能低下した Raid-6 アレイの場合、バ
ックアップを元にした完全な復元が必要となる場合があります。このような理由
で、少なくとも容量の一致したスペアを使用可能にしておくことが重要です。

リカバリーされた構成に関して、以下の相違点に注意してください。

v FlashCopy マッピングは、0% 進行中の「idle_or_copied」として復元されます。
両方のボリュームは元の入出力グループに復元される必要があります。

v 管理 ID が異なります。 クラスター化システムのシステム管理 ID を参照するス
クリプトまたは関連プログラムには変更が必要です。

v 災害発生時点に 100% 進行中の「idle_or_copied」状態でなかったすべての
FlashCopy マッピングでは、ターゲット・ディスク上のデータが不整合です。こ
れらのマッピングを再開する必要があります。

v システム間リモート・コピーの協力関係と関係は復元されないため、手動での再
作成が必要です。

v 整合性グループは復元されないため、手動での再作成が必要です。

v システム内のリモート・コピー関係は、すべての依存関係が元の入出力グループ
に正常に復元された場合は復元されます。

v システムの時間帯は復元されない場合があります。

v コントロール・エンクロージャーに保持されている GPFS クラスターのクォーラ
ム状態が、復元されていない可能性があります。

SAN または iSCSI を使用してアクセスするブロック・ボリュームを使用する前
に、次のタスクを実行します。

v ブロック・ホスト・システムを始動する。

v ホストが装置を再スキャンするようトリガーするには、ホストでの手動操作が必
要になる可能性があります。 この作業は、各ホスト・バス・アダプター (HBA)

ポートへのファイバー・チャネル・ケーブルを取り外してから再接続することに
よって実行できます。

v すべてのマップ済みボリュームにホストからアクセスできることを確認します。

v ブロック・ホスト上でファイル・システムの整合性検査を実行します。

v アプリケーションの整合性検査を実行します。

ファイル・モジュール上で GPFS が使用するファイル・ボリュームを使用して
Network Attached Storage (NAS) を提供する前に、次のタスクを実行します。
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v GPFS のクォーラム状態をリカバリーして NAS としてのファイルへのアクセス
を復元できるようにするには、IBM サポートに連絡して支援を受けてください。

システム構成のバックアップおよび復元
予備作業が完了すると、システムの構成データのバックアップおよび復元が可能で
す。

システムの構成データには、ブロック・システムおよびそれに定義されたオブジェ
クトに関する情報があります。 svcconfig コマンドのバックアップおよび復元機能
でバックアップおよび復元できるのは、Storwize V7000・システムの構成データのみ
です。ファイル・システムおよびアプリケーション・データは、該当するバックア
ップ方法を使用して定期的にバックアップする必要があります。

システムの構成データは、以下の作業を実行することにより保守できます。

v 構成データのバックアップ

v 構成データの復元

v 不要なバックアップ構成データ・ファイルの削除

構成データをバックアップするには、以下の前提条件が満たされている必要があり
ます。

v バックアップ・コマンドの実行中は、システムの構成を変更する独立した操作は
実行できません。

v オブジェクト名の最初の文字が下線 (_) であってはなりません。

注:

v オブジェクトの ID が現在の構成データ・ファイル内の記録と異なる場合、コン
トローラーのデフォルト・オブジェクト名、入出力グループ、および管理対象デ
ィスク (MDisk) は正しく復元されません。

v デフォルト名の他のオブジェクトは、復元処理の間にすべて名前変更されます。
新規名は name_r のフォーマットで表示されます。ここで name はシステム内の
オブジェクトの名前です。

コントロール・エンクロージャー上でシステム構成の復元を行うために Storwize

V7000 Unified・システムを準備するには、IBM サポート・センターに連絡して支援
を受けてください。

構成の復元手順は、ブロック・ボリューム、ローカル・メトロ・ミラー情報、ロー
カル・グローバル・ミラー情報、ストレージ・プール、およびノードなどの、ブロ
ック・ストレージ構成に関する情報を復元することを目的としています。 ブロッ
ク・ボリュームに書き込まれたデータがすべて復元されるわけではありません。

ブロック・ボリューム上のデータを復元するには、クラスター化システム上のボリ
ュームをストレージとして使用するすべてのアプリケーションから個別にアプリケ
ーション・データを復元する必要があります。 ファイル・ボリュームは復元されま
せん。 ファイル・モジュールの構成とファイル・システムは別々に復元する必要が
あります。 そのため、構成のリカバリー・プロセスを実行する前に、このデータの
バックアップを用意する必要があります。

310 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



構成データを復元するには、以下の前提条件が満たされている必要があります。

v ユーザー名とパスワードに関連したセキュリティー管理者の役割を持っている。

v システムにアクセス可能なサーバー上にバックアップ構成ファイルのコピーを持
っている。

v 構成情報の復元操作が完了した後でシステムにロードする準備ができたアプリケ
ーション・データのバックアップ・コピーを持っている。

v システムの現行ライセンス設定値を知っている。

v 構成の最後のバックアップ以降、ハードウェアを取り外していない。

v ファイバー・チャネル・ファブリックで、Storwize V7000 Unifiedと構成内に存在
するストレージ・コントローラーの間の通信を妨げるようなゾーニングの変更が
行われていない。

v 複数の入出力グループがある構成では、構成データを復元する予定のコントロー
ル・エンクロージャー上に新規システムを作成する場合、残りのコントロール・
エンクロージャーの入出力グループを追加する必要があります。

以下のステップを使用して、最適な T4 リカバリーを実施する方法を確認してくだ
さい。

v 適当なテキスト・エディターまたはブラウザーを使用して、該当する
svc.config.backup.xml (または svc.config.cron.xml) ファイルを開き、ファイルの
node section にナビゲートします。

v 各ノード項目ごとに、IO_group_id、canister_id、enclosure_serial_number のプロパ
ティーの値をメモします。

v CLI sainfo lsservicenodes コマンドおよび adata を使用して、各入出力グループ
に以前に属していたノード・キャニスターを判別します。

システム構成の復元は、以前に入出力グループ 0 に属していたいずれかのノードか
ら実行する必要があります。例えば、property name="IO_group_id" value="0" で
す。必要に応じて、残りのエンクロージャーを適切な順序で追加する必要がありま
す。これは、そのノード・キャニスターの以前の IO_group_id に基づいて行いま
す。

注: 現在、示されたエンクロージャー内のどのキャニスターが、以前にクラスター
の作成に使用されたかを判別することはできません。通常、復元はキャニスター 1

から実行されます。

まず、ハードウェア・リカバリーを完了する必要があります。 ホスト、Storwize

V7000 Unified、ドライブ、イーサネット・ネットワーク、および SAN ファブリッ
クなどのハードウェアが操作可能でなければなりません。

CLI を使用したシステム構成のバックアップ
構成データは、コマンド行インターフェース (CLI) を使用してバックアップできま
す。

始める前に

構成データをバックアップするには、以下の前提条件が満たされている必要があり
ます。
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v バックアップ・コマンドの実行中は、構成を変更する独立した操作は実行できま
せん。

v オブジェクト名の最初の文字が下線 (_) であってはなりません。

このタスクについて

svcconfig CLI コマンドのバックアップ機能は、ボリューム、ローカル・メトロ・
ミラー情報、ローカル・グローバル・ミラー情報、管理対象ディスク (MDisk) グル
ープ、およびノードなどの、システム構成に関する情報をバックアップするように
設計されています。 ボリュームに書き込んだ他のデータは、すべてバックアップさ
れません。 ボリュームをストレージとしてシステム上で使用するすべてのアプリケ
ーションは、そのアプリケーション・データを該当するバックアップ方式を使用し
てバックアップする必要があります。

データ損失を避けるには、構成データおよびアプリケーション・データを定期的に
バックアップする必要があります。これは、システムに対して重大な構成の変更を
すべて行った後で実行することをお勧めします。システムは、毎日午前 1 時に構成
データのバックアップを自動的に作成します。これは、cron バックアップと呼ば
れ、構成ノードの /dumps/svc.config.cron.xml_<serial#> に書き込まれます。このタス
クの手順を使用することで、いつでも手動バックアップを生成することができま
す。重大な障害が発生すると、システムの構成データとアプリケーション・データ
の両方が失われる可能性があります。構成データのバックアップを使用すること
で、システム構成を障害が発生する前と完全に同じ状態に復元することができま
す。一部のケースでは、アプリケーション・データを自動的にリカバリーすること
が可能な場合があります。これは、<システムのリカバリー手順> (Tier 3 (T3) 手順
とも呼ばれる) を使用して試行することができます。アプリケーション・データの
リカバリーを試行せずにシステム構成を復元するには、<システム構成の復元> 手順
(Tier 4 (T4) リカバリーとも呼ばれる) を実行します。これらの手順は、どちらも最
近の構成データのバックアップが必要です。

以下のステップを実行して、構成データをバックアップします。

手順
1. 任意のバックアップ方式を使用して、ボリューム上に保管したアプリケーショ
ン・データのすべてをバックアップする。

2. 次の CLI コマンドを発行して、以前の構成バックアップまたは復元試行で作成
された一時作業ファイルをすべて削除します。

svcconfig clear -all

3. 次の CLI コマンドを発行して構成をバックアップする。

svcconfig backup

以下の出力は、バックアップ処理の際に表示される可能性があるメッセージの例
です。

CMMVC6155I SVCCONFIG 処理は正常に完了しました。

svcconfig backup CLI コマンドは、バックアップ処理および構成に関する情報
を提供する 3 つのファイルを作成します。 これらのファイルは、構成ノード・
キャニスターの /dumps ディレクトリー内に作成されます。
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svcconfig backup CLI コマンドは、バックアップ処理および構成に関する情報
を提供する 3 つのファイルを作成します。 これらのファイルは、構成ノード・
キャニスターの /dumps ディレクトリー内に作成されます。

次の表で、バックアップ処理によって作成される 3 つのファイルを説明しま
す。

ファイル名 説明

svc.config.backup.xml_<serial#> このファイルには、構成データが含まれま
す。

svc.config.backup.sh_<serial#> このファイルには、システムのバックアップ
を作成するために発行されたコマンドの名前
が含まれます。

svc.config.backup.log_<serial#> このファイルには、報告されたすべてのエラ
ーおよび警告を含む、バックアップに関する
詳細が含まれます。

4. svcconfig backup コマンドが正常に完了したことを確認し、コマンド出力に警
告やエラーがないかを調査する。 以下の出力は、バックアップ処理が正常に完
了した際に表示されるメッセージの例です。

CMMVC6155I SVCCONFIG 処理は正常に完了しました。

処理が失敗した場合は、エラーを解決して、コマンドを再実行してください。

5. 上記のファイルのバックアップ・コピーをシステム外部に保持し、システム・ハ
ードウェア障害に対して保護することをお勧めします。管理 GUI または scp コ
マンド行を使用して、システムから保護されたロケーションにバックアップ・フ
ァイルをコピーします。例:

pscp superuser@cluster_ip:/dumps/svc.config.backup.*
/offclusterstorage/

cluster_ip はシステムの IP アドレスまたは DNS 名であり、offclusterstorage は
バックアップ・ファイルを保管するロケーションです。

ヒント: 構成データへのアクセスを引き続き制御するため、バックアップ・ファ
イルをパスワード保護されたロケーションにコピーします。

CLI を使用したバックアップ構成ファイルの削除
コマンド行インターフェース (CLI) を使用して、バックアップ構成ファイルを削除
できます。

このタスクについて

以下のステップを実行して、バックアップ構成ファイルを削除します。

手順
1. 次のコマンドを発行して、システムにログオンします。

plink -i ssh_private_key_file superuser@control_enclosure_management_ip
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ここで、ssh_private_key_file は superuser の SSH 秘密鍵ファイルの名前、
control_enclosure_management_ip は構成を削除したいシステムの IP アドレスま
たは DNS 名です。

2. 以下の CLI コマンドを発行して、/tmp ディレクトリーに保管されたファイルを
すべて消去します。

svconfig clear -all
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第 6 章 コール・ホームおよびリモート・サポート

このトピックでは、IBM サポートにデータを送信するコール・ホーム・サポートを
セットアップするための手順を説明します。

このタスクについて

コール・ホーム・サポートをセットアップするには、次のステップを実行します。

手順
1. GUI の「設定」 > 「サポート」に進みます。

2. 「コール・ホーム (Call home)」タブの下に「一般」グループが表示されます。
ページの下部にある「編集」ボタンをクリックします。

3. テキスト・フィールドに入力して「コール・ホーム (Call home)」 を構成しま
す。以下のフィールドに入力します。

a. 「コール・ホームの使用可能化 (Enable Call Home)」チェック・ボックスを
選択します。このフィールドを選択すると、IBM サポートにデータを送信す
るコール・ホームが使用可能になります。

b. PMR を作成する必要がある場合は、「会社 (Company)」、「お客様の E メ
ール (Customer Email)」、および「お客様の電話番号 (Customer Phone
Number)」の情報を入力します。

4. 「アウトバウンド接続 (Outbound Connectivity)」グループを選択します。シス
テムがプロキシーの背後にある場合、以下のフィールドに入力します。

a. 「インターネットにアクセスするためにプロキシー・サーバーが必要 (A
proxy server is required to access internet)」フィールドにチェック・マーク
を付けます。

b. 「プロキシー・アドレス (Proxy Address)」および「プロキシー・ポート
(Proxy Port)」フィールドが表示されます。両方のフィールドに入力します。

c. プロキシーに認証が必要である場合、「認証を使用 (Use Authentication)」フ
ィールドにチェック・マークを付けます。

d. 表示される「ユーザー」および「パスワード」フィールドに情報を入力しま
す。

5. 次に、「拡張」グループを選択して以下を行います。

a. 「ハートビート間隔 (日数) (Heart Beat Interval (Days))」の数を選択しま
す。これは、システム・ヘルスに関する一般情報が入った小さなパッケージ
を送信するために使用されます。デフォルトは 7 日です。

b. 「マシン・ロケーション」には、システムの物理的な場所に関する情報が入
ります。このフィールドに、適切な場所の情報を入力します。

c. 「特別な指示 (Special Instructions)」に、IBM サポートにシステムの情報を
渡すことを入力します。

6. 「OK」ボタンをクリックして、新しい構成を保存します。
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タスクの結果

リモート・サポート・システムの構成
IBM Storwize V7000 Unified では、IBM Tivoli Assist On Site ソフトウェアを使用
して IBM サポート担当員とのリモート接続を確立します。

AOS 接続の確立
ご使用のシステムでの問題を診断および検討するには、以下の情報を使用して IBM

リモート・サポートとの AOS 接続を確立します。

接続を確立する前に、IBM Tivoli Assist On-Site (AOS) を使用可能にする を使用し
て、AOS が使用できるように必ずご使用のシステムを構成してください。

AOS は、2 つの異なる接続タイプをサポートします。

ライト・オン
ターゲットのファイル・モジュール上のローカル・コンソールへの接続で
す。ライト・オン接続では、ターゲットのファイル・モジュールでキーボー
ド、ビデオ、マウスが接続されていること、およびリモート・システムとの
接続期間中にコンソールの場所に作業員がいることが必要です。

ライト・アウト
システムによってリモート・サポート接続が自動的に許容されることを許可
する接続です。

ライト・アウト AOS 接続の確立
ご使用の Storwize V7000 Unifiedシステムの問題を診断および確認するには、以下
の情報を使用して IBM リモート・サポートとのライト・アウト AOS 接続を確立
します。

このタスクについて

IBM Tivoli Assist On-Site (AOS) を使用可能にするのタスクを使用して、ライト・
アウト接続用にシステムを構成します。

システムの構成後は、他に必要なタスクはありません。リモート・サポート連絡先
から、ご使用のマシン情報 (マシン・タイプおよびモデル、シリアル番号、マシン
名など) を要求される場合があります。この情報は、リモート・サポートの担当員
がバックエンドの AOS 接続ポイント・リポジトリー内でシステムを見つけるのに
役立ちます。リポジトリーは、ライト・アウト接続用に構成された使用可能なシス
テムをすべて表示する内部リストです。

ライト・オン AOS 接続の確立
ご使用の Storwize V7000 Unifiedシステムの問題を診断および確認するには、以下
の情報を使用して IBM リモート・サポートとのライト・オン AOS 接続を確立し
ます。
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このタスクについて

この手順では、ローカルの Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールにキーボ
ード、ビデオ、マウスが接続されていること、およびリモート・サポート・セッシ
ョンの期間中に接続場所にお客様の担当者がいることが必要です。

AOS 接続を確立するには、次のステップを実行します。

注: 各ステップの最初に、そのステップをリモートの IBM サポート担当員が実行
するか、お客様データ・センター内のお客様が実行するかを示しています。

手順
1. リモートの IBM サポート担当員: 次のように、リモート・ロケーションから接
続プロセスを開始します。

a. お客様のサイトにいる IBM 認定技術担当者との電話あるいは Sametime® に
よる通信を確立し、問題保守要求 (PMR) 番号 (まだ未確認の場合)、お客様
名、およびジオグラフィーを確認します。

b. AOS コンソールを開き、接続アイコン (プラグ・アイコン) をクリックしま
す。

c. AOS ユーザー ID およびパスワードを入力します。

d. 接続の HTTP リンク・タイプを選択します。

e. お客様名、事例番号 (PMR 番号を使用)、およびジオグラフィーを入力しま
す。

f. お客様のサイトにいる IBM 認定技術担当者と連絡をとり、フォームを送信す
る前にその技術担当者がリンクを確立する準備ができていることを確認しま
す。

g. AOS サーバーにフォームを送信します。

2. リモートの IBM サポート担当員: AOS サーバーがコードを返す際に接続コー
ドが AOS コンソールに表示されるのを待ちます。

3. リモートの IBM サポート担当員: お客様のサイトにいる IBM 認定技術担当者
と接続コードを通信します。

注: 接続コードのデフォルトのタイムアウト値は 5 分間です。お客様のサイト
にいる IBM 認定技術担当者が AOS サーバーにリンクするのに 5 分以上かか
る場合は、タイムアウト値を 5 分間延長する (2 回) ことができます。リンクが
確立されると、自分自身あるいは認定技術担当者のいずれかが接続を切断しない
限りは、リンクはアクティブな状態を維持します。

4. お客様: ファイル・モジュールから root としてログインし、cnrslaunchaos を
実行します。

5. お客様: IBM サポート担当員から提供された接続コードを入力します。

このスクリプトは、Firefox ブラウザーを起動し、AOS セッションを確立するた
めの実行可能プログラムをダウンロードします。ファイル・ダウンロードを確認
します。このファイルは、/home/root/desktop ディレクトリーに保管されま
す。

6. お客様: 実行可能ファイルのダウンロードが完了したら、Firefox ダウンロード・
ウィンドウを閉じてからブラウザーを閉じます。
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起動スクリプトが、ダウンロードした AOS バイナリー実行可能ファイルを実行
します。

7. お客様: お客様のセキュリティーに応じて、保守アクションを実施するために適
切なレベルのアクセス権限 (Active、Monitor、または Chat) を IBM サポート担
当員に付与します。例えば、「Active」をクリックします。

「Active」モードは、フル・リモート・アクセス権限を付与します。

「Monitor」モードは、IBM サポート担当員の権限はコンソールの表示に制限さ
れます。これによりその担当員は、問題の分析および修正に必要なアクションを
指示することができます。

「Chat」モードでは、チャット・ウィンドウが開かれますが、コンソールは表示
されません。
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第 7 章 リカバリー手順

このセクションでは、ファイル・モジュールおよびコントロール・エンクロージャ
ーのリカバリー手順について説明します。

ユーザー ID およびシステム・アクセス
このセクションでは、ユーザー ID およびシステム・アクセスをサポートするトピ
ックでのリカバリー手順について説明します。

ファイル・モジュールへの root としてのアクセス
実行する手順によっては、ファイル・モジュールに root としてログオンする必要
があります。

このタスクについて

以下の方法を使用して、ファイル・モジュールに root としてアクセスすることが
できます。

手順

ファイル・モジュールに root としてアクセスします。

v X 端末 (例えば、Windows または Linux オペレーティング・システム) で次のコ
マンドを入力します。

ssh -p 1602 root@<file module IP>

v PuTTY などの Windows アプリケーションを使用して、ファイル・モジュールの
サービス IP のポート 1602 に SSH で接続し、アクセス情報に記録した root パ
スワードを使用して root としてログインします。 3ページの『アクセス情報を
記録する』を参照してください。

root パスワードを失った場合のリカバリー
一部のリカバリー手順では、ファイル・モジュールの root パスワードを入力する必
要があります。

始める前に

ファイル・モジュールの root パスワードを忘れた場合、chrootpwd コマンドを正常
に実行するために十分な権限を持つ任意のファイル・モジュール・ユーザーから
root パスワードを変更できます。ユーザー ID を持っていない場合、あるいはパス
ワードを失った場合は、この手順を使用してリカバリーします。この手順を実行す
るには、ファイル・モジュールに物理的にアクセスできる必要があります。キーボ
ードおよびビデオ・モニター (KVM) を、いずれかのファイル・モジュールの前面
に直接接続します。 Linux Grub ブート・ローダー画面でブート・シーケンスを停
止します。
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このタスクについて

失った root パスワードをリカバリーするには、以下のステップを実行します。

手順
1. 管理 GUI を使用して、システムが正常であることを確認します。 root パスワ
ードを必要としないハードウェア・エラーがある場合は、それらを修正します。

2. 管理 GUI を使用して、アクティブ管理ノードではないファイル・モジュールを
特定し、そのファイル・モジュールに KVM を接続します。

3. 管理 CLI に admin としてログインします。

a. suspendnode コマンドを発行して、アクティブ管理ノードではないファイ
ル・モジュールをシステムから除去し、単一ユーザー・モードでリブートで
きるようにします。

b. mgmt001st001 ファイル・モジュールをシステムから除去するには、次のコマ
ンドを発行します。

suspendnode mgmt001st001

4. Grub ブート・ローダーを単一ユーザー・モードでリブートするには、KVM で
admin としてログインします。次の Linux コマンドを発行します。

shutdown -fr now

a. KVM で Grub ブート画面が表示されるまで待って、その画面でカーネルを
選択します。

b. e キーを押して、項目を編集します。

c. 2 行目を選択します。「kernel」という単語で始まる行です。

d. e キーを押して、カーネル項目を編集し、単一ユーザー・モードを追加しま
す。

e. 文字 S またはワード Single をカーネル行の末尾に追加します。

下記は画面の例です。

[ Minimal BASH-like line editing is supported. For the first word, TAB
lists possible command completions. Anywhere else TAB lists the possible
completions of a device/filename. ESC at any time exits. ]

grub edit> kernel /boot/vmlinuz-2.6.15-1-686 root=/dev/sda1 ro Single_

f. Enter キーを押します。

5. root シェルから、passwd と入力します。

passwd プログラムでは、新規の root パスワードの入力を求めるプロンプトが表
示されます。この root パスワードは、手順に最後に変更されます。

6. ファイル・モジュールを通常モードでリブートします。以下のコマンドを発行し
ます。

shutdown -fr now

320 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



a. 今回は KVM で Grub 画面の表示が終了するまで待ち、ログインのプロンプ
トが出されたら、ログインします。

b. KVM で、新規パスワードを使用して root としてログインします。

7. 管理 CLI に戻り、ファイル・モジュールを GPFS クラスターに戻して再開しま
す。

a. mgmt001st001 ファイル・モジュールを元のシステムに追加します。以下のコ
マンドを発行します。

resumenode mgmt001st001

b. lsnode コマンドによってクラスター内に 2 つのオンライン・ノードがある
ことが示されるまで待ちます。

8. root としてログオンした KVM から、chrootpwd コマンドを使用して、両方の
ファイル・モジュールの root パスワードを変更します。

タスクの結果

chrootpwd プログラムでは、新規の root パスワードの入力を求めるプロンプトが表
示されます。

chrootpwd プログラムは、クラスター内の両方のファイル・モジュールで新規の
root パスワードを設定します。

構成通信用の NAS SSH 鍵のリセット
Storwize V7000 ファイル・モジュールとコントロール・エンクロージャーの間の構
成通信は、サイトの 1 Gbps イーサネット LAN を介した SSH を使用して行われ
ます。ファイル・データ・トラフィックは、SCSI プロトコルを使用して直接接続フ
ァイバー・チャネル・リンク経由で渡されます。

始める前に

Storwize V7000 Unified システムの USB 初期化中に、コントロール・エンクロージ
ャー内のいずれかのノード・キャニスターが SSH で使用するための公開鍵/秘密鍵
ペアを作成します。ノード・キャニスターは、公開鍵を保管して、秘密鍵を USB

フラッシュ・ドライブ・メモリーに書き込みます。

一方のファイル・モジュールが、SSH に使用する秘密鍵を USB フラッシュ・ドラ
イブ・メモリーから取得します。ファイル・モジュールは、直接接続イーサネッ
ト・リンクを介して、その鍵をもう一方のファイル・モジュールに渡し、USB フラ
ッシュ・ドライブ・メモリーから秘密鍵を削除して、誤ったシステムで使用されな
いようにします。

次のような状況で、NAS SSH 鍵のリセットが必要になることがあります。

v 不正な鍵が原因で、Storwize V7000 ファイル・モジュールと Storwize V7000 コ
ントロール・エンクロージャーの間の通信が許可されない。

v 両方の Storwize V7000 ファイル・モジュールが元の NAS SSH 鍵を失った場合

v Storwize V7000 コントロール・エンクロージャーが NAS SSH 鍵を失った場合

第 7 章 リカバリー手順 321



このタスクについて

ファイル・モジュールと Storwize V7000 コントロール・エンクロージャーの間の通
信が再開されるように NAS SSH 鍵をリセットするには、次のステップを実行しま
す。

手順
1. Storwize V7000 コントロール・エンクロージャーの管理 CLI に superuser と
してログオンします。

satask chnaskey -privkeyfile NAS.ppk

秘密鍵は、/dumps ディレクトリーに残されています。

2. 次のように SCP を使用して、秘密鍵ファイルを現在アクティブ管理ノードであ
るファイル・モジュール上の /tmp ディレクトリーにコピーします。

scp -P 1602 /dumps/NAS.ppk root@<active file module IP>:/tmp

ファイル・モジュールの root パスワードを入力するためのプロンプトが表示さ
れます。

3. Storwize V7000 Unified 管理 CLI に admin としてログオンします。

chstoragesystem --sonasprivkey /tmp/NAS.ppk

クライアント IP の変更後に NFS 共有をマウントできない NFS
クライアントでの作業

以下の情報を使用して、クライアント IP の変更後にネットワーク・ファイル・シ
ステム (NFS) 共有をマウントする試みに対する「refused mount」または「Stale

NFS file handle」の応答を解決します。

このタスクについて

クライアント IP の変更後、以下の例に示すように、df -h コマンドは何の結果も
返さない可能性があります。

Filesystem Size Used Avail Use% Mounted on
machinename: filename: - - - - /sharename

ls コマンドは、以下のエラーを返す可能性があります。

ls: .: Stale NFS file handle

ファイル・モジュールをホスティングする Storwize V7000 Unified システムは、次
のエラーを表示する場合があります。

mgmt002st001 mountd[3055867]: refused mount
request from hostname for sharename (/): not exported

これらのエラーのいずれかが起こった場合、以下のステップを実行します。

手順
1. root 特権を使用して、アクティブ管理ノードの役割をホストするファイル・モジ
ュールにアクセスします。

2. onnode all /usr/sbin/exportfs -a コマンドを発行して、各ファイル・モジュ
ールで NFS キャッシュをフラッシュします。
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3. NFS マウントが成功したか確認します。問題が引き続き起こる場合は、そのク
ライアントからのマウント要求を拒否しているファイル・モジュール上で NFS

サービスを再始動します。

4. NFS 共有のマウントが成功したか確認します。

失効した NFS ファイル・ハンドルを報告するファイル・モジュー
ルでの作業

・ファイル・モジュールで「Stale NFS file handle」というファイル・システム状態
からリカバリーするには、そのファイル・モジュールの中断、リブート、および再
開が必要です

このタスクについて

注: クライアント IP の変更後に「Stale NFS file handle」メッセージが表示された
場合は、 322ページの『クライアント IP の変更後に NFS 共有をマウントできない
NFS クライアントでの作業』を参照してください。
このファイル・モジュールに関連するエラーまたは状態が原因で、このファイル・
モジュールは、その他のノードとの間で共有されているファイル・システムから切
断されました。このファイル・モジュールを介してファイル・システムに対してオ
ープンされているすべてのファイル記述子は、「stale (失効)」になっており (コマ
ンド出力または「失効した NFS ファイル・ハンドル　(Stale NFS file handle)」
エラー・メッセージによって示される)、対応するファイルにアクセスできません。
この場合は、影響をうけるすべてのファイル・モジュールは正常ではない状態に移
行し、以下のような CIM メッセージがアラート・ログに送られます。

GPFS Error - check stale file handle failed with error code 1:
see stale file handle on /ibm/gpfs0 on ファイル・モジュール: mgmt001st001

上記のようなエラーを受け取ったら、以下のステップを実行します。

手順
1. root 特権を使用してアクティブ管理ノードで CLI を開き、各ファイル・モジュ
ールで NFS キャッシュをフラッシュするために /usr/sbin/exportfs -a コマ
ンドを発行します。影響を受ける各ファイル・モジュールの状態が正常であるこ
と、およびファイル・モジュールの再開後にアラート・ログに「Stale NFS file

handle」の CIM が新しく表示されていないことを確認します。問題が解決しな
い場合は、以下のステップに進みます。

2. イベント・ログを確認して、影響を受けるファイル・システムを識別し、そのフ
ァイル・システムが状態「Stale NFS file handle」を表示しているすべてのノー
ドを識別します。

3. 影響を受けるファイル・モジュールを、それぞれ中断します。

4. 影響を受けるファイル・モジュールを、それぞれリブートします。

5. 影響を受けるファイル・モジュールを、それぞれ再開します。

6. 影響を受ける各ファイル・モジュールの状態がファイル・モジュールの再開後に
正常であること、およびアラート・ログに「Stale NFS file handle」の CIM が新
しく表示されていないことを確認します。
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ファイル・モジュールに関連した問題
このセクションでは、ファイル・モジュールの問題に関連したリカバリー手順につ
いて説明します。

System x ファームウェア (BIOS) 設定の復元
IBM Storwize V7000 Unified ファイル・モジュールのシステム・プレーナーの交換
などの重大な修復処置を行う際に、System x ファームウェアの再設定が必要となる
場合があります。

始める前に

Storwize V7000 Unified マイクロコードのファームウェアおよびソフトウェア・コ
ード・パッケージは、自動的に System x ファームウェアのデフォルト設定を必要
な Storwize V7000 Unified 設定に構成できます。ただし、自動構成を使用可能にす
るには、System x ファームウェアを現行の状態からデフォルトの構成に再設定する
必要があります。

このタスクについて

以下の手順を使用して、System x ファームウェアをデフォルトの状態に設定して、
Storwize V7000 Unified の自動構成を開始します。

手順
1. 影響を受けるファイル・モジュールに SSH で接続します。

2. 影響を受けるファイル・モジュールの電源をオンにします。

3. IBM System x サーバー・ファームウェア画面で、F1 を押してファームウェア
をセットアップします。

IBM System x サーバー・ファームウェア画面が表示されてから数秒後に、画
面下部に F1 およびその他のオプションが次のように表示されます。

v F1 - Setup

v F2 - Diagnostics

v F12 - Select Boot Device

4. 「System Configuration and Boot Management」画面で、スクロールダウンして
「Load Default Settings」をクリックし、Enter キーを押します。

画面が数秒間ブランクになった後、「System Configuration and Boot

Management」画面に戻ります。

5. 「保管」をクリックする。

6. この時点で IMM を再設定するよう求めるプロンプトがウィンドウに表示され
ます。「Y」を選択します。

7. ESC を 2 回押して、「System Configuration and Boot Management」画面に戻
ります。

8. スクロールダウンして「Boot Manager」をクリックして、Enter キーを押しま
す。
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9. スクロールダウンして「Add Boot Option」をクリックし、Enter キーを押しま
す。

10. スクロールダウンして「Legacy Only」をクリックし、Enter キーを押します。

このオプションは、スクロールダウンするまで表示されません。オプションを
選択すると、選択可能なオプションのリストからそのオプションが削除されま
す。

11. ESC を 2 回押して、「System Configuration and Boot Management」画面に戻
ります。

12. スクロールダウンして「Save Settings」をクリックし、Enter キーを押しま
す。

13. ESC を押すか、「Exit Setup」をクリックし、Enter キーを押します。

14. プロンプトが表示されたら、「Y」をクリックしてセットアップ・メニューを終
了します。

システムがリブートします。リブート中に、Storwize V7000 Unified コードは
自動的に System x ファームウェア (BIOS) の構成を変更して、デフォルトの
設定を必要な設定に変更します。

ボリュームがオンラインに戻った後のオフラインのファイル・シス
テムのリカバリー

ファイル・ボリュームが長時間にわたってオフラインになり、ファイル・システム
がアンマウントされる原因となった問題により、ディスクに障害としてマークが付
けられるおそれがあります。その場合、ボリュームがオンラインに戻った後、ファ
イル・システムが自動的にマウントできなくなります。

このタスクについて

そのファイル・システムは通常、ファイル・ボリュームがオンラインに戻るとすぐ
に、自動的にマウントされます。ただし、ボリュームがオフラインになっている
時、GPFS が IO エラーを検出した場合、GPFS はディスクに障害としてマークを
付けるおそれがあります。

この問題が発生した場合、ファイル・システムの自動的なマウントは機能しなくな
ります。その場合、管理 GUI を使用して、ディスクをマウントする前に、管理
GUI 内のファイル・システムに対する「すべてのディスクを始動 (Start All
Disks)」アクションを使用して、ディスクを始動する必要があります。

手順

ファイル・ボリュームがオンラインに戻った際に、自動的に再マウントされなかっ
たすべてのファイル・システムを再マウントするには、以下の手順を実行します。

1. 管理 GUI 内の「ファイル (files)」>「ファイル (file)」システムのページにアク
セスして、どのファイル・システムがオフラインかどうかを確認します。

2. 「OK」状況でない任意のファイル・システムの状況標識の上に移動します。

3. 「The <pool name> file system pool contains failing disks」が表示されている
場合、このファイル・システムによって使用される「すべてのディスクを始動す
る」アクションを選択します。
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4. ファイル・システムの状況標識の上に移動し、そのファイル・システムがどの
ノード上にもマウントされていないことが分かった場合、ファイル・システムを
マウントするアクションを選択します。

タスクの結果

すべてのリカバリー手順が完了した後、ヘルス状況標識がそれでもまだ赤色の場
合、ヘルス状況標識を緑色に戻すには、『 31ページの『ヘルス状況およびリカバリ
ー』』を参照してください。

マルチパス・イベントからのリカバリー
この手順を使用して、ノードを multipathd 障害からリカバリーします。

始める前に

この手順は、 43ページの『ファイル・モジュールとコントロール・エンクロージャ
ーの間のファイバー・チャネル接続』の手順を完了した後で使用してください。

multipathd 障害が発生した Storwize V7000 Unified システムでは、問題が起こる
可能性があります。パスが自動的に復元されない場合、システムをリブートする
と、パスをリカバリーできます。

重要: この手順は、パッシブ管理ノードに対してのみ実行してください。

手順
1. multipathd イベントが発生したノードがパッシブ管理ノードであることを確認
します。multipathd の問題が起こっているノードがアクティブ・ノードである
場合は、管理ノードのフェイルオーバー手順を実行します。 198ページの『「良
好な」システムでの管理ノードの役割のフェイルオーバーの実行』 を参照。

2. ファイル・モジュールをリブートします。 69ページの『ファイル・モジュール
のリブート』 を参照。

マルチパス・イベントの診断
multipath -ll コマンドは、すべてのストレージ・デバイスがアクティブまたは非
アクティブのどちらであるかを検査します。

次の出力は、すべてのストレージ・デバイスがアクティブであることを示していま
す。

[root@yourmachine.mgmt001st001 ~]# multipath -ll
array1_sas_89360007 (360001ff070e9c0000000001989360007) fm-0 IBM,2073-700
[size=3.1T][features=1 queue_if_no_path][hwhandler=0][rw]
¥_ round-robin 0 [prio=50][active]
¥_ 6:0:0:0 sdb 8:16 [active][ready]
¥_ round-robin 0 [prio=10][enabled]
¥_ 8:0:0:0 sdg 8:96 [active][ready]
array1_sas_89380009 (360001ff070e9c0000000001b89380009) fm-1 IBM,2073-700
[size=3.1T][features=1 queue_if_no_path][hwhandler=0][rw]
¥_ round-robin 0 [prio=50][active]
¥_ 6:0:0:2 sdd 8:48 [active][ready]
¥_ round-robin 0 [prio=10][enabled]
¥_ 8:0:0:2 sdi 8:128 [active][ready]

次の出力は、ストレージ・デバイスが非アクティブであることを示しています。
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[root@kd27lf6.mgmt002st001 ~]# multipath -ll
mpathq (360050768029180b06000000000000007) dm-8 IBM,2145
size=2.5G features=’1 queue_if_no_path’ hwhandler=’0’ wp=rw
| `- 5:0:0:7 sdr 65:16 failed ready running
`- 6:0:0:7 sdi 8:128 failed ready running
mpathp (360050768029180b06000000000000005) dm-3 IBM,2145
size=2.5G features=’1 queue_if_no_path’ hwhandler=’0’ wp=rw
| `- 5:0:0:5 sdp 8:240 failed ready running
`- 6:0:0:5 sdg 8:96 failed ready running

出力の「[active][ready]」は、アクティブ・デバイスを示しています。出力の
「failed ready running」は、非アクティブなデバイスを示しています。

NFSD サービス・エラーからのリカバリー
NFSD サービス・エラーからリカバリーするには、この手順を使用します。

このタスクについて

このリカバリー手順を使用して、NFSD がダウンしている場合に NFSD を開始しま
す。

手順
1. root としてログインします。

2. service nfsd start コマンドを発行します。

3. 問題が解決しない場合は、ノードを再始動します。

4. 再始動のアクションで問題が解決しない場合、次のレベルのサポートに連絡して
ください。

SCM エラーからのリカバリー
この手順を使用して、サービス構成管理 (SCM) エラーからのリカバリーを行いま
す。

このタスクについて

lshealth -r CLI コマンドからの出力に次のような行が示される場合、下記の手順
を実行します。

SCM ERROR SCM system has found some errors

注: この手順では、初期 SCM エラー・ログで示されるエラーに応じて、さまざま
なログを分析します。

手順
1. エラーが表示された場合、lshealth -i SCM コマンドを実行して、エラーのあ
るコンポーネントの詳細を表示します。SCM は、他のコンポーネントをモニタ
ーするコンポーネントです。「メッセージ」列および 「値」列によって示され
る詳細に注意してください。

2. エラー・コードを知るには、lslog コマンドを実行するか、グラフィカル¥ユー
ザー¥インターフェース (GUI) のイベント・ログ・ページを開きます。
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3. lslog コマンドが戻した結果と、lshealth -i SCM コマンドの結果とを比較しま
す。この手順は、エラーのマッピングに役立ちます。lshealth -i SCM による出
力を lslog による出力に関連付けることができない場合は、次のステップに進
みます。

4. エラーを報告したファイル・モジュールの /var/log/cnlog/cnscm にある
CNSCM ログを開きます。

5. リストされているタイム・スタンプ周辺のエラー項目を調べて、リストされてい
るタイム・スタンプより前に、関連があると思われる問題が発生しているかどう
かログで確認します。例えば、その時刻の前後に GPFS 関連の問題が表示され
る場合があります。

6. ログ項目を検討して、これらの項目と lslog による出力とのマッチングを試み
ます。 項目のマッチングができない場合は、次のステップに進みます。

7. ログ項目に基づいて、対応する適切なログを調べます。例えば、問題が GPFS

に関連していると思われる場合、/var/adm/ras/mmfs.log で根本原因を探すこと
ができます。

8. ログ項目がエラーの解決に役立たない場合、次のレベルのサポートに連絡してく
ださい。

httpd サービス・エラーからのリカバリー
httpd サービスが正常でないかオフであると報告される場合、次の手順を使用して、
サービス・エラーからリカバリーします。

このタスクについて

手順

httpd エラーを修正するには、次のステップを実行します。

1. 手動での http サービスの開始を試行します。

a. root ユーザーとしてログインします。

b. service http start コマンドを発行します。

2. サービス・アクションを完了したら、 31ページの『ヘルス状況およびリカバリ
ー』を参照してください。

sshd_data サービス・エラーからのリカバリー
この手順を使用して sshd_data サービス・エラーからのリカバリーを行います。

このタスクについて

このリカバリー手順を使用して、sshd_data がダウンしている場合に sshd_data を開
始します。

手順
1. root としてログインします。

2. サービスの sshd_data start コマンドを発行します。

3. 問題が解決しない場合は、ノードを再始動します。
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4. 再始動のアクションで問題が解決しない場合、次のレベルのサポートに連絡して
ください。

sshd_int サービス・エラーからのリカバリー
この手順を使用して sshd_int サービス・エラーからのリカバリーを行います。

このタスクについて

このリカバリー手順を使用して、sshd_int がダウンしている場合に sshd_int を開始
します。

手順
1. root としてログインします。

2. サービスの sshd_int start コマンドを発行します。

3. 問題が解決しない場合は、ノードを再始動します。

4. 再始動のアクションで問題が解決しない場合、次のレベルのサポートに連絡して
ください。

sshd_mgmt サービス・エラーからのリカバリー
この手順を使用して sshd_mgmt サービス・エラーからのリカバリーを行います。

このタスクについて

このリカバリー手順を使用して、sshd_mgmt がダウンしている場合に sshd_mgmt を
開始します。

手順
1. root としてログインします。

2. サービスの sshd_mgmt start コマンドを発行します。

3. 問題が解決しない場合は、ノードを再始動します。

4. 再始動のアクションで問題が解決しない場合、次のレベルのサポートに連絡して
ください。

sshd_service サービス・エラーからのリカバリー
この手順を使用して sshd_service サービス・エラーからのリカバリーを行います。

このタスクについて

このリカバリー手順では、sshd_service がダウンしている場合は sshd_service を開始
します。

手順
1. root としてログインします。

2. サービスの sshd_service start コマンドを発行します。

3. 問題が解決しない場合は、ノードを再始動します。

4. 再始動のアクションで問題が解決しない場合、次のレベルのサポートに連絡して
ください。
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コントロール・エンクロージャーに関連した問題
このセクションでは、コントロール・エンクロージャーの問題に関連するリカバリ
ー手順について説明します。

ファイル・ボリュームがオンラインに戻った場合のリカバリー
修正処置またはリカバリー処置を実行してから、すべてのファイル・ボリュームが
オンラインに戻った後、この手順を使用してファイル・システムをリカバリーしま
す。

このタスクについて

ファイル・ボリュームをオンラインに戻す各修正手順でも、この手順を実行するこ
とが推奨されています。この手順では、ファイル・システムもオンラインに戻って
いることを確認します。

以下のステップを実行して、ファイル・ボリュームが障害の後にオンラインに戻っ
た後、ファイル・システムがオンラインに戻っていることを確認します。

手順
1. 管理 GUI で、すべてのボリュームがオンラインに戻っていることを確認しま
す。

2. 「モニター」 > 「イベント」に進み、「ブロック」タブをクリックします。

3. 「次の推奨処置」をすべて実行します。

4. すべてのボリュームがオンラインに戻ったら、管理 GUI の「ファイル・システ
ム (Filesystems)」に進みます。

5. いずれかのファイル・システムがオンラインではない場合、GPFS ファイル・シ
ステムのリカバリー手順を使用してそのファイル・システムをリカバリーしま
す。 209ページの『GPFS ファイル・システムのリカバリー』を参照してくださ
い。

6. オンラインに戻っていないファイル・システムがある場合、「モニター」 >

「イベント」に進み、「ファイル」タブをクリックしてエラーを修正します。

7. オフライン・ファイル・システムの失効した NFS ハンドル・エラーがある場
合、 323ページの『失効した NFS ファイル・ハンドルを報告するファイル・モ
ジュールでの作業』の手順に従います。

ファイル・ボリュームがオンラインに戻らない場合のリカバリー
オフラインのボリュームは、通常、管理 GUI のイベントで修正手順を実行すること
によって修正できます。

このタスクについて

手順

修正手順を実行するには、次のステップを実行します。

1. Storwize V7000 Unified 管理 GUI にログインします。

2. 「モニター」 > 「イベント」に進み、「ブロック」タブをクリックします。
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3. 「次の推奨処置」をすべて実行します。

タスクの結果

修正手順を実行してもファイル・システム・ボリュームがオンラインに戻らない場
合、サービス・プロバイダーに連絡して支援を求めてください。

オフラインの圧縮ボリュームからのリカバリー
オフラインの圧縮ボリュームからのリカバリー。圧縮ボリュームをオンラインに戻
します。

Storwize V7000 ストレージ・プール (MDisk Group) がスペース不足になった場合。

v 拡張しようとしている任意のボリューム (圧縮ボリュームに新規データが書き込
まれた場合など) はオフラインにされます。

v 各 Network Shared Disk (NSD) は 1 つのファイル・ボリュームから作成されて
いるため、ファイル・ボリュームがオフラインになると、NSD はオフラインにな
ります。

v メタデータ (NSD) がオフラインになると、ファイル・システム全体がオフライン
になります (ただし、メタデータを圧縮ボリューム内に置くことはできません)。

v ファイル・システムのオフライン状態が 30 秒を超えると、ファイル・システム
はアンマウントされます。

v これは、ファイル・システムがいっぱいになることとは異なります。これによ
り、ファイル・システムは読み取り専用モードに入ります。

この状態から回復するには、以下の 2 つのオプションがあります。

v ファイル・システムのサイズを減らします。

v ストレージ・プールの容量を増やします。

表 42.

状況 リカバリー手順 作業者

ストレージ・プールの警告
(80% フル)

プールのストレージを増やす ユーザー
ユーザー (Storwize V7000 の
修正手順)

圧縮率の間違い (まだファイ
ル・システムはオンライン)

プール・サイズのストレージ
を増やす
または
ファイル・システムのサイズ
を減らす

ユーザー (このページを参照)

ユーザー (IBM リモート技術
サポートからサポートを受け
る)

ストレージ・プールがフル
(ファイル・システムはオフラ
イン)

プールのストレージを増やす ユーザー (Storwize V7000 の
修正手順)

ストレージ・プールがフル
(ファイル・システムはオフラ
イン) 使用可能なストレージ
がない

ホット・スペア・ディスクを
「借用 (borrow)」し、ファイ
ル・システムをオンラインに
し、空きスペースを増やし、
ファイル・システムを縮小
し、ホット・スペア・ディス
クを戻します。

ユーザー (IBM リモート技術
サポートからサポートを受け
る)
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ストレージ・プールの容量を増やす
ストレージ・プールの容量を増やすには、管理 GUI を使用して、ストレージ・プー
ルに RAID アレイを追加してください。

ストレージは、ブロック割り振りから取得または借用することが可能で、ファイル
割り振りでのスペース不足の状態を解決することができます。ポイント・イン・タ
イムのブロック・コピーは、削除対象として適しています。

Storwize V7000 Unified は、外部ブロックのストレージ・コントローラーを仮想化
することが可能です。他のブロックのストレージ・コントローラー上で余っている
容量が使用可能な場合は、その容量を仮想化して、その空きローカル・アレイを使
用することができます。

ファイル・システムのサイズを減らす
ストレージ・プールの容量を増やすことができない場合は、IBM リモート技術サポ
ートに問い合わせ、NSD を削除してファイル・システムのサイズを減らすサポート
を受けてください。

1001 エラー・コードからのリカバリー
1001 エラー・コードは、Storwize V7000 コントロール・エンクロージャーが自動的
にリカバリーを実行したことを示します。IBM リモート技術サポートが構成変更を
再び行っても安全であることを確認するまで、それ以上のブロック・ストレージ構
成変更が行われないようにコントロール・エンクロージャー CLI は制限されます。

このタスクについて

GPFS がファイル・システムのディスクとして使用するコントロール・エンクロー
ジャーによって表示されるファイル・ボリュームは、ファイル・システムがアンマ
ウントされる原因となる程、長い時間オフライン状態になっていた可能性がありま
す。そのファイル・システムは通常、コントロール・エンクロージャーがリカバリ
ーされた後、ファイル・ボリュームがオンライン状態に戻るとすぐに、自動的にマ
ウントされます。コントロール・エンクロージャー CLI を再び使用可能にしても安
全であることを IBM サポートから通知されるまで待たずに、残りのすべてのアン
マウントされたファイル・システムを即時に再マウントすることができます。

注: コントロール・エンクロージャー CLI が制限された場合、管理 GUI の動作が
非常に遅くなることがあります。その場合、ファイル・システムがマウントされて
いるかどうかを確認するために、管理 CLI の使用方法を以下の手順で説明します。
ただし、管理 GUI が良く機能している場合は、管理 GUI を使用したほうが効率的
です。

手順

コントロール・エンクロージャーのリカバリーの後にファイル・システムが自動的
にマウントされたかどうかを確認するには、以下の手順を実行します。

1. 管理者資格情報を使用して、管理 CLI にログオンします。例:

ssh admin@<management_IP address>
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2. lsnode -r CLI コマンドを使用して、各ファイル・モジュール上の CTDB およ
び GPFS の状況を確認します。例:

lsnode -r

3. lsmount CLI コマンドを使用して、マウントされる必要のあるすべてのファイ
ル・システムがマウントされているかどうかを確認します。例:

[kd52v6h.ibm]$ lsmount
File system Mount status Last update
gpfs0 not mounted 10/17/12 10:44 AM
gpfs1 not mounted 10/17/12 10:44 AM
gpfs2 not mounted 10/17/12 10:44 AM
EFSSG1000I The command completed successfully.

4. 両方のノードに、マウントされる必要のあるすべてのファイル・システムがマ
ウントされている場合は、ネットワーク・ユーザーは GPFS 上のファイルにア
クセスできるはずなので、この手順を続ける必要はありません。 そうでない場
合は、lsdisk CLI コマンドを使用して、すべてのディスクが使用可能かどうか
を確認します。例えば次のとおりです。

[kd52v6h.ibm]$ lsdisk
Name File system Failure group Type Pool Status Availability Timestamp Block properties
IFS1350385068630 gpfs0 1 metadataOnly system ready up 10/17/12 10:27 AM IFS1350385068630,io_grp0,,easytier,600507680
IFS1350385068806 gpfs0 1 metadataOnly system ready up 10/17/12 10:27 AM IFS1350385068806,io_grp0,,easytier,600507680
IFS1350385089739 gpfs0 2 metadataOnly system ready up 10/17/12 10:27 AM IFS1350385089739,io_grp0,,easytier,600507680
IFS1350385089889 gpfs0 2 metadataOnly system ready up 10/17/12 10:27 AM IFS1350385089889,io_grp0,,easytier,600507680
IFS1350385108175 gpfs0 0 dataOnly system ready up 10/17/12 10:27 AM IFS1350385108175,io_grp0,,easytier,600507680

5. すべてのディスクが使用可能な場合は、mountfs CLI コマンドを使用して、マ
ウントされていない各ファイル・システムをマウントすることができます。以
下に例を示します。

mountfs <file system name>

6. すべてのディスクが使用可能でない、または一部のディスクが使用可能でない
場合は、lsvdisk CLI コマンドを使用して、オンライン状態である必要のあるす
べてのファイル・ボリュームがオンライン状態であるかどうかを確認します。
各ファイル・ボリュームの名前が各ディスクの名前と同じであることに注意し
ます。以下に例を示します。

[kd52v6h.ibm]$ lsvdisk
id name IO_group_id IO_group_name status mdisk_grp_id mdisk_grp_name capacity type FC_id FC_name RC_id RC_name vdisk_UID
0 IFS1350385068630 0 io_grp0 online 1 meta1 100.00GB striped 6005076802AD8022780
1 IFS1350385068806 0 io_grp0 online 1 meta1 100.00GB striped 6005076802AD8022780
2 IFS1350385089739 0 io_grp0 online 2 meta2 100.00GB striped 6005076802AD8022780
3 IFS1350385089889 0 io_grp0 online 2 meta2 100.00GB striped 6005076802AD8022780
4 IFS1350385108175 0 io_grp0 online 0 mdiskgrp0 341.00GB striped 6005076802AD8022780

7. いずれかのファイル・ボリュームがオフラインである場合は、ファイル・ボリ
ュームがオンラインに戻らない場合のリカバリー を参照してください。

8. すべてのディスクが使用可能でないが、すべてのファイル・ボリュームがオン
ラインである場合は、ファイル・モジュール内のマルチパス指定のドライバー
に障害がある可能性があります。その場合、最善の回復手段は、以下の手順を
使用して、各ファイル・モジュールを順々にリブートすることです。

9. 一部のディスクが使用可能でないが、ファイル・ボリュームがオンラインであ
る場合は、ファイル・システムのマウントを続ける前に、1 つのファイル・シ
ステムに使用されるすべてのディスクを再始動してください。

10. chdisk CLI コマンドを使用して、ファイル・システムに使用されるすべてのデ
ィスクを再始動します。以下に例を示します。
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chdisk <comma separated list of disk names> --start

11. mountfs CLI コマンドを使用して、ファイル・システムをマウントします。以
下に例を示します。

mountfs <file system name>

次のタスク

すべてのディスクが使用可能でないが、すべてのファイル・ボリュームがオンライ
ンである場合のファイル・モジュールのリブート:

コントロール・エンクロージャーのリカバリーの後に、マルチパス指定のドライバ
ーに障害がある可能性がある場合に、ファイル・モジュールをリブートするには、
以下の手順を実行します。

1. 以下の CLI コマンドの出力にある「説明」列で、パッシブおよびアクティブの
管理ノードを識別します。

lsnode -r

以下の CLI コマンドを使用して、パッシブ管理ノードであるファイル・モジュ
ールをリブートします。

initnode -r -n <node name of the passive mode>

2. 以下の CLI コマンドの出力の「接続状況」列で、両方のノードが「OK」と表示
されるまで待ちます。

lsnode -r

3. 以下の CLI コマンドを使用して、アクティブ管理ノードであるファイル・モジ
ュールをリブートします。アクティブ管理ノードは、ユーザーが最初にリブート
したファイル・モジュールにフェイルオーバーします。

initnode -r -n <node name of the active mode>

または

initnode -r

4. Storwize V7000 Unified CLI に再びログオンします。以下の CLI コマンドの出
力で、両方のファイル・モジュールの GPFS がアクティブになるまで待ちま
す。

lsnode -r

5. lsmount -r 管理 CLI コマンドを使用して、ファイル・システムがマウントされ
ていることを確認します。

lsmount -r

6. いずれのファイル・システムもマウントされていない場合は、『各ファイル・モ
ジュールでの GPFS ファイル・システム・マウントの確認』を参照してくださ
い。

Storwize V7000 CLI が制限されている間、管理 GUI の動作は非常に遅くなる場合
があることに注意してください。管理 GUI にログオンすると、Storwize V7000 CLI

が制限されているという警告が示されます。管理 GUI は、修正手順を実行して、ユ
ーザーに IBM にログを送信するよう指示します。この修正手順は、ユーザーにフ
ァイル・システムを再びアクセス可能にするためにこの手順に戻るよう指示しま
す。
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Storwize V7000 ログを収集するには、サービス・アシスタントのナビゲーションか
ら「ログの収集」オプションを選択します。「statesave を使用する (With
statesave)」オプションを選択します。

IBM サポートがこの手順を承認した場合、修正手順によって、コントロール・エン
クロージャー CLI が再び使用可能になります。

この手順を完了しても、ヘルス状況標識が赤いままである可能性があります。これ
は、ファイバー・チャネル・リンクが、リカバリー済みであることを示すイベント
を送信していないためである場合があります。この状況が発生した場合は、『接続
の問題 (Connectivity issues)』を参照し、ヘルス状況標識を再び緑にするには、『ヘ
ルス状況およびリカバリー (Health status and recovery)』を参照してください。

データのリストア
このセクションでは、データのリストアに関連するリカバリー手順について説明し
ます。

非同期データのリストア
非同期複製を使用してファイル・システムをリカバリーするには、ターゲット・サ
イトからソース・サイトへの複製関係を構成して開始する必要があります。

始める前に

ソース・サイト (サイト A) で障害が起こった後、ターゲット・サイト (サイト B)

を新しいソース・サイトとして設定して、サイト A に複製します。非同期データを
リストアするには、次のステップを実行します。

手順
1. 以前の複製関係がサイト A からサイト B に複製するものであった場合、ソー
ス・サイトとターゲット・サイトの情報を反転させることによって非同期複製を
構成します。サイト B がサイト A に複製します。『非同期複製の構成』を参
照して、ソースとターゲットの情報を置き換えます。

2. startrepl -fullsync CLI コマンドを使用して、ステップ 1 で構成された複製
を開始します。詳しくは、『非同期複製の開始および停止』を参照してくださ
い。

3. サイト A に複製されるデータの量が多い場合は、サイト B からサイト A への
複製を複数回実行することが必要になる可能性があります。サイト A が同期さ
れるようにサイト A への最終的な複製を実行して、サイト B への変更を中断
できるまで、複数回の複製を実行する必要があります。

注: これらの差分複製では、fullsync オプションを使用しないでください。

4. データがサイト A に正確に複製されたことを検証した後、再びサイト A を 1

次サイトとして構成できます。rmtask CLI コマンドを使用して、サイト B から
サイト A への複製タスクをすべて削除します。
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Tivoli Storage Manager データのリストア
Storwize V7000 Unified システムには、高速データ・バックアップおよびリカバリ
ー操作を実行するために Tivoli Storage Manager サーバー・システムと連携する
Tivoli Storage Manager クライアントが含まれています。

始める前に

ファイル・システムをリストアする前に、バックアップが実行中であるかどうか、
およびバックアップが完了した時刻を判別してください。データをリストアするに
は、次のステップを実行します。

手順
1. lsbackup CLI コマンドを実行して、バックアップが実行中であるかどうか、お
よびバックアップが完了した時刻を判別します。ファイル・システムを指定しま
す。

例えば、gpfs0 ファイル・システムのバックアップ・リストを表示するためのコ
マンドにより、次の形式の出力が表示されます。# lsbackup gpfs0 Filesystem

Date Message gpfs0 20.01.2010 02:00:00.000 G0300IEFSSG0300I The

filesystem gpfs0 backup started. gpfs0 19.01.2010 06:10:00.123

G0702IEFSSG0702I The filesystem gpfs0 backup was done successfully.

gpfs0 15.01.2010 02:00:00.000 G0300IEFSSG0300I The filesystem gpfs0

backup started.

2. startrestore CLI コマンドを使用して、バックアップをリストアします。ファ
イル・システム名のパターンを指定します。

同時に 2 つのファイル・システムをリストアすることはできません。そのた
め、ファイル・パターンを複数のファイル・システム名と突き合わせることはで
きません。

-t オプションを使用して「dd.MM.yyyyHH:mm:ss.SSS」形式で日時を指定し、そ
の時刻に存在していた状態でファイルをリストアします。時刻が指定されない場
合、最新のバックアップ・バージョンがリストアされます。例え
ば、/ibm/gpfs0/temp/* ファイル・パターンを 2010 年 1 月 19 日午後 12 時 45

分にバックアップされた状態でリストアするには、次のコマンドを入力します。

# startrestore "/ibm/gpfs0/temp/*" -t "19.01.2010 12:45:00.000"

追加のコマンド情報、デフォルト・オプション、およびファイル・パターンの例
については、startrestore CLI コマンドを参照してください。

重要: -R オプションはファイルを上書きするため、新しいファイルを古いデー
タで上書きする可能性があります。

3. lsbackupfs CLI コマンドを使用して、リストアが実行中であるかどうかを判別
します。リストアがファイル・システムで実行中の場合は、「Message」フィー
ルドに RESTORE_RUNNING と表示されます。

4. Tivoli Storage Manager 管理 CLI クライアントで QUERY SESSION コマンドを使
用して、リストア・プロセスの進行状況をモニターします。
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このコマンドを 2 回実行して、出力の「Bytes Sent」列の値を比較します。値
が増えていれば、プロセスが進行中であることを示しています。一方、値が同じ
であれば、リストア・プロセスが停止していることを示しています。

注: 数百万個のファイルをリストアするときに次のエラー・メッセージが表示さ
れることがあります。ANS1030E The operating system refused a TSM request

for memory allocation. 2010-07-09 15:51:54-05:00 dsmc return code: 12

次のタスク

ファイル・システムが Tivoli Storage Manager for Space Management によって管理
されている場合は、さらに小さいファイル・パターンまたは少数のファイルが含ま
れるサブディレクトリーにリストアを分割します。

ファイル・システムが Tivoli Storage Manager for Space Management によって管理
されていない場合は、リストアに指定されているパスを変更することによって無照
会リストア (NQR) を強制試行します。これを行うには、次のようにファイル・シス
テム・パスの後にワイルドカード (「*」) を入力して、すべてのファイルが含まれ
るようにします。

# startrestore "ibm/gpfs0/*"

この例では、無照会リストアを試行しています。これにより、Tivoli Storage

Manager サーバーがファイル・リストの最適化を行うため、Tivoli Storage Manager

クライアントでのメモリーの問題が最小限に抑えられます。それでも、多数のファ
イルを同時にリストアできない場合は、さらに小さいファイル・パターンまたは少
数のファイルが含まれるサブディレクトリーにリストアを分割してください。

アップグレードのリカバリー
このセクションでは、アップグレードに関連するリカバリー手順について説明しま
す。

applysoftware コマンドの実行時のエラー・コードおよび推奨事項

applysoftware コマンドを実行した後にエラーが通知される場合、 338ページの表
43 を参照して、説明されている処置を実行します。以下のガイドラインに従ってく
ださい。

1. 示されている順序どおりに処置を実行してください。

2. 推奨される修正が終了するたびに、applysoftware コマンドを再実行してアップ
グレードを再開してください。処置が失敗する場合は、次の推奨処置を試行して
ください。

3. 推奨処置を実行しても問題が解決されない場合、IBM サポート・センターに連
絡してください。
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表 43. applysoftware コマンドの使用によるアップグレード・エラー・コードおよび推奨処
置

エラー・コード
applysoftware コマンドの説
明 アクション

EFSSG1000I コマンドは正常に完了しまし
た。

なし。

EFSSG4100 コマンドは正常に完了しまし
た。

なし。

EFSSG4101 必須パラメーターが指定され
ていません。

コマンドを調べて、パラメー
ターが正しく入力されている
ことを確認します。

EFSSG4101A applysoftware コマンドが、必
須パラメーターが指定されて
いないことを返しました。

EFSSG4102 ソフトウェア・パッケージが
存在しません。

指定された場所にファイルが
実際に存在することを確認し
ます。また、コマンドが正し
いロケーション・パラメータ
ーを渡していることも確認し
ます。

EFSSG4102A applysoftware コマンドが、ソ
フトウェア・パッケージが存
在していないことを返しまし
た。

EFSSG4103 ソフトウェア・パッケージが
無効です。

パッケージが破損している可
能性があります。この問題が
続く場合は、新規パッケージ
をダウンロードして、再試行
してください。

EFSSG4103A applysoftware コマンドが、無
効なソフトウェア・パッケー
ジを示す戻りコードを返しま
した。

EFSSG4104 予期しない戻りコードです。 次のレベルのサポートに連絡
してください。

EFSSG4105 USB フラッシュ・ドライブ
をマウントできません。

umount /media/usb を実行し
てから、USB フラッシュ・
ドライブを取り外します。
USB フラッシュ・ドライブ
を再び挿入します。このエラ
ーが続く場合、USB フラッ
シュ・ドライブを取り外して
リブートしてください。シス
テムがリブートした後、USB

フラッシュ・ドライブを再び
挿入します。

EFSSG4105C applysoftware コマンドが、
USB をマウントできないこ
とを返しました。
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表 43. applysoftware コマンドの使用によるアップグレード・エラー・コードおよび推奨処
置 (続き)

エラー・コード
applysoftware コマンドの説
明 アクション

EFSSG4106A applysoftware コマンドが、十
分なシステム・ファイル・シ
ステム・スペースがないこと
を返しました。

EFSSG4153 必須パラメーターが指定され
ていません。

指定された場所にファイルが
実際に存在することを確認し
ます。また、コマンドが正し
いロケーション・パラメータ
ーを渡していることも確認し
ます。

EFSSG4154 1 次管理ノード
mgmt001st001 で開始する必
要があります。

もう一方のノードに切り替え
て、コマンドを再試行してく
ださい。

EFSSG4154A applysoftware が、1 次管理ノ
ード mgmt001st001 上で開始
する必要があることを返しま
した。

EFSSG4155 USB フラッシュ・ドライブ
をマウントできません。

USB フラッシュ・ドライブ
にバックアップします。#

backupmanagementnode

--unmount /media/usb と入
力します。USB フラッシ
ュ・ドライブを取り外して再
び挿入します。このエラーが
続く場合、USB フラッシ
ュ・ドライブを取り外してリ
ブートしてください。システ
ムが稼働しているときに、
USB フラッシュ・ドライブ
を再び挿入します。

EFSSG4155I applysoftware コマンドが、ア
ップグレードがすでに実行中
であることを返しました。

EFSSG4156 指定された国際標準化機構
(ISO) は存在しません。

指定された場所にファイルが
実際に存在することを確認し
ます。また、コマンドが正し
いロケーション・パラメータ
ーを渡していることも確認し
ます。

EFSSG4156A applysoftware コマンドが、指
定された ISO が存在しない
ことを返しました。

第 7 章 リカバリー手順 339



表 43. applysoftware コマンドの使用によるアップグレード・エラー・コードおよび推奨処
置 (続き)

エラー・コード
applysoftware コマンドの説
明 アクション

EFSSG4157 特定のアップグレード用の国
際標準化機構 (ISO) コンテン
ツが無効です。

パッケージが破損している可
能性があります。この問題が
続く場合は、新規パッケージ
をダウンロードして、再試行
してください。

EFSSG4157I applysoftware コマンドが、特
定のアップグレード ISO の
コンテンツが無効であること
を返しました。

EFSSG4158 現行バージョンの上に特定の
アップグレードをインストー
ルできません。

アップグレードの資料を調べ
て、元のレベルに新しいレベ
ルとの互換性があることを確
認します。アップグレード・
レベルに互換性がない場合、
正しいレベルをダウンロード
して再試行してください。ア
ップグレード・レベルに互換
性があり、エラーが続く場合
は、IBM サポート・センタ
ーに連絡してください。

EFSSG4158I applysoftware コマンドが、現
行バージョンには特定のアッ
プグレードをインストールで
きないことを返しました。

EFSSG4159 システムは正常でない状態で
あるため、アップグレードを
開始できません。

9ページの『第 3 章 トラブ
ルシューティングの開始』を
参照してください。システム
に問題があるかどうかを判別
してください。

EFSSG4159I applysoftware コマンドが、シ
ステムの状態が正常ではない
ためにアップグレードを開始
できないことを返しました。

EFSSG4160 システムのファイル・システ
ム・スペースが不十分です。

最小 3 GB のスペースが必
要です。/var ファイル・シス
テムから不要なファイルを削
除してください。

EFSSA0201C ご使用条件が受諾されていま
せん。
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一般的なアップグレード・エラー・コードおよび推奨処置

アップグレード・プロセス中にエラーが通知される場合、表 44 を参照して、説明さ
れている処置を実行します。表示されるエラーがこの表にリストされていない場合
は、IBM サポート・センターに連絡してください。以下のガイドラインに従ってく
ださい。

1. 示されている順序どおりに処置を実行してください。

2. 推奨される修正が終了するたびに、applysoftware コマンドを再実行してアップ
グレードを再開してください。処置が失敗する場合は、次の推奨処置を試行して
ください。

3. 推奨処置を実行しても問題が解決されない場合、IBM サポート・センターに連
絡してください。

表 44. アップグレード・エラー・コードおよび推奨処置

エラー・
コード 説明 アクション

019A yum の更新が失敗しました。 次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

019B StartBackupTSM タスクを除去でき
ません。

1. アクティブ・ノード上で管理サービス
が実行されているかを確認してくださ
い。実行されていない場合は、
startmgtsrv を使用して開始します。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

019C アクティブ管理ノードを判別できま
せん。

1. アクティブ・ノード上で管理サービス
が実行されているかを確認してくださ
い。実行されていない場合は、
startmgtsrv を使用して開始します。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

019D システム・ヘルスを確認してくださ
い。

1. lnode を使用して、このノードが正常
でない状態を示している対象を判別し
てください。 (CTDB または GPFS)。
場合によっては、正常でないノードを
リブートし、ノードが稼働するまで待
ちます。その後、lsnode を使用して
ノードのヘルス状況を確認します。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

019E 内部エラー - クラスターまたはノ
ードが指定されませんでした。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

019F CIM の再始動に失敗しました。 次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。
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表 44. アップグレード・エラー・コードおよび推奨処置 (続き)

エラー・
コード 説明 アクション

01A0 リブートが失敗しました。 次のように、リブートの失敗の原因を判
別してください。

1. 可能な場合、システムのコンソールを
確認します。システムが BIOS でハン
グしているかブート中にハングしてい
るかを確認します。

2. システムのケーブル接続を確認しま
す。

3. Light Path 診断がエラーを示していな
いかを確認します。.

4. コンソールからシステムをリブート
し、アップグレードを再開します。

5. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01A1 内部アップグレード・エラー。 次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01A3 CNCSM コールバックをアンインス
トールできません。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01A4 バックアップ・ジョブを停止できま
せん。

1. lsjobstatus -j backup と入力して、
バックアップの状況を調べます。

2. stopbackup --all と入力して、バッ
クアップの停止を試行します。

3. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01A5 バックアップ・クーロン・ジョブが
実行中です。

1. lstask -t cron と入力して、タスク
の状態を調べます。

2. rmtask StartBackupTSM と入力して、
バックアップの除去を試行します。

3. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01A6 CNCSM コールバックをインストー
ルできません。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01A7 重要製品データ (VPD) の内部エラ
ーです。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01A8 管理サービスのヘルス状況を確認し
てください。

1. アクティブ管理ノード上で
startmgtsrv を使用して、管理サービ
スの開始を試行します。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01A9 パフォーマンス収集デーモンを停止
できません。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01AB node_setup_system の内部アップグ
レード・エラーです。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。
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表 44. アップグレード・エラー・コードおよび推奨処置 (続き)

エラー・
コード 説明 アクション

01B1 管理ノードの複製に失敗しました。 1. 複製のリカバリー手順に従います。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01B2 パフォーマンス収集デーモンを開始
できません。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01B3 Storwize V7000 へのアップグレー
ド・パッケージのコピーが失敗しま
した。

これは、多くの問題が原因となっている
可能性があります。管理 GUI の「ブロッ
ク」タブおよび「ファイル」タブの両方
で「モニター」>「イベント」をチェック
し、このエラーの原因となった可能性が
あるイベントがないかを確認し、推奨処
置に従います。このエラーの原因となっ
た可能性がある明確なイベントがない場
合は、 38ページの『ファイル・モジュー
ルからコントロール・エンクロージャー
へのイーサネット接続』を参照してくだ
さい。

01B4 applysoftware コマンドを使用して
Storwize V7000 でアップグレードを
開始できませんでした。

これは、多くの問題が原因となっている
可能性があります。管理 GUI の「ブロッ
ク」タブおよび「ファイル」タブの両方
で「モニター」>「イベント」をチェック
し、このエラーの原因となった可能性が
あるイベントがないかを確認し、推奨処
置に従います。このエラーの原因となっ
た可能性がある明確なイベントがない場
合は、 38ページの『ファイル・モジュー
ルからコントロール・エンクロージャー
へのイーサネット接続』を参照してくだ
さい。

01B5 Storwize V7000 のマルチパスが正常
ではありません。

システムへのファイバー・チャネル接続
を確認してください。ファイバー・チャ
ネル・ケーブルを取り付け直します。詳
しくは、 43ページの『ファイル・モジュ
ールとコントロール・エンクロージャー
の間のファイバー・チャネル接続』を参
照してください。

01B6 lsvdisk コマンドによって示される
ように、Storwize V7000 の VDisk

は正常ではありません。

217ページの『第 5 章 コントロール・
エンクロージャー』 を参照。
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表 44. アップグレード・エラー・コードおよび推奨処置 (続き)

エラー・
コード 説明 アクション

01B7 svcinfo lssoftwareupgradestatus

コマンドを使用して Storwize V7000

アップグレードの状況を照会できま
せんでした。(Failed to query status

of Storwize V7000 upgrade by using

the svcinfo

lssoftwareupgradestatus

command.)

これは、多くの問題が原因となっている
可能性があります。管理 GUI の「ブロッ
ク」タブおよび「ファイル」タブの両方
で「モニター」>「イベント」をチェック
し、このエラーの原因となった可能性が
あるイベントがないかを確認し、推奨処
置に従います。このエラーの原因となっ
た可能性がある明確なイベントがない場
合は、 38ページの『ファイル・モジュー
ルからコントロール・エンクロージャー
へのイーサネット接続』を参照してくだ
さい。

01B8 svcinfo lsnode コマンドを使用し
て Storwize V7000 ノードの状況を
照会できませんでした。

217ページの『第 5 章 コントロール・
エンクロージャー』 を参照。

01B9 Storwize V7000 のバージョンを検査
できませんでした。

これは、多くの問題が原因となっている
可能性があります。管理 GUI の「ブロッ
ク」タブおよび「ファイル」タブの両方
で「モニター」>「イベント」をチェック
し、このエラーの原因となった可能性が
あるイベントがないかを確認し、推奨処
置に従います。このエラーの原因となっ
た可能性がある明確なイベントがない場
合は、 38ページの『ファイル・モジュー
ルからコントロール・エンクロージャー
へのイーサネット接続』を参照してくだ
さい。

01BA 正しいソフトウェアのバージョンを
確認できません。

1. ストレージ・コントローラーのヘルス
状況を確認してください。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01BC ストレージ・コントローラーのヘル
ス状況を確認してください。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01BD ソフトウェア・リポジトリーを更新
できません。

1. システムの負荷が高くないかを確認し
ます。アップグレードを再開します。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01BE アップグレード・コールバックを配
布できません。

1. lshealth を使用して、クラスターの
ヘルス状況を確認します。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。
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表 44. アップグレード・エラー・コードおよび推奨処置 (続き)

エラー・
コード 説明 アクション

01BF アップグレード・コールバックに障
害があります (Upgrade callback

failed)

1. お客様窓口に連絡してください。アッ
プグレード・コールバックは、アップ
グレードの開始前にシステムに配置さ
れるカスタム・ステップです。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01C0 非同期複製が実行中です。非同期複
製を停止して、アップグレードを続
行してください。

1. stoprepl gpfs0 --kill と入力して、
非同期複製を停止します。RUNNING

または KILLING 状態の場合、非同期
複製はアクティブであると認識されま
す。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01C1 非同期複製の停止が失敗しました。
非同期複製を停止して、アップグレ
ードを続行してください。

1. stoprepl gpfs0 --kill と入力して、
非同期複製を停止します。RUNNING

または KILLING 状態の場合、非同期
複製はアクティブであると認識されま
す。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01C2 現在実行中の非同期ジョブを検査し
ているときに失敗しました。

1. lsrepl の状況の確認を試行してくださ
い。このコマンドが機能する場合、ア
ップグレードを再開してください。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01C3 CTDB を停止できませんでした。 次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01C4 コールバックを削除できません。
(Unable to remove callbacks)

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01C5 Lib_Utils を再インストールできま
せんでした。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01C6 sonas_update_yum の実行中に失敗し
ました。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01C7 クラスター・ノードのリストを取得
できません。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01C8 cnrsscconfig の実行中に失敗しま
した。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01C9 CIM 構成をインストールできませ
ん。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01CA クラスター名を取得できません。 次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01CB GPFS パッケージをインストールで
きません。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。
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表 44. アップグレード・エラー・コードおよび推奨処置 (続き)

エラー・
コード 説明 アクション

01CC プラットフォームをインストールで
きませんでした。ターゲット・シス
テムでアップグレードしてくださ
い。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01CD GPFS ファイル・システムをマウン
トできません。

1. 202ページの『各ファイル・モジュー
ルでの GPFS ファイル・システム・マ
ウントの確認』 を参照してくださ
い。

2. アップグレードを再開し、これが一時
的な問題であったかを確認します。

3. SONAS GPFS トラブルシューティン
グ資料に従ってください。

4. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01CE システム・セキュリティーを更新で
きません。

1. アップグレードを再開し、これが一時
的な問題であったかを確認します。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01CF ノードを構成できません。 1. サブジェクト・ノードから両方の電源
機構ケーブルを引き抜きます。10 秒
間待ってから、ケーブルを再挿入しま
す。システムが再始動したら、再試行
してください。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01D0 コール・ホームを使用不可に設定で
きません。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01D1 コール・ホームを使用可能に設定で
きません。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01D2 GPFS の停止に失敗しました。 1. SONAS GPFS トラブルシューティン
グ資料に従ってください。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01D3 バックアップが実行中であるかどう
かを判別できませんでした。

1. バックアップの停止を試行してくださ
い。

2. lsjobstatus -j backup;echo $? と入
力します。戻りコードが 0 である場
合、アップグレードを再開します。

3. 戻りコードが他の番号である場合、次
のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01D5 Storwize V7000

stalled_non_redundant

Storwize V7000 資料を参照してくださ
い。
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表 44. アップグレード・エラー・コードおよび推奨処置 (続き)

エラー・
コード 説明 アクション

01D6 Storwize V7000 システムが停止しま
した。

Storwize V7000 資料を参照してくださ
い。

01D8 CTDB クラスターが正常ではありま
せん。

1. 200ページの『CTDB の正常性の確
認』 を参照。

2. lshealth または RAS 手順を使用し
て、正常でないコンポーネントを判別
します。

3. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01DA GPFS システムが正常ではありませ
ん。

1. 202ページの『各ファイル・モジュー
ルでの GPFS ファイル・システム・マ
ウントの確認』 を参照。

2. lsnode -r を使用して、GPFS が正常
でないかを確認します。ノード GPFS

が正常な場合は、アップグレードを再
開します。

3. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01DB パフォーマンス・センターの停止に
失敗しました。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01DC パフォーマンス・センターの構成に
失敗しました。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01DD パフォーマンス・センターの開始に
失敗しました。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。

01DE パッシブ管理ノードと通信できませ
ん。

1. アップグレードを再開する前に、アク
ティブ管理ノードがパッシブ管理ノー
ドと通信できることを確認してくださ
い。

2. 次のレベルのサポートに連絡してくだ
さい。

01DF アップグレードは、もう一方の管理
ノードから再開する必要がありま
す。

別の管理ノードからアップグレードを再
開してください。ここで、最初にフェイ
ルオーバーの実行が必要になる場合があ
ります。

01E0 HSM アップグレードが失敗しまし
た。

次のレベルのサポートに連絡してくださ
い。
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第 8 章 圧縮ファイル・システムのトラブルシューティング

容量に対する要求が超過されないようにするため、ファイル・システムに圧縮メカ
ニズムを提供する、基本となるブロック・ストレージ・プールは、モニターされ、
保守される必要があります。

圧縮ファイル・システムに使用されるブロック・ストレージ・プールが容量不足に
なると、そのプールを使用するどの圧縮ボリュームも、展開時にはオフラインにな
ります。ファイル・システムに使用されるボリュームのオフライン状態が 30 秒を
超えると、ファイル・システムはアンマウントされ、ファイル・システムへのすべ
ての入出力が失敗します。この動作は、ファイル・システムの場合とは異なりま
す。ファイル・システムが容量不足になると、ファイル・システムは 読み取り専用
モードに移行します。

容量に対する要求が圧縮ファイル・システムについて満たされるように、ファイ
ル・システムに基本となる圧縮メカニズムを提供するブロック・ストレージ・プー
ルおよびボリュームについて容量使用量をモニターします。ブロック・ストレージ
および圧縮ファイル・システムの両方の容量についてしきい値を設定しモニターを
行うことについて詳しくは、 357ページの『ファイル・システムの圧縮のモニタ
ー』を参照してください。

ただし、容量が圧縮されるデータの要求を超え、システムにさらに容量を追加する
必要がある場合があり得ます。次の表は、圧縮ファイル・システム用の容量が不足
した場合に関連する典型的なリカバリー・シナリオの概要を示したものです。

表 45. 容量のリカバリー・シナリオ

リカバリー・シナリオ リカバリー手順

ストレージ・プールの警告は、プールが指定
された容量しきい値にあることを示します。
デフォルトのしきい値は 80% です。

ストレージ・プールの容量を大きくしてくだ
さい。

ファイル・システムの推定圧縮節約量が達成
されません。(ファイル・システムはまだオン
ラインです)

以下のいずれかのオプション:　

1. ストレージ・プールの容量を大きくしま
す。

2. ファイル・システムの容量を大きくしま
す。

ストレージ・プールが満杯でファイル・シス
テムがオフラインです。

ストレージ・プールの容量を大きくします。

ストレージ・プールが満杯でファイル・シス
テムがオフラインである一方で、プールを追
加するための追加のストレージは使用不可能
です。

IBM リモート技術サポートまたはサービス担
当員に連絡してください。
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リカバリー・シナリオ: 割り振り容量が容量のしきい値を超えている
ブロック・ストレージ・プールの割り振り済み容量が指定された容量しきい値を超
えた場合、圧縮ボリュームは、オフラインになります。 デフォルトのしきい値は容
量の 80% ですが、環境によって、低くも高くも設定できます。圧縮ファイル・ボ
リュームのオフライン状態が 30 秒を超えると、ファイル・システムはアンマウン
トされます。容量の消費が予想を超えないようにするには、ストレージ・プールの
しきい値を正しくモニターすることが必須です。使用済み容量が指定されたしきい
値を超えた場合には、ファイル・システムのスペースを解放するためにブロック・
ストレージ・プールにさらにストレージを追加する、または、データを削除するこ
とによりリカバリーすることができます。

モニターすべき最も重要なメトリックは、ストレージ・プールで使用される物理容
量です。物理割り振りが指定されたしきい値を上回らないようにしてください。デ
フォルトのしきい値は 80% に設定されます。使用済みの容量の現時点での使用率
を小さくするには、ストレージ・プールへさらに物理容量を追加すること、または
ファイル・システムからデータを削除することが必要です。ファイル・システムの
圧縮に使用されるブロック・ストレージ・プールについて現時点の使用率レベルを
表示するには、「ファイル」 > 「ファイル・システム (File Systems)」を選択し
て、「ストレージ・プール」フィルターが選択されていることを確認してくださ
い。 管理 GUI に、すべてのファイル・システムおよびその関連ストレージ・プー
ルが表示されます。ファイル・システムを選択してファイル・システム・プールを
展開し、そのファイル・システムに使用されているブロック・ストレージ・プール
を表示します。「容量」の列は、ファイルおよびその基本となるブロック・ストレ
ージ・プールについて、現時点での使用済みの容量を表示します。個別のボリュー
ムについてしきい値を表示するには、「NSD」フィルターを選択して、ファイル・
システムで使用されているブロック・ボリュームを表示します。個別のボリューム
についてしきい値を表示するには、1 つのボリュームを右クリックして 「プロパテ
ィー」 を選択します。「プロパティー」パネルの右上に割り振りバーが表示されま
すが、それとともに赤い垂直のバーで現時点のしきい値が表示されます。

使用可能な MDisks を追加する。 MDisk が既に作成されているが、プールに割り
振られていない場合は、以下のステップを実行します。

1. 管理 GUI で、「プール」 > 「プール別の MDisk」を選択します。

2. 「プールにない (Not in pool)」を選択して、ストレージ・プールに現在割り振
りされていないすべての使用可能な MDisks を表示します。

3. ストレージ・プールに追加する 4 つの MDisk を右クリックして「プールへの追
加」を選択します。

4. 「プールへの追加 ダイアログで、プールを選択して「プールへの追加」をクリ
ックします。

5. プールを展開して追加された MDisk が表示されることを確認することで、
MDisk が選択されたプールに追加されたことを確認します。

使用可能なドライブを追加: MDisks が使用可能な内部ドライブから構成されていな
い場合、以下のステップを実行することで、使用可能なドライブを既存のストレー
ジ・プールにプロビジョンすることができます。

1. 管理 GUI で、「プール」 > 「内部ストレージ」を選択します。

2. 「ストレージの構成」を選択します。
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3. 「内部ストレージの構成」 ダイアログで、「別の構成を選択する」を選択し、
以下のステップを実行します。

a. 「ドライブ・クラス」フィールドで、システム上のインストール済みストレ
ージに基づき、使用可能なドライブ・クラスを選択します。

b. 「事前設定」フィールドで、構成しようとしいているストレージの RAID 構
成を選択します。

c. 「容量を最適化する」を選択して、使用可能な容量をすべて構成します。

d. 構成を確認して、「次へ」をクリックします。

e. 「既存のプールを拡張する」 をクリックして、圧縮に使用するストレージ・
プールを選択します。

4. 「完了」をクリックします。

使用可能な外部ストレージからのストレージを割り振る: システムは、追加容量お
よび仮想化のために外部ストレージ・システムを追加することをサポートします。
ご使用の環境に外部ストレージ・システムがあれば、以下のステップを実行するこ
とでストレージ・プールに容量を増やすことができます。

1. 管理 GUI で、「プール」 > 「外部ストレージ」を選択します。

2. ストレージ・システムを選択して、外部ストレージ・システム上で現在検知され
る MDisk のリストを表示します。表示される MDisk がない場合は、「MDisk
の検出」をクリックします。外部ストレージ・システムに Storwize V7000

Unified システムが接続されている場合、追加の LUN を割り振ることができま
す。

3. 非管理の MDisk を右クリックして「プールへの追加」を選択します。

4. 「プールへの追加 ダイアログで、プールを選択して「プールへの追加」をクリ
ックします。

5. プールを展開して追加された MDisk が表示されることを確認することで、
MDisk が選択されたプールに追加されたことを確認します。

リカバリー・シナリオ: 圧縮率を多く見積もりすぎる
を計画する際に圧縮率を過大に推定した場合、容量不足に陥る可能性があり、圧縮
ファイル・システムがオフラインになってしまうとファイル・システム・データへ
のアクセスを失う潜在的な可能性があります。

この問題を修正するためには、ファイル・システムがオフラインとなる前に、基本
となるブロック・ストレージ・プールへの容量の追加、あるいはファイル・システ
ムのサイズの縮小を行うことができます。

ストレージ・プールの容量を増やす

ストレージ・プールにさらに容量を追加する最も簡単な方法は、プールに追加のス
トレージを割り振ることです。ブロック・ストレージ・プールに追加のトレージを
追加するには、3 つの方法があります。第 1 の方法では、外部または内部のストレ
ージから複数の MDisk が作成されていて、まだストレージ・プールに割り振られて
いないと仮定します。第 2 の方法では、内部ストレージ上に使用可能なディスク・
アレイを複数の MDisk として構成し、それらの MDisk がその後ストレージ・プー
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ルに割り振られます。最後の方法では、容量は外付けされたストレージからプロビ
ジョンされ、ストレージ・プールに加えられます。

使用可能な MDisks を追加する。 MDisk が既に作成されているが、プールに割り
振られていない場合は、以下のステップを実行します。

1. 管理 GUI で、「プール」 > 「プール別の MDisk」を選択します。

2. 「プールにない (Not in pool)」を選択して、ストレージ・プールに現在割り振
りされていないすべての使用可能な MDisks を表示します。

3. ストレージ・プールに追加する 4 つの MDisk を右クリックして「プールへの追
加」を選択します。

4. 「プールへの追加 ダイアログで、プールを選択して「プールへの追加」をクリ
ックします。

5. プールを展開して追加された MDisk が表示されることを確認することで、
MDisk が選択されたプールに追加されたことを確認します。

使用可能なドライブを追加: MDisks が使用可能な内部ドライブから構成されていな
い場合、以下のステップを実行することで、使用可能なドライブを既存のストレー
ジ・プールにプロビジョンすることができます。

1. 管理 GUI で、「プール」 > 「内部ストレージ」を選択します。

2. 「ストレージの構成」を選択します。

3. 「内部ストレージの構成」 ダイアログで、「別の構成を選択する」を選択し、
以下のステップを実行します。

a. 「ドライブ・クラス」フィールドで、システム上のインストール済みストレ
ージに基づき、使用可能なドライブ・クラスを選択します。

b. 「事前設定」フィールドで、構成しようとしいているストレージの RAID 構
成を選択します。

c. 「容量を最適化する」を選択して、使用可能な容量をすべて構成します。

d. 構成を確認して、「次へ」をクリックします。

e. 「既存のプールを拡張する」 をクリックして、圧縮に使用するストレージ・
プールを選択します。

4. 「完了」をクリックします。

使用可能な外部ストレージからのストレージを割り振る: システムは、追加容量お
よび仮想化のために外部ストレージ・システムを追加することをサポートします。
ご使用の環境に外部ストレージ・システムがあれば、以下のステップを実行するこ
とでストレージ・プールに容量を増やすことができます。

1. 管理 GUI で、「プール」 > 「外部ストレージ」を選択します。

2. ストレージ・システムを選択して、外部ストレージ・システム上で現在検知され
る MDisk のリストを表示します。表示される MDisk がない場合は、「MDisk
の検出」をクリックします。外部ストレージ・システムに Storwize V7000

Unified システムが接続されている場合、追加の LUN を割り振ることができま
す。

3. 非管理の MDisk を右クリックして「プールへの追加」を選択します。

4. 「プールへの追加 ダイアログで、プールを選択して「プールへの追加」をクリ
ックします。

352 Storwize V7000 Unified: 問題判別のガイド バージョン



5. プールを展開して追加された MDisk が表示されることを確認することで、
MDisk が選択されたプールに追加されたことを確認します。

ファイル・システムのサイズを減らす

ストレージ・プールにさらに容量を追加できない場合は、圧縮ファイル・システム
に容量を提供するネットワーク共有ディスク (NSD) を削除することで、ファイル・
システムのサイズを小さくすることもできます。ファイル・システムがまだオンラ
インであり、物理ストレージに十分な容量があるのであれば、この方法を使用しま
す。

圧縮ファイル・システムは 圧縮された 5 つの NSD から成り、平均して容量の約
70% に相当します。この容量は、次にファイル・システムに割り振られ、ストレー
ジ・プール内に圧縮されます。1 つの NSD の削除により、圧縮ファイル・システ
ムを構成するそれ以外の NSD へのデータ・マイグレーションが発生します。デー
タは残った NSD にマイグレーションされるので、ストレージ容量は同じままでも
全体的なファイル・システムの容量は小さくなります。このようにして、過大に推
定された圧縮率の管理が行いやすくなります。実際には、ファイルが以前に削除さ
れていたのであれば、ストレージ容量も小さくなっていた可能性があります。NSD

の削除によるデータの他のボリュームへの再配分は、削除されたファイルの再配分
にはならず、データを、削除されたファイルが配置されていたブロックにデータが
配置される場合もあります。

NSD を削除する前に、以下の前提条件に適合していることを確認してください。

v ファイル・システムが、縮小できる程度の容量であること。

v ブロック・ストレージ・プール内に一時的なスペア容量があること。データのマ
イグレーションの間、削除中である NSD 上のデータは、2 度、ストレージ・プ
ール上に置かれます。スペース不足でマイグレーションが失敗することがないよ
うに、ストレージ・プールに、マイグレーション中である圧縮ボリューム・デー
タを保管するための十分な空き容量があるかどうか確認します。ストレージ・プ
ールに、マイグレーション中である圧縮ボリューム・データ用の十分な空き容量
があるかどうかを判別するには、以下のステップを実行します。

1. 管理 GUI で、「ファイル」 > 「ファイル・システム (File Systems)」を選択
し、NSD 表示が選択されていることを確認します。

2. 圧縮ファイル・システムおよびその関連ストレージ・プールを展開し、削除予
定の NSD を右クリックします。

3. 「プロパティー」を選択する。

4. 「プロパティー」パネルで、「Show Details」が選択されていることを確認し
ます。

5. パネル右側において、「容量」 の見出しの下に、圧縮ボリュームの実容量が
表示されます。データを正常にマイグレーションするには、ストレージ・プー
ルには、少なくともボリュームの実容量と同じ容量を持つ必要があります。

ファイル・システムの容量を減らすために、ディスク (NSD) および対応するブロッ
ク・ボリュームへのマッピングを削除して、それ以外の NSD へのデータのマイグ
レーションを強制的に行うことができます。その結果、ファイル・システム上のス
ペースが解放されます。 NSD を削除するには、IBM リモート技術サポートに連絡
してください。
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リカバリー・シナリオ: ファイル・システムがオフライン
この状態では、ストレージ・プールは容量不足になっています。結果として、ファ
イル・システムはアンマウントされてオフラインになっており、それが原因でファ
イル・システムへの入出力は失敗します。

この状態からリカバリーするには、使用可能な MDisk をプールに加えること、ある
いは、空き MDisk が使用不可能な場合は、スペア・ドライブを新規アレイ (MDisk)

作成用に使用可能にしてプールに加えることができます。ただし、スペア・ドライ
ブは他のドライブに障害が起きた場合のバックアップ・ドライブとして自動的に使
用されるため、スペア・ドライブをオフラインになったファイル・システムのリカ
バリーに使用すると、システム上で別のドライブに障害が起きた場合の自動リカバ
リーができなくなります。ファイル・システムがオンラインに復帰して容量不足へ
の対処がされた後、ドライブをスペアとしての使用に戻すか、別のドライブをスペ
アの代替として加えてください。新規のドライブを 1 つ加える場合、システムに対
しては、新規のドライブを複数加える必要があります。

ストレージ・プールに容量を追加する

圧縮ファイル・システムが使用するストレージ・プールへの追加容量に MDisk が使
用可能であれば、プールへの MDisk の追加、あるいは、追加の MDisk (アレイ) の
作成をすることができます。

使用可能な MDisks を追加する。 MDisk が既に作成されているが、プールに割り
振られていない場合は、以下のステップを実行します。

1. 管理 GUI で、「プール」 > 「プール別の MDisk」を選択します。

2. 「プールにない (Not in pool)」を選択して、ストレージ・プールに現在割り振
りされていないすべての使用可能な MDisks を表示します。

3. ストレージ・プールに追加する 4 つの MDisk を右クリックして「プールへの追
加」を選択します。

4. 「プールへの追加 ダイアログで、プールを選択して「プールへの追加」をクリ
ックします。

5. プールを展開して追加された MDisk が表示されることを確認することで、
MDisk が選択されたプールに追加されたことを確認します。

使用可能なドライブを追加: MDisks が使用可能な内部ドライブから構成されていな
い場合、以下のステップを実行することで、使用可能なドライブを既存のストレー
ジ・プールにプロビジョンすることができます。

1. 管理 GUI で、「プール」 > 「内部ストレージ」を選択します。

2. 「ストレージの構成」を選択します。

3. 「内部ストレージの構成」 ダイアログで、「別の構成を選択する」を選択し、
以下のステップを実行します。

a. 「ドライブ・クラス」フィールドで、システム上のインストール済みストレ
ージに基づき、使用可能なドライブ・クラスを選択します。

b. 「事前設定」フィールドで、構成しようとしいているストレージの RAID 構
成を選択します。

c. 「容量を最適化する」を選択して、使用可能な容量をすべて構成します。
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d. 構成を確認して、「次へ」をクリックします。

e. 「既存のプールを拡張する」 をクリックして、圧縮に使用するストレージ・
プールを選択します。

4. 「完了」をクリックします。

予備のドライブを使用してストレージ・プールに容量を追加する

ドライブが使用可能でない場合、ストレージ・プールへの容量追加用にスペア・ド
ライブを使用可能にし、ファイル・システムをオンラインに復帰させ、ストレー
ジ・プールが再度容量不足にならないようにし、スペア・ドライブをシステムに戻
す必要があります。スペア・ドライブを使用してストレージ・プールに容量を追加
し、ファイル・システムをオンラインに復帰させるには、以下のステップを実行し
てください。

1. スペア・ドライブを候補ドライブとしてマーク付けする: ブロック・ストレージ
がシステム上で構成される際に、使用可能なドライブは、そのドライブ・クラス
とドライブ・タイプに基づいて分類されます。ドライブの冗長性を提供するため
に、いくつかのドライブはスペアとマーク付けされ、それらのスペアが、ドライ
ブ障害の発生時にバックアップ・ドライブとなります。他のドライブは候補とし
てマーク付けされますが、それらのドライブがブロック・ストレージ・プールの
容量として使用可能であることを意味します。スペア・ドライブを候補ドライブ
としてマーク付けして、ブロック・ストレージ・プールに使用可能にするには、
以下のステップを実行します。

a. 管理 GUI で、「プール」 > 「内部ストレージ」を選択します。

b. 表示されたドライブのリストから、スペア・ドライブとマーク付けされたド
ライブを右クリックし、「マークを付ける...」 > 「候補」を選択します。

注: 「使用」 列は、特定のドライブがシステムでどのように使用されている
かを示します。

c. 「OK」をクリックします。

2. ストレージ・プールを拡張する: スペア・ドライブを候補としてマーク付した後
に、オフラインになったファイル・システムに使用されているブロック・ストレ
ージ・プールの容量を拡張できます。

a. 管理 GUI で、「プール」 > 「内部ストレージ」を選択します。

b. 「ストレージの構成」を選択します。

c. 「内部ストレージの構成」 ダイアログで、「別の構成を選択する」を選択
し、以下のステップを実行します。

1) 「ドライブ・クラス」フィールドで、システム上のインストール済みスト
レージに基づき、使用可能な候補ドライブ (元はスペア) のドライブ・ク
ラスを選択します。正しいディスク数が表示されているか確認してくださ
い。

2) 「事前設定」フィールドで、構成しようとしいているストレージの RAID

構成を選択します。1 つのディスクのみ追加する場合、唯一の RAID オ
プションは、データ保護を提供しない RAID0 です。

3) 「容量を最適化する」を選択して、使用可能な容量をすべて構成します。

4) 構成を確認して、「次へ」をクリックします。
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5) 「既存のプールを拡張する」 をクリックして、圧縮に使用するストレー
ジ・プールを選択します。

3. イベント・ログを確認して、基本となるボリュームがすべてオンラインに戻った
ことを確認する: ファイル・システムをオンラインに復帰させる前に、以下のス
テップを実行して、ブロック・ボリュームおよびファイル・システムの両方つい
てすべてのエラーが解決されたことを確かめてください。

a. 管理 GUI で、「モニター」 > 「イベント」 を選択し、「ブロック
(Block)」を選択します。

b. ファイル・システムが使用するブロック・ボリュームに関連するすべてのイ
ベントについて、推奨される順序で修正手順を実行します。

c. 「ファイル」 を選択してオフラインになったファイル・システムに関連する
すべてのエラーを修正します。

4. ファイル・システムをオンラインに復帰させる: ストレージ・プールに容量が追
加された後、以下のステップを完了してファイル・システムをオンラインに復帰
させます。

a. 管理 GUI で、「ファイル」 > 「ファイル・システム (File Systems)」を選
択します。

b. オフラインになっている圧縮ファイル・システムを右クリックして、「マウ
ント (Mount)」を選択します。ファイル・システムがオンラインに復帰しな
い場合は、ファイル・システムが使用しているディスクをすべて再始動させ
る必要がある場合があります。オフラインになった圧縮ファイル・システム
を右クリックして 「全ディスクの始動 (Start All Disks)」を選択します。

5. ファイル・システムが再度容量不足になることを防止する:

ファイル・システムの容量を減らすために、ディスク (NSD) および対応するブ
ロック・ボリュームへのマッピングを削除して、それ以外の NSD へのデータの
マイグレーションを強制的に行うことができます。その結果、ファイル・システ
ム上のスペースが解放されます。 NSD を削除するには、IBM リモート技術サ
ポートに連絡してください。

6. スペア・ドライブをシステムに戻す: ドライブの冗長性が損なわれないようにす
るため、オフラインになったファイル・システムをオンラインに復帰させるため
に使用したスペア・ドライブの代わりとなるスペア・ドライブが必要です。その
方法は、元のドライブをスペアとしての使用で戻すか、新規のドライブをシステ
ムに追加するかのいずれかです。スペア・ドライブをシステムに戻す前に、結果
としてファイル・システムの容量が小さくなったことを確認してください。スペ
ア・ドライブをスペアの使用に戻すには、以下のステップを実行します。

a. 管理 GUI で、「プール」 > 「内部ストレージ」を選択します。

b. 表示されたドライブのリストから、そのドライブに関連付けられている
MDisk がないことを確認してください。ドライブが MDisk に関連付けられ
ている場合、「プール」 > 「プール別の MDisk」選択します。 MDisk を右
クリックして「プールからの除去」を選択します。

c. 管理 GUI で、「プール」 > 「内部ストレージ」を選択します。

d. 表示されたドライブのリストから、ステップ 1 で候補とマーク付けされたド
ライブを右クリックし、「マークを付ける...」 > 「スペア」を選択します。

e. 「OK」をクリックします。
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システムに追加のドライブを追加するには、以下のステップを実行します。

a. IBM あるいはベンダーから、追加のドライブを入手します。

b. ドライブを、エンクロージャーの使用可能なドライブ・スロットにインスト
ールします。ホット・スワップ・ハード・ディスクの取り付けを参照してく
ださい。

c. ドライブが使用可能になった後、「プール」 > 「内部ストレージ」を選択し
ます。

d. 表示されたドライブのリストから、新規のドライブを右クリックし、「マー
クを付ける...」 > 「スペア」を選択します。

ファイル・システムの圧縮のモニター
「モニター」 > 「容量」および「ファイル」 > 「ファイル・システム (File
Systems)」 > 「ストレージ・プール」を選択することにより、ファイルおよびファ
イル・システム・プールに関連する容量メトリックを 1 つのビューでモニターでき
ます。

システム上の容量使用のモニターには、2 種類の表示を使用できます。システム上
の容量関連情報をモニターするのに必要なすべての情報を統合した表示を見るに
は、「モニター 」「容量」 を選択します。さらに、ファイル・システムまたはス
トレージ・プールの容量が指定した容量しきい値に達したときに通知を受ける、容
量についてのアラートを作成できます。「容量表示 (Capacity View)」は、ストレー
ジ・プール・レベルでのシステム全体にわたる圧縮節約量およびシン・プロビジョ
ニング効率を表示します。

モニターすべき最も重要なメトリックは、ストレージ・プールで使用される物理容
量です。物理割り振りが指定されたしきい値を上回らないようにしてください。デ
フォルトのしきい値は 80% に設定されます。使用済みの容量の現時点での使用率
を小さくするには、ストレージ・プールへさらに物理容量を追加すること、または
ファイル・システムからデータを削除することが必要です。ファイル・システムの
圧縮に使用されるブロック・ストレージ・プールについて現時点の使用率レベルを
表示するには、「ファイル」 > 「ファイル・システム (File Systems)」を選択し
て、「ストレージ・プール」フィルターが選択されていることを確認してくださ
い。 管理 GUI に、すべてのファイル・システムおよびその関連ストレージ・プー
ルが表示されます。ファイル・システムを選択してファイル・システム・プールを
展開し、そのファイル・システムに使用されているブロック・ストレージ・プール
を表示します。「容量」の列は、ファイルおよびその基本となるブロック・ストレ
ージ・プールについて、現時点での使用済みの容量を表示します。個別のボリュー
ムについてしきい値を表示するには、「NSD」フィルターを選択して、ファイル・
システムで使用されているブロック・ボリュームを表示します。個別のボリューム
についてしきい値を表示するには、1 つのボリュームを右クリックして 「プロパテ
ィー」 を選択します。「プロパティー」パネルの右上に割り振りバーが表示されま
すが、それとともに赤い垂直のバーで現時点のしきい値が表示されます。

しきい値が到達されてアラートが発行される場合は必ず、システムから、特定のシ
ナリオに対応する処置が提示されます。処置がなされずにストレージ・プールが
100% の使用率に達してしまった場合、ボリュームおよびその関連ネットワーク共
有ディスク(NSD) はオフラインになる可能性があり、オフラインになった場合は、
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それが原因でファイル・システムがオフラインになります。 リカバリー・シナリオ
についての概要を参照するには、 349ページの『第 8 章 圧縮ファイル・システム
のトラブルシューティング』に進んでください。

論理上は、1 つのプールのボリュームの合計仮想容量は、ストレージ・プールに使
用可能な物理容量を超えることが可能です。例えば、管理者が 10 TB の容量を持つ
ストレージ・プールから 10 TB のファイル・システムを作成します。この例では、
1 つのボリュームが使用され、このデータを保管するのに全容量の 10 TB が割り振
られます。平均すると、このファイル・システムに保管されるデータは 60% の圧
縮節約量になります。 ファイル・システムは 60% の圧縮節約量になる 10 TB の
データで満杯になった後、ファイル・システムには、実際には、圧縮データを保管
するプールの 4 TB の物理容量しかありません。 残りの 6 TB の未使用容量を使
用するため、プール内のボリュームに対応して仮想容量を加えることが可能です。

ただし、現実的には、ストレージ・プール上に、割り振り済みでなく、データ変更
が圧縮率に影響する際の容量使用率への影響を最小限にするのに使用可能な予備容
量が必要です。ほとんどの場合、データは、そのライフサイクルの過程で常に変化
しているので、同じ圧縮率を持つとは限りません。圧縮不可能なデータ、または良
好に圧縮できないデータも、ファイル・システムに加えられる可能性があり、それ
により圧縮率が影響を受けます。予備しきいの値のシステム・デフォルトは 物理容
量の 80% であり、ストレージ・プールに 20% の予備容量が提供されます。これ
は、ほとんどの環境で適度なものです。例えば、10 TB の物理ストレージのストレ
ージ・プールを持つ管理者がしきい値を 80% に設定する場合、プールの物理的な
10 TB からは 8 TB のみが使用可能です。しかしながら、プール内のデータが
60% の圧縮率であるなら、管理者は 8 TB の物理スペースに非圧縮時は約 20 TB

のユーザー・データを保管できます。 このように、仮想容量の最大量は、圧縮スト
レージ・プールの物理容量を超えます。推奨される仮想容量の計算には、次の等式
が使用できます。

推奨される最大仮想容量 (TB) = (CT * PC) * (1 / (1 – CR))

予備しきい値 (CT)
80% の予備しきい値を示す 0.8。

TB 単位の物理容量 (PC)
プール内で使用可能な 10 TB の物理容量。

圧縮節約量 (CR)
0.6 の場合、60% の圧縮節約量を示します。

ファイル・システム容量の管理

加えて、ファイル・システムが 100% の使用率に達して容量不足にならないよう
に、ファイル容量使用率もモニターしなければなりません。ファイル・システムの
容量使用率は、圧縮プールにおける使用済み物理容量です。システムは同様のしき
い値とアラートの方法を使用して、しきい値に到達した場合の修正処置を提示しま
す。システムからファイル・システムのユーザーとアプリケーションに提示される
オリジナルの非圧縮容量に基づく場合。

ファイル・システムの容量を解放するには、ファイル・システムからファイルを削
除するか、ストレージ・プールの現時点での容量を増やすことができます。 ストレ
ージ・プールは、未使用の物理容量から NSD に関連するボリュームを拡張するの
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に使用できます。ファイル・システムが 100% の使用率に達してしまう前に使用率
を下げる修正処置がなされない場合は、ファイル・システムがオフラインになり、
読み取りおよび書き込みの要求が処理できなくなります。
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付録. IBM Storwize V7000 Unified のアクセシビリティー機能

アクセシビリティー機能は、運動障害または視覚障害など身体に障害を持つユーザ
ーがソフトウェア・プロダクトを快適に使用できるようにサポートします。

アクセシビリティー機能

次の機能は、Storwize V7000 Unified インフォメーション・センター に関連した主
要なアクセシビリティー機能です。

v スクリーン・リーダー・ソフトウェアとデジタル音声シンセサイザーを使用し
て、画面の表示内容を音声で聞くことができる。 PDF 文書は、Adobe Reader バ
ージョン 7.0 を使用してテストされています。 HTML 文書は、JAWS バージョ
ン 13.0 を使用してテストされています。

v 本製品では、標準の Windows ナビゲーション・キーを使用しています。

キーボード・ナビゲーション

キーやキーの組み合わせを使用して、マウス・アクションでも実行できる操作を実
行したり、メニュー・アクションを開始したりできます。 ブラウザーやスクリー
ン・リーダー・ソフトウェアのショートカット・キーを使用することで、キーボー
ドから Storwize V7000 Unified インフォメーション・センター をナビゲートできま
す。サポートされるショートカット・キーのリストについては、ブラウザーまたは
スクリーン・リーダー・ソフトウェアのヘルプを参照してください。

IBM とアクセシビリティー

アクセシビリティーに対する IBM のコミットメントの詳細については、IBM

Human Ability and Accessibility Center を参照してください。
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。 日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本
IBM の営業担当員にお尋ねください。 本書で IBM 製品、プログラム、またはサー
ビスに言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用
可能であることを意味するものではありません。 これらに代えて、IBM の知的所
有権を侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを
使用することができます。 ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサ
ービスの評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。 本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒103-8510

東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。IBM およ
びその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提供
し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべ
ての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。 国または地域によって
は、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限を
受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。 本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。 それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありま
せん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Corporation

Almaden Research

650 Harry Road

Bldg 80, D3-304, Department 277

San Jose, CA 95120-6099

U.S.A.

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。 さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。 実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。 IBM は、それらの製品のテストは行
っておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の
要求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それら
の製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

本書はプランニング目的としてのみ記述されています。 記述内容は製品が使用可能
になる前に変更になる場合があります。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。 よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。 これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。 お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
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リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。 このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。 従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
サンプル・プログラムは特定物として現存するままの状態で提供されるものであ
り、いかなる保証も提供されません。 IBM は、このサンプル・コードの使用から
生ずるいかなる損害に対しても責任を負いません。

この情報をソフトコピーでご覧になっている場合は、写真やカラーの図表は表示さ
れない場合があります。

商標
この情報における IBM の商標および IBM 以外の特別な商標が特定され、それぞれ
の帰属先が示されています。

IBM、IBM ロゴ、および ibm.com® は、世界の多くの国で登録された International

Business Machines Corporation の商標です。 他の製品名およびサービス名等は、そ
れぞれ IBM または各社の商標である場合があります。 現時点での IBM の商標リ
ストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtmlの「Copyright and trademark

information」をご覧ください。

Adobe および Adobe ロゴは、Adobe Systems Incorporated の米国およびその他の国
における登録商標または商標です。

Intel、Intel 関連のロゴ、Intel Xeon、および Pentium は、Intel Corporation の米国お
よびその他の国における商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft、Windows、Windows NT および Windows ロゴは、Microsoft Corporation

の米国およびその他の国における商標です。

UNIX は、The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは Oracle やその関連会社の米国お
よびその他の国における商標または登録商標です。

電波障害自主規制特記事項
この製品には、以下の電波障害自主規制に関する表示が適用されます。この製品と
ともに使用することを目的とする他の製品用の表示は、それぞれに付随する文書に
含まれています。

Federal Communications Commission (FCC) statement
This explains the Federal Communications Commission's (FCC) statement.

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A

digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to
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provide reasonable protection against harmful interference when the equipment is

operated in a commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate

radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the

instruction manual, might cause harmful interference to radio communications.

Operation of this equipment in a residential area is likely to cause harmful

interference, in which case the user will be required to correct the interference at his

own expense.

Properly shielded and grounded cables and connectors must be used in order to meet

FCC emission limits. IBM is not responsible for any radio or television interference

caused by using other than recommended cables and connectors, or by unauthorized

changes or modifications to this equipment. Unauthorized changes or modifications

could void the user's authority to operate the equipment.

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the

following two conditions: (1) this device might not cause harmful interference, and (2)

this device must accept any interference received, including interference that might

cause undesired operation.

Industry Canada compliance statement

This Class A digital apparatus complies with ICES-003.

Cet appareil numérique de la classe A est conform à la norme NMB-003 du Canada.

Avis de conformité à la réglementation d'Industrie Canada
Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme NMB-003 du Canada.

Australia and New Zealand Class A Statement

Attention: This is a Class A product. In a domestic environment this product might

cause radio interference in which case the user might be required to take adequate

measures.

European Union Electromagnetic Compatibility Directive

This product is in conformity with the protection requirements of European Union

(EU) Council Directive 2004/108/EC on the approximation of the laws of the Member

States relating to electromagnetic compatibility. IBM cannot accept responsibility for

any failure to satisfy the protection requirements resulting from a non-recommended

modification of the product, including the fitting of non-IBM option cards.

Attention: This is an EN 55022 Class A product. In a domestic environment this

product might cause radio interference in which case the user might be required to

take adequate measures.

Responsible Manufacturer:
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International Business Machines Corp.

New Orchard Road

Armonk, New York 10504

914-499-1900

European community contact:

IBM Deutschland GmbH

Technical Regulations, Department M372

IBM-Allee 1, 71139 Ehningen, Germany

Tele: +49 7032 15 2941

e-mail: mailto:lugi@de.ibm.com

Germany Electromagnetic compatibility directive

Deutschsprachiger EU Hinweis: Hinweis für Geräte der Klasse
A EU-Richtlinie zur Elektromagnetischen Verträglichkeit

Dieses Produkt entspricht den Schutzanforderungen der EU-Richtlinie 2004/108/EG zur

Angleichung der Rechtsvorschriften über die elektromagnetische Verträglichkeit in den

EU-Mitgliedsstaaten und hält die Grenzwerte der EN 55022 Klasse A ein.

Um dieses sicherzustellen, sind die Geräte wie in den Handbüchern beschrieben zu

installieren und zu betreiben. Des Weiteren dürfen auch nur von der IBM empfohlene

Kabel angeschlossen werden. IBM übernimmt keine Verantwortung für die Einhaltung

der Schutzanforderungen, wenn das Produkt ohne Zustimmung der IBM verändert bzw.

wenn Erweiterungskomponenten von Fremdherstellern ohne Empfehlung der IBM

gesteckt/eingebaut werden.

EN 55022 Klasse A Geräte müssen mit folgendem Warnhinweis versehen werden:

"Warnung: Dieses ist eine Einrichtung der Klasse A. Diese Einrichtung kann im

Wohnbereich Funk-Störungen verursachen; in diesem Fall kann vom Betreiber verlangt

werden, angemessene Mabnahmen zu ergreifen und dafür aufzukommen."

Deutschland: Einhaltung des Gesetzes über die
elektromagnetische Verträglichkeit von Geräten

Dieses Produkt entspricht dem "Gesetz über die elektromagnetische Verträglichkeit von

Geräten (EMVG)." Dies ist die Umsetzung der EU-Richtlinie 2004/108/EG in der

Bundesrepublik Deutschland.

Zulassungsbescheinigung laut dem Deutschen Gesetz über die
elektromagnetische Verträglichkeit von Geräten (EMVG) (bzw.
der EMC EG Richtlinie 2004/108/EG) für Geräte der Klasse A

Dieses Gerät ist berechtigt, in übereinstimmung mit dem Deutschen EMVG das

EG-Konformitätszeichen - CE - zu führen.

Verantwortlich für die Einhaltung der EMV Vorschriften ist der Hersteller:

特記事項 367

mailto:lugi@de.ibm.com


International Business Machines Corp.
New Orchard Road
Armonk,New York 10504
Tel: 914-499-1900

Der verantwortliche Ansprechpartner des Herstellers in der EU ist:

IBM Deutschland GmbH

Technical Regulations, Department M372

IBM-Allee 1, 71139 Ehningen, Germany

Tele: +49 7032 15 2941

e-mail: mailto:lugi@de.ibm.com

Generelle Informationen: Das Gerät erfüllt die
Schutzanforderungen nach EN 55024 und EN 55022 Klasse A.

VCCI クラス A 情報技術装置

People's Republic of China Class A Electronic Emission
Statement

International Electrotechnical Commission (IEC) statement
This product has been designed and built to comply with (IEC) Standard 950.

Korean Communications Commission (KCC) Class A
Statement
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Russia Electromagnetic Interference (EMI) Class A
Statement

Taiwan Class A compliance statement

European Contact Information
This topic contains the product service contact information for Europe.

European Community contact:

IBM Technical Regulations

Pascalstr. 100, Stuttgart, Germany 70569

Tele: 0049 (0)711 785 1176

Fax: 0049 (0)711 785 1283

Email: mailto: tjahn @ de.ibm.com

Taiwan Contact Information
This topic contains the product service contact information for Taiwan.
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IBM Taiwan Product Service Contact Information:
IBM Taiwan Corporation
3F, No 7, Song Ren Rd., Taipei Taiwan
Tel: 0800-016-888
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の
順に配列されています。なお, 濁
音と半濁音は清音と同等に扱われ
ています。

［ア行］
アクション
リセット、サービス IP アドレスの

224

リセット、スーパーユーザー・パスワ
ードの 224

アクセシビリティー
概要 xix

キーボード xix, 361

ショートカット・キー 361

身体障害 xix, 361

ナビゲーション 361

反復速度
上下移動ボタン 361

フィーチャー 361

アクセス
管理 GUI 66

キャニスター
イーサネット・ケーブル 262

サービス CLI 221

サービス・アシスタント 219, 264

システム CLI 220

資料 361

アダプター
インストール 131, 134

アダプター・ブラケット
保管、フルサイズ 140

アップグレード
エラー・コード 337

リカバリー 337

アラート
ベスト・プラクティス 6

安全上の注意 xi

音圧 xvii

安全について xiii

イーサネット
アクセス
キャニスター 262

状況 259

イベント
レポート作成 229

イベント ID 232

理解 102

イベント通知 231

インストール
拡張フィーチャー・キー 155

カバー 107

システム・ボード 189

トラブルシューティング
問題 9, 11, 29, 33, 35, 48

ハード・ディスク・ドライブ 151

バッテリー 112

ファイバー・チャネル PCI アダプタ
ー 134

ホット・スワップ・ドライブ 151

マイクロプロセッサー 179

メモリー・モジュール 166

問題
CLI コマンドによって報告される

27

10 Gbps イーサネット PCI アダプタ
ー 134

240 VA 安全カバー 193

CD-RW/DVD ドライブ 163

DIMM 166

PCI アダプター 131

RAID コントローラー 149

インベントリー情報 231

エア・バッフル
マイクロプロセッサー
インストール 116

除去 114

DIMM

インストール 119

除去 117

エラー
拡張エンクロージャー 248

検出されない 248

ノード・キャニスター 246

ログ
エラー・イベント 229

管理 230

表示 229

フィールドの説明 230

理解 229

SAS ケーブル接続 247

USB フラッシュ・ドライブ 249

エラーおよびメッセージ 98

エラー・イベント 229

エラー・コード
アップグレード 337

理解 98, 232

エンクロージャー 58

識別番号 251

ハードウェア・インディケーター 58

エンクロージャー・エンド・キャップ
交換 287

お客様交換可能ユニット (CRU) 103

オペレーター情報パネル・アセンブリー、
交換 175, 176

音圧
安全上の注意 xvii

［カ行］
開始
システム・リカバリー 306

ガイドライン
ファイル・モジュールの信頼性 74

ホット・スワップ 75

解放
ケーブル保持ブラケット 283

拡張エンクロージャー
検出エラー 248

交換 295

拡張フィーチャー・キー
インストール 155

除去 153

確立
ライト・アウト AOS 接続 316

ライト・オン AOS 接続 317

AOS 接続 316

カバー
インストール 107

除去 105

環境に関する注記 xi

管理
イベント・ログ 230

管理 GUI

アクセス 66

サポートされるブラウザー 246

トラブルシューティング手順
開始 238

ログオンできない 243

管理 GUI インターフェース
使用する状況 65

管理 IP アドレス
トラブルシューティング手順 242

管理ノードの役割
サービス IP の判別 197

フェイルオーバー手順 196

管理ノードの役割におけるフェイルオーバ
ー手順 199

管理ノード・フェイルオーバー 199

管理ファイル・モジュール
取り外し 70
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管理フェイルオーバー 198

関連情報 xx

キーボード
アクセシビリティー xix, 361

キャニスター
拡張 268

交換 266, 268

識別番号 251

ノード 266

クライアント・アクセス
ping 207

クラスター化システム
restore 302, 308

T3 リカバリー 302

クラスター化ストレージ・システム
失敗、作成の 243

クラスターの作成コマンド 227

グリース、熱伝導 183

ケーブル保持ブラケット
解放 283

検出
イーサネット
状況 259

検出エラー
拡張ロケーション 248

現場交換可能ユニット (FRUs) 103

コール・ホーム・サポート 315

交換
エンクロージャー・エンド・キャップ

287

オペレーター情報パネル・アセンブリ
ー 175, 176

拡張エンクロージャー 295

拡張キャニスター (expansion

canister) 268

コントロール・エンクロージャー・シ
ャーシ 288

サポート・レール 297

電源機構
拡張エンクロージャー 276

コントロール・エンクロージャー
272

ノード・キャニスター 266

バッテリー 112, 280

ヒートシンク保持モジュール 186

部品
概要 265

preparing 265

ブランク・キャリア 283, 285

マイクロプロセッサー 179

2.5 型ドライブ・アセンブリー 285

3.5 型ドライブ・アセンブリー 283

CD-RW/DVD ドライブ 162, 163

SAS ケーブル 287

SFP トランシーバー 270

構成、リモート・サポート 316

コマンド
クラスターの作成 227

状況照会 228

ソフトウェアの適用 227

リセット、サービス・アシスタント・
パスワードの 226

satask.txt 224

snap 226

svcconfig backup 311

コントロール・エンクロージャー・シャー
シ
交換 288

コンポーネント
hardware 1

コンポーネントまたは装置
返却 76

［サ行］
サービス CLI

アクセス 221

使用する状況 220

サービス IP

管理ノードの判別 197

サービス IP アドレス
変更 261

サービス・アクション
ファイル・モジュール 70, 71

サービス・アシスタント
アクセス 219, 264

インターフェース 217

サポートされるブラウザー 246

使用する状況 218

サービス・アドレス
unknown 244

サービス・コマンド
クラスターの作成 227

ソフトウェアの適用 227

リセット、サービス IP アドレスの
224

リセット、サービス・アシスタント・
パスワードの 226

リセット、スーパーユーザー・パスワ
ードの 224

CLI 220

snap 226

削除
システム (system) 260

バックアップ構成ファイル
使用、CLI の 313

サポートされるブラウザー 246

識別
エンクロージャー 251

キャニスター 251

状況 251

時刻
ファイル・モジュールにおける同期

215

システム (system)

削除 260

バックアップ、CLI を使用した構成フ
ァイルの 311

システム状況
LED 253

システム・データ
除去 259

実行
ノード・レスキュー (node

rescue) 265

失効した NFS ファイル・ハンドル 322,

323

失効したファイル・システム
gpfs、トラブルシューティング
失効した NFS ファイル・システム
の解決 205

修正
エラー 304

ノード・エラー 260

出力
マルチパス・イベント 326

ショートカット・キー
アクセシビリティー 361

キーボード 361

使用
管理 GUI 64
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概要 265

preparing 265
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DIMM 164

ServeRAID SAS コントローラー 147
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使用する状況 220

ストレージ・システム・コマンド
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(FCC) 365
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商標 365
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203
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の解決 205

SAN の障害 299
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開始
管理 GUI 238
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メイン GUI 242
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ファイル・モジュール 70, 71
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ト 73
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(network interface)

可用性 (availability) 208
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修正 260
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表示
システム状況 252
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ロケーション・エラー 246
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実行 265
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除去 150
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システム構成ファイル 311

ベスト・プラクティス 5

バックアップ構成ファイル
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使用、CLI の 313

バッテリー
交換 112

除去 107, 280

保守 233, 235

判別
SAN の問題 299
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インストール 179
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179
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イベント・ログ 229
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状況 252

トレース・ファイル 233

ノード・キャニスター
状況 252

ログ・ファイル 233

ファームウェア
System x、復元 324

ファイバー・チャネル
リンク障害 299

SFP トランシーバー 299

ファイバー・チャネル PCI アダプター
除去 133
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gpfs、トラブルシューティング 202

欠落 204

作成済みでマウント済みのファイ
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203
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リブート 69
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ファイル・モジュールからコントロール・
エンクロージャー
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取り外し 120
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論理装置 196

部品
交換
概要 265
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除去
概要 265
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ドライブ特性 6

トラブルシューティング 3
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保守
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171

ホット・スワップ電源機構、取り付け
172

ホット・スワップに関するガイドライン
75

ホット・スワップ・ファン
交換 170
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CLI を使用した 308
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交換 179
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熱伝導グリースの塗布 179
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マルチパス・イベント
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同一でない 248

メディア・エラー 236

メモリー
使用量のモニター 98
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除去 164

メモリー・モジュール、取り付け 166
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［ラ行］
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ライザー・カード・アセンブリー
location 129, 133, 134

ライト・アウト AOS 接続
確立 316

ライト・オン AOS 接続
確立 317

理解
イベント・ログ 229

エラー・コード 232

リカバリー
アップグレード 337

オフラインの仮想ディスク (ボリュー
ム)

CLI を使用した 308

システム
開始 306
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実行する状況 302
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スーパーユーザー・パスワード 250

リセット、サービス IP アドレスの 224
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ワードの 226

リセット、スーパーユーザー・パスワード
の 224
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構成 316
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リンク障害
ファイバー・チャネル 299

リンクの問題
iSCSI 300

レスキュー
実行
ノードの 265
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イベント 229

ログ・ファイル
表示 229

ロケーション情報
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ベスト・プラクティス 7

論理装置
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10G イーサネット 299
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インストール 193
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2.5 型ドライブ・アセンブリー
交換 285

3.5 型ドライブ・アセンブリー
交換 283

A
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確立 316

C
Canadian electronic emission notice 366

CD ドライブ 162, 163

CD-RW/DVD ドライブ
インストール 163

交換 163

除去 162

CLI

サービス・コマンド 220

ストレージ・システム・コマンド 220

CLI コマンド
構成
取り付けの問題 27

contact information

European 369

Taiwan 370

CRU、交換
カバー 107

CTDB

正常性の検査 200

D
Deutschsprachiger EU Hinweis 367

DIMM

インストール 166

除去 164

DVD ドライブ 162, 163

E
EMC statement, People's Republic of

China 368

European contact information 369
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conformance statement 366

F
FCC (Federal Communications Commission)
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PCI アダプター 131
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テープ対応サーバー 142

ファン・ブラケット 122

ホット・スワップ電源機構 172

ホット・スワップ・ファン 170

マイクロプロセッサー 2 エア・バ
ッフル 116

16 ドライブ対応サーバー 142

CD-RW/DVD ドライブ 163

DIMM エア・バッフル 119

IBM 仮想メディア・キー 124

PCI ライザー・カード・アセンブ
リー 126

SAS ライザー・カードおよびコン
トローラー・アセンブリー 142

ServeRAID SAS コントローラー
149
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ホット・スワップ電源機構 171

取り外し
テープ対応サーバー 140

ファイバー・チャネル PCI アダプ
ター 133

ファン・ブラケット 120

ホット・スワップ・ファン 169

マイクロプロセッサー 177

マイクロプロセッサー 2 エア・バ
ッフル 114

メモリー・モジュール 164

10 Gbps イーサネット PCI アダプ
ター 134

16 ドライブ対応サーバー 140

240 VA 安全カバー 192

CD-RW/DVD ドライブ 162

DIMM 164

DIMM エア・バッフル 117

IBM 仮想メディア・キー 123

PCI アダプター 129

PCI ライザー・カード・アセンブ
リー 125

SAS ライザー・カードおよびコン
トローラー・アセンブリー 140

ServeRAID SAS コントローラー
147
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取り外し (続き)

ServeRAID SAS コントローラー・
バッテリー 157, 160

取り付け
240 VA 安全カバー 193

保管
フルサイズ・アダプター・ブラケッ
ト 140

FRU、交換
オペレーター情報パネル・アセンブリ
ー 175, 176

システム・ボード 187, 189

ヒートシンク保持モジュール 186

マイクロプロセッサー 179

メモリー 164

CD-RW/DVD ドライブ 162, 163

DIMM 164

FRU、取り外し
バッテリー 107

ヒートシンク保持モジュール 184

FRU、ファイル・モジュール
取り付けのガイドライン 73

G
Germany electronic emission compliance

statement 367

GPFS

分析、ログの 214

リカバリー 209

gpfs

マウントのトラブルシューティング
202

欠落したファイル・システム 204

作成済みでマウント済みのファイ
ル・システムのマウントの識別
203

失効した NFS ファイル・システム
の解決 205

GPFS ファイル・システム
エラー 213

GUI アクセスの問題 29

GUI 接続の問題
トラブルシューティング手順 242,

245

H
HSM 211

httpd サービス
エラー 328

I
IBM 仮想メディア・キー
交換 124

取り外し 123

IEC (International Electrotechnical

Commission) electronic emission

notice 368

Information Center xx

International Electrotechnical Commission

(IEC) electronic emission notice 368

IP address

ベスト・プラクティス 3

iSCSI

リンクの問題 300

K
Korean electronic emission statement 368

L
LED

システム状況 253

ファイル・ノード・ハードウェアのイ
ンディケーター 48

Light Path 診断 51

LED ハードウェア・インディケーター
48

Light Path 診断
LED 51

lshealth

データベース複製の失敗 211

Mount state of the file system changed

to error level 211

N
New Zealand electronic emission

statement 366

NFS クライアント
クライアント IP の変更後に NFS 共
有をマウントできない 322

失効した NFS ファイル・ハンドル
322

P
PCI アダプター
除去 129

People's Republic of China, electronic

emission statement 368

R
RAID

ベスト・プラクティス 6

restore

システム (system) 301, 308

S
SAN (ストレージ・エリア・ネットワー
ク)

問題判別 299

SAS ケーブル
交換 287

SAS ケーブル接続
ロケーション・エラー 247

SAS ライザー・カードおよびコントロー
ラー・アセンブリー
交換 142

除去 140

テープ対応サーバー 140, 142

16 ドライブ対応サーバー 140, 142

satask.txt

コマンド 224

SCM

エラー・リカバリー 327

ServeRAID SAS コントローラー
インストール 149

除去 147

ServeRAID SAS コントローラー・バッテ
リー
取り外し 157

取り付け 160

SFP トランシーバー
交換 270

除去 270

snap コマンド 226

Storwize V7000 58

ハードウェア・インディケーター 58

Storwize V7000 Unifiedのライブラリー
関連資料 xx

System x ファームウェア
復元 324

T
T3 リカバリー
実行する状況 302

除去
550 エラー 305

578 エラー 305

Taiwan

電子放出に関する注意 369

contact information 370

Tivoli Storage Manager サーバー構成
211
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USB キー
使用 221

使用する状況 221

USB フラッシュ・ドライブ
検出エラー 249

V
VDisks (ボリューム)

オフラインからのリカバリー
CLI を使用した 308
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